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ＧＷＹＢ ｾｉｾＺｉＧ＠ . . :  

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性: 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり抵J 克' 性: すベり抵; 杭" ，性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、@

、_，

フリン トコートにつ いてのお問合 せ は 下記へ

。
航武会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾｉｘ 版発売所
τｆ 宅 ｉｾＮＭ こ ＨＭＭｉＭ 施工販売部

大阪< ! ! ! > 532 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 2 T 目 11 番 30号 室宝 ( 06) 303 ー 7131

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目4番 地( 第2ぬ り 彦 ピ ル3階 ) 会 ( 03) 562 - 4646  

名古屋< ! ! ! > 461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 矯 ピ ル4階 ) n ( 052) 931 - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビ ル 3 階 ) n ( 0822) 21 ー 1224

福 岡 ⑮8 10 楕 岡 市 中 央 区 舞 鈎 1 - 1  - 5  ( 舞 餓 ビ J レ3 階 ) f t ( 092)  77 ー1961
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謹 賀 新 年

1  9 7 6  

' 7 6年 を 迎 え て

( 社 ) 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次

明けましておめでとうございます。

石油ショック以来の景気の沈滞は昨年も引き続いて進み、三木内閣もあらゆる模

索を続けながら、日本の栄光を維持するために、努力を重ねております。

景気の回復を望むのは日本だけではなく、世界各国がその努力を続けております。

その具体的な表れはランプイエ城における六ヶ国首脳会議でありましょう 。世 界

各国が、お互いに民族意識を高めるとともに一大転換機を迎えて、貿易面、文化

交流面でも互いに近接しつつあり、両面において新たな段階を迎えることと思わ

れます。 そして、経済界の状況が再びトンネルに入ったとしても 21世紀への対応

策とともに新しい傾向に向かっていくニとは何といっても明るいことではないで

しょうか。

21世紀を迎えるについては多くの教育的、物質的、生物的、技術的な苦しい暗い

処理の世界を経ていくでしょうが、それを通り抜けてこそ明るい世界が招来され

るものと思います。徒に、既成概念にとらわれた前時代的社会処理では取り返し

のつかない誤りを犯すことになりはしないでしょうか。

こんなことを考えていくとき、新たに都市計画や建築技術にたずさわるわれわれ

が、この低成長から、新たな転換機を迎えたとき、どんな社会的ニーズが生まれ

てくるでありましょうか。住宅政策も今のままでよいでしょうか。再開発も、さ

ては建築基準法も、どうあるべきでしょうか。 かような模索を通して次の対策へ

の勉強をしていかないと問いに答えられなくなると思います。

大阪の中之島に芸能文化センター建設の構想を実現するために閉経連から鈴木剛

氏( ホテルプラザ社長) を団長とする都市文化開発海外調査団が組織され、すで

に米国を訪問してきました。 その結果は、きわめて示唆に富んだ展望をもたらし

てきております。 このような文化施設の充実とともに、大阪の技術的都市構造の

完成二そ、求められるべきものであります。 うわべだけの文化生活にならぬため

にも、都市形態が人間のためのものでないといけないと思います。

以上のように考えていくとき、わが日本建築協会もその使命がどこにあるのかを

求めて、社会に答えていかねばなりません。今後、相当期間お互いに苦悩に耐え

て次の時代を待ちたいものであります。

幸いに本会は、会員の皆様の物心両面のご援助で雑誌の発行から諸施策まで、相

当の成果をおさめることができました。

本年も困難な一年とは思いますが、会員各位におかれても健康に充分留意され、

強〈、明るく前途に希望を持って新たな一年を迎えようではありませんか。

l  



川 崎 製 鉄 水 島 研 修 所

設 計 川 崎 製 鉄 水 島 製 鉄 所 建 築 課

浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設 広 島 支 庖

所 在 地 倉 敷市 福 田 町 広 江2485 - 1  

敷 地 面積 8，255 .0 m' 

建 築面 積 2，708 . 6 m' 

延 床面 積 4，967 . 6 m'  

楕 造規 模 R C & S R C . 4 F  

工 期 昭 和49年 3 月~ 昭 和50年 9 月



家 具 高 島 屋

床 タ イ ル 国 代 耐 火 工業 所

カ ー ペ ッ ト フ オ ル ム ユ ニ

照 明 器 具 大 光電 機

ホ ウ 卜 ク

-
、.



上 ー宿泊線路屍より研修械を比る 。 ( 述 j: tは 水 l斗の市1針。左方にコンビナートの一部が見える .)
下 研 修 械 2 階底上より宿泊械を見る .



川 崎 製 鉄 水 島 研 修 所

設 計 川 崎 製 鉄 水 島 製 鉄 所 建 築 課

浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設 広 島 支l吉

。

電 気 設 備 川 鉄 電 気 設 備 工 事 株 式 会 社

合 般 市 水 品 川 崎 通 1 丁 目 T E L  0864- 46- 7677 

差 官 官 藁 川 崎 設 備 工 業 株 式 会 社

命救! l i 迎 ぬ 町 i単品63 T E L  0864- 46- 2200 

造 作 内 装 株 式 会 社 高 島 屋

岡 山 市 本 開T 6 1昏30-1} T E L  0862- 32- 2101 

型 枠 工 事 有 限 会 社 鈴 木 組

合 倣 IIi 川 入字 広 芝85 1- 1  T  E  L  0864 - 24 - 0527 

ｾ土工事有限会社友杉工務 Ｑ 吉

倉 敷 市 茶 屋 町292- 2  T E L  0864- 28- 0439 

鉄 筋 工 事 河 本 鋼 業 株 式 会 社

iT敬市. i i l i ｽ［ Ｎｾ 町 辿 ｉＺｈＴＳ T E L  0864- 44- 6736 

金 属 製 建 具 川 鉄 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 株 式 会 社

神 戸 市 東 根 区 魚 崎 南 町 2 - 7  - 5  T E L  078- 431- 2221  

手 主 元 斗 長 谷 川 体 育 施 設 株 式 会 社

ｊ ヒ阪市偏向区」 ニ ＧＧｍ ｽ ［Ｎｾ ｱＧｬ - 38 - 2  T I!: L 0 6- 453- 2031 

石 関 ヶ 原 石 材 株 式 会 社

広 1:.¥，11平 塚町 8 - 22 T E L  0822 - 43 - 1241 

内 装 平 松 建 材 株 式 会 社

倉 敷 市 " 目 相 1 - 2 - 22 T E L 0 8 6 4 - 22 - 9111 

塗 装 株 式 会 社 長 崎 塗 装 J吉

広 品 ，11眠 庄町 1 - 1  - 13  T E L  0822 - 47 - 9365 

ガ ラ ス 谷 本 ガ ラ ス 工 業 株 式 会 社

附 山 市 大 幅，1201- 5  T E L  0862 - 82 - 417 

タイル・ 伊 奈 製 陶 株 式 会 社

ユ ニ ッ トパ ス

広 山 市 田 中 町 5 - 9 7 ルチピル T E L  0822 - 44 - 1701 

タイル 株 式 会 社 平 田 エ ン ヂ ニ ヤ リ ン グ

ｉ ｾ ｪ 山 市 中 央町 Ｓ - 21  T E L  0862 - 77 - 9010  

外装 タ イ ル 岩 尾 磁 器 工 業 株 式 会 社

大阪市北区; ; . : :三bi 町 2 - 36 T E L 0 6 - 353 - 6171 

外 装 吹 付 株 式 会 社 エ ー ビ ー シ ー 商 会

開i 山市) L 町内 1 - 2  - 4  T E L  0862 - 25 - 0188 

左 官 株 式 会 社 岡 本 組

lおil ul ，li jJ t 正.¥32 1 T E L  0862- 5 2 - 6006 

パ- J レスキ ン 東 邦 ノ f ー ラ イ ト 側 広 島 営 業 所

吹付

11: ｊ Ｚ Ｎｾ＠ ，fi 大 手 町 5 - 3 - 5 T E L 0 8 2 2 - 44 - 6360 

右 五|剥 と研修 練

カ y トは研修と 断 而 図

平 面 図 1  :  800  
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 研 修 棟 1 階 平 面 図 宿 泊 棟 2 階 平 面 図



川 崎 製 鉄 水 島 研 修 所

研 修 練 ・1 階 ホ ー ル

宿 泊 械 ・2 階 ラ ウ ン ジ

宿 itlUi . 宿 泊 室

抗ｬｾ 点ｴｊｊ ｩｗ ，主

1  



仁

鐘 紡 ガ ン 研 究 所

設 計 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 竹 中 工 務 庖

所 在 地 神 戸 市 兵 庫 区 御 崎 町 1 - 9 - 1

建 築 面積 627 .31 m' 

延 床 面積 3，239 .46m'  

精 進 規 模 R C 8 1 、 5 F 、 P l

工 期 1974. 4 - 1975. 5 



ユニチカショッピングセンター

オークタウン

設 計 施 工 竹 中 工 務 届



所 在 地 奈 良 県 大 和 高 回 市 幸 町 3 ー 18

建築面積 8，415 .8m'

延床面積 33 ，894.9  m' 

構造規模 R C  4 F 、6 F 、P l

工 期 : ＱＹＷＴ Ｎ Ｙ ｾ ＱＹＷＵＮＱＱ＠

大手[ 1日 l到 市 は 、 奈 良 県 南 部 の 商 業 都 市 と し て 発 展 し て き た 。 市 の 中 心 地 、 近 鉄 阿

佐l駅 前 の ユ ニ チ カ 工 場 跡 地 14 万 m' (7) r4" 12，000 m' の 遊 休 地 を 利 用 し て ショ γ ピングセ

ン タ ー を 計 画 し た も の で あ る 。 I打の布11市 計 画 に 治 っ て設計ーしたマスタ ー プ ラ ン の う

ち、第一則工 ・ｊＧ ［である 。 ｾｗ ｊ のふくらみと 効率化を計 って 、人工台地を用い、後 Ｇ ， ｴ Ｇｦ

I也IJ 日発をジョイ ン ト し や す い よ う に 、 絞11
1
'1古lIi 、専 門 J苫をプロ ック 別 に 配 置 し た 。 人

工 台 地 上の 広 場 は 光 と 紋 あ ふ れ る 街 で あ る 。 広 場 に 地 え ら れ た か し の 木 は 、 オ ー ク

タウンという1 ' ，'IIj に 、 イ メ ー ジ づ け ら れ て い る 。 オ ー ク タ ウ ンは 、子 供 に 親 し ま れ

るように劇場や遊び場をもち、広: 場に自己 iE された彫刻、 H寺計、ショ ッ ピ ン グセンタ

ーのモニュメントである ＱＧＱ 動織機は、広場の ￬ｾ 山袋索として期，なされた 。 雄物外壁

は山行11公H のイメージから、じゅらく{ 与を選び、床はレ ンガ タ イ ル に よ り 親 密 さ を

計 った。 モ ー ルliE 袋 の 鮮 明 な 色 は 、 名 フ ロ ア ー の 先 場の テ ー マ カ ラ ー で も あ る 。

Li : : モ ー ル から大噌胞をみる

iETI自1外観

下 以 ｬＢｉ ｊｩｬｩ ｩｩｬｬｾ 告か らモールをみる

w話芸 Ｊｈｾｩ Ｍ，Ｇｩ ｾ ま

狩里子宏、正 / 竹 中 工務 庖



モ ー ル 吹 抜 回 り 夕 張

大ｾ応からモールをみおろす

ユニチカショッピングセンター

オークタウン

竹 中 工 務 庖設 計 施 工

コ
円?

守桝ー』手持麗三喜子

監事喜屋三時嘩百;Jご

ｭｾ 明 ｌＮ 霞君壬2

4
帽

綱

一寸ｾ｣］コ



六 甲 ハ ウ ス

設 計 施 工 銭 高 組

所 在 地 ・芦屋市奥山 1 - 44 

建築面積 2，945 .95 m'  

延 面 積 ・ 4，578 .28 m'  

4構造規模: R C、屋根S 造 8 1 、 2 F

工 期 : 1975. 3- 1975 . 11 



県 立 西 播 文 化 会 館 ・

西 播 生 活 科 学 セ ン タ ー

施 工 進 藤 組
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設 計 監 理 : 兵 庫 県 建 築 部 営 鎗 課

所 在 地 : 兵庫県婦保郡新宮町宮内

敷 地 面積 : 51 ，600m'  

建 築 面 積 2，100m'

延 床 面 積 3，470m'

構 造 規 模 R C  2  F 、 P 2

工 期 : 1974.  12- 1975.  12 

〈

E 事コ

l I  2  I  3  I  4  

5  

l  廊 下 北 点 隅 よ リ中嵯をみる 2  サー ビス雌 よ り 中 庭 を み る

3.  Iめド屯 4  術泊t l I 1ホ ー ル 耽 依 5.  i E凶I外 組

ｾ・ ｨ キ ｉｉｄ 凶 Ｎ

h 事事い[ I Di i 咋月.

こ の 会 館 は 、 人 間1尊 重の車内事11 を基悠に、 地 方

における文化の ｾＩｪｊ 坊と、生活の ＱＱ ＧＱ 上をめざし、

し あ わ せ な 地 成 社会 作 りを 推 進 す る た め の 活 動

の 拠 点 と し て 、 県 下 に 主 主 設 が 進 め ら れ て き た 地

方 文化 会 館 の 第 3 番 目 の も の で あ る 。

本 ｾｾｈ ＺｭＭイ Ｉｉｕｾｉ 新宮町の北西宮 Ｑ Ｑ に位位するこの敷

地 は 、 周 辺 小 高 い 松 林の 山 に 附 ま れ た 泣 か な 自

然 に I.t( ま れ て い る 。 こ こ に 講 演 を 始 め と す る 各

般 文 化 活 動 、 合 宿 、 会 談 、 研 修 、 美 術 展 示 等 々 、

多 様 な 利 用 機 能が 集 約 さ れ て い る が 、 こ の 利 用

目的の多係性は、 l掲i ! 住機能別に分類された 4 つ

の プ ロ ッ ク に ゾー ニ ン クーすることによ っ て処遇1

さ れ て い る 。 各 ゾー ン を別 陳 と す る こ と で利 用

室 相 互 の 独 立 性 を 維 保 し 、 同 時 に 、 棟 に よ っ て

区 画 さ れ る 外部 空間 に も 積 極 的 に 機 能 性 を 付 与ー

し て い く よ う に 配 慮 さ れ て い る 。 また 、 周 辺 環

境 と の 調 和 を 考 慮 し 、 四季 の 推 移 に よ る 色 彩 の

変 化 に 対 応 さ せ る た め に 、 外 情 仕 上 を ア イ ボ リ

ー ホ ワ イ ト を 基 剥 と し 、 外 鋭 の 統一 を 計 る と と

もに、袖笠宮品分のみ シ ャ モ ッ ト タ イ ル の 淡 い 色

調を配して、 フ ァ サ ー ド に ア ク セ ン トを与え 、

自 然 と の 対比 的 調 和 を 保 っ て い る 。 さ ら に 、 内

部 居室 に お い て は 、 そ の 目 的 と す る 機 能 が 充 分

来 さ れ る よ うに 、 講 堂 に お け る 舞 台 、 照 明 設 備 、

研 修 練に ギ け る 制 型実 皆、視『士党実習等:の 設 備

機 器 の 充 実 に も 怠 が 注 が れ て お り 、 そ の 空 間 の

特 性 に 応 じ た 例 性 的 空 間 演 出 が 試 み ら れ て い る 。

門 内 秀 裕 ・ 河 野 正 彦 / 兵 庫 県 営 繕 謀



滋 賀 県 立 長 浜 文 化 芸 術 会 館

施 工 熊 谷 組



設計・監理 : 宮家建築事務所

監 理 . 滋賀県土木部建築課

所 在 地 : 滋賀県長浜市大島町大島

建築面積 : 2， 128.2m'  

延床面積: 2，939. 5m'  

構造規模 : R C一部S 造 2 F  

工 期 : 1974.7- 1975.10 



法 輪 寺 三 重 塔

施工 清水建設

設 計: 竹島卓一

棟 梁 : 西岡常一

所 在 地 奈 良 県 生 駒 郡 斑 鳩 町 三 井 1571

建築面積 : 152. 7m' (基壇面積)

延床面積 : 477 .2m'  

構造規模木造三霊塔、 最高部 H = 25 .82 m 

工 期 ι 1973.8- 1975 .3
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法輪寺は奈良斑鳩の里にある由緒ある寺で、

7 世紀の後半自1) 主主された法隆寺械式の大寺

院であった。 ことに 三重搭は、有名な法隆

寺五重搭によく似て、飛鳥様式を伝える食

堂な建造物であり、近くの法起寺三 重搭を

加えて「斑鳩の三古塔」と呼ばれ、およそ

1300年前の姿を伝えていたが、昭和 19年 7

月21 日落雷により焼失してしまった。

しかしながら、幸なことにこの浴はかつて

関野貞博士によって解体修理が行われたこ

とがあり、この際の図面がのこっていたた

め、もとの姿に正確に復元しうる見込があ

った。 そこで、住職故井上皮党師によって

再建が発起きれ、関野博士の弟子にあたる

竹島卓ー工学博士が設計を担当され、法隆

寺宮大工棟梁西岡家が独特の技術をもって

協力して再建することとなった。

再建の理念 l立、塔を復元することであり、

とうぜん木造槍造りとなるが、建造に裂す

る槍材は樹令一千年以上のものを含む良材

が必要であった。 しかし、日本圏内では入

手することができなかったので、台湾にお

いて調達した。 工事にあたっての方針は、

①再建する塔は、富1)建当時意図したであろ

う形式 方法に統一する、②椛造的欠陥は、

現代の建築技術によって合理化する、の 2

点である 。 この方針にもとづいて飛鳥様式

を現代に再建するため、数々の努力がつく

されたが、現代技術によって合理化した結

果、基壇と初重の出入口、及び三重目と相

輪などにおいて新たな工夫がなされた。 地

工と構造面での考案の主な点をあげると 、

側回りの斗枯 ( ときょう ) など徽木で積み

上げる分量に見合うだけ、内回り柱筋に立

てる束の上下に横木を加えて軒先の垂下を

防止していること 、深い軒を支える斗械の

部材を内部で緊結しトラスとして作用させ

るようにしている、その結果斜材にかなり

の張力を負担させることになったため、最

少| 浪鉄材を使用していることである 。

また、最上階では 、四方に突きでる軒の広

きに対し、内側の塔身の部分の屋根が狭い

ので内外の重さの釣合いがとれないため、

心柱をカサの柄と骨のように中心で吊って

荷重の釣合いをとるようにしている 。

大工工事にあたっては 、古代のヤリカンナ

が使用された。 飛鳥建築の特徴とされてい

る滋かさ柔らかさは、現在使われているム

カンナでは再現することができないからで

ある 。木は生きており 、一本一本違う性格

やクセをもっている 。 一千年の槍の生命を

知l り、一千年のお堂の生命にうつしかえる 。

工事関係者の全員が飛鳥の三 重塔を怨てる

という誇りをもって仕事にあたった。竹島

1'4士は 20世紀の技術を駆使して創建当 11寺の

理想を追求した。 西岡棟梁をはじめとする

宮大工たちは、伝来の技法をできる限り忠

実に守ることで、飛鳥びとの信仰lに迫った。

このように、現代の衆智を集め、伝統の技

術の粋をつくして再建された法輪寺三 重搭

は、完成と同時に悠久の時間の中に組込ま

れて、円熟の姿を子孫に伝えてゆくことで

あろう 。



国 立 飛 鳥 資 料 館

施 工 村 本 建 設



基 本 設 計 谷 口 吉 郎

実 施 設 計 : 近 綾 地 方 建 設 局 営 繕 部

所 在 地 . 奈 良 県 高市 郡 明 日 香 村 大 字奥 山601

建 築 面 積 1，224 m'  

延 床 面 積 : 2，540m'  

構 造 規 模 : R C 8 1 、 l F  

工 期 。1973. 1  ｾ ＱＹＷＵＮ＠ 3  

電 気 新 生 電 業 担t市EEEFT P- 3

葉忠差排 第一工業 託市11堅苦221

機影 東 出 消彦



扶 桑 ビ ル

施 工 浅 沼 組

設 計 清 水 和 弥 設 計 事 務 所

所 在 地 大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 り 1 - 13、14、15

建築面積 408 .35m'

延床面積 : 3，630m'  

構造規模 : S R C  B  1 、9 F、P 2

工 期 1974.7- 1975 . 11



ダ イ エ ー 舞 子

シヨツノもーズブラザー

設 計 施 工 鹿 島 建 設

所 在 地 神 戸 市 垂 水 区 舞 子 台 6 - 20ー 17

建築面積 4，865 m'  

延床面積 14，725m'  

構造規模 : R C  B  1、 3 F

工 期 1974.10- 1975 .10



八重桜カントリークラフ〉、ウス

設 計 施 工 奥 村 組

所 在 地 奈 良 県 天 理 市 山 田 町

建築面積 962 m'  

延床面積 3，352 m'  

構造規模 R CおよびS 造 2 F  

工 期 1975.4- 1975.11



東 播 カ ン ト リ ー 倶 楽 部 ハ ウ ス

設 計 施 工 鴻 池 組

所在地・兵庫県加東郡東条町秋津字中尾

建 築 面 積 4，172 .99m'  

延 床 面 積 4，558 . 10m'  

構造規模 。R C一部S 造 2 F  

工 期 。1974. 11 - 1975. 9



舞鶴カントリー

クラブ，、ゥス

施 工 不 二 建 設

、

設 計 尾 崎 建 築 設 計事務所

所 在 地 : 舞鶴市大字栃尾字稗田

建築面積: 2，008 .49 m'  

延床面積 : 2，712 .47m'  

精進規模: R C  2  F  

工 期 : 1974 . 12- 1975 .8  



.'1: 

大 阪 市 立 淀 川 区 民 セ ン タ ー

老 人 福 祉 セ ン タ ー

施工 甲南建設工業

設 計 : 大阪市建築局

所 在 地 : 大 阪 市 淀 川 区 野 中 南 2 ー 1 - 5

建築面積 : 1， 186. 79 m'  

延床面積 : 2，515 . 14m'  

構造規模 : R C  4  F  

工 期 : 1974 . 12- 1975 . 10 



日 本 住 宅 公 団

森 之 宮 ( 2) 市 街 地 住 宅

施工 フジタ工業

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

所 在 地 . 大阪市城東区森之宮町 2 - 2 - 2

敷地面積 34，098. 12 m'  

建築面積 4，603. 57 m'  

延 面 積 ・ 53 ，129 .69 附

構造規模 : S R C  15F 、P 2

工 期 : 1973 .3- 1975 . 11 



大 賀 株 式 会 社 本 社 ビ ル
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愛知県保養リノ、ビリテーション

セ ン タ ー 木 曽 川 荘

設 計 大 建 設 計

施 工 大亙建設

所 在 地 愛 知 県 中 島 郡 祖 父 江 町

建築面積 : 1，974.68m'  

延床面積 : 3，000 .62 m'  

梅造規模 : R C  2 F  

工 期 : 1972 . 1- 1973 .6  



作 州 武 蔵 カ ン ト リ ー 倶 楽 部

ク ラ ブ ハ ウ ス

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 新 井 組

所 在 地 ・岡 山県 勝田郡 勝田町大 町

建築面積 : 2，836 .  16 m'  

延床面積 ・2，983. 32m'

構造規模 : R C  B  1、 l F  

工 期 : 1974. 12- 1975. 10 



銭 鋼 会 館

設計 日建設計

/  

O1' .  

施 工 不 動 建 設

所 在 地 大 阪 市 西 区 立 売 堀 南 通 り 3 - 84 

建築面積 676 m'  

延床面積 1，560m'  

構造規模 RC、S 3  F  

工 期 1974. 10- 1975. 10



関西サイクルスポーツセンター

設 計 安井建築設計事務所

施 工 : 奥村組

所 在 地 : 大阪府河内長野市天野町1304外

建築面積 3，487.71 m'  

延床面積・ 5，415.46 m'  

構造規模 R C  8 1 、2 F

工 期 : 1973.11 - 1974.6  

1975.  5- 1975.7  



1 日 本 建 築 協 会 常 設 委 員 会 ・ 本 年 の 抱 負 l

以 育委 員 会 本 年 の 抱 負 教育委員長 岡田光正 編 集 委 員 会 本 年 の 抱 負
編集委員長 松村慶三

谷口大先輩という、大もの委員長のあとをうけて、昨年からやらせ 困難な情況の中にも目出度〈新年を迎えました。今世紀最後の turn-

ていただいています。教育委員会の主な仕事は、講習会やデザイン ing poi nt を折り返したことになリます。日進月歩の文明と変幻万化

コンクールを実施することで、 昨年も「建築工事実務講習会」と の世相の中で、しかも存分野各層にわたる広い範囲の会貝の皆綴方

「工高生デザインコンクー/ レ」を行い、いずれも好評、盛会でした 。 に 「建築と社会」誌は何をお届けすべきかは今年も私ども の大切な

とくに「工高生デザインコンクール」は史上最高の応募数となりま 課題となるでしょう 。建築をとりまくものの様相をそ の時々適確に

したが、今年はさらに記録がのびるよう、一層のお力添えをお願い 捉えて残してゆくことも大切な使命の一つ だと考えますが、そ の意

する次第です。 日未で、本号の特集も j昆沌の中の建築界 の一つの証言として価値ある

「鉄筋コンクリート構造物の耐艮安全性についての講習会」は、前 ものと信じます。また協会機関誌の特質を生かして、より多くの会

委員長時代からの懸案事項て・もあり、今年はぜひともご期待にそえる 員に直接間接、編集に参函していただき、あるいは有効な媒体とし

ようにしたいと思っています。なお、講習会には常に新しい企画が て活用を願って、自分たちの会の雑誌だという暖かい気持の連帯を

必要ですから、テー 7 やアイデアなど積極的にお寄せ下さるようお ひろげてゆくことが何より大切だと思いますので、 ーj曹のお力添え

願いいたします。 をお願いいたします。

出 版 委 員 会 本 年 の 抱 負 出版委員長 小林 清

会員各位にとって有益な実務に役立つ図書出版を念頭に種々検討し、

時には会員有志、の意見も拝聴しながら企画を樹てることに努力いた

しておりますが、期待にお添いできないことを申し訳ないと思 って

おります。

目下、神戸大学教授工学博士山田稔先生ご執筆の 「鉄筋コンクリー

ト構造物の耐渓安全性 J ( 笑例を網羅じて ) の編集作業を進めており、

できるだけ早〈発刊し、会貝各位のお役に立ちたいと考えておりま

す。

新 風 を 吹 き こ ん で 事業委員長 窪田 祐

当委員会は、見学会小委員会、広報小委貝会、若い会員の集い小委

貝会の三つの小委員会によって構成され、委員総数58名という大き

な委員会になっております。

昨年、実施しました諸事業は、そのほとんどのものは、会貝の方々

の多数が参加して裁きまして、企画担当者として大変感謝しており

ます。

本年は、最近の社会状勢の変化の中で、それに対応するために、企

画の新しい展開が、一層、望まれるであろうと考えておりますが、

ベテランぞろいの委員構成の中に、新しい方々のJ積極的な参加を進

め、当委員会に新風を吹きこみ、会員参加による有益な事業活動の

場となるようにしていきたいと考えております。

会員の皆様のご支援とご参加をお願いいたします。

建 材 委 員 会 本 年 の 抱 負 建材委員長 山田幸一

建材委員会は官公庁 ・建築事務所 ・建設業および大学 ・研究所など、

幅広い範囲の委員を網羅し、その 11寺々に最も注目をあびている材料、

あるいは緊急に解決を要するような問題点を含んでいる材料を採り

上げ、そのメーカーあるいは施工者を招いて討論を重ね、必要に応

じて工場 ・現場などの見学を行 ってきた 。その成果は担当主査がと

りまとめ本誌上に発表し、広〈会員一般の参考に供することにして

いる 。 この基本方針は今後も踏襲したいが、しかし、ここ数年の傾

向は委員自身の勉強にはな っても会員全体の利益に直結するような

業績が少なかったように思われる 。 この反省の上に立って、本年は

関連音11門一 一データーシート ・住宅などー ー との連擦を密にし、協

会全体として有機的な発展を図るような方針を考えたい。具体的方

法は検討中であるが、各方面からのご助言 ・ご指導を仰ぎたいと思

っている。

32 

本 年 度 の 抱 負 住宅委員長 小 西 岬

一昨年よりそごう百貨l苫に会場を変えた恒例のよろず相談住宅展も、

昨年は、七階の良くて広い会場の提供や、 P. R.も従来のものに加え

て大阪府、市の協力でP R 誌に掲載して戴いて各家庭まで入り込む

など、きめ細かく行き届いたお蔭で大成功を収め得た 。

本年は、不況次第では H乍年以上に出展依頼に困難が伴うと思われる

が、歴史あるよ ろず相談住宅展、加えて国土緑化運動の一環として

住宅の縁化について、今年内に資料をまとめるつもりである。

今後展覧会のますますの発展を期しているので、従来にまして関係

各位のご指導、ご協力をお願いしたい。

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 本 年 の 抱 負

建築データシート委員長 井上 混

何事でもこれで充分目的を達成したということが少ないようです。

データシートにおきましても、発足以来 8 年 を過ぎ、 890 シートを

優秀な委員諸君と作成してきました 。委員会ではいつも総合目次の

検討、新規シートの選定、既刊シートの改訂等が、意図するように

満足できず、どうするかが議題ーとな っていました 。 しかし常に少し

でもより良い内容のシートの作成を心掛けて努力して参りました 。

今年も一層の努力の上に、新しい企画を加えて一同頑張る所存です。

昨年訪日されました中国視察団の方々へ合本を贈呈し、親善の一端

に寄与したと自負し、 -Gんでいます。

終わりに常に裏方として委員会をお世話下さる事務局の方々へ紙上

より厚くお礼申し上げます。

法 規 委 員 会 本 年 の 抱 負 法規委員長 市川 宏

今年こそはほのかにもせよ光に明るさが期待できるとはいえ、まだ

当分どうしようもないこの不景気では、聞きなお って抱負を述べる

のも気がひけるというもの。

もともとが最も地味な当委員会ではあるが、委員の半数を行政当局

からお願いし、月例の委員会を官民の接点として鋭意法規の問題点

等を中心に意見の交換を行っている。その成果は当然直接、間接に

行政面に反映させていただくとともに、またその一昔I1を法令コーナ

一、法規特集等のほか できる限り機会をみつけて皆様にお伝えす

るよう努力していきたいと考えている 。ひと頃続いた法令の改正ラ

ッシュ も、国会混乱のあおりを受けてこのところ下火であるし、建

設界もこの不景気とあって、当委員会も比較的平隠無事、といって

は語弊があるが、お蔭でかえってじっくり腰を落ちつけて法規の検

討に取り組めそうな気がしている。



司 会 員 の 受 章

このたぴ下記会社の方々が、建築界に登くされた功績によって叙

勲並ぴに国家褒章を受けられま した。

ここに誌、してその栄誉をお慶ぴ申し上げます。

秋 の 叙 勲

勲三等旭日中綬 章

H 瑞 宝 主 主

銭 高 輝 之氏

浅沼猪之吉氏

言己

( 銭高組社長)

( 浅沼組会長)

JI JI 浅 野 清氏 ( 愛知工業大学教授)

JI JI 池田総一郎氏 ( 冗京大教授)

JI JI 白 井 周 二 氏 ( 元清水建設耳目社長)

勲五等双光旭日: 章 染 木 正 夫 氏 ( 愛知県建築審査会会長)

JI JI 
南 長 官 氏 (斉久工業会長)

国 家 褒 章

藍 授 褒 章 田 中 政 二 氏 ( 大島応用化学工業社長)

JI 山 本 末 男 氏 (大末建設社長)

業 授 褒 章 上 西 圭 治 氏 ( 大気社社長)

JI 清 水 和 粥 氏 ( 治水和禰設計事務所長)

JI 徳 永 正 三氏 ( 徳永田村建築事務所長)

4 完成 した薬師寺金堂の見学会

さきに工事中の薬師寺金堂 を見学いたしましたが、こ の復原新築の

金主は 、 4 年余りの歳月と 工事関係者のなみなみならぬ努力の結晶

で白瓜の面影を再現されたように燦然とかがやき 、49年 6 月に竣工

いたしました。

このたび薬師寺殿のご厚意と監理技師の吉岡勇蔵氏、西岡常一棟梁

及池田建設搬のご協力により、ご本尊をつつされる 4 月の落慶式の

前に見学できることになりました。

吉岡技師は文化財保存事務所で古建築修理に半生を捧げられた方、

また西岡棟梁も古建築の施工にはなくてはならな いベテランの方、

この方々が全力をつくして薬師寺金金工事に専念された努力は金

誌の間々細部に至るまで伺われ 、立派な建物として後世に残るこ

とと信じます。

再度の見学とともに貴重なお話をお聞きするよい機会を符ました。

また、この歴史的な金堂復興にご参加願うのも窓義のあることと思

い、写経の勧進も含めて多数お申込み下さるようお待ちいたします。

日 時 昭和51年 1 月24 日(土) 集合13. 40→解散16 .00

集合場所 近鉄奈良線「西ノ京」駅改札口付近 ・目標会旗

〔参考〕 交通貨は各自負担の こと。片道運賃熊波より 260円

近鉄、熊波駅発・奈良行快速m車 ( 10分 IUJ 隔で運行) →西大寺にて橿I京行

または天理行普通に釆り替えて 2 ツ自「西ノ京」駅下車、 1済姿時JUl 約45分

定 員 40名

会 費 1，300円 ( 写経料その他、当日受付でいただきます。)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1 枚限りとし、

「薬師寺金堂見学会」と明記の上、氏名 ・勤務先名 ・所

在 地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記

入の上 1 月16日幽までに建築協会卒業課へ。ただし定員

に達した 1I守は抽せんで決定 します。

4 サントリー山崎ディスティラリーを見る

本会恒例の酒蔵見学を 、本年度はウイスキーのふる里といわれてい

るサントリー山崎工場をみることにいたします。

このた び側あめ りか屋社長前野慶太郎氏よ り、 会館 4 階集会室の天井修理、並

ぴに天井及び壁面の塗装工事をご寄贈いただきま した。 お陰で室内も見違える程

美 し〈なりまし た。 ニこに誌七てそのご好意に対 しj草〈御纏申しあげます。

昭和50年12月 社団法人日本建築協会

山崎 ディスティラリー はわが国初のウイスキー工場として、大正

12年にサン トリー闘の初代社長、鳥井信治郎氏が全国各地を踏査

してやっと 捜しあてて設立されたもので、この地、山崎は山水の

利に 恵まれ、ウイスキー造りには最適の条件を整えたところで工

場の敷地の90% までがモル ト ( 原酒) ウイスキーの貯蔵庫にあて

られ、酒庫には膨大なも数の モルトウイスキー の縛が永い 11民りをつ

づけており 、恵まれた風土のもとで 〈世界の名酒サン トリー〉と

呼ばれるにふさわしいすぐれたウイスキーを次 々と世に送り出し

ています。

今回、サントリー附のご厚意と安井建築設計事務所のご協力により

久々にウイス キー工場の見学を企画いたしました。多数ご参加下さい。

日 時 昭和51年 2 月 6 日 幽 集 合 14時→解放 16時

集合場所 国鉄 ・来海道線「山崎」駅改札口付近 ・目標会旗

〔参考〕 交通貨は各自負担のこと。大阪より片道150円

国鉄上り( 京都方面) 快速乗車→「高槻」駅にて普通に釆り替えて 1 ッ自

の「山崎」駅下車( 所袈時大阪より約30分)

定 員 50名

会 費 300円

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1枚限りとし、

氏|名 ・勤務先名 ・役職 ・連絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入し、 「サントリー山崎工場を見る」と明記

の上 1 月別日 ( 月) までに建築協会事業課へ。ただし定貝に

達した時は干IUせんで決定します。

4 伊藤高ビル新築工事の見学

船場のどまん中 、繊維街とオフィス街の中心地、御堂筋本町の東南

かどに総合商社伊藤高商事のピルが建設中です。

大正 8年当時、 S R C造石貼の大阪でも有数の建物であった旧伊藤

高 ビルの跡地に建てられたこのビルは、都市の環境浄化に積極的に

取り組む意図のもとに、このたぴ毎日工業技術抗を受賞された竹中

工務庖の開発による無公害の省エネルギー空調システム r TACNES

- H RJ が採用されています。

また外国産マホガニヤ ンレットの花開石を用いた外装、 2. 5m四方の

大型力ラスで構成された窓が特徴的で、御堂筋商にピロティーより

地下広舗へ、地下鉄へと直接連絡できる都市機能を有した合理的な

美 しいオフィスビルとなっています。

今回は竹中工務庖殿のご協力により見学いたします。多数ご参加下

さい。

日 時 昭和51年 2 月28 日出集合14 :  00→解放 16 :  00 

集合場所 伊藤高ピル ・1 号門出入口付近( 同ビルの北側) ・目標会旗

ただし地下鉄 ・御堂筋線「本町」駅下車、地上へ→御堂筋、本町交叉点的東南角地

定 員 40名

会 費 200円

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1枚限りとし、

エ事概要

氏名 ・勤務先名 ・役職 ・連絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入し 、 「伊藤高ビルの見学会」と明記の上 2

月16 日( 月) までに建築協会事業課へ。ただし定貝に逮した

時は拙せんで決定します。

所 在 地 大阪市東区本町 4 丁目 46番地

建 築 主 伊藤 i>¥ピノレディング徐式会社

設計・施工 株 式 会 社 佑 中 工 務 庖

構 造 種 別 基礎 P Ci 立 fi 組 地 下 階 S R C造

地 上 階 段 S R C造、梁 S i立

床 版 1 階床以下 R  Ci 立

2隊派以上 デッキプレート拾型枠P C造

階 数 地下 3 F 、地上13F 、塔屋 4 F

高 さ 地上 G L  +56.50 m 

地下 G L - 14. 15m 

敷地面積 2，422. 24m'  基準階階高 3. 40 m 

建築面積 1，721. 68m'  用 途 3 F → 13F  'l i - 務所

延床面積 26，267. 06m'  地下 3 F→ 2 F 銀行 ・府 舗 駐 車 場

基準階床面積 1，113.17m'  ヱ 期 間相48年11刀14 日→昭如51年 3 月末日

建訟と社会/ 1976年 1 月号 33 



謹 賀

安 部 章

松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 近 縫 i I l 設 悦 業 所

Cl J 541 大阪市東区高庇縛1 - 12( 和幸ピ J レ〉 電話06( 201) 1421

安 部 夫恒

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 559 大阪市住之江区西住之江2丁目 7醤 5号電話06( 678) 3212代

層 559 自宅 ・大阪市住之江区西住之江 2 丁目 7 番 5 号

電話06( 671) 7774

阿 部 暢

東 洋 土 建 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 546 大阪市東住吉区周辺東ノ町 6 丁目 33 電話06( 692) 1331- 5

.. .546 自宅 ・大阪市東住吉区田辺本町 3 丁目 188

電話06(629) 0780

名待正会員

青 繁盛 男

背 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

新 年
昭 和 51 年 元 旦

( 50音順)

代 表 取 締 役 社 長 浅 井 潤 一

代 表 取 締 役 所 長 浅 井 謙

株 式 会 社 浅 井 建 築 設 計 事 務 所

冊 542 大阪市南区安堂守織遜 5 - 3 0  第 2 良林会館 5 階

電話06( 245) 4651代

。583 自宅 ・羽 曳 野 市 羽 曳 ケ 丘2 - 5 - 6 電話0729( 56) 2152

唖 583 自宅 ・羽曳野市羽! l l . ケ丘5 - 18- 1 電話0729( 57) 3588

浅 泰

東 保

井

株 式 会 社 笠 谷 工 務 庖 専 務 取 締 役

唖 659 芦 屋 市 業 平 町 4 - 2  電鑑 0797 ( 22)  0  7  0  3  

唖 659 自宅 ・芦 屋 市 翠 ケ 丘 町 13- 5 電話0797( 22) 5291

浅 洋司

秀

株 式 会社 東 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区天神様筋 3 丁目 67 マチスピル

電話06( 358) 5598

Cl J 572 自宅 ・大阪府寝屋川市成田町15- 25 電話0720( 31) 3986

姉 正 男

井

R A D同 人 団 建 築 事 務 所 代 表

唖 542 大阪市南区北挑谷町3 3 - 1 第 3 松屋ピル983- 4 号

電 甑06( 763) 3109

浅 真

:.a 

S豆i..

i

 

l

 

l

・'

来 光 電 気 工 事 総 式 会 社 大 阪 支 社 取 締 役 支 社 長

唖 541 大 阪 市 東 区 高 廊 栂 5 丁目 28番地 電話06( 202) 0325

唖 565 自 宅 ・ 吹 田 市 藤 白 台 4 の 30の12 電話06(872) 3214

網 栄

野

株 式 会 社 浅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

野

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役

悟 530 大 阪 市 北 区 蛍 山 町 6 6 電 話 06 ( 361)  0  3  5  1代

安 藤 雄{愛

唖 733 広 島 市 舟 入 幸 町 19 - 10 包括0822( 92) 3200 串 543 大 阪 市 天 王 寺 区 域 南 寺 町 9 - 2 7 電話06( 768) 0201 0540大阪市東区常盤町2の30高木産業ピル電信06( 942) 4602- 3

0734 自 宅 ・ 広 烏 市 東 町 1507 の 10 電話0822( 51) 6730 恒 572 自宅 ・寝屋川市成田西町 4 番21号 電伝0720( 31) 1750 . 560 自宅 ・豊中 市 上 野 西 2 丁目 16- 29 電話06( 856) 0619

安 藤 俊 雄 建 築 設 計 事 務 所 所 長

三同邑

山 正 義 j斐 沼 茂 夫 井
崎 梁 次

株 式 会 社 背 山 建 築 積 算 事 務 所 取 締 役 所 長 株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

舗 と 式 会 社 井 崎 工 務 庖 代 表 取 締 役

0550 大阪市西区江戸掛1- 128 江南ピル包括06( 443) 0430 。543 大阪市天王寺区東高ilt 町 8 番地の 1 電話06( 768) 5222

唖 640 和 歌 山 市 北 河 伴 4 丁目 l 番 地 電 話0734( 24) 5195代

唖 610- 11 自宅 ・京都市右京区大原野上里勝山町14- 6
唖 168 自宅 ・東京都杉並区下高井戸 3 丁目 17番 l 号

唖 640 自宅 ・和歌山市玉猟丁 2 丁目 5 ｾ在地 電話0734( 22) 0382

電話075( 331) 8082 電話03( 302) 1922

赤 崎 信尚

株 式 会 社 赤 崎 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

浅 誠 夫 井 次沼 上 秋

事ｾ式会社浅 沼 組 専 務 取 締 役

母 550 大叡市西区立売姻j t 通 1 の90 第三富士ピ

電話06( 541) 7625代 唖 543 大 阪市天王寺区東高沖町 8 番地の 1 電話06( 768) 5222 唖 543 大 阪 市 天 王 苛 区 生 玉 町40番 地 電 話06( 771) 2825- 7

唖 659 自宅 ・芦 屋 市 三 隊 町 47 番 30 電話0797( 31) 8781 . 630-02 自宅 ・生駒市東松ケ丘 7 番30号 電話07437( 3) 4805 . 659 自 宅 ・芦 屋 市 川 西 町 4 番 23 号 電 話0797 ( 22)  5930 

井 上 窯 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

浅 井 貞

: .b.  

' ロ

鎌 式 会 社 双 益 社 竹 腰 ill 築 事 務 所 代 表 取 締 役

畠 530 大阪市北区住' 白田IJ 3 番 2住生t主的ピル電話06( 373) 2281

.. .659 自屯 ・戸屋市東山町213 ローズハイ γ 芦屋406号

電話0797( 31) 2339

34 

浅 海 正 雄

浅 w電 気 妹 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

唖 530 大阪市北区老絵町 1 丁目 22客地 電話06( 362) 8701 - 8

G665 自屯 ・宝線市御殿山 2 丁目 31- 50- 109号

電話0797( 85) 0745

井 浄 夫上

株 式 会 社 )1・ 上 冷 熱 代 表 取 締 役 会 長

居 550 大 阪 市 西 区 訂 . 戸 姻 l の 101 電話06( 441) 8531代

. 663 自宅 ・西 宮市叩子園三番町 9 の5 電話0789( 41) 4661
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井 久 雄上

新 年
昭 和 51 年 元 旦 ( 50音順)

生 政国 重 石
l
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-
-
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良 盟

株 式 会 社 井 上 久 雄 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

唖 550 大阪市西区京町揃 1 - 38 千島ピル 日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 取締 役社 長

電話企画郵06( 443) 7386 e541 大 阪 市 東 区 安土町 4 了目 5 番地 電1li 06(261) 7591- 8 e564 吹 田 市 控 部 町 4 0 番 3 8 号 電 話06( 387) 2000
役計節06( 443) 7338

. 565 自宅 ・吹田市刊山台 3 丁目 20番 7 号 電鑑06( 831) 3256 哩 659 自宅 ・芦 屋 市 朝 日 ケ 丘 22 番11号 電話0797( 23) 0657 唖 560 自宅 ・豊中市債ケ池東町4丁 目7番12号 電話06( 841) 0032

名誉正会員

井 蔵上 福

株 式 会 社 井 上 組 代 表 取 締 役

池 昭田

株 式 会社 池 田 宮 彦 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

畢 534 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 番25号 電話06( 352) 4031- 4 居 542 大阪市南区瓦嵐町三悉丁68 オートセンタ ーピル 3 階

電話 06( 351) 0530
電話06( 761) 0360

串 577 自宅 ・東大阪市東石切町6丁目4罫4号 電 話0729( 81) 2526 咽 591 自宅 ・排 市 東 上 ノ 芝 町 2 了 321 電話0722( 52) 7753

井 達 明上

株 式 会 社 井 上 逮 明 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串 530 大阪市北区鶴野町51番地安悶ピル 電話06( 372) 2821代

署 555 自宅 ・大阪市西淀川区竹島 3 丁目 7 の4 電話06( 473) 1069

伊 地 知 堅

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 530 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38 番 地 電話06( 361) 0171

唖 661自宅 ・尼崎市南武郎之i j ; 5 丁目 13番15号電話06( 438) 2148

伊 藤 喜 三 郎

隊 式 会 社 伊 藤 喜 三 郎 建 築 研 究 所 代 袋 取 締 役 社 長

居 102 東京都千代田区紀尾井町 3 番地文芸春秋ピル

電話03( 263) 1481代 - 7

唖 141 東 京 都 品 川 区 東 五 反 問3- 16- 55 電話03( 441) 5437

伊 藤 郎

大栄m . 気 株式 会 社大阪支底 専 務 取 締 役支 庖 長

暗 550 大 阪 市 西 区 京 町 姻 2 - 3  5 電話06(443) 0631

唖 550 自宅 ・豊 中 市 北 桜 原 3 - 8 - 7 電話06( 854) 7747

飯 精 次 郎田

共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 530 大 阪 市 北 区 沼 田 町 9 蕃 地 電話06( 364) 5836

串 105 東京明務所 ・東京都渋谷区渋谷 1 丁目10番 l 号

八千代 ピル内 電話03( 407) 0912 03( 409) 1837 

. 730 広島事務所 ・広島市牛悶本町 4 丁目 8 ー16

電話0822( 21) 0436

諌 早信夫

フ ド ウ 建 研 株 式 会 社 社 長

唖 110 東京都台東区台東1- 2 - 1 日本地所第二ピル

包括03( 835) 2661

唖 157 東 京 都 世 岡 谷 区 南 烏 山 2- 18 - 4 電話03( 3∞) 3705

石 井 蔀

石 緯 男田

株 式 会 社 石 田 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役

. 108 東 京 都 港 区 高 輪 4 丁目 2 番 6 号 電話03( 叫 3) 9321 - 3

唖 150 東京都渋谷区宇田川町2 - 1 渋谷ホーム ズ320

電話03( 476) 5244 

唖 155 自宅 ・東京都世田谷区代沢4- 31- 6 電話03( 422) 4452 

石 季原 夫

株 式 会 社 石 原 建 築 設 計 事務 所 代 表 取 締 役

畢 530 大阪事務所大阪市北区宗是町 1 大ピル916

電話06( 443) 1225- 6

串 100 東京事務所 東京都千代田区内宇町1 - 3 - 6

新日比谷 ピ ル 電話03( 502) 8921- 4

畢 650 自宅 ・神戸市生悶区中山手通 6 - 3 8 電話078( 341) 2073

泉 哲沢 史

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 常 務取締役営業所長

居 550 大阪市西区京町堀1丁目 156 中谷ピル

電話06( 441) 6678- 9  株 式 会 社 泉 沢 9 J ! 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 565 自宅 ・大阪府設中市新千山北町3丁目 1番地

新千虫北町第三団地C 40の204 電話06( 872) 3050 . 530 大阪市北区其砂町48- 1 オオシマピル電髭06 ( 364)  9071 

石 利上

株 式 会 社 不 二 建 築 設 計 事 務 所 代表 取 締 役

岳 550 大阪市西区江戸姻北通1- 1 9 オカダピル

電話06( 441) 2232- 3

也 662 自宅 ・西 宮 市 枝 川 町 10番69の304 電話0798( 48) 7756

石 清
l

 

i

 

-

-

E

E

，

 

星 和 企 業 株 式 会 社 gggふん室長

串 533 大阪市東淀川区山口町325i需の 1

星和地所新大阪駅前 ピル10F 電話06( 323)9374

. 546 自宅 ・大阪市東住吉区田辺東之町1の56 電話06( 719) 7915

名望書正会員

石 JII 寛

石 JII 宏

石 )11 延: 築 務 所

唖 543 大阪市天王守区茶臼山町111岳地 電話06( 779) 9491代

串 665 自宅 ・兵船県宝塚市袋詰t丘山手1丁目 5帯1号

電話0727( 59) 2963

板 井 正 彦

西 松 建設 妹式 会 社大阪建築支庖 取 締 役 支 庖 長

居 540 大阪市東区釣鐘町2丁目 41番地 電話06( 942) 1131大代

唖 272 留守宅 ・市 川 市 平 田 3 - 21- 5 電話0473( 23) 2647

市 繁 雄
i

 

l

 

-
-
E
a
a
e

 

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 601 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町20 !;l話075( 681) 5101- 5

. 606 自宅 ・京都市左京区下鴨芝本町37 電話075( 781) 0289

A  

i  
茂 雄西

株式会社今 ｉｉｾ 建築デザインルーム代表取締役

唖 550 大阪市西区 Jt 拘Pl:通 2 丁目 47番地 電話06( 541) 3051 - 3

唖 550 自宅 ・大阪市西庶北堀 E通2丁目 47器地電話06( 541) 3054
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謹 賀

必』

田守

宅当邑..  

=号室，

音 寺 雄西

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役社 長

唖 543 大阪市天王寺区土木町7丁目2番地のl 上六 ピル内

電癒06( 779) 3361

唖 592 自官 ・大阪府高石市羽衣2丁目 4器1号 電話0722( 61) 1179

.A. .  

i  康 彦コE

近 畿 m気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 副 会 長

唖 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電 話06( 312) 1281

串 560 自宅 ・盟中市北桜塚 4 丁目 5 審 5 号 電話06( 852) 5887

岩 井 金 三 郎

株 式 会 社 大 亜 建 設 代 表 取 締 役

唖 460 名古昆市中区栄 4 - 1 - 1 中 日 ピ ル 電 話052( 262) 7531

新 年
昭 和 51 年 元 旦 (50音I1頂)

山

一

個 崎 久 雄 ;甫 野 男

高 千 穂 電 機 株 式 会 社 取 締 役社 長

唖 534 大阪市都島区中野町 4 丁目 8 番10号 電 話06( 358) 1171代

品 565 自宅 ・盤中市新千里南町 3 了目 34- 7 電話06( 831) 5118

山

右崎 弘

株 式 会 社 浦 野 設 計 事務 所 取 締 役 社 長

唖 452 名古昆 ・名古屋市西区上小田井 2 丁目 10番地

電話052( 503) 1211 ・( 502) 1991

串 113 東東 ・東京都文京区本郷1 - 27 - 8 本郷ハウス

電話03( 811) 9128 ・9585

居 452 自宅 ・名古屋市西区上小関井 2 丁目 10番地

電話052(502) 1991 ・4501

浦 辺 鎮 太 郎

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事務 所 代表 取 締 役抹式会社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所 常 務 取 締 役 所 長

品 550 大阪市西区立売掘北通 2 の27 電話 06( 531) 0913 串 530 大阪市北区梅田 8 番 地 新阪急 ピ ル 電話 06 ｓｾｾｾｾ［＠ ｾ ｾｲ＠
大信ピル 2 階 3 階 包括 06(541) 7301 ...............u ＮＮｉＧｬＡￅ ｬ ｬｱ ｌＮＮＱｑ Ｑ ｬｕＢｾ＠ u  ' W' . ou: ;  ｾＱ ＱＥￅ Ｎ･Ｇ ＧＧＧＧ＠ J V  ' aol l  vv ( 341) 1680 

晶 662 自宅 ・西 宮 市 甲 東 図 1 丁目 7 Cl.) 8 電話 0798( 51) 0389

上 宇

幅 630 自'告 ・奈 良 市 法 蓮 立 花 町 1046 電話0742(22) 2217

山

一

相
本 IL'  

榎 栄
義

野 村 正 I ! 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 東 飾 美 建

唖 464 自主 ・名古屋市千種区月見坂町 1 - 2 3 llt 鋸052( 751) 3724 串 541 大 阪 市 東 区 高麗繍 2 丁目 9 番地 7電話06( 202) 4791代 唖 574 大 阪 府 大 東市赤井 1 丁目 3 の23 電話 0720(72) 1850代

名世帯正会員

山

一

相 佐 信也
田

株 式 会社 日 匠 設 計 代表 取 締 役

串 ＵＸＰ 本社 ・ 大阪 ｬ Ｉｬｾ所大阪府松原市西大塚 ＱＭＵＭＶ

電話0723(31) 3857代

唖 630 自宅 ・徐良市法蓮町南 2 丁目1079の 1 電話0742(23) 2890 唖 529- 18 滋賀事務所 滋賀県甲賀郡伺楽町長野

電話07488( 2) 1378

岳 580 自宅 ・大阪府松原市西大塚1- 5- 20 電話0723( 31) 1554

名符正会員

白
石崎 甚 太 郎

m666 自屯 ・共同t県川西市花屋数 1 丁目32の11

電話0727( 59) 9317

山

一

相 崎 茂雄

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

上 圭

: . A 

tロ西

株 式 会 社 大 気 祉 代表 取 締 役社 長

唖 530 大阪市北区中之島2- 22 新朝日ピル5階 包括的(203) 3721

唖 659 自宅 ・兵 伴 県 芦 屋 市 浜 町 12 - 14 電話0797( 22)5949

植 寿雄野

唖 561 大阪府豊中市豊南町南 6 丁目 3 番13号I ! l 話06( 332)5721 畢 542 大阪市南区海町通2丁目28 高津ピル 電話 06 ( 261) 2720 

唖 659 自宅・ 芦 屋 市 三 篠 町 86 番 地 電話0797(22) 2746 唖 588 自 宅 ・堺 市 大 美 野 5 - 9 電話0722( 37) 1162

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

S.J..I 

石 崎 徹 内 勝輪

株 式 会 社 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 630 本 社 ・奈 良 市 法 蓮 立 花 町 1046 電話0742( 22) 2217 株 式 会 社 創 緋 造 建 築 事 務 所 代 表 取締 役

串 630 奈良事務所 ・奈良市大森町57の3 政協会館内 岳 733 広 島 市 十 日 市 町 1丁目 2 祷20号 包括 0822 ( 91) 4495 

電話0742(22) 2283代 唖 730 自宅 ・ 広 島 市 中 山 2 9 9 の 6 電話 0822 ( 89)  1658 

o631 自宅 ・奈 良 市 学 園北 1 丁 目 5 - 11 電話0742( 45) 1513

36 

ネ夏 習

株 式 会 社 三 都 建 築 事 務 所 取 締 役 所 長

o 540 大阪市東区谷町 4 丁目 2 金問ピル内包括06( 941) 7113代

品 567 自宅 ・茨 木 市 笑 沢 町 7 A- 2 0 9 電話0726(35) 1834

凍
一藤

岡。
生

妹 式 会 社 遠 藤 剛 生 建 築 設 計 事 務 所 所 長

唖 541 大阪市東区伏見町 2 丁 目22 青 山 ピ ル 電 話06( 203) 0888

唖 562 自宅 ・箕面市桜ケ丘 3 丁目 10帯 4 号 電 話 0727( 22) 2064

i

 

l

 

-
-
E
E

，

 

正

株 式 会社 竹 中 工 務 庖 常 務 取 締 役

岳 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 2  7 電話 06 ( 252)  1201 

小 河 吉 之 助

抹 式 会 社 小 河 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

居 542 本社 ・大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 番丁 8 電話06( 763) 2301代

串 106 支社 ・東京都港区六本木 5 - 1 8 - 3  

六本木ベニーピル 7 階 包括 03( 583) 9501代

分室 ・和歌山 ・箕面新船場 ・北陸金沢 ・滋賀

串 573 自宅 ・枚方市香里ケ丘12丁目 22- 37 電話 0720( 54) 0690



謹 賀

尾 原 庸 夫

脳 会 社 松 田 平 田 坂 本 設 計 事 務 所 奈 脚 勝2

e530 大 阪 市 北 区 堂 島 上 3 ー1 0 電 鱈 06 ( 344)  7821 

o338 自宅 ・埼玉県与野市大字上認合540- 1- 1- 103

包 括0488( 52) 7544

大 井 弘 治 郎

株 式 会 社 大 井 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

新 年 昭 和 51 年元旦 ( 50音)1防

岡 津 勇 奥 晴野 弘

岡 浮 建 築 設 計 事 務 所 所 長

畠 530 大阪市北区梅ケ伎町146 梅ケ技ピル 2 階

電話 06( 362) 6082代

置 567 自宅 ・大阪府茨木市大字清水433

電話 0726( 43) 5230 ・8953

名誉正会只

岡 孝 男

紘式会社和光建築設計事務所代表取締役社長

唖 556 大 阪 市 浪 速 区 新 川 3 丁目 630 電話 06( 633) 0141- 3

O550 自宅 ・大阪市西区北細江御池辺 3 丁目 40帯地

電 信06( 541) 0261

奥 村 最 正
田

帝 塚 山 学 院 大 学 教 授

。550 大阪市西区京町堀 1 丁目76福岡ピル電話06( 444) 4521- 2 Cl J 589 大 阪 府 南 河 内 L' s 狭山町 電話 0723( 65) 0865 骨 530 大 阪 市 北 区 伊 勢 町 22 番 地 電 話06( 312) 4131代
e562 自宅 ・箕 面 市 百 楽 在 4 丁目4 - 1 1 電話 0727( 21) 4113 畠 565 自宅 ・吹田市千旦山西 5 丁目 40- 4 電話 06 ( 384) 3019 . 620 自 宅 ・西 宮 市 南 郷 町 14 番 34 号 電 話0798( 71) 0011

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 取 締 役 社 長

名誉正会員

大 倉 郎

西 日 本 工 業 大 学 学 長

。606 自宅 ・京都市左京区下鴨北園町33 電話 075( 781) 0636

大 繁 樹下

岡 橋 作 太 郎 奥 村 安 太 郎

奥 村 組 土 木 興 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

株 式 会 社 日 建 設 計 相 談 役 唖 552 大 阪 市 港 区 市 岡 3 丁目 5 番 18 号 電 話06( 572) 5301

岡 本 繁

日 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畢 730 広 島 市 東 白 島 町 17 悉 4 号 電 話0822( 28) 0281代 唖 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1番 地 電 語 06 ( 312)  1281 

唖 730 自 宅 ・広 島 市 白 島 北 町 13番18号 電 話0822( 21) 1863 居 640 自宅・和歌山市三木町南ノ丁 18 包 括0734( 23) 0308

名誉正会員

大 下 )1頂

一

虫R一

大 下 )1頂 良

大 下
:.I:f:: 

正11=1 

費E j畢

....L. 

朗/ ¥.  

平 和 建 設 株 式 会 ネ上

。536 大 阪 市 総 東 区 関 目 町 1 丁目 4 0 電話 06( 939) 4741代

大 林 郎芳

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

居 540 大 阪 市 東 区 京 繍 3 丁目 37 番 地 電 話 06 (943) 1131  

m658 自主・神戸市東滋区御影町御影字上の山 1682の1

包 括 078( 85) 2501

大 森 司久

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

居 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電話 06 ( 312)  1281 

. 630 自宅 ・奈 良 市 今 辻 子 町 12 電話 0742( 22) 2390 

岡 本
益

zコ
イ寸

骨 552 自宅 ・大阪市港区市岡 3 丁目 8 番 3 号 電 話06( 571)0571 

海 上 静

株 式 会 社 海 上 静 ー 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 541 大阪市東区博労町2丁目 41番地 中博ピル

電話 06( 271) 1149 ・( 261) 4428- 9

e591 自宅 ・大阪府堺市日置荘西町13番地 2 電話0722( 85) 2120

梶 本 尾秀

株 式 会 社 l昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長 八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 550 大阪市西区長姻北通1丁目8番 地 図 Y縫ピル

電話 06( 532) 3421代 骨 540 大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町 392 電話 06( 941) 6531代

冊 659 自宅 ・芦 屋 市 宕 幽 町 3 5 ー 7 電話0797( 31) 3201 骨 588 自宅 ・堺 市 大 美 野 107 の4 電話 0722 ( 37)  2548 

岡 本 男全

ｾ組建設株式会社取締役社長

。543 大阪市天王寺区東高浮町 14- 5  電話06( 768) 1515代

品 557 自宅・ 大阪市西成区玉出東 1丁目6 番15号

電話06( 661) 3317

岡 山 雄竹

22 岡 山 建 築 事 務 所 一 級 建 築 士 事 務 所 2締Z

. 604 京都市中京区烏丸通錦小路上ル手洗水町670

京都フクトタピル 7 F 包括075( 255) 0537- 8

. 612 自宅 ・京都市伏見区深草平田町18 電話075( 641) 0536

数 井 手IJ 美

株 式 会 社 商 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

唖 652 神戸市兵雌区荒田町 2 丁目 l 番 地 姐 ピ ル

電話 078( 521) 0205 ・0207

唖 654 自宅 ・神戸市須磨区白川台 2 T目39- 13

電 信078( 741) 5862

兼 高 勇

有 限 会 社 兼 高 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 590 堺市翁繍 l T4客5号スカイピル堺3 F 電活0722( 22) 1643

唖 590 自 宅 ・堺 市 三 国 ケ 丘 御 幸 通81- 2 電話0722( 32) 1603
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謹 賀 新 年
昭 和 51年 元 日 C  5 0  ＱＧ ｾＧｉｉｾ ｩＩ＠

鎌 谷 秀 崎 敬男
l

 

l

 

-
-
E

，

 
修 成 建 設 専 門 学 校 校 長 株 式 会 社 近 畿 建 設 取 締 役 社 長

木 下 園 男

畠 555 大阪市西淀川区大和田 5 丁目 19- 30 電話 06 ( 474) 1644 e550 大阪市西区江戸掘 5 丁目 118 和光ピ ル 電 活06( 448) 5601 畢 550 大 阪 市 西 区 京 町 姻 l 丁目 32番地 電話06( 441) 0477代

唖 665 自宅 ・宝 忽 市 千 種 4 丁目 3 番 3 号 電 話 0797( 72) 1380 唖 556 自宅 ・大 阪 市 浪 速 区新川 2 丁目 666 電話06( 632) 7369 唖 560 自宅 ・盤中市北桜ほ 3 丁目 9 番15号 電信06( 853) 0892

内 外 パー キ ン グ 施 設 株 式 会社 代表 取 締 役

神 谷 新 l

 

l

 

I

・
J

勇谷

コ ク ヨ 株 式 会 社 取 締 役
川 谷 建 築 設 計 事 務 所 自 営

居 557 大 阪 市 東 成 区大今皿南 6 ー 1 - 1 電話06( 976) 1221 e606 京 都 市 左 京 区 一 乗 寺 清水町15 電話075( 781) 1148代

e 657 自宅 ・神 戸 市 灘 区 五 毛通3 - 2 - 21 電話078( 861) 0596 骨 606 自宅 ・京都市左京区一乗寺清水町15 電話075( 781) 1148代

亀 井 晃

:.b. 

Sロ
l

 

i

 

-
-
E

，
e

 

村 宏

一級建築士事著書所 あ り

綜 式 会 社 A. R. I . 建 築 事 務 所 代表取締役社長

串 ＵＴＲ 大阪市南区谷町 Ｗ 丁目 Ｑ Ｒｾ 地の Ｑ

新谷町第 3 ピル ・2 F 電話06( 768) 1771代

置 631 自宅 ・奈 良 市 中 町 l 番 地 の 479 電話 0742( 43) 1226 

株 式 会 社 汎 建 製 作 所 代 表 取 締 役

唖 ＵＵＴ 大阪市 此花区画島町 Ｑ 丁目 ＸｾＵ 号 電話06(462) 4661

串 699- 11 自宅 ・大和郡山市冠山町 2 - 55  電話07435(2) 5995

柄 谷 太 郎 河

木 下 秀

裾 和 夫

株 式 会 社 ナ イ ガ イ 代 表 取 締 役社 長

悟 530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  包括06 ( 345)  9055 

06 ( 343)  1727直

也 550 自宅 ・大阪市西区京町姻 2 丁目 102 電話06( 441) 2503

名誉正会員

城 武 男戸

株 式 会 社 城 戸 武 男 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

串 460 名 古 鼠 市 中 区 栄 1 - 22 - 27  電話052( 231)5451代

畢 460 自宅 ・名古屋市中区栄 1 - 22- 2 7 電話052( 201) 4061

清 文 力く回

株 式 会 社 梓 設 計 代 表 取 締 役 社 長

妹 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長 後 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 唖 141 東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 2- 27- 3 電話03( 492)3591 

也 660 尼 崎 市 主 番 南 之 町 4 - 3 1 地電話 06 ( 411)  1451 e531大阪市大淀区本庄川崎町 2 丁目 18番地 4 電話06( 371)5146 e164 自宅 ・京 京 都 中 野 区 中 野5- 37- 23 電話03( 387) 1539

i

 

l

 

-
-J 

岸 繁 義夫 夫 熊

_._ 

ノ、 朗
河 原

j畢

株 式 会 社 川 岸 言 葉 業 商 J; 耳 代 表 取 締 役 新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支l苫 取 締役大阪支庖長 平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

唖 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98番 地 電 話06( 532) 0461代 唖 530 大阪市北区堂島浜通り 1 - 2 5 - 1 電話06( 344) 6031 串 536 大阪市線東区関目町 1 丁目 40番地電話06( 939) 4741代- 5

唖 563 自宅 ・池 田 市 天 神 1丁目 10 ー 10 電話0727( 61) 8598 畢 659 自宅 ・芦 屋 市 岩 闘 町 23 番 34 号 電話0797( 31) 5492 唖 564 自宅 ・吹田市内本町 3 丁目 23帯 8 号 電話06( 381) 0451

l

 

l

 

-
-
-
a

，

 

口 喜 代 枝
崎 吾明神

妹 式 会 社 篠 IE JII 口 建 築 事 務 所 所 長

株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所 所 長 株 式 会 社 神 崎 組 取 締 役社 長

栗山和

株 式 会 社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 本 部 長

串 461 名古屋市東区富士塚町 3 丁目 2 番地電話052( 962) 7581代 串 670 姫 路 市 北 鋒 ロ 8 6 の 3 電鐙0792( 23) 2021代 4D532 大阪市淀川区西中島 2 丁目11番30号 電 話 06( 303) 7131

串 464 自宅 ・名古屋市千磁区制舟通 2 丁目 7 番地 e 670 自宅 ・姫 路 市 北 鱗 ロ 6 2  電話0792 ( 23)  0210 e 651- 11 自宅 ・神戸市北区若必台1- 4- 29 電話078( 593) 7528

包括052( 751) 2613

i

 

l

 

-
-
-
a

，

 

崎 軍 木 樹藤 友

近 畿 電気 工 事 株 式 会 社 広 島 支社 取締役支社長

黒田 譲

個 別 広 島 市稲荷町 4 審 l 号住友生命広島主主o蝋 62) 1471 株 式 会社 団 地 サ ー ビ ス 西 部 支 社 EZE控室 副 30 久 留 米 市 大 石 町 3 2 器 地 電 話0942( 3仰 17

e734 広 島 市 宇 品 御 宇 2 丁目 2 番 2 号 電 話0822( 51) 7535 唖 536 大阪市線東区滋之宮 1 丁目 5 番101号 電:1;506( 969) 1001 唖 830 自宅 ・久 留 米 市 白 山 町 547番 地 電話0942(34) 8527

操 閉 建 設 株 式 会 社 専 務 取 締 役
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謹 賀

桑 正

_..a:. 

"lt::l 田

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 650 神 戸 市 生 田 区 多 聞 通 4 - 9 電話078( 371) 1861代

唖 653 自宅 ・神戸市長図区五位/ 池町3丁目 1-1

電話078( 621) 3807

泉
益

広司 重

新 年
昭 和 51年 元 日 ( 50 官版)

名誉正会員

小 早 川 美 武

美 工 装 飾 株 式 会 社 社 長

晶 557 大 阪 市 西 成 区 玉 出 来 2 丁目 9- 41 電話 06( 651) 0105

. 557 自宅 ・大阪市西成区玉出東 2 丁目 10- 17

電話 06( 653) 0023

夫林

株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

骨悶 大 阪 市 稲 烏 区 福 島 3汀丁目 1 番54号常制話0ω6(ω4“叫5ロ2) 1川1削6

岳 5弱83 自宅 . 大阪府羽曳野市高B篤量 7 丁目 3 番11号

電信0729( 55) 4416 . 532 大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 - 4 - 2 8 電話06( 309) 0841

忠 勝坂
清

児 島 義 矩

林

株 式 会 社 巴 商 会 大 阪 支 庖

取 締 役

大阪支后長

唖 530 大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 - 38 電話06( 344) 1441代

串 665 宝 忽 市 雲 雀 ケ 丘 1 - 9 - 8 メゾン花屋敷203号

-= 

I司 主計武

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

晶 550 大阪市西区江戸猫5丁目 110番地の2 末弘 ピル

電箆06( 4( 8) 2408・0178

唖 550自宅 ・大阪市西区北堀江御池通 6 丁目 21

北細江コーポ706号 電 話06( 531) 2812

河 内 就義

株 式 会 社 東 海 設 計 代 表 取 締 役 株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役 有 限 会 社 河 内 義 就 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 460 名 古 屋 市 中 区 栄 3 ー 7 - 1 電話052( 261) 2651代 唖 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 17 番 地 電話06( 444) 4677 唖 730 広 島 市 上 織 町 2 番 3 7 号 電 話0822( 28) 2271代

. 467 自宅 ・名古屋市瑞徳区岳見町4- 20- 2 電話052( 831) 4459 . 545 自宅 ・大阪市阿倍野区北品3丁目 i 番7号電話06( 654) 0584 畢 739- 17自宅 ・広島市高陽町字型光台1- 237 電話08284(2) 4141

崎 修 郎林 四

株 式 会 社 ミ ラ ノ 工 務 応 相 談 役

唖 604 京都市中京区災川通河原町東入鉾田町310 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

電話075( 231) 0177 晶 553 大阪市福島区制品 7 丁目 22番 8 号 電 話06( 452) 1151大代

. 606 自宅 ・京都市左京区下鴨北園町63番地電話075( 781) 0676

島 巴勝

有 限 会 社 小 島 勝 巳 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

e541 大阪市東区樹本町 4 丁目 41番地イヨ ピル 6 階

電話06( 252) 8088代

小 林 政 郎

鴻 藤

東 洋 土 主 I ! 株 式 会 社 取 締 役

池

株 式 会 社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

暗 541 大阪市東区北久宝寺町 4 T目27番地

ダイヤルイン電話06( 244) 3500(受付台〉

晶 603 自宅 ・京都市北区平野鳥居前町86 電話075( 461) 1526

支 所 長 近 藤 =
員

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 大 阪 支 所
. 101 東京事務所 ・東京都千代田区岩本町 2 丁目 9 番地 . 546 大阪市東住吉区間辺東之町 6 -33 包括的( 692) 1331代 唖 530 大 阪 市 北 区 富 岡 町 4 6 番 地

磁 野 ピ ル 包 括 03 ( 861) 9538 G518- 64 自宅 ・三重県名張市結使丘1-6-61 電話05956( 5) 0400
第二富田町ピル電話06( 313) 3321

. 662 自宅・西宮市五月ケ丘 6 番 35 号 電 話 0798( 33) 5120

小 中 村 繁 次 郎

富 士 建 設 機 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役

。601 京都市南区東九鋒河西町27番地 電話075( 691) 0791- 2

唖 601 自宅 ・京都市南区東九鱗河西町27番地電話075( 691) 8224

国

t

品

凶

西

株 式 会 社 問 中 小 西 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

居 550 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 の 60 電話06( 532) 4051

畢 546 自セ ・大阪市東住吉区平野西脇町373の4

電話06( 701) 0297

林
士

山得

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

5650 

CD530 大阪市北区堂島北町20 藤 岡 ピ ル 電 話 06(341) 5658 

5659 

唖 662 自宅 ・西 宮 市 丸 機 町 6 - 16 電話0798( 66) 2394 

山 武

役

長

川

M

ω

締

出

抽

w

m

取

支

の

め

務

阪

n

ω
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K
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白
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1

J
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6

電

t

l
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H
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D
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E
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社
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廿

1

2

 

4

3

 

E

d

5

 

6

唖

佐 々 木 米 太 郎

社 団 法 人 日 本 辿 築 協 会 京 都 支 部 支 部 長

唖 604 京都市中京区押小路通柳潟崎東入婿町645

電話075( 211) 2857

( 211 ) 2877 

佐

: .1.>. 

，ロ 誠 次

株 式 会 社 佐 治 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 550 大阪市西区立売娼南通1- 24 カクダイピル

電話06( 541) 5831

串 662 自宅 ・西宮 市苦海闘一番町 1 - 3 6 電話0798( 36) 2516
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謹 賀

佐

コ 包

日 松藤

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 会 長

唖 543 大阪市天王守区上本町 7 丁 目 2 番地の l 上六ピル内

電話06( 779) 3361 

串 659 自宅 ・芦 屋 市 六 鎚 荘 町 12 番32号 電話0797( 32) 0310

佐 藤 次 夫

株 式 会 社 佐j悠武夫設計事務所代表取締役

串 105 東京都港区新樹 4 丁目 6 番15号 D K B新編ピル 6 階

電話03( 436) 3511代

e156 自宅 ・東京都世田谷区赤堤1- 16- 13 電話03( 420) 5810

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所 取締役社長

新 年
昭和 51 年 元 日

( 50音順)

四 方 郎
ｾ＠
/;.(. 谷 幸 雄靖

四方設計工務株式会社

一 級 建 築 士 事 務 所 代表取締役社長

唖 612 京都市伏見区深草関屋敷町32- 2

電話075( 641) 6091 ・6092 ・6324

骨 612 自宅 ・京都市伏見区深草関屋敷町32- 2

紫 富 田 忠 雄

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締役社長

唖 542 大 阪 市 街 区 鍛 冶 屋 町 5 2  電話06( 211) 7333

e581 自 宅 ・八 尾 市 二 俣 2 5 2 の 7 包括0729( 22) 8644

島

: . A 

，ロ

日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支!苫長

暗 533 大阪市東淀川区端光通4丁目 30番地の2

包 括06( 329) 7737大代

畢 533 自宅 ・大阪市東淀川区瑞光通4 - 30- 2 電話06( 328) 3343

清 水 菊

田 孝

和

株式会社清水和禰設計事務所代表取締役

株 式 会 社 片 山 鉄 工 所 代 表 取 締 役 社 長

e 5 51 大阪市大正区南恩加島町 i 番地 電話06( 552) 1231大代

唖 661 自宅 ・兵附県尼崎市武庫之荘3丁目 1-1

イトーピ 7308 電話06( 432) 7387 

島村 忠 男

<<1&540 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7番 地 電話06( 943) 1371代 唖 530 大 阪 市 北 区 万 才 町 43 浪 速 ピ ル 電 話 06( 312) 7278 西日本建設業保証株式会社 取 締 役 社 長

唖 662 自宅 ・西 宮 市 望書 井 町 4 の 9 電話0798( 22) 1569 唖 560 自宅 ・盤中市中桜嫁 4 丁目 3 番10号 電話 06( 852) 7056 唖 540 大 阪 市 東 区 上 町 5 番 地 電話06( 762) 5701代

佐 春
士

ロ野

森 井 m業 株 式 会 社 取締役副社長

暗 530 大阪市北区玉i f . 田IJ Ｑ 丁目 ＱＷ 番地正 Ｍ ［ｾピル

電話06( 443) 8381大代

雑 賀 夫孝

株式会社雑: l H1!築設計事務所代表取締役

唖 640 和 歌 山 市 西 汀 丁 1 番 地 包 括0734( 31) 1371代- 5

岳 640 自'程 ・和式山市小松原通り 5 丁目 l 番地

1It活0734( 23) 5888

雑 賀 幸 夫

株式会社大阪雑賀建築事務所代表取締役

串 543 大阪市天王守区東平野町 5 丁目 9 番地 吉帰 ピル

電話06( 772) 4426 ・4436

ｾＵＷＳ 自 宅 ・ 枚方市呑虫ケ丘 Ｗ 丁目 ＱＱＭＱＶ 電話0720( 54) 0004

;畢 井 修

妹式会社 大 和 商 会 取締役社長

清 愛 明
白 井 周

水

株 式 会 社 清 水 工 業 所 代 表 取 締 役

愚 531 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 - 1 4 電話06( 372) 2851代

. 662 自宅 ・兵 郎 県 西 宮 市 南 郷 町 3 - 1 2  電話0798( 22) 1184

d コ

ノ、
輔

清 水 建 設 株 式 会 社 常 任 顧 問

悟 550 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 2 - 2 電話 06( 443 ) 5431  

唖 612 自屯 ・京都市伏見区桃山田I 島司153- 2 包 括075( 601) 3435

名誉正会員

臼 石 登 喜 男
戸 正

株 式 会 社 勝 木 工 務 庖 常 務 理 事

e541 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 13 番地 電話06( 942) 1461

唖 558 自宅 ・大 阪 市 住 吉 区 品 丘 中 l の68 電話06( 671) 3792

城 庸平

日本 建 鍛 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支! 苫長

唖 530 大阪市北区梅田町47 新阪神ピル 9 階 電 話06( 341) 4331

唖 664 自宅 ・伊丹市梅/ 木6- 7- 19 吉川マンション

話0727( 72) 3768

ロ

ロロ i
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男
口

株 式 会 社 大 阪 減 口研 究 所 取 締 役 社 長

唖 530 大 阪 市 北 区 高 馬 町 l 番 地 電 話06( 372) 7151代

進 藤 海

株 式 会 社 品川建築事務所代表取締役所長

晶 910 福 井 市 関 原 1 丁 目 l 審 2 0 号 電 話0776( 22) 6683

晶 910 自宅 ・福 井 市 経 団 町 7 0ー 2 電話0776( 23) 3552

名誉正会員

篠 太 郎
汎

0542 大 阪 市 南 区 高 行t 町 4 番 丁 73 電話 06( 631) 6221代 O550 大 阪 市 西 区 南 掘 江 通 2 の 4 8 電話06( 531) 4428 ｾＵＵＶ 大阪市浪 速 区日本織束 Ｔ - 1 6  電話06( 643) 3631

串 577 自宅 ・京 大 阪 市 下 小 阪 79 包 括 06 ( 721)  0098 唖 562 自宅 ・箕 面 市 箕 面 5 ー 7 - 6  電話0727(23) 3836 串 662 自宅 ・西 宮 市 柏 堂 町 8 3 - 3  電話0798( 72) 3070

株 式 会 社 企 画 設 計 社 代 表 取 締 役
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株式会社念にわ建築設計事務所取締役所長



謹 新 年 昭 和 51 年 元 日 (50音順う賀

5真 賀 口孝 夫田

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締役

品 550 大 阪 市 西 区 土 佐 猫 通 i 丁目 1 4 電話06( 441) 5171 唖 606 京 都 市 左 京 区 浄 土 寺 馬 蝿 町 151 電話075( 761) 1151 唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 姻 2 - 4  9 電話06 (443) 0167- 8  

也 662 自' 告 ・西 宮 市 怨 井 町 6 番 14 号 心，i;li 0798( 33) 0269 畢 606 自宅 ・京都市左京区鹿ケ谷法然院町 7 電話075( 771) 3543 営業所 : 鴻 池 ピ ル 電話06(251) 8233

有 限 会 社盤 柳 々 堂 [ (建築専門書庖)

5頁 賀 政好 田 中

F 金司

=  
E国

ムL

と主

，月田

谷 ｾ＠ 夫
i

 

l

 

-
-
J
 

株 式 会 社 近 盟 主 建 築 構 述研 究 所 所 長

唖 ＵＴＳ 大阪市天王寺区 ｾｩｴ 寺町 ＷＶ 天王ピル電話 ＰＶＨＷＷ Ｑ ＩＳＲ Ｑ Ｖ 代

唖 577 自宅 ・東 大 阪 市 下 小 阪 172 - 2 電話 06 ( 789) 8114  

大 島 民E用 化 学 工 業 妹 式 会 社 取 締 役 社 長

制 78 東 大 阪 市 新 庄 1 1  4 器 地 電 話 ;; 521333 株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 S竺玲

唖 536 自宅 ・大阪市減東区野江東/ 町 4 - 99 電話06( 931) 3506 唖 531 大阪市大淀区中沖南通 4 丁目11番地 電話06( ( 58) 3531代

菅 健谷 児 演j 誠 也回

妹 式 会 社 回 沸IJis築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

知 義夫見

大 阪 m気 暖 房 株 式 会 社 取 締 役社 長 串 640 和 歌 山 市 下 町 1 9 番 地 包 括 0734 ( 31) 0261- 2  唖 601 京都市南区西九条春 日町48 電話075( 681) 6455(691) 9228

唖 550 大 阪 市 西 区 江 戸 姻 1 - 6  0  電話06( 441) 8231 m640 自宅 ・和 歌 山 市 下 町 19番 地 電 話 0734 (31)  0261- 2  悟 601 自ち ・京 都 市 南 区 西九条春 日町48 電話075(691) 3860

春 日 設 備 工 業 株 式 会 社 取 締 役社 長

杉 村 正 三 郎

隆 資田 村

阪 急 f低 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役社 長 田 村 建 築 設 計 事 務 所 所 長

唖 532 大阪市淀川区十三本町2丁目13l l H5号包括06( 302) 0231代 哩 640 和 歌 山 市 北 ノ 新 地 図 町 6 - 1  電話0734(22)6751

唖 665 自主 ・宝 塚 市 栄 町 3 丁目 9 器20号 電話0797( 86) 3623 咽 640 自 宅 ・和 歌 山 市 苫 昆 丁 2 - 1  電話0734(24) 6038

銭

.『.E司a2 • •• 

輝 之
.1軍.E&司司帽.

橋 慶 夫

株 式 会社 大 主I! 設 計 取 締 役社 長

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長

m550 大 阪 市 西 区 京 町 姻 2 丁 目 7 5 電話06( 441)9351

骨 550- 91 大阪市西区阿波地上通3丁目2番地 。533 自宅 ・大阪市東淀川区相川中通 2 丁目 2- 4

電話06( 531) 6431大代

電話06(340) 0935

名誉正会員

相 蓋 ， 子・

τ t  

竹 腰 健
21E K 2  

ロ

日 新 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役 株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

m120 東京都足立区千住東 2 丁目 21帯28号 電話03( 882) 2424 . 530 大阪市北区盛宮町 3 番 2 住生堕崎ピル電話06(373) 2281 オ リ エ ン タ ル メ タ ノ レ 製 造 株 式 会 社 代表 取 締 役

串 271 自宅 ・松 戸 市 北 絵 戸 3 の7 の 3 電話0473( 62) 9314 唖 662 自宅 ・西 宮 市 松 園 町 7 稽 2 2 号 電 話0798( 24) 2650 畠 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り3 了目 2 6 番 地 電話06( 412) 5131  

田 賀
:.b. 

S口泰勉 橘

株 式 会社 田 賀 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役社 長 東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 取締 役社 長

串 550 大阪市西区北姻江辺4丁目33番 地 電 話06( 531) 7193代 . 540 大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の 町 594 包括06( 941) 9445- 9 株 式 会 社 日 建 設 計

串 586 自宅 ・河内長野市千代悶台町1 3 - 13 電話07215( 3) 0455 唖 59()-Ol 自宅 ・堺 市 若 松 台 3 丁26番 3 号 電 話0722( 91) 2267 唖 541 大 医 市 東 区 横 場 2 丁 目 38 番 地 電話06(203) 2361

地 政頭 人

小 俣 シ ャ ッタ ー工 業 株 式 会 社 大阪 駐 在 監 査 役

畢 530 大阪市北区此花町 2 丁目51 第 5 新興 ピル

電話06( 353) 7377代

哩 661 自宅 ・尼崎市東宮松字長潟331- 25 電話06( 421) 5228

千 原 大 五 郎

妹 式 会 社 大 建 設 計 代表 取 締 役 高IJ 社 長

唖 105 東京本社 ・東京都港区新縫1- 10ー7 大和銀行新編 ピル

電話03(572) 4595代

. 550 大阪本社 ・大阪市西区京町掘2 - 75 電冨06( 441) 9351代

唖 251 自唱 ・神奈川県藤沢市鵠沼訟が周1- 15- 25

電話0466( 23) 3124

津 村 健 児

塚 本 猛 次
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謹 賀

辻 本

曲
一
一
品

総 式 会 社 辻 本 堂 一 級 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

新 年
昭 和 51 年 元 旦 ( 501引田)

一 級 建 築 士 栂 野 正 春
内 藤 正 克

骨 640 和 歌 山 市 東 長 町 中 / 丁 12 - 3 電話0734( 24) 6346代 株 式 会 社 栂 野 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長 居 675- 13 兵雌県小野市上本町240小野ピル電1 f l i 07946( 2) 4757代

串 640 自宅 ・和歌山市東長町中ノ T 12- 3 情話0734( 24) 6346代 . 640 和 歌 山 市 五 番 丁 4 番 地 電 話 0734 ( 22)  2826 . 675- 13 自宅 ・兵庫県小野市久保木町1063 電話07946( 2) 4668

抹 式 会 社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役所長

手 義塚 尚

長

川

明
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畳

居

寺 徳 重田

大 成 建 設 抹 式 会 社 顧 問

骨 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7 官話 06( 262) 1131

. 562 自宅 ・大阪府箕面市桜井 2 丁目 4 - 39 電話0727( 21) 4641

寺 西 芳

株 式 会 社 寺 西 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

時 保 雄 中 義 昭岡 尾

株 式 会 社 三 和 地 質 代 表 取 締 役

骨 550 大阪市西区靭本町 4 丁目35番地

電話06( 443) 7606代 ・4157

時 実丹

株 式 会 社 旭 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

畠 550 大阪市西区靭 1 丁目 123番 地 近 後富山会館 5 F

電話06( 445) 2050代

。657 自宅 ・神戸市灘区六甲台町 7 番19 ハイツ六甲 308号

電話078( 881) 2907

中
l

 

l

 

I

・
J

匠

共 立 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 底 長

唖 540 大阪市東区内本町2 丁目 45番地 大阪内本町電電ピル6階

電話 06( 942) 2491

. 662 自宅 ・西宮市門戸荘17- 12 ルネ門戸314号

電 眠0798( 53) 0780

時 山 龍 太 郎

時 山 設 計 事 務 所 所 長

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

唖 530 大 阪 市 北 区 浪 花 町 38 新興ピル 電話06( 371) 3651

骨 665 自宅 ・宝 塚 市 売 布 4 丁目 15- 18 電話 0797 ( 86)  2391 

中 真 佐 吉
i

 

l

 

E

'

E

E

，

 

昏 倒 神 戸 市 東灘区本庄町m 蝿 24号 EE552132: 畳間大阪市北区曽根崎上2丁 目 崎 地 架 部 品 附 州制 ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代表 取 締 役

. 664 自宅 ・伊丹市寺本字松崎17番 地 4 電話0727( 81) 0289 冊 532 自宅 ・大阪市淀川区三国本町 2 丁目 7 番21号 。540 大 阪 市 東 区 北 新 町 2 丁目 7 電話06( 942) 2951- 5

電話06( 393) 9557

{専 馬 正 明

ι γ 三産業揃式吉本1 代 表 取 締 役

。550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 47 番 地 電 話06( 441) 0378

唖 531 自宅 ・大阪市大淀区中部浜通1- 3

中ut リパーサイドコ ーポC- 929 電話06( 371) 0385

東 郷 武

徳

田

永

村

正

又夫

徳 永 ・ 凹 村 建 築 事 務 所

晶 541 大 阪 市 東 区 博 労 町 2 - 41 中綿ピル電話06( 262) 2310

唖 103 東京都中央区日本編兜田! T2- 36 太洋ピル電路03( 668) 3056

r:;!::J 

=  
E: a 

家 泰宏

株 式 会 社 宮 家 建 築 事 務 所 所 長

骨 550 大阪市西区阿波硲中通 1丁目 40番地 電話06( 532) 6351

大 和 ハ ウ ス 工 業 妹 式 会 社 取 締 役 唖 604 京 都 市 中 京 区 烏 丸 抑 小 路 東 入 電 話075( 231) 6357代

. 603 自宅 ・京都市北区平野八丁柳町68- 1 704号

電窓 075 ( 463)  0050 

名誉正会貝

東 謙畑 内 資 忠

名誉正会員

中 津 誠 一 郎

株 式 会 社 中 湾 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

. 530 大阪市北区富田町38 高婿ピル北 5 号館電話06( 363) 3881

. 570 自宅 ・守 口 市 滝 井 元 町 3 の 2 7 電話06( 991) 1848

中出

t先

Zえ

藤

隆

( 各種防水工事及スレート 工事施工鏑白〉

株 式 会 社 中 出 商 会 代 表 取 締 役

。652 神戸市兵峨区上沢通 6 丁目 l の1 電話078( 511) 4501- 4

中 茂原

株 式 会 社 東 刈 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 縁 式 会 社 内 藤 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 会 長 株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

. 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 1  9 包括 06( 202) 0391 串 606 京 都 市 左 京 区 問 中 大 堰 町 189 電髭075( 781) 6195 . 550 大阪市西区靭本町 3 丁目 90番地問崎様ピル

。658 自宅 ・神戸市東灘区住吉町縄手下1680 電話078( 851) 5043 悟 606 自宅・京都市左京区北白川山の元町38 電話075( 781) 3353 電量06( 445)∞39 
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謹 賀

中 原 英 雄

株 式 会 社 創 美 設 計 代 表 取 締 役

畠 530 大阪市北区末広町17 日生不動産扇町ピル 9 階

電話06( 312) 3587代

唖 659 自宅 ・芦屋市打出小健町 1 番地405

中 村
豆主主

..!ii!.. 

株 式 会 社 日手11建 築 企 画 設 計 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区梅ケ枝町114 関西ピル電話06( 362) 1766代

畠 600 自宅 ・京都市下京区七条通東姻川西入八百昆町12

電話075( 371) 2755

氷 井 賢 城

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

串 106 東京都港区西麻布 1 丁目13番11号 包 括03( 403) 0251大代

新 年
昭 和 51 年 元 旦 ( 50音順〉

西 村 治 一 郎 橋
詰
一
一 雄

西 村 建 築 設 計 事 務 所 所 長

串 542 大阪市南区河原町 2 丁目 1510 宮浦ピル 4 F

電話06( 633 ) 9624 

唖 571 自宅 ・門 真 市 点 町 3 番 5 号 電 話06( 908) 0626

根 津 耕 一 郎

株 式 会 社 線 津 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区梅ケ校町81 大阪弁護士ピル

電話06( 364) 8301代

唖 655 自宅 ・宝 塚 市 川 面 6 丁目 19番10号 電話0797( 86) 6226

会 長 野 崎 謙

社長 津 田 輝 夫

事 長 式 会 社 橋 詰 工 務 庖 取 締 役 社 長

悟 604 京都市中京区猪熊通三条上ル姉猪熊町326

電話075( 801) 2356代

置 604 自宅 ・京都市中京区諸熊通三条上ル姉猪熊町326

電話075( 841) 2803

橋 本 清久

吉y司' 石官株式会社大阪支庖 取締役支) ，5 長

m530 大阪市北区堂島浜辺1- 25 新大ピル 電話06( 344) 6691

名答正会員

浜 口 幹 三 郎

妹 式 会 社 山 下 設 計 唖 543- 91 大阪市天王寺区東高浄町 8 の l 電話06( 768) 5222

ニ = 株 式 会 社 浅 沼 組 相 談 役

畠 251 自宅 ・藤沢市鈎沼海倖 2 丁目 8 の26 電話0466( 36) 7706 唖 104 東京都中央区八丁姻 2 の 7 の l 包括03( 552) 8311代 唖 631 自宅 ・奈良市 二 名 町 3 3 3 6 - 7  包鋸0742(  43) 1091 

名管正会員

力〈 回 鼎

大 阪 氾 気 暖 房 株 式 会 社 相 談 役

唖 550 大 阪 市 西 区江戸J [S 1 の 6 0 電話06( 441) 8231

野 中 駒 市
林 茂

野 中 沼1 産 株 式 会 社 取 締 役 社 長 居 531 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 中 通 り 3 - 4 5 電話06( 351) 6831

株 式 会 社 林 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 560 自宅 ・盤 中 市 上 野 東 3 の 2 の1 0 電話06( 855) 3710 串 550 大 阪 市 西 区 制 本 町 2 - 2  9  電話06( 441) 6631 CD565 自宅 ・吹悶市竹見台 2 丁目 11番 5 号 包 括06( 871) 8625

成 彦回 正

隊 式 会 社 設 計 事 務 所 ゲ ン プ ラ ン 代 表 取 締 役

唖 550 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 3 - 6 1 電話06( 443) 8216

也 662 西 宮 市 甲 子 国 九 番 町 12- 10 電話0798( 47) 3227

名誉正会員

西 j畢 藤 生

株 式 会 社 大 林 梨l 顧 問

串 540 大 阪 市 点 区 京 縞 3- 37 電話 06( 943) 1131 妹 式 会 社 新 日 本 設 備 計 画 代 表 取 締 役 社 長 ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

CD659 自宅 ・芦 屋 市 東 山 町 112 - 26 電話0797( 23) 2137 晶 530 大 阪 市 北 区 金 展 町 2 丁目 31 電話06( 353) 4061 唖 532 大阪市淀川区西中島1丁目8番29号 電 話06( 301) 9081- 4

西 嶋 徳 太 郎

おｾ 式会社大建 設計取締役会長

能 郎 林 唯 夫勢 次

事 長 式 会 社 昭 和 設 計 代表 取 締 役 専 務

。550 大阪市西区西長姻it 通 1 丁目8 番地問ッ橋ピル

電伝06( 532) 3421

唖 565 自宅 ・吹 田 市 背 山 台 3 丁 目41- 1 1 電話06( 872) 3608

原 正 太 郎

妹 式 会 社 能 勢ill 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

晶 550 大阪市西区江戸編 5 丁目 118番地和光ピル 7 階

電話06( 443) 6451代

長 谷 川 幸 雄

原 精
萩 正 勝

。550 大 阪 市 西 区 京 町 掴 2 ー 75 電信06( 441) 9351代 株 式 会 社 萩 ・勝 俣 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 晶 532 大阪市淀川区十三本町 2 丁目4 番28号 電 話06( 302) 1551

. 562 自宅 ・箕面市桜ケ丘 3 丁目 11番地35号電話0727( 21) 2432 哩 153 東京都目 IAI 区青黛台 2 - 20- 14 電話03( 719) 1734代 唖 662 自宅 ・西 宮 市 名 次 町 1 2 番 9 号 包 括0798( 22) 1504

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役
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謹 賀

原

原

田 重 信

田 孝 太 郎

新 年 昭 和 51 年元旦 (50音11慎〉

代 表 取 締 役 福 永 薫

代 表 取 締 役 福 永 健

原 因 セ メ ン ト 化 工 株 式会 社 緩 務 寝 室 長 株 式 会 社 福 永 建 築 設 計 事 務 所

。554 大 阪 市 此 花 区 西 九 条 4 丁目 3- 34 電話06( 462) 1212代 . 542 大 阪 市 南 区 願 鹿 町 通 4 の 6 1 電話06( 251)3102

唖 661 自宅 ・尼 崎 市 塚 口 町 3 丁目 41 - 8 電話06( 421) 4518 唖 542 自宅 ・大 医 市 南 区 願 鹿 町 通 4 の61 電話06( 251) 5189

伴 郎

抹 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 広 代 表 取 締 役 社 長

. 531 大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 - 1 1 電話06(458) 3531代

名答正会員

坂 静 雄

福 村 久

藤 田 毅

常 勤 相 談 役

目 本 住 宅 パ ネ ノレ工業 協 同 組 合 大 阪 支 所 駐 在

西日本地区担当

. 530 大阪市北区富田町46番地第二富岡町ピル

電話06( 313) 3321

. 565 自宅 ・吹田市竹見台 2 丁目 2 番 4 号 電 話06( 831) 8971

福 頼 圭 蔵

株 式 会 社 デ ム 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

冊 641 和 歌 山 市 秩 葉 町 2 番 5 号 電 話0734( 45) 1467代

. 640 自宅 ・和 歌 山 市 中 ノ 島 116の2 電話 0734 ( 32) 1586 

旧名 中尾建築設計事務所

旧 姓 中 尾 毅

藤 稔 恭原

株 式 会 社 藤 原 工 務 j苫 取 締 役 社 長

。562 箕 面 市 箕 面 3 - 1 - 6 0 電話 0727 (21) 7268 

. 562 自宅 ・箕 面 市 箕 面 4 - 15- 40 電話 0727 ( 21) 2774 

藤 村 清

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長 株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締 役 社 長 株 式 会社 日 新建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 565 本所 ・大原府吹田市藤白台 5 の125 電話06( 872) 0391 唖 550 大 阪 市 西 区 南 姻 江 通 6 の 3 9 電話06( 541) 5757代 唖 530 大 阪 市 北 区 鐙 昆 町 1 丁目 66番 地 包 括06( 352) 6161代

也 531 大淀分室 ・大阪市大淀区長柄西通2の35 電話06( 351) 7217 串 558 自宅 ・大限市住吉区住吉町242の22 電話06( 673) 5120 畠 631 自宅 ・第良市登美ケ丘 5 丁目 5 - 5 電話0742( 44) 0201

日 比 生 正

日 比 生 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役

藤 井
車

皐
藤 本 庄 之 助

株 式 会 社 工 盛 社株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

唖 810 福岡市中央区平尾 1丁目5 番12号 電 話092( 531) 3623代 唖 520 大 棒 市 本 宮 2 の 2 の 9 電話0775( 23) 0119代 都 536 大 阪 市 減 東 区 鴫 野 西 5 丁目 18 - 9 電話06( 961) 4460

. 816 自宅・大野城市大字筒井539の14 電話 092 ( 591) 4669 串 606 自宅 ・京都市左京区松ケ崎泉川町23 電話075( 781) 5333 唖 536 自宅 ・減 東 区 鴫 野 西 5 丁目 16- 43 電話06( 962) 1288

平 田 作 太 郎 藤 井 稔

妹 式 会 社 平 田 タ イ ル 代 表 取 締 役

唖 550 大 阪 市 西 区 阿 波 座 中通 1丁目 5 電話06( 532) 1234代 阪 神 不 動 産 株 式 会 社 常 務 取 締 役

唖 600 自宅 ・京都市下京区緩小路通大宮東 包括075( 801) 1806 晒 530 大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7  電話 06 ( 346)  1171 

福 朝 生回

保 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区豊富町 3 番 2 住生盤崎ピル電話06( 373) 2281

唖 677 自宅 ・西宮市甲子園砂阻町 2 番 B 号 電話0798( 48) 0989

福 中定 三 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常務 理 事

唖 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7  電話06( 231) 9648

. 573 自宅 ・枚 方 市 香 里 間 町 26 の68 氾話0720( 31) 0549
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藤 木 銭

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役社 長

唖 540 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 の 1 3 電話06( 942) 1461代

藤 ヂB回 昭

株 式 会 社 都 市 問 題 経営 研 究 所 所 長

居 530 大阪市北区太融寺町98- 5 阪急京ピル 電話06( 312) 3918

<<1) 658 自宅 ・神戸市東灘区岡本8丁目 10- 1 岡本ハウス 605

電話078( 411) 3989

船 ネ喬 明

高 砂、 熱 学 工 業 株 式 会社 大 阪 支 庖

常務取締役

大阪支庖長

唖 530 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55 北阪急ピル 電話06( 372) 2511

堀 林 郁 夫

4屈 林 建 築 設 計 事 務 所 所 長

都 604 京都市中京区油小路三条上ル英守ピル内

電話075( 241) 1403

串 617 自宅 ・長岡京市今旦字部久志17- 9 電話075( 921) 8497

取 締 役 会 長 本 田

取 締 役 社 長 本 田

史 郎

英 行

本 回 工 業 株 式 会 社

<<1) 530 大 阪 市 北 区 芝 田 町 6 5 - 1 包括06( 372) 0372代

唖 607 自宅 ・京都市東山区山科御陰平林町2 電話075( 581) 2217



謹 賀

名誉正会員

本 多 正 道

唖 658 自宅 ・神戸市東灘区御影町岸本1566 電話078( 851) 7604

前 野 慶 太 郎

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

新 年
昭 和 51 年 元 旦 ( 50音順)

松

...L.. 

/ ¥.  郎
南

士

口本

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 543- 91 大 阪 市 天 王寺区上綿鹿町 6 電話06( 779) 1581大代

価 580 自宅 ・訟 原 市 北 新 町 2 丁目 3 の 7 電話0723( 31) 0158

名誉正会員

松 本 与 作

長

斎 久 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 会 長

愚 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 番 地 電話06( 443) 5041代

畢 661 自宅 ・尼 崎 市 塚 口 町 6 - 2 0 - 7  電話06( 421)5136

r;;.  

昌 飼 克

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 顧 問 技 師

唖 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7  電鑑06( 444) 1501 唖 100 東 京 都 千 代 田 区 有 梁 町 1- 13ー1 電話03( 216) 1211 社団法人 日 本 建 築 協 会 兵 庫 支 部 支 部 長

唖 659 自宅 ・芦 屋 市 恕 ケ 丘 町 4 番 18 号 電話0797( 22) 2005 41H45 自宅 ・東京都大悶区回闘調布3ー 17 - 3 電話03( 721) 4723 唖 650 神 戸 市 生 図 区 下 山 手 通 5 丁目 23 電活078( 351) 2800直

松 浦 潤 一 郎
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唖

松 岡 晃 一 郎

ア イ エ ム 換 気 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

e556 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1 8 3 番 地 電話06( 561) 3901

唖 590 自宅 ・堺 市 車 之 町 東 2 丁 2 の 9 電話0722( 38) 2582

松 久田 昌

株 式 会 社 都 市 設 計 所 長

唖 541 大 阪 市 東 区 高 腿 繍 3 丁目 7 番 地 電話06( 231) 6617

丸 山 信

r;;. 

昌 後 健

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

晶 107 東京都港区北青山 3 丁目 5 番25号

電話03( 401) 2287 ・6703 ・2426

唖 901- 22 出温所 ・沖縄県宜野湾市大山1003

電話09889( 7) 2974 ・4077

上

ｾ＠
=  
E a  

株 式 会 社 宮 後 ill 築 事 務 所 代 表 取 締 役

ｾＵＴＳ 大阪市天王寺区上汐町 Ｖ 丁目 ＳＵ 番地 電話06( 772) 0165代

唖 543 自宅 ・大阪市天王寺区上汐田IJ6丁目 35番地

電 話06( 772) 0167

r;;. 

昂 崎 敬

株式会社汎美建築設計事務所代表取締役

e604 京都市中京区御池辺御宇町西入京都府旅館会館ピル 2 111'i

電話075( 231) 4638 ・6472

唖 604 京都市中京区御池通堺町西入御所八幡町225

電 話075( 222) 0006

木 清 経

辰

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

唖 466 名 古 昆 市 昭 和 区 折 戸 町 5 丁目 13 電話052(751) 3096

41) 466 自宅 ・名古屋市昭和区折戸町 5 丁目 13 電箆052( 751) 3096

「晶・唱

昌 武 伊 郎

エ ス エ ム 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 常 務 理 事

唖 665 自宅 ・宝 塚 市 宵 葉 台 1 丁目 2 - 9 電話0797( 72) 2362 e559 大阪市住之江区東加賀屋 1 - 8 - 1 6 電話06( 685) 1661代 唖 540 大 阪 市 東 区 京 繍 3 丁 目 7 0  電話06( 941) 3651

松 村 慶

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所 E品主

居 530 大阪市北区梅田 8 新阪急ピル11階 包括06( 341) 1680 唖 694 島根県大田市久手町波根西 225の2 電話08548( 5) 8320 唖 659 自宅 ・芦屋市岩園町10番16の401号 電話0797 (31)  2643 

松 雄村

株 式 会 社 松 村 組 代 表 取 締 役 社 長

ｾＵＳＰ 大阪市北区空心町 Ｑ 丁目 ＷＰ 番地 電鉱06( 353) 1131

谷 義忠

J株式会社 三 谷 設 計 代 表 取 締 役

e694 島級県大岡市久手町波根西上777の l 電話08548( 2) 8121

名誉正会員

道 泰
2・h
'ロ

郎田

e661 自宅 ・尼 崎 市 立 花 町 1 丁目 2 7 - 7 電話06( 429) 4009

村 石 秋
士

ロ

浪 速 合 板 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畢 556 大 阪 市 浪 速 区 幸 町3丁目 2帯地の1 電話06( 561) 2201代

村 上 郎

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社 社 長

唖 530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町20 隊問ピル 電話06( 344) 6526

唖 565 自 宅 ・ 吹 田 市 千 里 山 西3丁目 7番5号 包括06( 384) 1002
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謹 賀

村 田 子
士

山よ

新 年
昭 和 51 年 元 旦 (50音順〉

安 生井 忠

明 研 化 学 工 業 株 式 会 社 代表取締役 株式会社 安 井 建 築 設 計 室 代表取締役

骨 673 明 石 市 膝 江 中 谷 町 888番 地 電話078( 928) 3456代 唖 550 大 阪 市 西 区 靭 1 丁目 130 番 地 電 話06(448) 2765- 6

哩 655 自宅 ・神戸市垂水区地屋町西の悶 164 電話078(751) 4186 唖 558 自宅 ・大阪市住吉区長居町東 6 丁目 24 電話06( 673) 5254

名誉正会員

村 藤野
豆

ロ 薮 本 弦

有 限 会 社 村 野，森建築事 務 所 代表取締役 株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役 社長

C! ) 545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋2 - 3 - 8 電話06( 624) 0926 骨 520 大 津 市 打 出 浜 1 3 ー 1 5  電話0775( 23) 2314

山 保田

有限会社山田保建築設計事務所代表取締役

岳 730 広島市紙盛田II 2 丁目 3 番 1 号革屋町 ピル 4 階

電話0822( 48) 2562代

山 恒

:.Lt. 

，ロ田

株 式 会 社 山 田 工 務 庖 取 締 役 社 長

串 650 神戸市生悶区北長伏通 3 丁目 13番の l

電話078( 321) 6451代

唖 665 自宅 ・宝 塚 市 清 荒 神 2 丁目18- 2 7 r.t缶0797( 86) 2559 <<It 520- 21 自宅 ・大体市瀬田南大立町2087 - 4 電話0775( 45) 3966 唖 651- 12 自宅 ・神戸市北区山悶町上谷上古々山29

電話078( 581) 2055

室 谷 山 水

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

哩 650 神戸市生悶区北長狭通 4 丁目 1 英和ピル

包括078( 331) 0881

. 650 自宅 ・神戸市生回区山本通 4 丁目 108の37

電話078( 221) 5050

.=*.  

本木 忠

有 限 会 社 村 ! 好 ，森 建 築 事 務 所

薮 本 芳

名誉正会員

山 文 次

桜 木 一 級 建 築 士 事 務 所

串 640 自宅 ・和 歌 山 市 東 長 町 10 丁目 13 電話0734(22) 9930

山 家 助

田

山 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

哩 550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1- 62 電話06( 443) 8161  

唖 665 自 宅 ・宝 啄 市 南 口 1 丁 目 2 - 2 電話0797( 72) 2511

山 次啓 田 昌

串 545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍野筋2 - 3- 8 包 括06( 624) 0926 掠式会社 R I A建築綜合研究所大阪支底支庖長 骨 600 京 都 市 下 京 区 大 宮 通 五 条 下 ル 電話075( 341) 2246代

串 665 自宅 ・宝 塚 市 武 JiI! 山 1 - 10 - 8  電話0797( 72) 4461 唖 530 大阪市北区太融寺町33大阪合同 ピル 電話06( 312) 9154- 5 骨 600 自宅 ・京都市下京区大宮通五条下ル 包 括075( 341) 6980

花 立 造 l羽 株 式 会 社 専 務 取 締 役

森 {変岡 男

関 西 氾 カ 株 式 会 社 取 締役社長

唖 530 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 5  電話 06 ( 441) 8821  

名誉正会 員

森 定 松 之 祐

串 Ｕ ＳＶ 自 宅 ｅ ・ 大阪市城 京区 ｊｾ Ｎｴ ｢ 3 丁目7 の27 包括06( 962) 1478

八 十 島 健

株 式 会 社 竹 中 工 務 )，5 常務取締役

悟 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 2  7 包 括06( 252) 1201

. 663 自宅 ・西 宮 市 甲 子 回 二 番 町 5 - 3 0 電話0798(41) 0598
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山 郎口
王

国

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

冊 550 大阪市西区阿波臨上通 4 丁目 8 番地 電話06( 541) 5534代

<<D665 自宅 ・宝忽市雲雀丘 1 丁目 13番25号 電話0727( 59) 2018

山 崎 明敏

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 650 神 戸 市 生 田 区 栄 町 2 丁目 2 1 電話078(321) 0655代

唖 662 自宅 ・西 宮 市 五 月 ケ 丘 5 の 7 包 括0798(26) 2763

山 密 男下

合同特 許建材工業株式会社 代 表 取 締 役

畢 546 大 阪 市 東 住 吉 区 軍j 川 町 3 - 54 電話06( 702) 7814代

C! ) 546 自宅 ・大阪市東住吉区田辺東之町3- 193

電話06( 621) 9086

山 根 正 次 郎

株 式 会 社 日 建 設 計

山 本 憲

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商 会 専 務 取 締 役

悟 530 大 阪 市 北 区 西 細 川 町 1 5  電話06( 364) 3056代

m524 自宅 ・滋 賀 県 守 山 市 今 宿 町 電話07758(2) 2665

山 本 末 男

大 本 ill 設 株 式 会 社 取 締 役 社長

骨 542 大 阪 市 南 区 大 和 町 l 番 地 電話06( 213) 0555



謹 賀

山 本 泰

新 年
昭 和 51 年 元 旦 ( 50音順)

名誉正会員

若林 季雄

株 式 会 社 第 一 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

唖 ＵＳＰ 大阪市北区ｾ図町 ＴＶ 第二宮田町ピル電髭 ＰＶＨＳＱＲＩＵＹＲＵ 唖 542 大阪市南区鰻谷西之町 6 不銀ピル電話06( 245) 2311代

名答正会員 追 補

岡 本 弘

近 畿 大 学 理 工 学 部 講 師

久 保 田 建 材 工 業 株 式 会 社 顧 問

唖 665 自宅 ・宝 忽 市 山 本 台 2 丁目 5ー14 電話0797( 89) 1223 唖 636 奈良県生駒郡三郷町倍賞 ケ 丘 211 電話0745( 72) 4121 唖 573 自宅 ・枚 方 市 東 香 昆 2 - 7 - 2 0 電話0720( 54) 4123

山 本 博

朝 協 m気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ピル内

電話06( 385) 1361代

置 565 自宅 ・吹関市藤白台 4 丁目23番 8 号 電笛06( 872) 9087

士

ロ岡 源 治 郎

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 弘 義 次 官

若 繁

追 補

l

 

i

 

-

-

a

J

 

瀬 啓 一 郎山

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 専 務 取 締 役

O530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 電話 06 ( 312)  1281  

. 6 61 自宅 ・兵庫県尼崎市武廊之荘2丁目 25番11号

電話06( 436) 1381

鷲 健

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

. 616 京都市右京区太秦和泉式部町12番地 電話075( 861) 1157

串 616 自宅・京都市右京区太秦安井車道町21 電話075( 811) 1509

追 補

島村 佐 次 郎尾

明 石 工 業 高 等 専 門 学 校 o640 和 歌 山 市 四 番 丁 4 電態。734( 22) 33ぉ ・4335

Jゐ 村 建 築 事 務 所

. 530 大阪市北区芝岡町55番地北阪急ピル 電話06( 372) 2511 o 674 明 石 市 魚 住 町 西 岡 6 7  9  電話07894( 7) 1151 唖 640 自宅 ・和 歌 山 市 四 番 丁 4 電話0734( 22) 3338 ・4335

士

ロ 信武田

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

暗 550 大阪市西区北堀江上遜 3 丁目22番 地 電 話06( 538) 2991代

署 574 自宅 ・大 東 市 住 道 1 丁 目 7 - 5 電話0720( 72) 0409

蓮 梯

.圃‘ ー-
C: : I  

- r 

株 式 会 社 京 都 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

渡 遺 勇

追 者B

社長 永 井

副社長 福 田

基

好 雄

中 央 ピ ノ レ デ ィ ン ス 土 地 コ ン サ ル タ ン ト 玉2品義主

唖 164 東京都中野区中央 4 - 6 - 1 2 - 1 0 5 電話03( 384) 4810

唖 465 自宅 ・名古屋市名東区神丘町2- 48- 3 包括052( 701) 4203

渡
古

I I!>、

住 友 ウ オ ー ル シ ス テ ム 株 式 会 社

岳 100 東京都千代田区神田英土代町 1 住友商事奨土代ピル

電話03( 294) 8511大代

追 補

深 寅辺

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社 取 締 役 会 長

j工

. 604 京 都 市 中 京 区 三 条 柳 馬 場 東 入 電 話075( 211) 7277代 唖 540 大阪市東区両替町 1 ー12 日生ピル電話06( 943) 6571代 大 装 株 式 会 社 社 長

串 611 自宅 ・宇 治 市 南 俊 町 2 丁目 1- 4 電信0774( 23) 2172 唖 560 自宅 ・豊 中 市 緑 丘 3 丁 目21番 S 号 電話06(856) 0988 畢 550 大 阪 市 西 区 西 長 掘 北 通 4 - 1 4 電話06( 532) 0171

和 田

出

回

【

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

。530 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 1 7  5  電話06( 363) 4051

. 659 自宅 ・芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 電話0797( 22) 3282

名誉正会員

若林 繁
士

ロ

ニ 」 寝 屋 装 備 工 業 妹 式 会 社 取 締 役 社 長

。564 奴 津 市 東 別 府 3 丁目 7 番 8 号 包括06( 349) 9193代

置 605 自宅 ・京都市東山区清水 2 丁目 232番地

包括075( 561) 6283

迫 補

坪 古 寿

三 井 プ レ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖

常務取締役

大阪支庖長

串 541 大阪市東区憎労町2- 41中縛ピ J レ406号 電 話06( 271) 7936

畢 594 自宅 ・大阪府和泉市観音寺町312- 5 電話0725( 43) 1128 

迫 補

取 締 役 会 長 今 村 騰

取 締 役 社 長 平

木 寛

rl' 央 m気 工 業 株 式 会 社

骨 530 大 阪 市 北 区 梅 ケ 伎 町 56 電話06( 312) 8881大代

迫 補

代 表 取 締 役 藤 本 一 男

社 員 一 同

株 式 会 社 都 市 ・ 建 築 設 計 工 房

器 542 大阪市南区安堂守稲辺 3 - 40  第二戸池ピ J レ8階

電話06( 252) 8757代

迫 補

堀 内 史 郎

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 応 取 締 役 支 庖 長

串 530 大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0 番 地 電話06( 364) 6661代

串 573 自宅 ・大阪府枚方市朝日丘町12- 18 電話0720( 41) 5396 
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共 同 住 宅 に 対 す る 特 例 基準 の 適 用 に つ い て

共 同 住 宅 に つ い て は 、 い わ ば 例 人 住 宅 の 集 合 体 で あ っ て 、 そ の陥 i主によっては、出火当市; の危険性がお

しく低いものがあるので、従米、 ｩｩＧ ￭ｉ坊用足立制 ｩｩ 苦手の設世については、消防法施行令ｾ Ｂｉ Ｓ Ｒ 条のえｊｩＮ定を適用

することにより 、 大中 ｩ ， Ｑ に緩和の ｦｬｦ ｉ ｅ がとられてきたが、近年 、 これら共 同 住宅も ＱＧＺ ｾｊ ･［ 化 、大規鋭化、

ru令 j日j傘イヒ ( し、わゆるゲタぱき Li ' . 毛) されてきたので 、今 l司、 i'I ifi(n' ii'jl l.占庁 に お い て 、新たに、 別 況

の」庄司監( i l l ; 設省との協議による) を定め、 l司法 i¥'¥に 迎 合 す る も の に つ い て 、 ，iij 記 と 問 機 の十lT82が と ら

れ る こ と に な っ た の で 、 今 後 の 設 計 、 地 工 上 の 参 巧 に 資 す る こ と と し ま す 。

なお、「消防法の一部改正に wう 共 同 住 宅 の 取 扱 に つ い て J ( 白川i 乙 子 発 第 118 号) は、 50. 7 . 31限 り 廃

止 さ れ ま し た 。 ( 大阪市消防局予防部 田 中 隆 夫 )

. 共同住宅等に係 る消防用 設備等の技術上の基準の特例について

( 昭和 50年 5 月 | 日 消 防 安 第49号 各 都 道 府 県 消 防 主 管 部 長 あ て 消 防庁 安 全 救 急 課 長 )

第 1 特例基準

共同住宅、［仔稲合又は下街ｻ立、 。 Ｇ［ ［ｾ 時多数の者が

生 活 し て い る も の で あ る が 、 い わ ば 例 人 住 宅 の

集 合 体 で あ り 、 そ の柿 j主によ っ て は 火 災 の 危 険

性 が 著 し く 少 い と 認 め ら れ る も の が あ る こ と に

か ん が み 、 消 防 法 施 行 令 ( 以 下 「 令」 という 。)

別 表 第 1 (5)瓜 ロ に 仰 げ る 防 火 対 象 物 ( 令 m 8 粂

の規定の. i i & r r J により間取に仰げる防火対象物と

み な さ れ る も の を 含 む 。 以 下 「 共 同 住 宅 等 」 と

いう 。 Ｉに係る消防用設イ ｉｭｾ ｲ［の技術上の法 Ｑ ｜Ｇ ｜ につ

い て は 、 次 の と お り 令 m32糸 の 規 定 に よ る 特 例

を 認 め て 延 し 支 え な い も の で あ る こ と 。

ｬＮ 消火総Ａｾ

(1)  令 第 10粂 m 1 項 の 規 定 に 必 づ き 消 火 li 器具を

えit: 丘 し な け れ ば な ら な い 共 同 住 宅 等 の う ち 、 次

の ア か ら カ ま で の す べ て に 迎 令 す る も の は 、 そ

の 101; 皆 以 下 の 部 分 に つ い て は 、 主主" 該 規 定 に か か

わ ら ず 消 火 器 具 を 設 u空 し な い こ と が で き る も の

とする 。

ア Ｎ 主要 柿 ｾｦｦ ｬ ｓ が耐火 榊 ｩｩｅ で、かつ 、 住戸、共

用釜( J 万住す? の集会、 i遊 戯 等 の 朋 に 供 す る 室 を

いう 。 以下| 百l じ) 倉庫、機械室、 1区 気 室 そ の 他

これらに覧li す る 室 ( 以 下 「 住 戸 等 」 と い う 。) と

他 の 住 戸 等 と が1;自口苦11のない而、I火 桃 造 の 床 又 は

ｾで区ｦＡＡｪｪされていること 。

イ. f室戸等r と 廊 下 、 階 段 等 の 共 用 部 分 と を 区 画

す る 肢 を 耐 火 榊 逃 と し 、 か つ 、 当 該 壁 の 1m口町11

の lfii fl 'lが 1 の Li o戸 等 に つ き 2 m'以 下 で あ る こ と 。

ただしこれにかかわらず{ 主戸主? の主たる出入口

及 び ノ り レ コ ニ ー そ の 他 こ れ ら に 航 す る も の か ら

そ れ ぞ れ 災 な る 経 路 に よ り 地 上 又 は 遊 館 1 ' 11皆へ避

難 ( 以 下 r 2  ) J 向 避 難 」 と い う 。) す る こ と が で

き、かつ、 (j ，戸 等 の 主 たる出入l . . ' が 直 接 外 公 に

開 放 ( 多' 日銀 J骨J也においては、 1¥邸 時 限J1点 す る こ

と が で き る 不 燃 性 の 処 共 が 設 け ら れ て い る 場 合

を 含 む 。 以 下 同 じ 。) さ れ て い る IJ l ，; 下、階段等に

凶 す る f主 戸 等 ( 以 下 r 2  ｊｊｬ ｦ リ ｩｬｩｩ 鰍 ・ 開放 Ｑｾ ｦＮ主戸

等 J という 。) の う ち 3 、 ア か ら カ に 適 合 す る 共

用 筆 に あ っ て は 8 附以 下 、 そ の 他 に あ っ て は 4

m' 以 下 と す る こ と が で き る 。

ウー イの日空の IJfJ ロ苦幻立、 1 ヵpfr 2 m'  ( イ の )j<用

? f i にあ っ て は 4 m' ) 以下とし、1 : ) ' 位防火戸又は

乙般| りJ 火 戸 ( 主 た る 出 入 口 部 分 に 設 け ら れ る も

の は 、 常 時 間Wi 式 の 'I' Nil りJ 火 戸 に 限 る 。) を 設 け

た も の で あ る こ と 。 ただし、 l立 按 外 気 に IJ H) jJ(さ

れ て い る 廊 下 、 階 段 等 に 而 す る 住 戸 等 の 1 m' 以

下 の IJ fJ c' l'i 11に あ っ て は 、 こ の Il民 り で な い 。

エ イ の 共 J lJ ml 分 の 盟 及 び 天 井 の 仕 上 げ が 、 不

燃 材 料 で あ る こ と 。

オ . f . 主戸主専の外壁の l;f J w 古11 と そ の 也上 1I皆の tt 戸

当、の 外 控 の !日j W音11と の 聞 は、 'TT. ¥90cm以 上 の 耐 火

締 法 の 壁 又 は 外 噌 百Iか ら 50cm以 上 炎 出 し た 耐 火

附 i立 の ひ さ し バ ル コ ニ ー そ の 他 こ れ ら に 矧 す

る も の で | 坊 火 上 訂 効 に さ え ぎ ら れ て い る こ と 。

カ . 31;皆以 上の |滑 に あ る {主戸勾r に つ い て は 、 そ

の 床 而i fJ'1 iJ ず100 m' 以 下 の も の で あ る こ と 。

(2)  消火出! 1 . を手宇佐 戸 ご と に 設 世 す る 場 合 は 、

消 防 法 Jj (jj 行規t [ l J ( 以 下 r m. tl 'J .I という ). ｾＢｉ Ｖ 条

第 6 l ) ( のm. k は 、 適 用 し な し も の と す る 。

2 .  1五内消火段設備、 hl 外 消 火 准 設 制i! JJI. び 動 力

消 防 ポ ン プ 設 備

令第 ＱＱ 条第 Ｑ ｭ 、白 Ｐ Ｑ Ｙ 条第 ＱＱ ｦ ｩ 及び ｾ Ｒ 項又は

担 ｾ Ｒ Ｐ 条第 Ｑ :ri i J . 止ぴ釘 2 写iの 規 定 に 必 づ き 屋 外lil 'j

火栓設備、 l五 外 消 火 栓 設 備j 文 は A:IJ 力 消 防 ポ ン プ

設備を設ｾしなければならない共同住宅等のう

ち 1 、(1)ア か ら オ ま で に 適 令 す る も の は 、 こ れ

ら の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ れ ら の 設11iil を 設む し

な い こ と が で き る も の と す る 。

3 . ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

共同住毛ｾ［の ＱＱ 附以上の ｼ 滑にある共用室のうち、

次 の ア か ら カ ま で の す べ て に 迎 合 す る も の は 、

令第 Ｑ Ｒ 条約 ｕ ｊｬ首ｾ Ｙ 号及び ｼ 百｝条ｾ Ｒ ｬｊ，Ｈ第 Ｑ 号 Ｇ［Ａｦ ｾ

u' に 脱 II' J W 13条 第 1 ｬｊＧＨｊ立ｕＧｾ Ｂｉ Ｒ m の 脱 定 に か か

わ ら ず 、 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 を 設 世 し な い こ と

が で き る L の と す る 。

ア，j 長川右とその他の在日分とがウのHf J 日昔I1 をl徐

き 耐 火 榊j込の盟及び床で区' " 可されていること 。

イ . ｾｕ ｉ ＱＧ をの ＺＺｶ 止ぴ天井 Ｈ Ｗ＼Ｚ ｴ ｬ ーがない場令にあ

っ て は 、 民 似 ) の 室 内 に 而iする持11分 ( 1凶り品昔、

谷、台その他これらに聖J i する部分を除< .) の 仕 上

げ を 不 燃 材 料 又 は 準 不 燃 材 料 で し た も の で あ る

こと 。

ウ. ア の 区 画 す る 笠 の l!fJ 口{ ! I I ) 止ぴ当該 IJH口苦11に

設 け る IW火戸は、m . WJ m13条 節 1 m m1 号 ロ 及

びハの総定に. i i & 令するものであること 。

エ . 共1 T1:長から 2 }J 向遊覧IEす る こ と が で き る も

のであること 。

オ 共月] 室のa 而千代が 200 m' 以 下 で あ る こ と 。

カ ストーブ等の火気使用足立1 A l i又 は 器 具 ( 衝I J ! .J

燃焼万式等転倒/ 土びl r火 の 恐 れ の な い も の を 除

<  .) が 設 け ら れ て い な い こ と 。

4 . 向出J 火 災 報 知 設 備

(1)  令指 ｾ Ｒ Ｑ 粂 ｭ Ｑ Ｚｲｲｴの規定に必づき、自動火災

報 知 設 仰 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 共 同 住 宅 等

で 1 、(1)、 ア か ら オ ま で に 迎 合 す る も の の う ち 、

次 の ア 、 イ 又 は ウ に 該 当 す る 部 分 に は 、 当 該 m .

定 に か か わ ら ず 、 当 該 設備 を 設 世 し な い こ と が

で き る も の と す る 。

ア ー { 主戸主宰のすべてが 2 万" ，) 避難問政盟{ 主戸主宰

で あ る も の の 10階 以 下 の 部 分

イ. ア 以 外 の も の で 、 そ の 住 戸 等 の す べ て が 2

方 rr. J .illi仰 す る こ と が で き る 住 戸 等 で あ る も の の

6 1倍 以 下 の 部 分

ウ. ア 及 び イ 以 外 の も の で 、 そ の す べ て の 住 戸

主宰の主たる 出 入 口 が直 接 外 気 に 開 放 され て い る

廊 下 に 而 し 、 か つ 、 当 該 廊 下 か ら 地 上又 は j雌 雌

1I皆に 通 ず る 直通 階段 ( 直 接 外 気 に 開 放 さ れ て い

る も の に 似 る 。) が 2 以 上 設 け ら れ て い る も の の

6 11皆 以 下 の 部 分

(2)  共 同 住 宅 等 に 自 動 火 災 報 知l 設備 を 設世 す る

場 合 は 、 次 の ア か ら キ ま で に よ る こ と が で き る

も の と す る 。

ア . 感 知 機 は 、 居 室 、収 納 室 ( 押 入 れ 、 納戸 等

で 4 m' 以 上 の も の を い う 。) 、合I ! Il 、電 気 室 、 機

械 室 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 室 並 び に 直 接外 公 に

開 放 さ れ て い な い 廊 下 、 階 段 そ の他 の 通路 に 設

け る こ と 。 た だ し 、 1 、(1)、 ア か ら カ ま で に 迎

合 す る 共 同 住 宅 苦手に あ っ ては、 10階 以下 の 住 戸

内 又 は 、 寄 宿 舎 等 の 宿 泊 室 内 に 阪 り 設 け な い こ

とカε て' きる 。

イ. 規 H'J t.P; 23条 第 5 : r r t の規定によ り煙感知苦誌を

設 け な け れ ば な ら な い 場 所 に は 、 差動 式 若 し く

は和Iiイi't 式 の 感知 器の う ち 1 般 若 し く は 2 秘 又 は

定 ｩ ｾ ｩｴＮ 式の感知 器 のうち特 般 若しくは Ｑ '位 ( 公秒、

作 動保 l支75J立以 下 の も の に 限 る 。) を 設 け る こ と

で 足 り る 。

ウ . 1 の 答7成 区 域 は 、 階 段EE52の も の に 限 り 令

m21条 第 2 羽田q 号 の 規 定 に か か わ ら ず 5 1l管ま

て' にわたることカずできる 。

エ . 地 区 tT料 袋 tll は 、 一 斉 U.[j 動 方 式 と す る こ と

ができる 。

オ ー 地区下 ｦＧｾｾ 装包立を、各ｻ主戸等ごとに設ける場

合 又 は 階 段 重 宝 引 の も の に お い て そ の 5 1権 以 下 ご

と に そ の 中 H¥J階 の 階 段 部 分 に 設 け る 場 介 は 、 脱

ｈｉｊ 司 ｾＲ Ｔ 条 第 Ｕ ｾ ー の 規 定は適用しない も のとする 。

カ 地 区 7干 物 袋 泣 の 背 広 は 、 各 住 戸 等 ご と に 設

け る 場 介 に IIHり 規fliJ t!"I 24条 第 5 号 イ の 規 定 に か

か わ ら ず65 ホ ン 以 上 と す る こ と が で き る 。

キ 建築基却l法 施 行 令 m20条 の 2 担当 2 号ノ、に規

定 す る 9" 央 D=迎 室 が 設 け ら れ て い な い も の に あ

っては 、 ｾ ＱｉＨｬ 滋継 Ｑ ＱｩＺ総 を 制 ｈ え た 袋 世 を も って受 似

機 と み な す 。

ク. 響調t区 域 及 び地 区 音 響 装 世 に 関 す る 規 定 を

適 用 す る 場 合 、 1 の f主 戸 等 の|培 数 が 2 以 上に わ

た り、 か つ 、 当 該 {主 戸 等 か ら 廊 下 又 は l階 段 へ の

出 入 口 が 1 の I; r ; のみにある住戸等( し、わゆるメ

ゾ ネ y ト 担 の 住 戸 等 ) の1I符数は、 1 と み な す 。

5. 非 常 事華報設備

( 1)  令第 ＲＴ 粂ｾｾ Ｓ 項の規定により非ｾｾＮベノレ及び

1j J ( 送設備又はi " I ! I J1J 式 サ イ レ ン 及 び 政 送 設 備 を 設

置 し な け れ ば な ら な い 共 同 住 宅 等 に お い て は 、

当該脱定にかかわらず ｾｉ Ｂ ｩ ［ ｜Ｇ ベノレ又は自動式サイ

レンを設けることでJ . E りるものとする 。

(2)  ｾｉ Ｂ ｩ 片ベノレ又は自動式サイレンは、 Ｔ 、 Ｈ Ｒ Ｉ 、

ウ 、 エ 、 オ 、 カ & び ク に 準 じ て 設 け る こ と が で

き る ほ か 、 各 {主 戸 等 ご と に 起 動 装 也 を 設 け る 場

合は、' . Q. HIJ釘¥25条 の 2 ｾＢｉ Ｒ Ｚｲｲｴ第 Ｒ 号の Ｒ 、イ、

ノ、及ひ' ニ の t. Q . 定は適用しないものとする 。

6 ー そ の 他

(1)  消 防 機|則へ通報する火災報告1 I 設備について

は、共同住宅等の付近に公衆 ｾｔｌ 訴が設世 Ｈ 設ｾ

が碓災な場合を含む 。Ｉ されておれば当該 ｾＱｾｩ￬ を

省 時 す る こ と が で き る も の で あ る こ と 。

(2)  ilii l)! jf 部 共 に |刻する」μ V¥の 特19IJ については、

lJ I ] に通知 l す る ま で の 問 、 従 前 ど お り で あ る こ と 。

第 2 施 行 期 日 等

1  . こ の 法 燃 は 、 昭 和50A!三 8 月 1 日から込l Ur J さ

れ た い こ と 。 なお旧法相が. i i & f F l されていた既存

の 共 同 住 宅 に つ い て は 、 今 回 の 改 正 に よ り 消 火

総共、非常終報昔話具又は非常事華報設備に関する

規 定 が さ か の ぼっ て 迎 用 さ れ る こ と と な る が 、

共 同 住 宅 の 特 殊 な 状 況 を WJ 笑 し て 既 存 の 共 I，; J 住

宅 で 111法 継 に 迎 合 し て い る も の に 対 し て は 、 当

分 の 1111適 用 し な い も の と す る 。

Ｒ Ｎ この ｪ 岳部の地行に ｈ ｾ い、 Ｑ ＱＱ lμ¥'1は 廃 止 す る

も の と す る 。

<J l 築 と仕 会/ 1976年 1 月号 49  



読者の頁では、日1 ( ; の設計業務における設計者向姿

勢を r私の設計姿勢』 のテーマて'の投析をいただきま

した. なお、スペースの者11合により、 一部は次号に

て紹介させていただきます .

〈私の生活姿傍〉

住 宅 設 計 に 思 う こ と

木 元 秀 行

日本 は 四 季 の 区別 が 明 確 な 美 し い 国 で あ る 。 し

かし、 都 市 に 生 活 す る 者 に は 四季 が 感 じ ら れ な

い 。 な ぜ だ ろ う 。 あ ま り に 忙 が し す ぎ て 目 を 向

け て み る 余裕 が な い の か 、 あ る い は 移 り 変 り を

見 い 出 す 場 所 が 少 な い せ い だ ろ う か 。 流れゆく

時 の 停 止 し た 一 瞬 に 、 ふ と 殺 ぱ っ と し た 心 を 見

るのは: 1 ' 1 . だけだろうか 。

私 は 公 共 住 宅 の 設 計 に た ず さ わ る 者 の 一 人 で あ

る が 、 そ の 中 で 私 は 、 そ の 住 宅 に 住 む 人 勾 の 生

活 の 幸 せ を 願 い 、 住 み 良 い 住 宅 を 提 供 し た い 、

そ う 思 い な が ら 仕 事 を し て い る 。 し か し 、 今 の

公 共 住 宅 は そ の 性格 か ら 止 む を 得 な い i則前があ

る に し て も 、 非 常 に 画 一 的 で け っ し て 住 み 良 い

も の で は な い と い う 批 判 を よ く 聞 か さ れ る 。 私

は こ の 批 判 を 率 直 に 受 け と め な け れ ば な ら な い

と思う 。

「 住 み 良 さ 」 と い う 概 念 は 様 々 な 内 容 を も つ も

の で 、 単 に 住 戸 や 住 棟 の 画 一 性 が 解 決 さ れ た だ

け で は 笑 現 で き る も の で は な い が 、 私 の 今 の 仕

事 の 守備 範 囲 の 中 で は 、 最 も 大 き な 諜 題 と し て

考 え て い る 。 その場合、 f主 戸 や 住棟 を 形 態 的 に

ひ ね っ て み た り し て 視 覚 的 な 変 化 を 期 待 す る 方

法 で は な く ( そ れ も 大 切 な こ と で は 、 あ る が 〉、

私 の 考 え て い る の は 生 活 の 答 穏 と し て の 盟 か さ

を 、 生 活 者 の 立 場 に 立 っ て 実 現 し て い き た い の

で' ある。

私 は す で に 縫 っ て い る 住 宅 を で き る だ け 訪 問 す

る よ う 心 が け て い る 。 そ こ で の 対 話 や 観 祭 か ら

ど れ だ け 多 く の も の を く み と る か は 、 同 じ 生 活

者 と し て の 経験 や 、 設 計 者 と し て の 感 受 性 が 要

求 さ れ る 。 そ し て ま た 、 そ の よ う な 感 受 性 の そ

だ つ 母 胎 と な る も の は 自 然 に 対 す る 関 心 と 愛fht

であり、また人間への愛 ｴｾｊ ではないかという気

が す る 。

あ る 住 宅 に f主んでし、る人は、わずかなスペース

を 見 つ け て さ さ や か な 花 担 を 作 っ て い る 。 もう

す ぐ く ち な し の 花 が さ れ し 、 に 咲 き ま す よ 、 見 に

来 て 下 さ い 、 と い う 。 身 障 者 住 宅 に 住 ん で い る

人 た ち か ら の 痛切 な 要 望 を 附 く 。 私 は こ の よ う

な 生 活 の 現 場 に 入 っ て い く こ と の 中 に 、 設 計 作

業 の 其 の 基 盤 が あ る と 思 う 。 日頃は金ffi 務も多〈、

思 う よ う に は 現 場 に 出 か け て い く こ と も で き な

い が 、 こ の 設 計 姿 勢 を こ れ か ら も 根 気 よ く 追 求

読者の頁

〈私の設 計 姿鈴〉

建 築 設 計 の 課 題

林 浩 二

〈私の設計姿鈴〉

個 の 主 張 は 本 当 に 具 現 化

されているだろうか?

安 原 秀

7 ス メ デ ィ ア に よ っ て 与 え ら れ る 情 報 過 多 現 象

に つ い て 、 一 方 で は 、 過 多 で あ る こ と が 自 由 を

意 味 す る と し 、 多 様 化 こ そ が 民 主 的 で あ る の だ

と い う 考 え 方 が あ る 。 し か し 反 面 で は 、 一 億 総

白 痴 化 と い う 言 葉 が あ っ た よ う に 、 過 多 現 象 が

受 取 る 1則 の 思 考 力 を 鈍 ら せ 、 判 断 の 基 準 を 見 失

な わ せ る 結 来 に な っ て い る こ と も 見 過 ご せ な い 。

問 題 に な る の は 、 一 見 非 常 に 多 様 で あ る か に 見

現 代 ほ ど 建 築 と は 、 あ る い は 建 築 す る と は 何 か え て 、 そ の 笑 、 あ る 一 方 的 な 見 方 か ら の 情 報 め

と い う 問 い が な げ か け ら れ て い る 時 代 は な い 。 氾 濫 で あ っ た 時 、 否 応 な し に 麻 捧 さ せ ら れ て し

か つ て 建 築 は 、 ご く 限 ら れ た 人 々 の た め の も の

に す ぎ な か っ た 。 が 、 現 代 に お い て 建 築 は 、 社

会 全 体 の も の と な り 、 一 般 に 開 放 さ れ た 。 しか

し 、 果 し て 現 代 は 、 建 築 を 自 分 の も の と し て そ

の 手 中 に 収 め て い る だ ろ う か 。 都 市 は 、 そ の 生

命 を 充 分 に 躍 動 さ せ て い る だ ろ う か 。 誰 し も こ

の よ う な 疑問 あ る い は 反 省 を い だ い て い る こ と

と恩う 。

こ こ で 、 一 つ 一 つ の 建 築 に つ い て 見 て み る と 、

私 に は そ れ ほ ど 惑 い 彬 響 力 を 持 っ た も の は な い

よ う に 見 え る の だ が 、 そ れ が 、 い っ た ん 都 市

あ る い は 地 域 的 ス ケ ー ノ レ に な る と 、 そ れ は l発J産

め 相 を 呈 し て く る 。 いや、この場合、廃土産とい

う の は 適 当 で な い 。 私 は 廃 嘘 と は 、 あ る 意 味 で

美 し い も の で あ り 、 そ こ に は 夢 が あ る も の だ と

忠、ってし、る均、ら 。

そ れ で は 、 な ぜ こ の よ う な 情 態 に な っ て し ま っ

た の か 。 計 画 時 に お い て 建 築 家 は 、 そ の 全神 経

を 与 え ら れ た 敷 I也 内 に 投 入 し 、 そ こ に お こ る あ

ら ゆ る 障 害 ( 経 済 的 な 制 約 等 ) を 乗 り 越 え る べ

く 、 全 精 力 を 傾 け る 。 し た が っ て 、 そ の 敷 地 内

に 限 定 す れ ば 、 そ れ ほ ど 悪 く は な い も の が で き

あ が る 。 た と え ば 、 オ ー プ ン な 空 間 を 志 向 し 、

ピ ロ テ ィ を 採 用 す る 。 人 々 が そ こ に 集 い 、 恕 い

の坊となるように・ 1 このように、環境を考慮、

し た 計 画 も あ る 。 と こ ろ が 、 多 く の 場 合 、 そ こ

は 設 計 者 の 意 図 ど お り に は 、 な か な か 使 用 さ れ

な い 。 そ れ は 、 内 部 に お い て の み 満 足 し よ う と

す る 自 閉 症 的 な 空 間 で は な い の か 。

都 市 、 あ る い は 地 域 は 、 個 々 の 建 築 か ら 成 立 し

て い る が 、 決 し て そ れ 単 独 で 考 え ら れ る も の で

は な い 。 も っ と ト ー タ ル な 視 点 の 上 に 立 つ 計 画

が 必 要 で あ ろ う 。 そ こ に 流 れ る 秩 序 は ど ん な も

の か 。 現 代 の 都 市 の も つ 秩 序 と は 、 す な わ ち 法

規 で あ ろ う 。 す べ て の 建 築 は 、 多 か れ 少 な か れ

法 規 に 支 配 さ れ て い る 。 もっと新しい秩序が自I j

ら れ る べ き で あ る 。 こ の 場 合 の 秩 序 と は 「 規 格J

で は な い 。 極 言 す れ ば 「規 格 J を 作 ら な い と い

う よ う な 秩 序 と い え る 。

き て 、 現 実 に こ う い っ た 課 題 に 対 七 、 個 々 の 建

築 家 は ど う す れ ば よ い の だ ろ う か 。 こ れ は 、 は

な は だ 難 し い 問 題 で あ る 。 私 に l掬して言えば、

現在、 何 もできなし、 。 こ の 難 問 を 解 く 力 も な け

れ ば 、 地 位 も な い 。 た だ 望 む こ と は 、 現 在 の ft 'i

況 が 中 途 半 端 に と ど ま る こ と な く 、 さ ら に 進 行

し 、 都 市 の 崩 場 ・ 地 域 社 会 の 破 滅 が 極 限 に ま で

達 し 、 現 在 の と こ ろ 建 築 家 内 部 に と ど ま っ て い

る と こ ろ の 建 築 家 の 社 会 的 資 任 が 、 広 〈 一 般 に

ま っ た 思 考 力 を も っ て し て は 、 本 質 を 正 確 に 判

断 出 来 る 状 態 に あ る の か ど う か の 判 断 が 出 来 か

ねるオk 惣 に 置 か れ て し ま うことではないだろうか。

非 常 に ま わ り く ど い い い 方 を し た が 、 私 た ち の

日 常 の 行 為 の 中 で 、 専 門 家 も そ れ 以 外 の 人 々 も

一 緒 に な っ て 、 も う 一 度 そ の 辺 り を 考 え 直 す 必

要 が あ る と 思 う か ら で あ る 。

私 た ち の 最 近 闘 係 し た 仕 事 を 仔1J にと っ てみると、

1  ) あ る 環 境 改 善 目 的 の 開 発 事 業 に と も な っ て、

周 辺 の 住 民 に か な り の 被 害 が 出 て 、 そ の 調 査 を

依 頼 さ れ た 。 す で に 起 こ っ て し ま っ た 被 筈 の 調

査 な の で 、 住 民 1目1J は 当 然 、 強 硬 に 補 償 を 婆 求 し

て い た が 、 私 た ち は あ と に な っ て 、 次 の 点 に 気

つ ｲｾ 、た 。 それは環境改普の為に計画された行為

と 裏 腹 に 存 在 せ ざ る を え な い 欠 陥 部 分 と し て 、

根 本 的 に 問 題 に な る 点 は ど こ に あ っ た の か 、 そ

し て 、 そ れ を ど う と ら え て 、 ど の よ う に 意 志 表

示 す れ ば よ か っ た か と い う 議 論 が 、 住 民 の1U1J に

殆 ど な か っ た と い う こ と で あ る 。 い わ ゆ る 公 害

の 結 果 に 対 し て 拒 否 す る こ と は 出 来 る の だ が 、

そ の 発 生 源 の 計 画 段 階 で の 紫 朴 な 判 断 能 力 を 麻

簿 さ せ ら れ て い る 状 態 を こ こ に 見 る こ と が 出 来

る。 そ し て こ の こ と は 、 計 画 者 側 の 独 走 の 歴 史

が そ う さ せ た と い え な い だ ろ う か 。

2  ) プ レ フ ァ ブ 住 宅 を 建 て て 数 年 を 経 た 人 か ら 、

建 て 替 え 計 画 の 依 頼 が あ っ た 時 の 話。 総 て る 前

に は 、 メ ー カ ー の カ タ ロ グ を 集 め 、 セ ー ル ス 7

ン の 意 見 を よ く 11小、て決定した 。 当 初 l立、非常

に 満 足 し て い た の だ が 、 時 を 経 る に 従 っ てどう

に も 居 心 地 が 悪 い 、 何 が 原 因 か を 考 え て み る に 、

出 来 合 い の 家 に 生 活 の 方 を な じ ま せ る 努 力 の 明

け 暮 れ が ス ト レ ス の も と で あ っ た こ と に 思 い 至

った 。 そ こ で 建 て 替 え の 決 心 を し た と い う こ と

で あ る 。 こ こ で 問 題 に せ ね ば な ら な い こ と は 、

住 宅 が 、 プ レ フ ァ プ 住 宅 だ っ たから諸島くて、オ

ー ダ ー メ ー ド の 住 宅 な ら ば 良 い と い う こ と で は

な く 、 住 宅 を 与 え る 1s1J か ら の 情 報 の 氾 濫 が 、 受

け 取 る 1P1J の 思 考 能 力 を 麻 掠 さ せ る 結 果 に な っ て

い る 点 で あ ろ う 。 自 分 の 生 活 の 場 を 、 自 分 の 頭

で 考 え る 努 力 を 怠 っ た 受 取 り 手 が 惑 い こ と は 明

ら か な の だ が 、 次 元 を 変 え て 考 え て み る な ら ば 、

受 取 る 側 の た し か な 対 応 が あ れ ば 供 給 さ れ る 住

宅 の 質 も 良 く な っ て 行 く で あ ろ う と い う こ と に

なる 。

してし、きたい 。 ( 神戸市住宅局住宅挫設課 ) 問 わ れ る よ う に な る こ と で あ る 。 ( 大林組設計部)

混 乱 し 、 悪 化 し た 生 活 環 鋭 を す こ し で も 良 く し

て 行 〈 努 力 を す る こ と が 出 来 る と す れ ば 、 専 門

家 と い わ れ る 人 々 が 、 抑 し つ け る 側 で は な く 、

は か な い 低 抗 を 強 い られ て い る 1R1J と と も に 考 え

る 努 力 こ そ 必 要 で あ ろ う 。 (安原中筋挫築研究所)
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住 民 主 体 の 建 築 活 動 を め ざ し て

広 範 な 建 築 家 技 術 者 の 合 意 と 行 動 を

一 一新 建 第 5 回 大 会一 一

新 建 築 家 技 術 者 集 団 は 、 創 立 以 来 、 住 み よ い 正 取

境 づ く り を ね が って、 5 .!J 三1:::1] 各 I也域で活! I i 功し、

会 日 数 約 1. 900 名、 21支 部 に 達 し た が 、 そ の 郷

5 回 大 会 が 、 去 る 11 月 2 目、 3 目 、 東 京 の 全 型

迎 会 館 に お い て 、 線 記 大 会 ス ロ ー ガ ン の も と に

f品l か れ た o jf!j l.度 成 長 か ら 低 成 長 へ 転 換 し た 日 本

経 済 と 挫 築 界 の 状 況 を ふ ま え て 、 住 民 巡 動 の 質

的 な 発 展 の な か て.-.m築 家 ー 技 術 者 向 対 応 の 現 状

住 宅 要 求 運 動 大 阪 連 絡 会 結 成

去 る 11 月 22 目、 大 阪 府 立 中 小 企 業 文 化 会 館 に て

府 民 の 手 て ' 住 宅 嬰 求 運 動 の 前 進 を め ざ し て 、 大

阪 府 戦 以 労 働 組 合 ・ 公 団 住 宅 自 治 会 関 西 協 殺 会 ・

新 建 築 家 技 術 者 保 聞 大 阪 支 部 ・全 大 阪 公 営 住 宅

述 合 会 ・ 全 大 阪 借 地 借 家 人 組 合 連 合 会 ・ 日 本 住

宅 公 団 労 組 大 阪 支 部 が 呼 び か け 団 体 と な っ て 結

成 さ れ た も の で 、 府 県 レ ベ ル では は じ め て の も

の 。 安 く て f主 み よ い 公 共 住 宅 の 大 量 建 設 的 要 求

実 現 な ど を め ざ し て 今 後 迅，!Iif) を進めてし、〈。

な お 、 当 日 、 記 念 鱗 械 と し て 「 住 宅 政 策 的 現 状

と 解 決 の 方 向 J ( 講 師 住 田 白 ニ ) が 行 わ れ た .

民 の な か に 入 っ て、述書語家 ー技 術 者 向 主 体 的 主 ・

と そ の 基 本 的 展 望 が あ き ら か に さ れ た 。 り也域

に ね ざ し た 主 l ! ; 築 活 動 を 日 常 的 に す す め 、 地 域 住 国 鉄 芦 屋 駅 周 辺 の 再 開 発

第 9 回 軽 金 属 協 会 建 築 賞 募 集

( 社) 経金属 協 会 で は 、 ア ル ミ ニ ウ ム を 利 用 し て 建

築 技 術 の 発 展 に 民 一 献 し た 優 れ た 建 築 作 品 の 設 計

者向功 微 をたたえることを 題 旨とした、自ｾ 9 回

桜 金 属 協 会 挫 築 質 的 募 集 を 行 っ て い る .

・ 応 募 お よ び 撤 騰 の対 象 と な る 建 祭 物

1. 昭 和 47年 7 月 か 句 50年 6 月 末 ま で の 3 ヵ 年 間

に 峻 工 し た 、 111ー ま た は 一 群 の 建 築 作 品 。

( 一般 住 宅 、 イ ン テ リ ア 、 な ら ひ に 改 装 を 含 む )

2 日 本 人 がZ宣言 十 し た も の 。

3 現 地 創 設の 可 能 な 建 築 作 u u。

・ 応 募 お よ び 捲 薦 の 方 法

1 応 募 ま た は 椎鵬 者 は 、 個 人 、 グ ル ー プ 、 官 庁 、

事 務 所 、 会 社 な ど の い ず れ で あ る か を 問 わ ず .

2 受 付 締 切 日 昭 和 51年 1 月 31 日

3 .受 付 場 所 (H) 軽 金 属 協 会 建 築 質 事 務 局

干 103東 京 都 中 央 区 日 本僑 2- 1- 3

( 日本僑 朝 日 生 命 館 )

司Z昔舌03 ( 273 )  3041 (11:) 

4 必 要 型H Ji 応 募 ま た は 推 薦 を な さ る 方 は 、

「軽 金 属 協 会 建 築 賞 応 募 ( 推 薦 )

申 入 型f J を 上 記 事 務 局 宛 お 申 し

こ み 下 さ い 。

- 審 査 基 準

前 ｚ 己的組旨に沿リ次宮己の ＼ ｊ ｈｴｾ に 合致し たｻ憂れ

活 動 を す す め よ う J と い う 新建 研 究 集会 ( 9 月 神 戸 大 学 ・建 築 計 回 研 究 室 ( 的 自 勝 次 助 教 授 ) た 怨 築 作 品 。

14 日 於 金 沢 ) の ア ピ ー J レ に も と づ い て 、 自 治 体 が芦屋市の委託で. l I :j 査 研 究 を 進 め て き た r 医I 1. ア ル ミ ニ ウ ム を 合 連 的 に 使 用 し た も の。

と の 対 応 を ど う つ よ め る か 、 住 民 や 使 用 者 の 其 鉄 P 屋 駅 周 辺 環 境 内1) 日発 必 本 計 画 J が ま と ま っ た。 2. 建 築 に お け る ア ル ミ ニ ウ ム の 利 用 開 発 に 武 献

の 袈 求 を ど う と ら え る か 、 新 伎 の 理 念 を ど う 手 計 画 で は 医l鉄 芦 座 駅 の 南 北 田rJ プ ロ ッ 7 61. 00 0 m
2

し た も の 。

法 と し て 具 体 化 し て い く か 、 職 場の 民 主化 や 交 に 3 - 12階 町 商 業 住 居 ビ ノ レ を 八 陳 述 設。 北 ブ ロ 3. ア ノ レ ミ ニ ウ ム 利 用 が 独 創性 に 日 ん た' も の .

流 を ど う す す め る か な ど 、 真 剣 に 議 論 さ れ て 、 "  7 に は 日 級 品 の '!J. 門 庖 や ホ テ J レ 、 南 プ ロ y ク ※ な お 、 詳 細 は 上 記 ( 社)軽 金 属 協 会 建 築 質 事 務 局

大 会 鰍 告 が 保 択 さ れ た 。 に は 文 化 芸 術 地 設 を 集 め る も の 。 に お 陪J . 、 あ わ せ 下 さ い 。

す

企企正ｾ企｟｛￠盆正ｾ企ｾ正￠ｌ￠盆盆盆五ｾ盆盆 ｟Ｖ｟Ｖ｟Ｖ｟ Ｖ｟ Ｖ｟Ｖβ 樹の話シリーズ・ ＱＷ ｾ正 ＾Ｇ＾｟Ｖ｟ ｄＮｦＮ 以〉

ぎ

Gr ypt omer i a j aponi c8 D.  D on  

す ぎ 科

杉 の 樹 を 知 ら な い 人 は ま ず い な い だ ろ う 。 円 錐 が あ っ て 木魂 神 社 と 砂 か れ て あ っ た 。

状の形と深繰色町姿は ｾ Ｑ 主もが見て知っている 。 杉 は 我 却 の 日 常 生 活 に 深 〈 関 わ り を 持 つ が 、 特

ひの会

も っ と も 、 杉 と 桧 の 区別 の つ か な い 人 も 中 に は に 酒 と 杉 は 関 係 が 深 〈 、 酒怖 に は 杉 村 が 段 通 で 、

い る が . . .. 0 杉 が 万 人 の 知 る 鮒 と な っ た の は 、 ま た 酒 抵 の 軒 端 に 杉 業 を か か げ で 商 機 に し た り 、

桧 と 並 ん で 日 本 に お け る 2 大 林 業 木 だ か ら で あ 新 酒 の 出 た 目 印 に 杉 裁 を 丸 〈 輸 に し て 軒 に 吊 っ

り 、 ど こ の 山 や 谷 に 行 っ て も 必 ず と 百 っ て よ い た り L た と い う 。

ほ ど 杉 が 組i林 さ れ て い て 、 杉 林 や 杉 山 を 見 る 機 杉 は 元 米 林 業 木 で あ っ て 巡 闘 樹 で は な か っ たが、

会 が 沢 山 あ っ た わ け で あ る 。 日 光 や 箱 恨 の 杉 並 そ れ で も 普 か ら 生 厄 に し た り 、 昼 敷 林 や 寺 社 境

木や、 「お 山 内 作 の 子」の 肌 で 代 表 さ れ る よ う に 、 内 林 あ る い は 街 i丘 町 並 木 と し て 用 い ら れ て き た 。

杉 は 国 土 級 化 や 緑 町 羽 似 巡 目 的J の 象 徴 的 よ う な 防I し か し 、 こ の よ う な 進 国 的 な 利 用 形 態 は 現 在 の

で あ る . そ の 分 布 す る 地 域 も 管 森 県 か ら 九 州 の 都 会 で は 皆 無 と い っ て よ い ほ ど 見 ら れ な く な っ

屋 久 砧 ま で で 、 人 工 他 殺 さ れ た も の は 札 眺 に も て い る . そ れ は 「杉 は 水 を 呼 ぶ 」 と 言 わ れ る よ

あ り 、 ほ ぽ 日 本 全 匡Iに 波 っ て い る 。 そ れ ほ ど 普 う に 、 流 通 の よ い 地 下 水 分 、 良 好 な 排 水 条 件 、

過 的 な 防Iだ け に 、 杉 に つ い て 密 か れ た 文 献 は 古 湿 潤 な 空 気 を 必 裂 と す る の で 、 大 気 汚 染 と 乾 い

くより多 数あり 、また 地 方色 ｾかなエ ピソード

も 多 く 、 更 に 各 地 に 大 木 ゃ ー ー 杉 と 悶 有 名 古 司 の

つ い た 名 木 が 数 多 く 残 っ て い る 。 そ れ ら の 文 献

す〈

に「すぎ」町名目iJ の 由 来 も 記 さ れ て い て 、 「木 直 也

す〈

故 に ス ギ と い ふ 、 す ぎ は す ぐ也 J r す ぎ は 木 ill

す〈さ

な る 宜 主 に 直 木 と い ふ 」。

杉 は 11"- 1 f o 1 < の針禁制で閉さ 4 0 mに も 及 ぶ 大 木 と な

り 、 円 錐 形 の 樹 冠 、 通T立 な 4今 、 先 的 尖 っ た 針 状

の 撲 が 特 徴 的 で あ る o 1  "... 1 縫 で 、 学 名 の 示 す

巡 り 日 本 固 有の 樹 で あ っ て、 外 国 で は 自 生 し た

も の は 見 ら れ な し 、。 17世 紀 末 に 初 め て 海 外 に 紹

介 さ れ 、 そ の 後 般 子 が イ ギ リ ス 、 ロ シ ア 、 イ ン

ド 、 オ ラ ン ダ 、 ア メ リ カ な ど に 送 ら れ 松 崎 さ れ

た が 、 慨 し て 生 育 は 良 く な い ら し し 、 。 杉 内 生 育

に は 雨 量 が 大 き な 要 因 に な る か ら で あ ろ う 。 杉

は 雨 の 多 い 日 本 に i直 し 、 特 に 雨 量 的 多 い 昼 久 ぬ

で は 樹 令 1000年 以 上 の も の が 多数 あ り 、 屋 久 杉

と 呼 ば れ 天 然 記 念 物 に な っ て い る 。 こ の 屋 久 杉

グ)-1;1) 桝ミにウイノレソン掛之と n乎C; ! : . h . るものカぜあって、

株 の 周 囲 2 0 m以 上 、 切 株 の 内 宮11は 洞 穴 め よ う に

て や せ た 土 質 的 都 市 で は 杉 に と っ て は 環 境 がi位

置告 で あ る 。

庭 園 紛I と し て 杉 を 使 う と き は 普 通 の 杉 で は な く 、

変 税 で ア シ オ ス ギ 、 イ 谷 に 台 杉 と 11乎 ば れ る も の が

多 い . こ の 種 は 下 校 が 長 〈 下 垂 し て 伏 状 に な り 、

切 口 か ら よ く 発 芽 す る 性 質 が あ り 、 ニ れ を 利 用

し て 村lliJi と 下 伎 の 一 宮11 を 残 し て 他 の 枝 を 伐 る と

主 幹 は 一 本 の 軸 に な り 、 数 年 後 に 校 が 数 本 椴 ー か

ら 出 て く る 。 こ の 校 打 ち 作 業 を 何 度 も く り 返 し

行 な い 、 主 幹 の 納 は 50年 ぐ ら い で 伐 採 し て 、 こ

れ が し 、 わ ゆ る j盛 丸 太 と し て 床 位 な ど に 使 用 さ れ

れ る 。 こ の よ う な 仕立 て 方 を し た 台 杉 を 晶 玉 闘 鮒

と し て 利 用 す る の だ が 、 f直 は t.Sl 薗 ス ギ る 。 林 業

と し て は 、 こ れ は 京都 の 北 山 で 熔 丸 太 を 生 産 す

る た め に 純 林 さ れ 、 一般 に 北 山 杉 と 呼 ば れ て い

る 。 念 、 峻 な 山 の 斜 面 で 、 丹 念 に 下 校 を 刈 ら れ た

幾 条 も の 通 直 な 斡 を 冬 の 陽 に 白 〈 反射 さ せ 、 そ

の 梢 到 に 深 緑 町 丸 〈 可 愛 げ な 樹 冠 を 乗 せ た 北 山

杉 の 姿 は 、 川 端 康 成 を し て 、 「 あ た か も 冬 の 花

の よ う だ」 と 言 わ し め た 。 北 山 杉 は 一 月 の 花 か

な っ て い て 、 そ の 広 さ 20 仕 倣 で あ る 。 隅 に 拘 も し れ な い 。 <i;l 下 記〉

ダ イ ス 年 * 技

{J l 築 と祉会/ 1976年 1 月号ー5 1



※

ギ

リ

シ

ャ

神

話

で

プ

ロ

メ

テ

ウ

ス

は

〈

予

見

す

る

者

v

と

も

い

わ

れ

、

天

上

の

火

を

人

間

に

あ

た

え

ま

し

た

。

ます近電エはあすを具現し

総 合 設 備 産 業 の パ イ オ ニ ア一一一一一

〈近 電 工〉 は 新 し い 時 代 の 展 開 と と も に 成 長 を つ づ け ま す 。

電 気 工 事 は も と よ リ 計 装 ・空 調 ・土 木 工 事 ま で 、 そ の 総 合 力 を

国 際 的 レ ベ ル の 技 術 ・ 技 能 を ほ こ る 精 鋭広範な分野て発揮レ、

企業として、 70年 代 の エ ネ ル ギ ー を 先 導 し ま す 。

近畿電急エ孝妹夫舎か

繁本岡
取締役社長

5 2  



口 写 瓦 と 槻要をどしど しお送りください.

凡例 a. 所在地 b. 敷地而fi'i c. III築面積 d 延面積 e. t，'1I造規様 f  工Jt.I l

ヴ勾 F 列

1171 . 愛 知 淑 徳 大 学 I 1172. 近 江 八 幡 市 立 島 公 民 館 I 1173.  日 新 製 鋼 六 甲 保 養 所

設計 竹 中 工 務 庖

施 工 . 竹 中 工 務 底

a  霊知県空知郡長久手町大 Ｇ ｈ ｾ 久 子 Ｇ 子 片平

c .  1. 135. 5m'  

d .  4. 132. 3m'  

e .  R  C 、 B l 、 3 F

f. 昭和49年 7 J l - 昭和50年 5 月

設計 渡 部 建 築 設 計 事 務 所

施 工 井 上 級

a 近 江 八 幡 市 北 津 田

b .  1. 852. 088m'  

c  .  255.  596m'  

d  .  389.  527m'  

e .  R  C 、2 F  

f  昭和49年 12月~昭和50年 3 月

設計 大 建 設 計

施工・ 戸 田 建 設

a . 神戸市税区六叩山町北六叩 4512

b.  3. 171. 89m'  

c.  309. 73m'  

d.  749. 63m'  

e.  R  C 、B l 、2 F  

f . 昭如49年 6 月~昭和50年 7 月

1174.  新 城 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ハ ウ ス I 1175.  亀岡カントリークラブノ、ウス I 1176.  八 尾 山 本 第 2 小 学 校

設計 : A .  R .  1 建 築 事 務 所

地 工 : 三 井 建 設

a  名 古 屋 市 中 区 栄 4 - 3  - 26 

c.  2，425m'  

d.  4 ， 123m'  

e.  R  C 、 2 F

I  日目相49年 8 月ー日目相50年 7 月

設計 A .  R .  1  建 築 事 務 所

施 工 . 大 林 組

a. 京 附 府 f也 岡 市 東 別 院 町

c.  2 ，746 .99m'  

d .  3 .384. 89m'  

e .  R  C 、 2 F 、一部平屋

f . 昭和49年 5 月~昭和50年 6 月

設計 . 大 建 設 計

施 工 . 辻 本 工 務 盾 ・飽 筆土建

a . 八 尾 市 西 山 本 町 3 - 12 

b.  17，857. 85m'  

c.  2，577. 82m'  

d.  5，885. 34 m'  

e.  R  C . 一 部 S 、 4  F  

f . 昭和49年 9 月~昭和50年 3 月

1177 .  ニ チ メ ン 四 条 グ ラ ン ド ハ イ ツ I 11九 泉

設計 。京 都 建 築 事 務 所

施 工 。清 水 建 設

a.  ｊｩｾ＠ Ｎ ＱＧｩｉ ｾ市右京区山之内池 ｊｽｌ 町 Ｗ

b .  4. 199m'  

c .  2. 471m'  

d.  26. 057m'  

e .  S  R  C 、 B 1 、11 F 、 P 1  

f 昭和48年 9 } j - 昭和50年 7 月

オヒ H  P  c  I  1179. 近 松
戸

u
--=
闘

..o.. 

，iZ，、 館

設計 : 大 阪 府 建 築 部

施 工 : 清 水 建 設

a . 堺市町議守 1 3 5 2 - 2 番地

b .  12. 400耐

c  .  1，267耐

d.  15，159m'  

e.  H  P  C 、14 F 、 P 1 、( 2 陳)

f  1I1l -t'廿481pl 0H -11召和501Jo 3 月

設 計 。柄 谷 工 務 庖

施 工 ・柄 谷 工 務 庖

a  尼崎市久々知1'{:luJ 小 路一 得J也

b .  19 . 201. 761 m'  

c.  379. 490m'  

d  .  804.  206m'  

e.  R  C 、3 F  

f  昭和50年 4 }j - II 自制50年 11 月



住 友 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 サ ッ シ |

ぞB42B9J bu : 江主主主r

営 業 品 目

オーダーカーテ ンウオール

一一一 一 一 -，....--ー. 園田・・ー・・・・・・園圃・・・E ・E ・- ・・・・田ー

一 一一 一
一 一一 一
一 一 一一
一 一一 一
一 一一 一
一 一一 一
一 一一 一一 一一 一
一 一 一 一
一 一一 一
一 一 一 一
一 一 一 一
一 一 一 一
一 一 一 一一 一 一 一一 一 一 -，-・開園胴圃・.圃岨M・凶圃・a幽幽圃・圃旬開園--明・咽園"・・幽-・幽・・・咽 ・ー司圃圃幽ーー・圃.

一 一 一 一
一 一

.  
、

、、

スタンダー ドカ ーテンウオールシリ ーズ

オーダーサ ッシ ・ドア

ｉ ｉ ｉｉ ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｾｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ＠

レデ ィメイ ド ピル用サ ッシシ リーズ

( 0  R  - 60 0  R 一 70)

( 0  A  - 60 0  A 一70)

各 種 防 潮 パ ネ ル : 各 種 防 音 パ ネ ル

• J  . 11 量I 1.1  1  1  I  I  I  1  1  I  I  i  I  I  I  I  1  

。 時J長斗L訟 拓 椋 式 会 往

本 社 東 京 都 千 代 田 区神 田 美 土 代町 1番地 ( 住友商事美土代ピノレ ) T E L 03(294 )8511 ( 大 代 表 ) 干 101

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14( 住 友 生 命 南 本 町 ビ ル ) T E L 06(252 )1881 ( 大代表 ) 〒 541

営 業 所 札 眺 ・東 側 束 ・ 西l拘束 ・北 関 東 ・ 仙 台 ・名 古 屋 ・関 西 岸 和 田 ・広 島 ・福 岡

出 張 所 全 国24 ヶ所

工 場 併 問 . ｊｾ＠ Ii . 大 阪 ( 堺 分工 場 )



建 築 の 眼

み る 一 一 一異 常 視 と 正 常 視

加 旗 手E 男 京都大学助教授 ・工学部建築系教室

山 地 英 雄 大 阪 府 建 築 部 住 宅 建 設 課 長

木 村 輝 久 大 建 設 計 設 計 課

太 田 進 一 大 林 組 工 務 部 工 務 課 長

* 1 月号より 6 月 号 ま で 上 記 4 氏 て・111，当

建 築 に お い て 視 る こ と に つ い て 考 え て み た し 、 。 精 神 医 学 の 小 田 普 氏 が 、 あ る 雑 誌 に 鴨 長 明 編 「発心集」の一説語を号| し、て、宗教体

験と精神疾患の幻覚について述べておられる 。 浄土から イム や天人が車に乗 っ て迎えに来るという明らかな幻党に導かれたあるｩＮｾ族

の 女 性 の 臨 終 に 、 そ の 場 に 居 あ わ せ た 人 び と は 見 事 な 往 生 で あ る と 賛 嘆 し あ う が 、 日乎ば れ た 導師 は 立 ち 去 ら ず 、 彼 の 力 で や が て 女

性 は 息 を 吹 き か え し 、 今 度 は 非 常 に 弱 々 し い 様 子 で 亡 く な り 、 導 師 は 安 堵 し て 立 ち 去 る 。 編 者 は 、 も と も と 信 仰 に よ る 神 秘 体 験 や 回

心に高し 、評価 を 与 え て い る の で あ る が 、 こ こ で は 悪 魔 的 幻 視 と し て 否 定 的 評価 を し て い る 。 こ れ は 、 正 常 な 宗 教 的 体 験 と 精 神 病 的

異 常 体 験 の 問 題 で あ る 。 幻 視 の ほ か に 錯 覚 と い う こ と ば も よ く 用 い ら れ る 。 大 多 数 の 人 に 認 め ら れ る 知 覚 を 正 常 と す る な ら ば 、 錯

覚 は む し ろ 「 正 覚 」 で あ ろ う 。 わ れ わ れ の 定 、 識 の 外 に 、 即 自 的 な 客 観 性 が あ る な ど と は 考 え ら れ ぬ と す れ ば 、 幻 視 と 「 正 視 」 の 区

別も自明ではなし、 。 集 団 的 幻 覚 な ど と い う も の も あ り う る こ と で あ る 。 建 築 は 、 空 間 的 構 築 で あ り 、 そ れ は 「 眼 」 に 視 ら れ る べ く

与 え ら れ て い る ( donn在 主 voi r ) 。しかし、 「も の を 視 る 」 こ と の 判 断 は ど の よ う に し て 可 能 な の だ ろ う か 。 ( K a)  

専 門 家 の 意 見

最 近 の r W H0  J  ( 世 界 保 健 機 構 ) が、 人 聞 の 健 康 を 定 義 し て 「人 聞 が 身 体 す こ や か に 、 心 や す ら か な 状 態 」 で あ る と し た よ う に

閉 し 、 た が 、 社 会 の あ り ょ う も 、 こ の よ う な 人 聞 の 身 体 す こ や か に 、 心 や す ら か な 状 態 を つ く り だ す こ と に 本 来 の 意 義 が 見 出 さ れ る

の で は な か ろ う か 。

し か し 、 わ れ わ れ が 現 実 の 社 会 生 活 を 営 む た め に は 、 「た て ま え 」 と 「ほ ん ね 」 の 谷 間 で 、 つ い つ い 目 先 の 恵 沢 に き ゅ う き ゅ う と

し 、 あ る い は 現 在 の 惰 性 の 中 に と っ ぷ り と 首 ま で っ か つて 、 つ か の 聞 の 安 逸 に 身 を ま か せ て い る の が一 般 で あ る 。 日 本 建 築 協 会 と

いう技術集団もあるいはこの集団を構成する個々の会員も、いわば現在の社会体制の中では
ｔｾ まれた方のギルドに属するわけで、

や や も す れ ば そ の 恵 沢 の 中 に 、 「金 持 ち 喧 嘩 せ ず 」 的 沈 黙 を き め こ む 習 性 を み る の は 私 の ひ が 目 か 。

一 方 、 今 の 世 の 中 は一 般 的 に 物言 う 習 ↑ 災 が 普 遍 化 し て 、 た と え そ の よ う な こ と が 民主 体 制 の あ り か た と し て も 、 素 人 の や じ 馬 は と

も か く と し て 、 昭 和 め魔 女 狩 り 的 現 象 も わ れ わ れ の 町づ く り の 分 野 で も な し と し な い と い わ れ る 。 こ の よ う な と き に こ そ 、 専 門 家

の 心 を 空 し う し た 積 極 的 な 意 見 が 望 ま れ る の で は な か ろ う か 。
( Y )

辰 の こ と

今年は辰年だが、辰といえば恩 ｬｾ 、出すものに恐龍がある 。 ｓｆ や漫画によ っ て子供にまでよく知られているあの巨大な恐龍が 、 大
菅 に そ の 絶頂期の直後、念、に滅亡してしま っ た が 、 そ の 理 由 は 、 皮 肉 に も 、 恐 龍 を 盛 え さ せ た 理 由 そ の も の だ と い う 。

生 物 が 一 旦 あ る 環 境 に 適 応 す る 能 力 を 獲 得 す る と 、 一 層 徹 底 し て 適 応 す る 方 向 へ 進 化 す る 法 員 IJ 性 が あ り 、 遂 に は 、 新 し く 環 境 に 変

化 が 起 き て も 、 そ れ に は 適 応 で き な く な り 、 昨 日 ま で 一 番 の 長 所 だ っ た 能 力 に よ っ て 、 自 分 を 滅 ぼ し て し ま う の だ そ う だ。

経 済 効 率 の 点 で は 、 規 模 と い い 、 施 設 の 内 容 と い い 、 極 限 に ま で 進 化 し た 大 型 庖 舗 ビ ル が 、 火 災 に よ っ て 一 挙 に 大 き な 棺 桶 に 変 化

す る こ と な ど 身 近 な 例 で あ る 。 こ れ に は 、 自 分 の 狭 い 専 門 分 野 の 中 で ベ ス ト を 尽 す 専 門 家 根 性 も そ の 資 を 免 れ な い 。 今 や 特 定 の 目

的 の た め に 抜 群 の 効 率 を 持 つ も の は 全 て 一 度 は 疑 っ て か か る 智 恵 が 必 要 だ。

辰 年 の 辰 も 、 こ の よ う な 智 恵 の 象 徴 と し て 見 れ ば 、 又 、 思IJ の 味 わ い が あ る と い う も の だ。 ( Ki )  

実 務 段 階 で の 欠 陥

突 然 破 裂 す る 消 涼 飲 料 ビ ン 、 危 険 な 自 動 車 、 燃 え だ す テ レ ビ 、 果 て は 放 射 能 漏 れ 原 子 炉 等 々 、 し か も ど れ も が 一 流 メ ー カ 一 品 、 今

ま で 信 頼 し き っ て き た も の に こ う 次 々 と 思 い も よ ら ぬ 新 聞 記 事 を 言先 ま さ れ る と 、 最 新 技 術 に 不 信 感 を 抱 く の は 誰 し も の こ と と 思 う 。

そ の 点 、 わ が 建 築 界 に は き し た る 問 題 も 起 ら ず * 日 本 の 建 築 技 術 は 世 界 最 高 水 準 。 と 、 つ い 最 近 ま で 自 負 し て い た が 、 品 質 不 良 の

コ ン ク リ ー ト 、 中 程 度 の 地 盤 で 崩 壊 す る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 建 築 の 新 聞 記 事 、 欠 陥 建 築 物 に つ い て の テ レ ビ 放 送 な ど を 見 て シ ョ ッ ク

を 受 け た 。 つ い に わ れ わ れ ま で が 世 間 一 般 の 最 新 技 術 に 対 す る 不 信 感 台 頭 に 加 担 し て し ま っ た の で は な い か 。

し か し 、 思 い 直 せ ば こ れ ら の 事 故 は 技 術 そ の も の に 欠 陥 が あ る 訳 で は な く 、 そ れ を 使 い こ な す わ れ わ れ 実 務 者 の 態 度 に 起 因 す る も

の で は な い か 、 技 術 は た し か に 最 高 の 水 準 を 進 ん で い る の だ が 、 実 務 段 階 で 全 く と る に 足 ら な い 不 注 意 、 ち ょ っ と し た 責 任 感 の 欠

除 か ら 建 築 技 術 全 般 に 及 ぶ 不 信 感 に 結 び つ け ら れ る と し た ら 実 に 残 念 と 言 うほかなし ¥ わ れ わ れ 建 築 実 務 関 係 者 は こ こ で も う 一 度

原 点 に か え り 、 引 き 締 ま っ た 気 持 で 再 出 発 す る 必 要 が あ る の で は な い か 。
( 0 )
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お申込みが殺到じCいます

「新しいタイガの情報誌

日経宍ーキテクチュア

しましま、 4月5日に倉肝リ

- 予約お申込みをお急ぎ下さし、。

特別編集版冬季号、春季号を無料

で差 しあげます( 申込み〆切り :1月31

日) 。そして、 4月5日からは隔週1冊の

タイ ミングでご自宅へ直送 しますL

・新しし、タイプの情報誌です二

設計、技術、建築の社会・経済まで

をカノずー。海外代表誌と全面提携。

隔週発行。調 査 データなどを駆使し

た実証的な記事 内容。約150頁・ハ

ンデk タイフ: 個人予約購読、ご自宅

直送制 。予約購読料 : 1年 (26冊)

7，000円(1冊 分269円〕、 3年 (78冊)

14，000円( 1 冊分179円J) 。

. お支払いは創刊後に。4月5日( 創

刊) 号 に同封の請求書 と料金振替

用 紙で。

日経マクe ロウ ヒル社販売部

〒10 1 東京都千代田区内神 田2ート2 日経別館

T E L ( 03) 270-025 1  (代) 270-5910 .8062(直〕

'75冬季号の内容

- インタ ヒ' ュー

・都市防災

・住宅

・中国技術

・リサイク リング

・構造

・経営

・災害

・教育施設

岡 山 研一氏 ' 1田市環境作り i孟且買な

冊，Ii 附の高捕か ら」

櫨肘ピw 火! A . . 拙底的に追究する

ハクス 55に比る低価栴1主主主 fJ l O) ポ

イント

日中処 罰技捕吏i硫聞が且てきた 中I!I

の拙軒胡ill

既 存 ピ ルの再利 JII"('"析むな収益分生

みmす

米同 に K 下型プ ν ースによる輔副風

Ji 式が畳場

. 公共料金司になる. . i ! J t監時報網

ｴ 仏 ｊ 十日大教授が語る八よ品古風被ＮｾＮＨ

の教訓

コスト高に工準化校舎でH 抗

- 提携誌から 米 国 岨 制 . 雌の訴題作

・地方建築家群像 静岡県の巷

・アンケー 卜

- 海外情報

- 建 設 ・設計界

- 苦情 ・紛争

・n a : あ ー と

米mの前; - " ピル ガラス唖111が必c .

問題に. ほか

太子 5 祉が何1< 1 ; : < 技術研究所拡充、

I j h・

開ｦＱ｜Ｚ ａ 任 ｩ 品輸に且るり ＧｊｾｗＧｊ ＮＮｩＡ ｾｴ ミス

彫釦l インテリア ・ランドスケープ

インダスト リアルヂサ' イン

Ｍ 建築イン デ ッ クス 出 ｟Ｎｧ 自による ｊ 年後の雌 ｴｾ

予約購読 申込書 (明広ZAUf A守?;J ぷih A?)酬 は 企 I n  ¥; .  

お 名 iioj / ( フ リカe ナ) ご自 宅 住所 / (T' )  電 話 需 号 /

お 勤 時 先/ 電 話 番 号 / 役 聡 及 び所 属部I諜/

お勤 時先 の戦 域〈該 当のものに O 印 を>/

1. 1級生l ! 築士事 務所 2 . 2級雄 築士 <1' 務所 3. 雄 投 薬 ( 一 式 ) 4  雄 投業( J ，I引" ] ) 5 . 会社( ' i ，! ; 締 }

6 .  1¥公 庁 7 公社 公 団 8 . 学 校 9 建 材業 10 設備 業 1I 不 動i収 集 12 プ レ ハプｾ 13 . その 他

ご担 当 の聡 務〈滋当の もの にO 印を>/

1.  ill 築 設 ;n. 2  工 事 既 成 3 榊 追 放言1- 4  設備 投骨1- 5  駁' t f - 見統 6 . IJ l 場業 務 7 都 市骨「闘

8 . 行 政 9 研究教育 10 . iil! 材 業 務 II その他 技 術 的 業 務 12 代 版 業 務 13 その他

資 絡 〈該当のもの に レ印 を>/ 一級 建 集士 口 それ に準 ず る 方 ( ー 総 長l! 築 士口 その 他口 )

og. 1U 

最 終卒 業校 専 攻学 科 卒 業 年 度 : 大正. 年 卒

明 治

加 入 団 体〈該当の ものに O 印 を >/

1. 日本挫 築学 会 2. 日 本 建築 協会 3 . 日本生l ! 集家 協会 4  雄 築士事 務所 協会 5. 建 築士 会

6. 全 日本 主l ! 築士 会 7 .  .r.s市 計画 協会 8 . 日 本 住 宅 協会 9  その 他

購 読 則 III J <レ印を つ けて 〈だき札 、>/ 1年 ( 26冊 ) 7 ，000問( I ' I H，分 269円〕 口 3年 (78冊 ) 14 .000阿 ( 1冊 分 179同〕 口
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.2月号特集予告

建築基礎構造の問題点

・3 月号特集予告

医療施段

通巻646号 第 時 19761

.5月号特集予告

建築防災と法 特集・証言 '76- デザインの動向

S P E C I A L  F E A T U R E S  O N  T E S T I MONY ' 76 A B O U T  

A R C HI T E C T UR A L  DE S I GN 

年 頭 の こ と ば '76年を迎えて / 日本建築協会会長 坂 本 猛 次 ・

川鉄製鉄水山研修所、鐙キJj 11ン研究所、ユニチカンヨ y ピングセンター

・オークタウン、六月!ハ ウ ス 、 兵，''' 県 立 西 帰 文 化 会 館 ・西婚生活科学セ

ンタ一、滋 ｴｬ ｖｾ 立長浜文化芸芸術会館、法輪寺三重培、国立方志向資料 館、

扶 桑 ピ ル 、 タ イ エ ー 舞 子 シ ョ y ノマーズプラ ザ 、 八 重 絞 カ ント リー ・クラ

ブ ハ ウ ス 、 来 燃 カ ント リ- j H楽 部 ハ ウ ス 、 然 的 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ・クラ

ブ ハ ウ ス 、 大 阪 市 立 淀川区民センタ- _ g ; 人福祉センタ一、日本住宅公団

森之日 Ｈ Ｒ Ｉ 市街地住宅、大 ｴｾ 株式会社本社、愛知県保益リノ、ビリテーショ

ン セ ン タ ー 木 'zz 川 荘 、 作 州 武 蔵 カ ン ト リ ー 倶 楽 部 ク ラ ブ ハ ウ ス 、 鍬 鋼 会

館 、 関 西 サ イ ク ル ス ポ ー ツ セ ン タ ー ・・ . •. ・・・・・ 0 ・・ 0 ・・ー ーー ー ー 2  

本 年 の 抱 負 日本位築協会 '1:';:;' 没委民会本年の抱負/ 日本建築協 会 常 設 委 l Hと e ・・ 0 ・・ '32

昭 和 50 年 中 に

竣 工 し た 新 建 築

.6、

コ"
告 会 Hの 受 章。 完成した薬r . rli寺金、，' . の凡' 学会。 サ ント リー 111山; ' ，j ディスティ

ラリ ーを 見る Ｓ 伊藤誠ピ ｊ レ新築工 ι ｲｾ の 比字 。 ーー ・ .、 .. ... . … 33 

法 令 コ ー ナ - 99 共同住宅に対する特 ｦＹｉｊＩ ，ｾ ｩ ｜Ｇ ，のｾ車 ｪ 日 について Ｏ ｉｔｉ ＧｉＢ ｉ 吟夫 … … … - …・ … 49 

読 者 の 頁 (-fL の 設 計 姿 勢) / 木 元 秀 行/ 林 浩二 / 安 原 禿 ・ 0 ・・ ・ ... ・50

建 築 と 社 会 ニ ュース 新住第 ＵＱ 旦ｼ大 会 。 ｦ ｩＺＧ主主主・ ［ Ｉ Ｈｾￚｩ Ｉｊ 大阪 ｪｾ 凶作会結成 。 ｛ｅ｛ Ｄ 止 Ｑ ・・ ｩ L-i 駅 周 辺 の l'i .Ilf J R。
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宗 教 法 人 妙 道 会 教 団 聖 地

敷 地 面 積 291 ，477 m
2  

( 通路 3 ，288 m
2

宅 地 288，189 m勺

- 宝 塔 ・ 宝 安 殿 - 盈 殿

用 途 E己 念 塔 納 骨 堂

滋 賀 県 滋 賀 都 志 賀 町 大字 架 j点 字 西 勝 寺 野 1602

設 計 日 建 設 計

施 工 戸 田 建 設

電 気 近 離 電 気 工 事

空 関 衛 生 新 菱 冷 熱 工 業

鉄 骨 高 田 機 工 株 式 会 社 大阪市浪速区敷埠町 2 T 目33

T  E  L 06- 649 - 5100  

タ イ ル 井 上 様 業 株 式 会 社 大阪市天王寺区生室町40

了 E L 06- 771 - 2825 

T  E  L 06- 648 - 2111 
ア ル キ ャ ス ト 久 保 田 鉄 工 株 式 会 社

大阪市浪速区船出町 2 丁 目 22

東 京 都 墨 田 区 右 原 4 T 目 12番 1 号

銅 板 株式 会 社 小 野 工業 所 T  E  L03- 624 - 2261 大阪Oト 304 - 0654 

イ ン テ リ ア 株 式 会 社 山 本 金 属 製 作 所 ??でr ? f T 2 2 7

F首 数 地 下 1 階 地 上 5 階

建 築 面 積 約 80 m
2

3，200m
2  

延 床 面 積 約 120m
2

7，2 0 0 m
2  

高 さ 4 8 m 1 8 m 

構 造 鉄骨及び鉄筋コンクリート 鉄筋コンクリート

外 装 ア ル キ ャ ス ト コンクリート化粧打

屋 狼 プレキャストコンクリート

- 山
r， 

- 会 館

周 途 収 蔵 庫 宿 泊 施 設

階 数 地 上 2 階 地 下 1階 、 地 上2階

建 築面 積 290m
2  

1，9 8 0 m
2  

延 床 面 積 290m
2  

3，8 8 0 m
2  

高 さ 1 4 m 1 2 m 

事陣 造 鉄骨及び鉄筋コンクリート 鉄 筋コ〉クリート一部鉄骨

外 装 鋼 板 張 基 礎 石 積 コンクリート化粧打

エ 翼耳 昭 和48年 7 月 ~昭 和50年 6 月

石 岡 田 石 材 工 業 株 式 会 社 ? t ?3 5T Z T Z;  

建 具 日 識 カ ー テ ン オ ー ル 株 式 会 社 大 阪 支J吉

大阪市北区伊努町30 伊努町東洋ピル T  E  L 06- 364 - 1171  

p . s  ピ ー ・ エ ス ・ コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 大 阪 支J吉

大阪市北区絹ｾ町 ＵＰ 堂ピル T  E  L 06- 363 - 2221 

イ ン テ リ ア 株 式 会 社 イ ン テ リ ア ソ オ ラ

大阪市南区東宮橋通 4 - 10  心斎橋 プラ ザビル T  E  L 06- 252 - 7977 

枚方市北 中被 3 丁 目 27- 17

造 銅 株 式 会 社 西 川 造 園 γ E  L 0720- 33一 同 98
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設計 主 旨

宅地は、 ｉｉ ｎＮ下にぴわ湖 ｬ をｾ，ｉＮ下す ｩ ｯ｜ｬ ｬｬｊｬｪ ・ 比良山系の

南 斜 而 に lょがる 。 f干此の I也- fi; に仏教が< ; l 2えた刷、

数 多 く の 寺 が 点 在 し て い た と か。 IJ Lj勝寺 町 と 呼 ば

れる敷地も、戦後I l 日報 ');111 と な り 、 そ の 後 的 三 本を

残 す の み の 1;'f ＯｪｾＨであ ったが、法端、つ ｩｈ ｬ ｬ 等 の 山な

み に 閉 ま れ 、 そ ん な 雰 阿 % を 残 し て い た 。

イ 怨ｾは Ｑ WI として、宝俗、官殿、 111 門 、 会 館 と H干

ば れ る 四 棟 が 完 成 し 、 そ れ ぞ れ 内 部 に 宝 安 殿 、 礼

拝 堂 納 骨 宅 、 収 政 町 、 桁 irilj 面設等を持ち、外部に

集 い の 広 場 を 作 り 、 参 道 を ガ イ ド す る 。 ネL1=I' の ね

の場は総て浴を正而に十 l' し、参道は建物に沿って、

浴を見え隠れして主主る 。 312殿、 LLI 門 は 、 匂 . Ｇｾｉｾｾ ・

線 成 の 三 ゾ ー ン に 区 間 す る 1"1である 。 広 い 自 然 の

起 伏 の 中 に 、 建 物 は 、 俗 ・屋 根 ・ 門 ・墜として、

石 垣 ・池 ・参 i芭等と 一 体 と な っ て 史 に 深 い 起 伏 を

i21 る。

Ｎ￯ｅ門を ｼ ニると宝熔まで ＷＰＰｍ 余、向 ｦｲ｢ＧｾＺ ＶＰｍ 、Ｚｲ￮代

み の 参 jff は、会館の墜に沿って登り、 111 門 前 の 広

場 に 毛 る 。・・塀" として会館を隠す砲は、ぴわi Mlの 1)<長

噌 の 為 に 段 状 に 配 世 し た 宿 泊棟 、研 修 棟 を ス キ ッ

プ 1: 符段て市ふiご一 本 の 廊 下 で あ る 。 ILJI"I は 広 場 に 向

って 、 下 の 有l立と対をなす尾根でく砲に口を! 日l き、

信、 24械 に i呼き入れる 。 '-1' の 収 蔵川l は 、 は ね 上 式

I:WI ' 止で1';' ，1ざされる 。

111門 の I: f ，f 貨を 卜. った池に、明殿のほ恨は塔の法昔、l

と し て 映 す。 jせ似は、 li.1MにてIEぷ一 万三 千 誌 の 納

'fl'!: l.iを 30 Mの P S C で 被 っ ている 。 rl"央の宇礼Lt拝平.;なt  

.  
と両f官制仰側11即川i引川|リの納骨骨' 5宅藍をつな〈寸. ジグザグ|ド附; 滑桁F段生の下を< <ぐ

tワ) 直登すると、宝塔前の広場に出る 。 聖 殿 に 圏 ま

れる広場では、 5000人 の 式 典 が 行 わ れ る 。

1 期 工 事 の 完 成 ま で 、 教 団 が 辺 地 を 此 処 に 定 め て

以来純却な騰かしい折衝を続け、i : f f 成をし、工耶

JUJti¥1中も、 (1，' 原 会 長 を は じ め 、 建 設 委 口 、 教 団 の

方 々 の 噌I也に対する熱意の中で、 13年 を 経 て 生 れ

た。 工 事 は 、 向 然 の 厳 し さ の 中 で 、 氾1像 以 |二に鰍

か し い も の で あ っ た。 今 後 周 聞 の 制 裁 計 悶 の 幣11iil

と併せ . 他 の 往 物 も 教 問 の 発 展 と 共 に 生 れていく

だろう 。 1 L ' I ' ; で待た、感慨と教，l J I l を 生 か し 、 変

に深い宅地として完成してい〈ことを昭か、たい 。

橋 本 厳/ 日建 設 計

I狗頁カラー 聖 殿 : 礼 拝笠内部。

左頁 山門 聖域に入る門となり、 1"1をくぐると応を

映す池に出る 。

山門内は初代会長の遺品などを納める 。

右 上 宝塔 : 絵林に阻まれた 池より i漏出し、夜間! は投

光l l i > により浮ぴ上り述方より望める 。

布中 聖 殿 : J答と広場を取り囲み、納骨室パ J レコニー

から全て浴が見える 。

中央に集合した礼拝釜をはさみ、両 fWI に

納fi- 容を持つ。

布下 会館 玄関ロビー

各都 ｵ は琵琶湖を望み、参道からは＿ＧｾＮＮＮ、 ＱＱｾ

で隠されている 。会只の1' ; 号t白・休息1施設。

fltl 彬 5 5 現像 rfr
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真 如 苑 大 阪 精 舎

木 工 事 ・ 大 阪 市 東 区 高 麗 楠 陪 町 7ー l 清 水 不 動 産 ピ ル

木製建具 内 外 木 材 工 業 株 式 会 社 T E L  0ト 941 - 5454

LLぷ 不 ニ サッシ 販 売 株 式 会 社 詑 市rzr47本 町 野 村 ピ ル

大阪市西区南狛江: ! I . 花通 2 - 1 0

クロス貼 有 限 会 社 太 田 善 商l吉 T Eし 0ト 53 1- 3 20 1

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 5 T 目 132 新 三 輪 ピ

タイル 青 木 産 業 株 式 会 社 T E し 06- 44ト 1913

左 官 株 式 会 社 浪 花 組 f t t E T U

金 物

ス テ ン レ ス 建 具

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 成 建 設

空 胴 衛 生 須 賀 工 業

電 気 近 畿 電 気 工 事

大 阪 市 東 区 平 野 町 2 - 10 平 和 ビ レ

株 式 会 社 田 島 )1頂 三 製 作 所 T E L  0ト 203 - 41 5 1

右 及 擬 石 関 ヶ 原石 材 株 式 会 社 fzt:51E空気温 4 丁 目 20 - 2 6

大 阪 市 都 島 区 中 野 町4丁 目 9 - 2 2

硝 子 株 式 会 社 杉 山 硝 子 庖 T E L 06一 括2 - 2845

塗 装 株 式 会 社 石 渡 靖 一 郎塗 装 庖 fttf三rzrFー 刊

肋 田 市 江 坂 町 1 丁 目 1 3 -

舞台装置 三 精 輸 送機 株 式 会 社 T E L 06- 38 5 - 56 2 1  



所 在 地 大 阪 府 豊 中 市 待 兼 山 町3700 ) 5、6

工 期 昭 和49年 7 月 一昭 和50年 5 月

規 模 敷 地 面 積 3，069. 52 m・

建 築 面 積 1. 301. 98m'  

延 床 面 積 1. 832.  83 m' 

構 造 基 礎 構 造 杭 打 基 礎

主 体 構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造

一 部屋 根 場 所 打 P C造

( ポス トテン シ ョ ン V S L 工 法 )

地 下 1 階 、 地 上 2 階

寸 法 最 高 部 の 高 さ 9. 75 m 

最 高 の 軒 高 6. 90 m 

主 な ス パ ン 18 .00X 6 . ∞m 

仕 上 外 壁 エ ポ キ ャ ス ト 吹 付

屋 被 ア ス フ ア ル ト 露 出 防 水

砂 利 敷 ( 一 部 白 玉 石 敷 )

段 備 空 鯛 股 備 単 一 ダ ク ト 方 式

ガ ス 二 重 効 用 吸 収 式 冷 凍 機

( 1 3 0 U S R T )  

給 排 水 段 備 給 水 市 上 水 道 ( 圧 力 給 水 方 式 )

汚 雑 排 水 市 下 水 道

電 気 段 備 受 電 6. 6 K  V  

設 備 容 量 250 K  V  A  

配 電 交 流 3 椙 3 線 2 1 0 V

交 流 単 相 3 線 210/ 105V 

変 圧 器 動 力 周 100 K  V  A  

電 灯 差 込 用 150K V  A  

弱 電 段 備 放 送 役 備 、 I T V 設 備、T V共 聴

防災叡備( 自動火災報知量生備)

非 常 照 明 設 備 、 誘 導 灯 段 備

舞台段備舞台関光! 9 " 備、舞台音響段備

h i  
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真 如 苑 大 阪 精 舎

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 成 建 設

空 調 衛 生 須 賀工 業

電 気 近 厳 電 気 工 事

真如苑は、立川市に総本部をおく、混鍵経を

教典とする 併教教団官。ある 。

大阪精舎は 、盟 中市北西宮I1の高台の f品h"i 予な住

宅地に計画された道場である 。敷地は北側が

道路に面し、南西の金坂池へと段状に低くな

り、六甲山と大阪平野が遠望できる場所にあ

る。

精舎の構成は、閉鎖的な空間を要求される道

場棟と、開放的な空間をもっ庫裡棟からなる 。

道場棟 は、隣地眺望及び航空法の高さのflnJ 約

の中で、 IBMスノ マンの架構にポストテンショ

ン工法を取 り入れ、高い天井による 仰心の高

揚を象徴する密教的な空間としてまとめた 。

道場には 、舞台装置、舞台前光装置をはじめ、

精舎各室へ放送て-きるカラー I T V 装置、音

響装置を備えている 。

庫裡棟は、 lut 望の開けた南{ 目I j 台地に自己し、事

務室のほか 、 トップライトにより自然光のさ

しこむ軟らかなホール、 開放的な核心待合室、

もっとも眺望の開けた南西の角には m，複を配

置した 。地li皆には、機械室のほか、深理を求

め併と対話する相談接心室、傾斜地を利用し

外気に面した場所には、教学を求める信徒の

ための智流院を設けた 。

左 上 道 場 棟 西 而

左 下 正 而 広 場

右 上 ホ ー ル よ り ス テ ン ドグラスを望む

右 下 ホーノレ

撮 影 s  s現像所

地 下 1 階 平 面 図



カドルク大浦教会

設 計 施 工 大 林 組

所 在 地 長 崎 市 南 山 手 町21

主 要 用 途 カトリ ック 聖 堂

敷 地 面 積 763 .  10m'  

建 築 面 積 401 .84m'  

延 床 面 積 2，092 . 14m'  

規 模 地 下 2 階 、 地 上 3 階 、 塔 屋 2 備

高 さ 基 準 G L よ り 軒 高 6.450m 

基 準 G L よ り 畳 高 高 29 .800m 

. . 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 屋 根 鉄 骨 造

主 要 仕 上 屋 根 鋼 板13オ ン ス 一 文 字 葺

外 壁 煉 瓦 タ イ ル 鮎 ( 石炭釜)

建 具 ア ル ミ ニ ウ ム サ ッシ

ジ ュ ラ ク ロ ン 仕上

位 備 空 調 : パ ッケ ー ジ 方式

暖 房 : 温水 ボ イ ラ ー ( 郵 市 ガ ス )

右 カラー写真御聖堂の内部から祭坦をみる。

正面のステンドグラスは 、イエズス械の御生涯の

受胎告知から復活までの物語りで、設計は大林組、

製作は大竹ステインドグラス。

下御霊: > t 正面

写 真 搬 彬 江 崎 元F

電 気

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  

T  E  L  0 6 - “ 1- 8 2 3 1  

給 排水 ・空 調 衛 生

株 式 会 社 八 百 山 工 務l吉

長 崎 市 川 平 町 1364

T  E  L  0 9 5 8 - 4 8 - 6234 

外 壁 タ イ ル 貼 工 事

株 式 会 社 淵 上 勝 蔵 商 唐

福 岡 市 博 多 区 須 崎 町 6 - 2

γ E  L  092 - 2 8 ト - 4445

外 壁 タ イ ル 製 作

株 式 会 社 国 代 耐 火 工 業 所

瀬 戸 市 上 本 町3日5

T  E  L  0 5 6 1 - 4 8 - 1 1 2 2  

大 阪 : 06- 245 - 5 1 8 4  東 京 ・03 - 815- 5333

サ ッ シ 、 ド ア 一

日 本 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 株 式 会 社

福 岡 支 底 福 岡 市 博 多 区 住 吉 3 - 1  - 80 

T  E  L  0 9 2 - 2 8 1 - 5831 

屋 根 鋼 板 葺

伊 佐 産 業 株 式 会 社

指 岡 市 博 多 区 東 比 恵 2 T 目 2 0 - 1 8

了 E L  0 9 2 - 4 4 1 - 6 8 6 1  

川 添 硝 子 株 式 会 社

T  E  L  0 9 5 8 - 2 6 - 5311 

ス テ ン ド グ ラ ス 製作

株 式 会 社 大 竹 ス テ イ ン ド グ ラ ス

東 京 都 中 野 区 江 原 町 3 丁 目 5 - 5  

了 E L  03 - 952 - 1228 

内 装

4 ト ウ 株 式 会 社

T  E  L  0958 - 2 6 - 9 1 58  





カ ト リ ッ ク 大 浦 教 会

設 計 施 工 大 林 組

ｾーーー

⑨ 配 置 図 1 :  1500 

a  

1 階 平 面 図 1 :  600 

地 下 1 階 平 面 図

地 下 2J 昔平面図

‘ 聖堂内部



2 階 平 面 図 H 皆平面図 塔 屋 1 ，皆平面図

カトリ ッ ク大浦教会について

カトリ y ク大浦教会は26聖人の御一方でh あらせられる長崎県五仏御出身の

セントヨハネ五島様の御業をたたえ、木造ゴシ ック建築として有名な国宝

大浦天主堂の正面にある階段を降りた広場じ面した敷地に建立された教会

である。天主堂が観光客の地加のために、ミサをはじめ教会行事が満足に

行えない状態にな ってきたので、教会関係者および信者の聞で御聖堂をと

の声が高くなり、 1975年が聖年にあたるのを記念して、 1974年10月着工、

1975年 11月 3 日に祝別式を挙げられて落成したものである 。

国玄 ・大柄i天主堂は、幕末の 1863年、フランスから来日された五教師B. T .

プチジャン司教によって建立されたもので、その頃、この附近は居留地で

あった。 2 年後の65年 3 月17 日、i I l i上地区でh永い 聞かくれキリ シタンとし

て信仰を守りつづけてこられた信者が、この天主堂を訪れ、劇的な会話の

のちに信徒発見とキリシタンの復活が行われた 。当時はまだキリスト教の

弾圧の時代て' あり、長崎奉行所の知るところとなり 73年( 明治 6 年) 、宗教

の自由が宣言されるまで悲惨な迫害を受けたという、近代日本カトリ ック

教会史上由緒ある教会で、全国から大勢の信者が巡礼に来られるところで

ある。

一方、 この御敷地の中には国宝の天主堂を 中心として、右側には明治中期

にフランス人神父の設計による、木造ノ勺レコニーを廻らした煉瓦造の司祭

fiii ( 重要文化財 ) があり 、この奥には B. T プチジャン神父のお建てに

なり、最近重要文化財の指定を受けた木造の神学校などがある 。 またこの

敷地の廻りの南山手町一帯には、グラパー邸などの居留地時代の住宅、! 日イ

ギリス領事館などの煉瓦造の公館 ・商館 ・学校が点在し、建築史上なかな

か興味のある建物が多く、澄み切った青い空と強い陽射しのもと落着いた

南国風のエキゾチ ックな雰囲気に包まれているところで、長崎市が観光拠

点として、とくに繋備に力を入れているところである 。

新しい教会は、このようなすばらしいロケー ションとその歴史的背景を充

分にふまえて、屋線鉄骨造の鉄筋コンクリート i i 地上 3 階、塔屋 2 11皆、

地下 2 1指の規模でこの環境に充分とけ込ませるように心掛けると共に、事j J

の家としての尊厳と、信仰の場としての落着いた親しみやすきをモチーフ

としてとらえてみた。

正面玄関は観光客の雑踏の少ない西側IJ 道路に面して設け、 2 階に礼拝堂を

設けた。礼拝堂の正面中央には、高さ 9 Mのイエズス様の貌l生涯を表わす

ステンドグラスの窓を設け、左側にはセントヨハネ五島様の御像を杷り、

右側IJ にはマリア様の御像が把られる予定である 。 この御{ 象と祭壇の甲板は

イタ リーへ注文して製作されたものである 。礼拝堂背面のローズウインドウ

は天主堂に建設当時から残 っていて親まれているローズウインドウを模し

たものである。 1Il 皆の玄関ホールを入 ったと ころは信者用会議室と司祭館

などがあり、地下室の一昔11には以前この土地で売庖を営業されていた信者

の方のためのレンタルスペースにな っている 。

栄 木 一 成/ 大 林 組 本 庖 建 築 本 部 設 計 部

11 



第21回工高生デザインコンクール入選作品

設 計 課 題 : 団 地 内 に 建 つ 「 特 定 郵 便 局 」

主 催 : 日 本 建 築 協 会

応 募 作 品 162 点 の う ち 、 予 備 選，号 、担当 1 次 か ら 第 5 次ま

で の 本 務 査 を 経 て 、 入 選 作 品 10点 を 決 定 し 、 う ち 最 優 秀

作 品 1 点 を 選 定 し た 。

応 募 校 18校 応 募 点 数 162点

審 査 委 員 長/ 池 田 有 隣 審 査員 / 背 木 克 / 尾 崎 勝 弘

/ 亀井 弘 治 / 桑 間 利 明 / 小 角 享 / 斎 藤 有 弘/ 笹 田 剛 史

/ 多 胡 i並/ 問中日L 成 / 竹 延宇1¥義 / 松 崎 淳 / 山田 弘

/ 山 本 純 孝 ( 50音 順 敬 称 略 )

〔掲 載 順 不 同 〕

特定郵便局

・盆鵠1 f t _l 二一

鈴きち照合ぷTFm骨ねじa " ， と4主

務EF3語5E2.tzn時Edb A |FE -m-

告Ｎ｟ ・モ ｲ ・ＮＮ，， ｾ 、‘ＮＮ‘ ｴ ｾｴ lIl JOtヨE 罵 胸包l I .. . . t I  ・ｾ

詩草皆hJ S L障 が 時 民 間 堂土 俵帆
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党 』ι '" 平面醐副圃 s・j . 間
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設 計要 項

1  敷地. 団地内の近隣センタ一地区に自由に想定する .

2  規 快 2 階建以下の独立 した建物とし 、延べ而tl' (l OO

一150m' とする 。

3 . 附造 自由とする 。

4 . 所 喪主 ・設備 : (a)公衆室一 一節 記台 ・腰かけ・掲示

板・公衆電話 などを設ける 。 (b)風よけ室

(c))@;' .口事務室 一 一郵便 ・lI i '金・保険 ・小包の

窓口 ま監務を取り扱う 。 ( 小包窓口 の帆 n は

130cm以上、その他は 120em以上 )

(d)事務室 ( e)局長室 ( f ) 臓只休: U!箆

(g )物品Hl l一一金庫室 としての機能をそなえる 。

(h)物 置 ( i )便 所 ( j )湯 沸釜

(k)外部施設 ポスト ・掲示板 ・その他

〈注〉 ① ( c )( d )( e ) の荷主 は 1 j [ として

むよし、。 ②ｍ＼ｾ己業務は行わない 。

• a  ｾ＠

...・

総 評

地 域 社 会 と 結 び つ い た 生 活 関 連 施 設 ・公 共 的 施 設 の ー っ と し て 、 特 定 郵 便 局 の デ ザ イ ン を い か に 考 え

る か と い う 維 し い 諜 題 で あ っ たが、 16 2 点 も の 力 作 が 集 ま り 、 う ち 10点 が 選 ば れ た 。 上 記 の 、 周 辺 環

境 に 関 す る 設 定 は 、 各 自 の 意 識 の 中 で 処 理 さ れ る よ っ 、 自 由 度 が 大 き く 与 え ら れ て い た た め 、 結 果 的

に は 、 ふ つ う の 単 体 建 築 の 設 計 と ど う 途 う か の 点 で 、 難 し か っ たことと，思う 。

い つ も の こ と な が ら 作 品 の 技 術 性 ( な ら び に 完 成 度 ) と デ ザ イ ン 性 ( 創 造 力 ・ 意 匠 力 ) とのノ〈ランス

をどう言平側するかが問 題 とな り、 慎 重 な 討 議 が 重 ね ら れ た 。 全 体 の 1/ 4に 当 た る 作 品 に 、 寸 法 線 や 所

要 室 の 欠 落 と か の 記 載 不 備 が あ り 、 減 点 の 対 象 と な っ た が 、 そ れ で も デ ザ イ ン カ の 将 来 性 を 民 わ れ た

作 品 も 少 な く な か っ た。 議H! l 1 内容をよく読むとい っ た 基 本 的 な 態 度 は 常 に 注 意 す べ き で あ ろ う 。 そ の

上 て ¥ 若 〈 溢 れ 出 る エ ネ ノ レ ギ ー を 感 じ さ せ る 12か な 創 造 を 表 現 し て ほ し い と 思 う の ( 池 田 有 隣 )
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特 集

証 言 ' 76- デ ザ イ ン の 動 向

後 期 的 近 代 の 動 向 / 向 井 正 也

断 面 か ら の 証 言一 近 代 建築 に お け る 28の セ ク シ ョ ン パ タ ー ン / 紙 野 桂 人 / 中 原 文 雄/ 森 田博 信

アンケート・ 建 築 デ ザ イ ン に つ い て の 証 言 '76

関 西 の 建築 家 33氏 の 証 言

評 価 の 高 い 関 西 の 建 築 作 品
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74 挫築と社会/ 1976年 l 月号

後 期 的 近 代 の 動 向

向 井 正 也

r<変れば変るほど、それは同じものだ〉一一おそらくこ の言葉がい つか、現

代の墓碑銘になる時が来るであろ う。 すべ ての ものが熱に 浮かされ、しかも

沈滞し、はてしな く変化し、しかも同時におそろし く画一化され ている 」

折にふれ私が、好んで心の 中で口ずさむ、これはウラジミル ・ウェイドレの望書句である 。 ( 深瀬基

寛訳 ) 70年代もはやその半ばを過ぎようとする今回、この言葉の意味は、い っそう重い響きをわれわ

れの心に伝えるかのようである 。

高度成長がモノも心も蝕んだ果てのこの決季混濁の世に、さらに痛烈なノ ぞンチとな った、あの石油危

機に発する く大転換〉が、その後 2年を経過して、ようやく近頃のいわゆる U ターン現象として、そろ

そろ動き出す気配を見せはじめつつある現在、もはや く世紀末〉 とよびうる段階に移向したかに思わ

ザ ニ ュ ー モ タ-，

れる後期近代主義の建築には、いまなお混迷と沈滞の色が濃厚である 。そのデザインの発展方向など

も、ほとんど見定めヵ、たい状態にあるといわざるを得ない。 まさに舵も羅針盤もないボロ船で、運を

天にまかせて大梅原をあてもなく漂流するに似ている 。かつての 〈流動の70年 代〉などという 言葉も

今では全〈皮肉にきこえる始末である 。こうした、 〈明日の栄光〉へで・はなく、 〈明日の駿り 〉へと向か

う、末期的近代の針路を求めての QU- O V ADI S のさまざまな試みが、 70年代この方、わが国の建

築ジャーナリズムをにぎわせてきた 。本誌の今固め特集もまたその例外ではない 。 もとより私は、こ

こでモダン ・デザインの方向などについてはいかなる判断ももちあわせはないのだが、この重大な歴

史的節点をめぐる現下のデザインの特性的な諸傾向を、時代や社会との関連の下に前方向の視野の中

に、あるていど照らし出せればと思う 。

ウ、、ァ ナキュラリズムというもの

19世紀の世紀末の建築もまた、今日と相似の混迷の状況下にあ った。デザイン面からすれば、この

カオスとは当時の様式折衷主義にもとづく く形式的混沌〉 を指すもので、今やそれとは本質的に同じ

ではないにしても 、何 らかの折衷主義的な形式的混沌の渦中にある後期近代主義が、そもそも建築運

動として、発生し、発展した契機は、はかならぬこの 19世紀のカオスの排棄にあ ったとは皮肉な事実

である 。

この運動の思想、の根本を支配した、いわゆる く機能主義〉 とは、建築創造を文章づ くりにたとえる

なら、昔のコトパや外 国 語 な ど 借り物のコトパによらずに どこからでもない、それ自身のコトバ

で表現しようとするものであ った。

近代以前では、いわゆる様式建築はすべて、それぞれ固有の表現を 示すことでウァナキュラーだ っ

たといえるのに対して 、折衷主義は、その表現の上で、も っぱら他領域の造形言語にあやかろうとす

るところから、素朴なヴァナキュラーとはあくまで一線を画し、これを意識的にとり扱う 一つのイズ

ムとしてのウ 7 ナキュラリズムだ ったのである 。

近代主義はその初期での伝統否定的、排他的傾向から次第に、それ自身の内部でではあるが、何ら

かの語棄の拡張をはかるようになるが、やがて後期に向かつにつれ、こ の拡張の傾向は外に向か つて

次第にエスカレートし、やがて後期のマニエリスム的段階において、他領域言語を大幅に包摂するに至

るのであるが( F .l 下図の W段階の最大の椅円はこの包揃を図式化したもの ) この包摂の傾向がいちじる



F 1  

ヨ ジ エ ン タ ス の〈進 化 の 木〉 置
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しくなるのは、何とい っても 60年代後期以後の、とくにアメリカ建築の思潮聞においてである 。 そし

て、当時すでに前世紀的文化にかわ って様式的ヘゲモニーをにぎるに至 った新しい支配的文化として

の、いわゆるま続'ぷ Eit (アメリカでの 〈第二世代〉 ジョンソン、/ レド・j レフ等 ) に対抗的な姿勢を示

したものは、アメリカの伝統的な大衆文化を新しい造形的語誌としてと 1) こもうと試みるウ'アナキュ

ラリズムとしての、阪似的な く反 ・文化〉の姿勢をもっ、いわゆる く第三世代>( ヴェンチューリ、ム

ーア等 ) のクループであ った。 ( F. ドゥルーニ 〈現代建築 ・第三世代〉鹿山出版、での第三世代の意

味は、歴史的規定があいまいで無意味である )

われわれが今後のデザインの動向を巧える上で、まず注目すべきはこの く第三世代〉である 。 それ

はヨーロ y パや日本の同じ思想的傾向をもっ，建築家の作品と表現形式の上でも通底する 、何らかのマ

ニエリスム的傾向をも った、現時点で若い建築家層に最も影響力をもっと与えられる国際的な第一線

の作家クループを擁するものとして見のがし待ないものである 。 わが国でのその代表作家は磯崎新で

あ 1) 、彼はこれらの全グループを 一括して く解体派〉などと H乎ぶのだが、この派の示す く反〉の姿勢は 、

あくまで非現実的、観念的なものにしかすぎず 、その動きはもとより 60年代後半から 70年代初めにか

命令 ［［Ｇ Ｍ ＧｬＱｬＱＮＮ ｦｾＷ

けてのいわゆるヒ ッピーやニュー ・レフト等の運動とは心情的に併行するものの 、これら対抗文化の、

産業社会に対する現実での強い抵抗姿勢とくらべた場合、とうてい同日に論ぜられるべきものでは大・

いと思われる 。 一 万わが国などでは、社会の現実而はもとより、建築創造の理論面においてすら、

アメリカの 〈第三世代〉のように、体制派の建築への抵抗や批判の姿勢がほとんど見られないことは、

やはり何としても、もどかしくもの足りぬ気がする 。

ともあれ、これらのグループはもともとサブ ・カルチュアとしての抵抗文化の観念的な反映にすぎ

ず 、一而かなりファ ッショナフソレな風俗的性格の強いものであるだけに、そうした母体の運動の退潮

や挫折に )JII うるに、 i6: s寺の大転換の過程の進展にともない、早 H免変谷を強いられ 、やがてその名のよ

うに解体し、 j関係する運命にあるのではなかろうか。アメリカの場合と異なりこれらには何よりも民族

的伝統の悩い背景が存イ正しないことなど、もともと制民地的、泡i来的な性格がつよいこともまた、、

うした推 illiJ を裏つける上で一つの根拠を与えるものと巧えられよう 。

ジェンクスの く進化の木〉

イギリスの建築評論家チヤールス ・ジエンクスは、その者 〈控築2000> (工藤田雄訳、 S ｄ ｪｾ 也、

1971 ) で近代主義の発展を、 1900年から 2000年に E る 6 つの伝統の流れとして大胆な未来予測を机党

化している 。( F .1上図参照) もとより未来の部分に関しては、多分に S F じみた荒唐無時さをふくむも

のだし、彼がこの書をものした時点と今日との聞には、 WIJ の価値観のコペルニクス的転換というス

な断層が介イ1: しており、あの日l主成長Wl の申し子ともいえる朱米学的幻想がもろくも崩れ去 った今日、

Mをいまさらという感もする上に、未来の部分を| 徐いたところにも図表上の位世づけに誤謬が倣凡さ

れるなど、かなりの問題をふくむものではあるが、なおあつかい万によ っては、将来への展望の上で

ここから思いがけぬ意味を見出しうる、創立にみちた建築史の }j 法上の労作といえる 。 F .1の上図は、

私が彼の図表の原形をそこなわぬ桔度に、私なりの説明の{ 足立」二、手を加え、未来部分を省き、かつ簡

略化したものだが、この図だけからでもわれわれは、近代主義の こし方行く末について示唆される多

くのものがある 。 それをここで一 々説明するユトリはないが、例えは'上記アメリカの く第二世 代〉 と

く第三世代〉の思想的対立は、 E のビューロクラティ ックの系と F のポ ップの系との対立としてポさ

れる 。 E はこれに先行する D のチーム ・テンなど一連のブルータリズムの系から時代を遡行して第二

7 - ・J f . t '

次大戦中のアイロを経、西欧 20 年'代の英雄時代に行きつくのだが、これは今日でのいわゆる正統派

だけに止まらず、むしろそれとファシズム系の合流によることが示されているもので、ここでジェン

クスは、この系列が今日すでに支記長'iuこ転化した、 U S での テクノクラー卜による新古典主義の段



階から、未米での巨大な新ファシズムの発展を恕定している 。一方これに対立する反体制的なポ ップ

の系 F は、ここに菊竹や. ; 1 ，¥川など、- : i ! l i のメタボリズム ・グループを配するのには問題があるとして

ても、ジェンクスがこの系を B の戦前の欧州、|での未来派や表現派など一述の幻想的建築家のグループ

と結びつけたことは一つの比識を示すものであろう 。 とくに意義深〈思われるのは、こうしたポ y プ

の系がユートピァ系の 2 つの源流、直観主義と行動主義のうち、どちらかというと直観主義の流れに

属するものとしている点である 。 上述のように、今日わが国で、少なくとも建築ジ ャーナ リズム の

表面で主導的な位置を占めるかに見られるものは、はかならぬこれら幻怨的 l丘観的な; t : " プ系にほか

ならないことは、彼らが作品と抱き合わせにする高度に観念的で詰渋をきわめ、 ナ ン セ ン ス で 幼

稚な創作の万法論に明らかである 。 その特徴は、建築の芸術性を異常に豆枕することから、その社会

的現実的なｾ付けや機能性に目をとざし、観念の世界に沈潜して、実体としてではなく虚構のデザイ

ンに非日常的でモノパナレのした造形意欲を働かせ、もっぱら美的表現にのみ UtO執するところから、

何よりもその倫理感の喪失の上で、高級文化とはもとより、 U ターン後の酷しい社会経済的気象条件

の下でその進展が予想される大衆社会の現笑からもとり残され、やがては上述のように、解体変谷す

るか、あるいはまたその幻想性や反動性のゆえに図のように細々ながらネオ ・ファシズムの線に述な

るのではなかろうか。

私はここでジ エンクスがポップの行動主義系の発展の延長上にその大発展を必定している く革命家〉

のグループが建築的に何を立味しているのか理解し難いのだが、彼がこれを G の例所で、彼のいわゆ

る く無自意識的〉娃築の伝統と々えているものに架橋している点に歴史的に重要な意味がみとめられ

ると思う 。この第 6 の流れは人聞の全環境の80% を占めるとしているが、この数' j - : はジェンクスによ

ればく建築家〉に何ら ;μ 科されていない領域に関するもので、もしそれを建築家が〈デザイン〉しない

領域として定義するならば、この比率はさらに 98% にまで号 | き上げられるという 。

ジエンクスが近代挫築史の潮流の中に、この第 6 の伝統を正式に入れたことは、何よりも現代建築

の未来への展望に画期的ともいえる 大きな視野を広げた点で特筆すべき事柄だと私は々える 。 そもそ

も く無自立識がJ> な佳築とは、実はデザイン不在の建築といいかえてもよい 。つ まりこの系はいまだ

かつて正当に建築としての扱いをうけてはこなかった 。 このことは今世紀に入 ってからも今日まで然

りであり、この図表中の 6 つの流れについても、第 1 から第 5 まではデザイン立識があることで，建築

として認められるもので、イギリスの建築史家 B ・オールソ ップは そうした建築と 、第 6 の系列のく建

築〉との区別を、いみじくも Desi gned Ar c h，とV er nacul ar Ar ch. とに分けて論じているが、今日ょ

うやくこうした区分を廃して、人間の全環境を建築という名で一括すべき機運が熟してきていること

は、近年の地球的スケールでの環境破壊が人類の未来の生活での大問題のーっとされるに至ったこと

と考えあわせて、建築計画学的にも大きな開眼だといえよう 。建築家が関係しようとしまいと、そこ

に芸術的意識かあろうとなかろうと、人聞が生活の手段としてつく ったあらゆるモノを広〈 建築とし

て、全人類的に原点から考えていこうとする態度は 、建築を人間環境という 、より広い視野の中で見つ

め直し聞い直すことで、ここにく建築する〉とはく環境をつくる〉ことと同義と考えられ、そうした

より高いヒューマンな次元からの建築という概念の再解釈においては、 〈建築〉とは 必ずしもタテモ

ノを築造するといった く|刻発〉の而だけを含むものではなく、ある環境をまもりそだてるといった、

在来その反対概念と巧ーえられていた 〈保存〉 あるいは く保全〉の面をも同時に含むべきとする、画期

的な内容をふくむも のといえるようである。

アドホッ キズムの行方

だが、この図表に含まれる新しい動向の示唆は、まだまだこれに止まるものではない 。上 記 G での

く架 橋〉のいみするものもその一つである 。 これは民俗的、あるいは大衆的な、無意識的でヴァナキ

7 7  
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ュラーな領域を 、意識的なテザインの領肢にとり入れようとするー純のヴアナキュラリズムであり、

それは上記のポ ップ系の 〈第三世代〉のさまざまな試みとして示されてきた 。 その典型例としては、

ラーニｾ， '! ヲロ L ' ラスヘnス

ロパート ・ヴエンチューリの くラスベガスの学習〉があげられよう 。彼らはこれまで大衆向けの くま

がいもの > Ki t sc hとしてエリート層からヒンシュクを買ってきたような造形的要素をあえて建築に導

入するという 、ポ ップ ・アートの建築版を目論む一方 、意識的にしろ 、ウd アナキュラーの側から美や

右1) ii t'l 企を主 11艮とする在来のデザインに挑戦するかのように 、狼年ffi で月並みな表現をあえて試みるに云

ったのである。要するにこれは建築と非建築の結合であり、ゥーェンチューリのこうした作風は、その

|浪りでは、まさに 〈反 ・建築〉の名にふさわしいものといえる 。

以上は建築家の側からの非建築への働きかけだが、一方その反対の大衆の側にも目を向ける必要が

あろう 。 図中の 〈ZH代五，王者〉系の日曜大工 (DO- IT- YOURS EL F ) やヨどだ; E K ( Bot ch) など、わ

が国でもすでにかなりの進展を見せはじめてきているこの新しい く建築〉的傾向は 、今後大衆社会状

況の一層の進展とともにホビーという形で将米の新しい生活文化形成の上て、重要な役割を果たすもの

とみA えられる 。一方こうしたものと不可分の関連性において将米への く建築〉の発展における重要な

系となると推定されるものは、図中右下に示されたアドホ ッ キズムだろう 。 これはいかにも、無Ｚｕｾ識

的なえJA路線の行手を指し示すかのような、上述の広い建築概念にもとつく環境計画上の方法論的基

礎を与えるものとして 、 きわめて興味ある新しい視点を提示するものだ。

アドホ ッキズム ( Adhoci sm ) とは、これまたジエンクスにより 1968年命名された、Ad h加oc

毛するものでで、、 それは くあれ とれの特殊な目的のために 〉の文中の傍点を意味する 、英語での、、 for

thi s " にあたる 。「 てっ とり早〈目的を果たそうとするのがアドホ ッキズムの理想だ」とジエンクス自

身が解説するように 、その精神とは、ある目的のために臨機応変、ありあわせの手持ちの材料や手段

でものをインスタントに処置するとい った心がまえで、そこにふくまれる無計画性や偶然、性などで、

およそ くデザイン 〉 とはウラハラな反 ・近代の線だといえる 。 モノを創る場合でも 、例えばジエンク

スの著 〈アドホ y キズム 〉の共著者ナザン ・シルバーが 、既成の手術イスや自転車やトラクターの部

聞なとe 既成品のガラクタをよせあつめて奇妙なイスを作例としてこの本の挿画にしているのでもわか

るように 、場合によっては適宜に特注品を加えることはあ っても 、およそ設計図無用の着想、の面白さ

や偶然性のたすけにより、奇想天外な超特製の一品製作となる場合が多い 。 ジエンクスはこの精神に

よる til) 造の利点として 、デザインでは不可能な多様な組み合わせができること、マスプロ製品を個性

化できること、金と時間とを大 lt日に節約て‘ きることの三点をあげているが、このシステムの長所は決

してこうした、いわば好事家的 、芸術家的なオブジエづくりに終わるものではなく 、広〈大転換後の

省資源をモ ッ トーとする、これからの新しい社会経済の下で・の人類の将来の環境計ー画の方法論的基礎

の新しい知慧として活用できるものと与えられる。

もともとこうした考え方は何も事新しいものではなく 、例えば都市や集落の発展過程などを見ても、

人類はこれまでいつの時代においてもこの方式によってきたことがみとめられるのであって、ただ現

代の産業社会の くデザイン 〉の方法による都市づくりだけが異質で不自然だったにすぎない。 そうし

た思い上が った都市計画のあり方が、いまや将来の生活環境づくりや景観保全の立場などから根本的

に問い直されようとしている今日、アドホ ッキズムの計画一般に占める方法論的な意味は大きいとい

えるのである 。

牢 本 本 牢

昨年の，建築界の一部はー、まさに保存に明け保存に暮れたかの観がある 。社会一般もまたこれに同調

を惜しまなかったことは 、例えばヨー ロッパではこの年を く建築遺産保存年間〉として各国の都市で歴

史的町並み保存に積極的な姿勢を示したことにもうかがわれる 。わが国とても 、 もとよりその例外で

はなかったことは、たとえば大阪の 中の島や神戸の北野町の歴史的景観を守る大衆運動などに明らか

である 。 ごく一般的にいって環境保存の運動は 、60年代半ば以後の高度成長に伴ういろいろの開発に

よる、文化財や生活環境の破壊、あるいは各種の公害による環境汚染などを契機とするもので、それ



聖 アンドリウス大学芸術 センター ( 計 画案 1974) .J .スタ ー リン グ ( Casabell a  1975- 3 )  

前庭 左 右 の 小 さ い他物 は 既存 のもの 、そ の街 路 沿 い の 伐而 を、 同 一 仕上 げて｜線 に て左布の ＮＱ｜ＢＩ築部分 の ＩｬＺ ｾに ｩ 単純 さ せ、 j:t 飢上の

， ￯ＱｾＱ 杭 ｬ を は かってい る 。

が70年代に入りいっそう活発なものになりつつあ った矢先で、価値観の大転換の源とな ったあの石油

危機の発生である 。 これまでの風土や文化財の: r l ! l i 壌はその反面において、失われていく古きよきもの

への郷愁や愛情という形で、一般に古物愛好の材料1を生み、それが文化財や歴史環境の保存運動の一

翼を形成してきたものと考えられるが、この大転換後の省資源時代の到来は、こうした動きを側面か

ら決定的なものに高める上で大きな役割を果たすことにな ったといえよう 。 い ま や 都 市 計 画 や 建 築

デザ.インは、環境の保全や景観との調和をぬきにしては考えられぬものになろうとしている 。 ことを

狭〈建物の設計にと ってみても、今後はできる限り古いものを残すか、あるいはこれを再び新しい用

に活用しようとする傾向が一部で強いものになろうとしている 。 その意味でこれからの建築デザ: イン

ハイスタィ"

は、保全の見地から、何 らかの歴史様式との併置共存を前提とする、これまでよりもなおい っそう語

謀の拡張されたウ 7 ナキュラリズムの立場を余儀なくされるのではないか。( F 1 下図 のW段階で桁円

の⑪ の1' J mはこ の こと の図式化である 。)

そうした折点例がこれまで皆無だ ったわけではなく、すでに 1966年ハ ンス ・ホライ ンによるウィー

ンのローソク底レ ッティのファサードなどもそうだが、これは未だその萌芽の域を出るものではなく、

新旧とり合わせてのトータルなデザイ ンはやはりご く最近の出来事だといえる 。 その一例としてジェ

ームス ・スターリングの聖アンドリウス大学芸術センターがあげられるが これとても未だプロジェ

クトの段階でしかない 。だが、さすがはスターリ ングだけあ って、古い建物の部分と妥協的な調和を

求めたりなどせずに、堂々と新しい部分に、存分の個性的表現をあたえることで、強烈な対比による

調和として、古い建物部分を十分彼流にこなし切 っている 。

以上の意味から私は、昭和49年度日本建築学会作品質が倉敷アイビ イ ・スクエアに授けられたこと

に歴史的な意義を見出す。 これは世界に魁ての歴史的ウ‘ ァナキュラリズムの一つの成果である 。考え

方によれば、それはまたー砲のアドホ ッキズムの建築術的試みと評してもよかろ う。

作者の浦辺鋲太郎氏は受1 ' 1 ・の弁として、開口 一番「全く予知1しないことが起こる時勢である 」 とし

て、この作品に対する、大衆の好評やジャーナリズムの反応 、 とくに学会の評価の意外性をあげてい

るが、これは意外でも何でもなく、要するに作者のいうとおり文字通り 〈御時勢〉の しからしめるとこ

ろなのである 。すなわちそれは 、今日の建築の世界史的潮流の未来への展望の中で、その成果が期待

される 、歴史的ウァナキュラリズムの先駆的業績に対する評価であり、その意味で、1 ' 1 ・は作品そのも

のよりは、むしろ新しい局而を透視する前進的な建築精神 に向けられたというべきではなかろうか。

作者はまた、この受賞・が、歴史関係の目が加わ っているだけに、単なる流行では な く、流行不易 ( 芭

蕉 ) の見地によるものとみーえるが、いかに歴史様式ヴアナキュラーによるとはいえ、ゥーァナキュラリ

ズムという名のカオスは、あくまで様式を喪 った近代主義の末期的現象を示すものである以上、頭書

のウェイドレーの苦手句は、決して価値を減ずるものではないと私は考えている 。( 77 - 11-' 24)  

( むかい まきや 神戸大学教媛)
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断 面 か ら の 証 言

紙野桂人/ 中原文雄/ 森田博信

よく知られているように、美学者 H ・リードは、芸術における意識

の進化説をとなえている 。 芸術は進歩するものではなく、時代や文

化に応じて変化しているだけであるという一般的な諒解に対して、

これは ｉｾ ｉｾ ，命 的な議論であった 。 彼の 言うところは、人間 ｬ は ｈ 寺代を追

って次 第に芸術創造のもととなる意減、すなわち、現実のある苦1¥而

を見つめてそれを把握し再現する認』識の働きを拡似してきたのであ

って、さらに言えばそれは、哲学や科学における認識の拡必に先行

してi l ! i んできたというものであった 。

彼は芸術を発生学的に説明すると同 H与に、それが人間の意識の進化

に来たしてきた役;'I'J について主必したのであった 。

人間の意識の拡リ ｬｾＧ 立、ひとつには、 ｾｈＱｊ に関する意識の発展として

見ることができる 。

すべての文化は、そのどの H寺代の ー断 I市をとりあげてみても、それ

ぞれ特徴を秘めた空間概念を持っているものである 。 ことを建築 の

ところにしぼった場合、それはより l別i僚に凡てとれるであろう 。 建

築のデザインが、空間に |共j するひとつの意識を持たないでなされた

とすれば、それは人間の意識の拡，;uに千円ー与する重要な部分を置き忘

れた 1=r ＱＮ［ｾにおわってしまうであろう 。

このような考え方に立 って、 近代建築 のデザインの流れを 、空間 fiYi

成の遜移を過して見 た試 み を 紹 介 さ せ て い た だ し

セク y ヲン パタ ーン

建築の空間構成を断面の型でとらえることは、いがいに行われてい

ない。 空間椛成を平面の砲として見ることは、建築をそこで行われ

セ ク" ν バ ター 〆

る生病の J也図として見ることを可能にする 。 空間Nl j : 成を断面の型と

して見ることは、そのを! 日lの直接の休l殺の質をかなりすなおに反映

する 。

". ーム，

空 II¥Jの体験は却に支配されると同 11寺に笠111J の大きさについて鋭敏に

反応、する 。 いろいろの怨きたから主I i r J の概念を読みとるためにはその

大きさについての比較が可能なようにしておくことも重要である 。

次頁以降に 1 9  2  5年から現在にいたる代表的と思われる建築作品

の断而型を 1 / 1000の紛尺に統ー して紹介する 。 実際には約 100の

往きた作品について作業を終えているのであるが、紙数の関係などか

ら28点にしぼ ったので、選定にやや無理が出ている点はお許し願い

たし、。

x  x  

さて、 28の断 l商か らやi J を読み取ることができるであろうか? これ

について今あまり詳細な論議を展開することはさし控え、私自身が

今思い J荷いているい くつかの要点をあげておく ことにとどめておき

たし、。 それは読者諸兄が、自由な思索を展開される足場にすぎない

ものであるが。

x  x  

・ 1 9 2 5 年から 5 0 年代の 1土ばにいたる流れとして、 「ひとつの

良くまとまった機能的空間の椛築」 が展開している 。 その空間とし

ての抽象がクラウンホールではないか?

・ 5 Ｐ 年代の半ば以降では、それまでの緊密な内音 ＱＱｾｬｪ Ｚ ｊ のまとまり

が緩められ、外へ向かつて流れ出すような新しい意志が見える 。

• 1  9  6  0 年代に入って、外部空間の意識的な構築が、空間のより

大きな規模に向けて展開している 。

・それは、 6 0 年代の後半から 7 0 年代に向けて、タウンスポット

としての建築空間の新しい意識、街路や小広場と建築の内部空間と

との合体にＮｬｊＱＺ Ｇ［ｉｾ されてきた 。

・建築空間と都市空間のー休化が、今後ますます深〈意識され、 2

jinのボキャブラリーをmしていく方 向と思われる のであるが ?

パンテ オン ・ローマ A D. 120頃

( かみのけいじん/ 大阪大学助教授 ・工博 なかはらふみ必 / 竹中工務応設計部 むリたひろのぷ/ 大阪大学大学院)
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近代建築における 28のセクションパターン・ Scal e 1  :  1000 

凸 ｾ ｃ

サヴォイ邸( L . コルピュジ: z : 1929)  

第 2 ゲーラアヌム ( R. シュタイナー 1925)  

ビープリーの図書館 ( A. アールト 1932)  

ベルリンフィルホール ( H. シャロウン 1956)  

モリス商会 ( F . L . ライト 1948)  

シドニーのオペラハウス ( J . ウッツオン 1958)  
ファンスワース邸 ( M. V ローエ 1950)  
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エール大学芸術建築学部 ( P. ルドルフ 1957) 

ソーク研究所( し. カーン 1959)  

ホイットニーアメリカ美術館 ( M. ブロイヤー 1962)  

ワシントン( ダレス) 国際空港ターミナル ( E . サーリネン 1962)  

川 面」

レスター大学 ( J . スターリング 1963)  

.... ーーー『

スカボローカレ ッジ ( J . アンドリユース 1964)  

近代建築におけるセクションパターン

1  :  1000 
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オークランド美術館 ( K. ローチ 1966) 



アンケート

建築デガミインにつしての証言 '76

「これからのデザインの万向」を巧えるにあた のです。 関西の処築家て¥下記のように、大正 にもられることもさることながら、行i切に絡め

って、 「建築デザインの証言， 76j として、と から! 被前までに学窓をでられた ); 26名、戦後に られた慈味泣かな内容をくみと っていただけれ

くに| 剥西を主> ; . :・ ill 築自IJ 作活動の妹台としてこら 学: 容をでられた万28 1，、計 54名のill 築家に、耳IJ 記 ぱ 幸 い で す。

れた方、あるいはこれからも中心とな って活動 のようなアンケートをお願いし、※ 印の33名 の なお、近代建築で大きな評価をうけている外国

していく万々に、現住の限を通じて過去の建築 万 ( 6 印はインタビューしてまとめたもの ) か 悠築家の作品写点を偶数頁に並べ、最後に 、ア

デザインについて諮っていただくことによ 1) 、 ら回答をいただきました 。 次頁以降に 、 この主 ンーヶートにもられた評価の高い関西の近代建築

今 後 の，建築デザインの万 I1. J をさぐろうとしたも 析を、学校卒業年代順に- t c : " l&いたします。 活 字 の写真を参巧ーまでに配列しました 。

回

A .  1900年 以 降 現 在 ま で の 世 界 の 建 築 作 品 の 中 て¥

あ な た が こ れ ま で 深 い 関 心 を 寄 せ ら れ た り 、 あ る い

は ご 自 身 の 創 作 活 動 に 深 い 影 響 を 受 け た と 考 え ら れ

る も の は な ん で し ょ う か。

B. 現 在 、 注 目 さ れ 、 あ る い は 問 題 視 し て お ら れ る

も の は 何 で し ょ う か。

以 上 に つ い て い く つ か 作 品 名 、 作 家 名 を あ げ 、 ご 指

摘 の 主 旨 、 作 品 の 評 価 、 デ ザ イ ン 活 動 に お い て 受 け

ら れ た 影 響 な ど に つ い て 、 簡 単 に お 話 し 下 さ い。( 年

代 別 に 指 摘 い た だ け れ ば 好 都 合 で す 。) 参考として、

一 般 に 著 名 と 思 わ れ る 建 築 家 の 、 建 築 作 品 の 年 代 別

リ ス ト を 附 記 し ま す ( 右 記 ) 。こ の リ ス ト 以 外 の も の

を 指 摘 さ れ て も 結 構 で す 。

国

A . こ れ ま で に 、 ラ イ フ の あ る 建 築 と し て 変 わ ら ず

評 価 し て こ ら れ た 近 畿 の 建 築 作 品 に は 何 が あ る で し

ょうカ、。

B. 評 価 の 安 定 性 に 問 題 は あ っ て も 、 い ず れ か の 時

点 で 注 目 さ れ た 、 あ る い は 現 在 注 目 さ れ て い る 近 畿

の 建 築 作 品 に つ い て 、 ご 自 分 の 記 憶 の 中 か ら あ げ て

下 さ い。

以 上 に つ い て 、 で き れ ば 、 明 治 ・ 大 正 、 昭 和 ( 戦 前 ) 、

昭 和 ( 戦 後 現 在 ま で ) の 三 時 期 に 分 け て 作 品 、 作 家

名 を あ げ 、 そ の 主 旨 、 評 価 な ど に つ い て 簡 単 に ご 記

入 下 さ い。

国

建 築 デ ザ イ ン の 今 後 の 流 れ 、 問 題 点 、 目 指 す べ き 方

向 に つ い て 考 え を お 示 し 下 さ い。

外国の著名建築家と作品年代別リスト

・19∞- 09年

L oui s  H .  Sul l i van( 米) カーソン・ピリー・スコ ット百貨I吉

O tto Wa g nr  ( オーストリア) シュタイン ホ ッフ教会堂

Pet er  8 ehr ens  ( 独) A E Gのタービン工場

Char l es  Renni e Ma c k i nt osh( 英) グラスゴ一美術学校

・1910- 19年

Ant oni  Ga u di  ( スペイン) サグラダ、カサミラ一連の聖堂

Ant onio S a nt 'El ia ( イタリア) 未来都市宣言

・1920- 29年

Aug us  t e Per r et ( フランス) ノートルダム教会

Ra g na r  O s t ber g( スェーテ'ン) スト ック ホJ レム市庁舎

E r ic h  M endel s ohn( 独) アインシュタイン塔

Rudol  f  S  t ei ner( オーストリア) 第二ゲーテ館

Wal t er  Gr opi us (独→米) デッサウのパウハウス

・1930- 39年

L e  Cor bus i er ( フランス) サボア邸

F r a nk  Ll oy d W ri ght ( 米) 落水荘( カウフ 7 ン邸)

Rober t  M ai l l art ( スイス) セメントホー J レ

W i l l em M ar i nus D udok ( オランタ7 ヒJ レベルシュムの市斤舎

・1940- 49年

L uci o Co s t a & O s c ar  Ni emey er ( ブラジJ レ) リオの教育保健省

P hi l i p j onns on( 米) ジョンソン邸

Fr ank Ll oy d W ri ght ( 米) ジョンソン・ワックス会社研究所

Mar c el  8 r euer ( 米) ブロイヤー邸

E r ik Gunna r  As pl und( スェーテン) スト ックホルムの森の火葬場

・1950- 59年

L e  C or busi er ( フランス)

S O M(米)

マルセーユのユニテ・ ダビタシオン

レバーハウス

アンケー卜

依 頼 先

竹 腰 健 造 ' "，

村 野 藤 吾 ' "，

石 川 純 一 郎 ・

小 国 島 兵 吉 ・

森 田 慶 一

滝 沢 真 弓

東 畑 織 三 ・

悶 橋 作 太 郎 ・

徳 永 正 三 .

小 川 正 .

浦 辺 鎮 太 郎 ・

西 山 知 三 . "，

高 橋 慶 夫

岩 本 1尊 行 ・

西 沢 文 隆 .

彦 谷 邦 一 ・

西 崎 徳 太 郎

渡 辺 道 輝

足 立 孝

鳥 国 家 弘

清 水 和 禰

福 図 朝 生 ・

佐 野 正 一 ・

光 安 義 光 ・

宮 家 安 泰

片 山 光 生

増 田 友 也

薬 袋 公 明

根 遺 耕 一 郎 .

山 崎 泰 孝 .

辻 野 純 徳 ‘

楓 文 彦

L e  Cor bus i er( フランス) ロンシャンの教会 高 徳 前 一

L u d wig M i es v an der  Rohe (米) レイク・ショア・ドライブ・ア' / ，- トメン卜 蓮 f弾 亨 ・

向 ul R udol ph( 米) エール大学建築学科 水 谷 頴 介 ・

川 崎 清 .

神 出 津 嶺 雄 .

出 江 寛 ・

指 宿 真 智 雄 ・

徳 岡 昌 克 ・

太 田 隆 信 ・

Os c a r  Ni emey er ( ブラジJ レ) ブラジリア

E e r o S aar i nen( フィンランド) M I T講堂

W al l ace Ki r k man H ar r i son( 米) 国連ビル

・1960年 以 降

Ha n s  S c ha r oun (ドイ刈

J o hn  A ndr ews ( カナタヲ

Vi l j o R evel l  ( フィ ンランド)

L oui s  1. Ka hn( 米)

M i nor u Y a ma s a k i  ( 米)

J or n Ut z on ( デンマーク)

K  evi n R o c h e (米)

J a me s  S  t i rl i ng( 芙)

Char l es  Mo o r e (米)

ベルリンのフィルハーモ ニー

スカポローカレアジ

トロン卜市芹舎

ペンシルパニア大学医学研究所

ワールド・トレード・センター

シドニーのオペラハウス

フォード財団本部ピル

レスター大学工学部

シーランチ

Al i son &  P et er  Smi t hs on( 笑) エコノミスト・タワー

A r chi gr am ( 英) プラグインシティ、ウォーキングシティほか

東 孝 光

安 議 忠 雄 ・

毛 綱 モ ン 太

加 議 邦 男

渡 辺 豊 和 ・

小 角 亨

寺 本 敏 則

中 島 能 彦 .

浅 井 滋・

瀧 光 夫 ・

高 ロ 恭 行

山 本 遠 音 量

高 松 伸・

(Mli不I"J )
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大正元年卒業

竹 腰 健 造
【近代建築作品( 外国! 1900年イ9年】|

回

- 1 ' 1 . が大学を山たのは大正J e 王手です。 その可l は英国が世界谷地に. ftf( 民 地 を

もち、 11止t 'Jrtl 大な| 主| て¥文化の fEI主LJ はも j丘んでいるといわれておりま

した 。 これに対して ｾＥｎ Ｚｩ の 万 ｬ 百 ｬ では、フランスが世界の ｲｬ ｾ Ｑ 心 といわれ、

，建築の ) j でもエコー J レ・デ ・ポザーノレが往築教育の面では世界 ft(j に有名

でした。 しかしコ浜の jl/，I係むあって、熟! 症の結沢一、英国でもう少し勉強

しようと思い、波欧しました 。

そして、 災今回では主として Roya l Insti tut e  of Bri t i sh Ar chit ec t  

( RI BA) の会以資絡試験をi L U ることが一英 人 の 進 む 路 で あ る こ と が 分 か

つてきました。それがために 各.ft (i 民地からロンドンにきて A rchi tect ur

al  Associ at i on  School  (A A) て寸II i 充の勉強をして受験するのです。

私 0 *古1; ，) その )j 法をとることをすすめられ A A に入り、 j ι 入学生の 1l¥1に

人って勉強し、幸いに R I BA の試験にも令絡しました。 ところが今 H か

ら六卜数年前のことであり 、 また外IJ il 人として受験合給 したものは初め

てでありましたので、 Br山 叫 ん chi tect (英悶人住築家 ) の会であると

表明してあるから H 本人が会μ となることが問題となり論議の結果、受

験に令指守したという読占を出すということに 決定しました。

ここで一応 i皮英の日 (I(j を迷し、すぐオースチン ・ホーノレの offi ce てオ効く

ことになりま した。 この時代は往築家が，建築の新緑式に憧れていた 11寺代

で、セゼ y ションやアールヌーボーの新機式が生まれ、 J レ・コルビジエ

やその他の人の新様式論が盛んでしたが、 j皮y i : 後間もなく起こった欧州、|

戦争のため、新処築; 命には - 11寺下火となり、ドイツの占領下にあったフラ

ンスの処築諭.r，ーノレ ・コノレビジェは l町家に 転身 して主II 築論をやめ、ナチの

政治下ではプ J レノ ・タウトやグロピウスはドイツを迫われ、タウトはト

J レコに芥死し 、 グロピウスはアメリカに波りました。

その後 、新機式に1すI'U;{ するわが，建築 界の 人 々 が プ ル / ・タウトやグロピ

ウス等を日本に招いて，芯iiil 会など聞いて処築論を論じましたが、これ ら

の人々は 、進 歩主J宝の論告; で 尊 敬 さ れ て は お り ま す が 兵 端者的傾向 の、

実際の仕事の量の少ない挫築家で終わったものが多〈 、その作♂1 も名F

の高いわりに 、4ムl立催予言さを感 じません。

固

ｼ主Ａ聞 の建築では 、 中 之 ｬ みの図 Ｏ ｾ館、大阪 ｗｾ 音 ＱＱ などが注目されるべきむ

のであると思います。 大阪倶楽部の処物については今日余りうわさはさ

れませんが、大正時代を代表する注目すべき往築だと思います。

東京では上野の美術館がすきです。 今 日では日本の主主築は欧米の往築に

比して少しも劣ることはないと思います。

私は昭和 8 年まで住友 本社 で、住友ビ J レ ( 今日の住友銀行ピ j レ) をはじ

め各組の住友関係の主主築に従‘ J'; していましたが、 その 時代 から机を佐べ

て{ 士 '1'. をしていました長谷部鋭育さんと、長谷部 ・竹腰建築 'J'. .r，bi' l斤を創

設し、住友を離れました。 それが昭和 8 年です。 長谷部鋭吉さんのこと

をいうのはさわりがあるかもしれませんが、長谷部さんは近代の松も傑

出した建築家 ｦ ごと思 ってお ります 。 そして右、は長谷部さんと仕 Ｇ ｊｾ をとむ

にしたことを 一 生の光栄であると思 っていま す。

圏

これからの挫築は、科学: の進歩とともに今 H までの娃築とは典なった性

質のものとなり、あらゆる 科学 的新企阿がとり入れられることとなるで

しょう。したがって 、構造的にも新しい計阿が企図されるでしょう 。新

しい設{ ，m、新しい椛 巡のために 、建築資もそれぞれ従米とは異なった ;'111

合となるであろうと a思います。

そういう .i J ! 築の性伎のため、 ，住築 t の資給 、性質も従. > 1 ミとは災なったも

のとなるのは当然であ りましょ う。

多分に主芸術家的観念をもっ従来のアーキテクトという者のほかに、科学

等を総合的に合理的に *- 11み立てていく性質をもっ新しい ←立l床の挫 築 家 が

要望されるのではありますまいか。

江主fII if の専門家も、. f ，Yi ;;i の ).，_I，[ 門家も、それぞれの専 門知識の名古11門に辿じ、

しかもこれらを千明II 的に調和させて組み立てること の能力をも った人が

望まれるわけであります。 そういう人は新時代の建築家ということにな

るでありましょう 。( ，;!d ( たけごし けんぞう)
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村野 藤 吾
大正 7 年卒業

村野、森建築事務所

回

私は図面を舎〈ばかりで歴史に対して専 門家ではありませんから、特定

の建築家の名前をあげて話をすることは維しいことです。 また私が関心

をもった建物といってもどなたも同じように関心を示されるものですか

ら特に私が、ということもないものばかりです。 例えばスト ックホ J レム

市庁舎などですが、ただいえることは人が感動するということは 、その

時どきの見る人が置かれた状況とか心理Ａ状態に非常に大きく［ｾ［響される

ということです。 lj 財産昭和24年頃、広 J_:l'j の教会の設計を機会に波欧した

ときには 、 戦争 ｉ ｟ � の貧困さというのは大変なもので、もう Ｋ ｬ ｽ び控ｾする

時代はないのではないかと思っていたときでしたから、このときの感銘

は以前に増して大きなものでした 。

国

関西のものでというと、近代をどの頃までのするかが鋭しいのですが、

長谷部( 鋭吉 ) 先生のものは立派だと思うし、尊敬もしています。先生は

仕事の阪で大変忠まれた幸福な人でありました。 住友におられて仙人で

芥らした人でした 。 この点では町の中にあって苦労して仕・!与 をしていた

人とは少し立場を分けて々える必要があるでしょう 。 その; 芯i ， 1味では渡辺

節先生は件かったと思います。f仕上

をよ〈知つているし、人を使うことも 上 手でした。本当のアーキテクト

らしいアーキテクトだと思います。新しいものも外国からj ; fi 1) 入れたし、

材料の使い方、日i 負の使い方、図面の出き万などあらゆる点で日本の建

築を近代化した最初の人でした 。 いいデザインをするとか設計が上手だ

という人は沢山おると思いますが、厳しい条件のもとで、その条例ーをす

べて満たしながら、しかも自分の考えを実現していくといったように街

の中の建築とともに生きて、今日の基盤を作った人は渡辺先生以外には

少ないと思う 。手4 が教えを受けたからこういうわけではありませんが、

あらゆる点でお 出来になった 一人であったと思います。

国

現在のものに対しては、向分の作品自体にも問題があるのだからいうこ

とは差しひかえさせてもらう 。 今後のこととなるとはっきりいえないと

いうことでしょう 。 ただ ｦｩ 面値観が多械化しているのは Ｇｊｾ 笑でしょう 。 ひ

と頃のように理論でどうするとか顕だけでやろうとする傾向は若い人に

はだんだん無くなってきているように感じます。頭だけでやるのでは、

やがてすぐに皆同じ答えが出てしまう、その先をどうするかの問題があ

るでしょう 。 疑問に対してとにかく線で勉強しようという態度が来い人

に出てきたように思います 。 迎賓館の仕 Ｇ ｊ ｾ では職人を深すのが大変なこ

でした 。 「これどうかね 」 といえる ｾｩ 正人カ川、なくなってしまった 。 ＱＧＨ 1ニげ

に関連した生産性を高めることと職人技術の'低下とが相関していると思

う。何もかもがJ i J j で仕' f ，. をすることになってしまっている 。 教育にして

も誰しも大学へ行ーこうとするのだが、技術保存はできるだけ来い時期に

早くからその戦について年季をかけて包1件しないといけないものです 。

そのためには例えば自分はこの仕 Ｇ ｉ ｾ しかやらないのだ、という述。 ｊ をや

ってはどうか。 自分の技術を保存しながら 11¥1接的に賃上げにもつながる

だろうし 、自分の Hl が税の湖、を豊田うということにもなると思う 。 技術

の保存には誰かが犠牲 にならないといけないのだが、級人だけに犠牲を

強いるのは今日では通用しない。ただ左利、船木職などの荒い人の中で

これではいけないと思ううえ持がmえてきているので将来は明るいと思っ

ています。 近年いろいろな形で再開発が行われていますが、再開発は決

して強権でやるべきものではない。 自然に、誰も民同をもたないし誰も

が喜ぶものでなけれ

ばならない。

{ 列えばサンフランシ

スコのキャナリ ー は

古 い か;11を改造した

ものだが非 ＢｩｾＧ によく

出来ている、浦辺さ

んのやられたもの( 合

敷アイピースクエア)

もこれとは少しi @う

(布fJt へ)

小田 島
王主主主

ノ " w  

大 林 組 顧 問 元 設 計 部 長

回 A

大正 11年卒業

いささか答えが妥当ではありませんが、若い H寺に食べておいしいと思っ

た食物が、年をと ってからも同じようにおいしいとは限らぬように 、若

いH寺に感激した建物にいつまでも同じ感激を持ちつづけるとは限りませ

ん。私共の若い時は何でも見るものすべてが篤呉だったようです。 日本

にもエライ先生方が居られるのに、それに気がつかず外固め方ばかり見

つめて腐りました 。それもドイツ、オーストリー、オランダやフランスな

どの大陸の建物が主で、例え( j ' Pet er 8ehr ens の A E Gー述の建築( タ

ービン工場、モーター工場など 1909一1912) やペテルスパークのドイツ

大使館 (1912) などの大らかさに打たれ、 Hans Poel zi gの自由奔紋さ、

(  19IJ えばベルリンの Capi t ol t heat er1921 ) に目を凡はり 、W. M.  Dudok 

の 端 正 簡 紫 さ に ( f9Uえ( j ' ヒルベルシュムの市庁合、 ロレンツ通りの学校

1928ー1930) 目を緩やかしたものて' す 。8ehr ens の小品的建築には興味は

ありませんでしたが、工場や公共建築には感心しました 。やや年をとっ

て建築の実物を見てから Mi es van der  Rohe の作品に: e : かれるように

なりました 。 シカゴの 1. 1.  T の建物 (1953)、i.i) J伴のアノ守一ト (1957 ) な

どの自殺 l明断合理的手法には続きました 。Ski dmor e，Owi ngs  &  Meri l l  

設計の戦後のー述の建物も、何かしら共感を呼ぶものがあり( 例チエー

ス ・7 ンハ ンタン銀行 ) 少からず教えられました 。 その他 彬響を受けま

したのは Mendel sohn，F .  L.  Wr i ght ， L. Cor busi er など枚挙にいとまあ

りません 。

B . 私は織を離れてから暫らく勉強しておりませんのでこの項の答は出

来ませんが、 Pet er Cook， Hans  Schar oun， Mi nor u Yamaz aki ある

いは日本の丹下健三、Ｎｾｾ川紀君主などの人々が夫々新しい道をひらいて行

くことでしょう 。

国

戦後、特に故近は数多くの主主築が出来ましたが、夫々村I魂をこめた作品

で一 々その名前を挙げるのはたいへんですし、また全音11見ているわけで

もないのでここでは一応戦前のものを辿りたいと思います。即ち 1940年

以前では大阪中之 l誌に大阪府立図書館 ( 聖Tロ孫市 ・日高時一 1904 ) があ

ります 。平九ですが端正です 。1926年に大阪府庁 ( 平林金吾 ・岡本響 )

が :JJ 米ています。 これは図面で見ている方が愉快ですが、実物も心に残

ります。 同じ 1926年に出求た住友ビルディング ( 長谷部鋭吉 ・竹腰位進 )

もどっしりとしてす在来きもあり必の肝きな建物です。これは初めの原案は

7 1滑往だ ったのが地工也前地泌があった為、安全を A号え急、溢 5 階にした

とIlfl いていますが、宇i}] めから 5 階の計Ulij であればあるいは別の形をと っ

たかもわかりません。総業会館( 波辺節i ー1931 ) と大阪ガスビルデイング

( 安井武雄一 1933) は夫々地築をして大きくな っていますが、いずれも旧

館の万が風絡があ って、いぶし銀のような味わし、があると思っています。

固

建築のデザインの流れがどういう方向に向くかということはむつかしい

ことてe すが int ernati onal のものになることは附 j s いないと思います。地

域によ って差はあるにしろ私共の生活機式は段々と同じようになります。

現に私共周囲は日に日に規絡化され、型にはま った生活を強いられるよ

うになり、それを使いそれを食べないと生きて行けないような仕組にな

りつつあります。建築のデザインもその風潮に従わざるを得ないと，思う

のです。ますます合理的に、機能的に且つ経済的になるでしょうが、人

間の心を失わなければ幸いです。( 文中人物敬林略 ) ( おだしま ひょ うきち )

Ｈ 左 ｦｾ ょｾ )  

かも知lれないが良いと思います。

こうしたものの計画では、人聞の心理を応用して狭いところ広いと

ころ、折れ fi lJ がったところをよく組み合わせて作らないといけない。す

っと通っていたり道幅をきちっと揃えたりしては本当の人 間の喜びとい

うものが出てこないでしょう 。 また建築家は民↑ 1-11資本による建物でも、

建築が公共性あるものという認減に立って、公共の場として公開すべ〈

提案することが必要だと患います。しかし 一方で使う恨11 の一 般社会にこ

れを大切にする気持が欠けているのは残念です。 それは結局は自分遠の

ものであるはずなのですから大切に守っていく気持を 7守てることが必要

です。 いずれにしろ建築は社会化されるべき傾向のものでしょうが、社

会化する万法は難しいと思います。 ( 談 ・文武編集) ( むらの とうこ )
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石 川 純 一 郎

回 A

1920年夏、石本喜久治 . !E，口 J77巴 ・沌沢民弓 ・矢田茂 ・山田寸ニ及び本国

Ａ変ーの＼＼ｲｩ氏は 、 「 分離派建築会」を結成し 、 その立言を発表し、「分調 Ｑ ｾ 派怨

築会宍言と作品」 と題する小 11サを岩波から 出版した 。 この出米 !. J'; ，立 、私

の在学: 中のことであり、且つ上記諸氏は 、私より二年先輩の同学である。

私はまだウプな建築学生であり、兎に角、 eJ'; はごく身近で起 ったのであ

る。大変な興哲? と感動を受けたことは確かである 。殊に翌々年 1922年 東

京上野で関かれた平和博覧会で、分離派建築会の標傍する、日本最初の

近代建築鮮が、現実に 、出現するに至 って、私の興干E と感動は最高潮に

迷したとい っていい。 こうした熱情的印象は、なかなか消えずに、あと

あとまで、大きな彩絡を妓すも の らしい。

当然、当時の私に情緒的感銘を与えたものは、ピーター ・ベーレンスの

A E G タービン工場、エリ γ ヒ ・メンデルゾーンのアインシュタイン俗、

ワルター ・クロピウスのパウハウスのデ y サウの校舎など。更に 1920年

から 22年かけて発表された、ミース ・ファン ・テソレ ・ローエの一連の計簡

集 一一ベルリン ・フリードリ y ヒ街に建つ予定の 、ガラス 1
f

t 天楼二案、

及びコンクリート ・ピル計画案、何れも無条件で魅了されたもの。 その

思い出の尾は今だに引かれて、今日彼のアメリカに於ける諸作は懐かし

い。 挙げれば、イリノイ工科大学のクラウン ホール ( 1956) など。

B  現在、特に注目しつつある作家なし 。 ただオスカー ニ- " 7 イヤー

の波地など、羨望する絞度。

図

云いふるされた言葉一一 「燈台下H音し」め通り 。 ただ大阪筏訴院 ( 河合

j告政 ・明治32年 ) 一一 今は姿を消してしまったが あの盆山川を前に

した赤煉瓦の建物、殆んどｾ寝技巧の日絡を 中央部 に持った、あの外観だ

けは今でも初御するものだ。

園

建築という概念が、間々まで明確な、固定的な概念でないと同様、デザ

インという概念も、亦 、甚だ不安定な概念だと云えそうだ。

しヵ、し手L はこう考ーえる 。

主主築デザインとは、第 1 に「建築は如何にあるべきか。」 という忽索の態

度であり、第 2 に「かくあるべきだ。」 という信念そのものであり、第 3

に、その実現のための技術的意志であり、第 4 に、その結果、具象化す

る形態だ。 と私は見る 。右のうち、第 1 点から第 2 点への推移の部分は、

建築デザインの原点て¥最も本質的な部分だと私は思う 。

近世になって、社会状勢変化の下て¥次々に相反 ・阻挺する、雑多な建

築 の 主 義 ・主張や、運動が起 った。

しかし、芸術主義 ・機能主義 ・生産主義等々 、何れも、私の云うデザイ

ンの本質的な部分への規制lであり 、方向づけだったのではないか。 これ

を単に、その結栄としての可視的形態の特巽性だけを問題にしてはなる

まい。

第 3 点の技術的 ・生産的要素のレベルは 、今後いくらでも上持するかも

知れないが、又その問、デザインの本質的なものの鍛矧 ・抹殺の虞れも

ありはしまいか。

兎に角、デザインの可視的形態のみを問題にするのはあぶない 。

云ってみれば、建築デザインを、街の女性のスカートの長短と同一視す

るようなことは危険だ。

建築デザインは、ファ y ション ・デザインと争わないことだ。

( いしかわ じゅんいちろう)

大 正 11年卒業日代誤作品T 外国) 山 件三九年】|

‘  
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， 

アインシュタイン塔のスケッチ( メンデJ レゾーン)

f "， I Uf ' J r n"， 
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ロビ ー邸 (F .L ライト ) 1909 

カサミラ (A.ガウディ ) 1910 
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東畑謙三大正15年卒業

東畑建築事務所

年をとるとむつかしい訴はなるべく避けたくなる 。 筒条 -.I r - きにして質問

れるとその終えにならないかも知れぬが述〈歩んだ道を似リ返 ってみ

よう 。

草l.'$; が処築をよ; した時代、いわば往築' f : 'l 三時代は ( 1924 - 1926 ) まだ日

本は処築芯匠はスタイルの時代であ った。， 也ｾにデザインという言葉が

チラホラ使われていて分隊派活動のあ った時代である 。 外国雑誌にペル

チ ッヒやメンデルゾーン等の作Jll が出て Jい、血をおどらせたのである 。

ところがこれらの作品はいづれも似性が勝ちすぎ一 位の体火ーがあ ってす

ぐあきがくるものである。そこへ出て米たのがル ・コルブジェ ソーニ

エであ った。当時ドイツの，建築雑誌はワスムート祉のものが唯一であり

これにチラホ ラ出ていた。私はこれが行くべき日的地であると感じ、そ

の若 .1 ｾＺを外国か ら取りょせた。勿諭フランス語であるので勺 λ ［ 1きで読め

ても在、にとっては思忽はうかがわれにくい。 そのうちにヒルベルザイマ

ーと行う人の郷訳があることがわかりこれを M:: んでその忠也! と{ 乍品にま

すます傾倒した 。 そして当時、 t京都大学工学部位築学教誌で出していた

，建築学研究紙一lニlこル ・コルブジェに就いてという紹介文を .If-¥.. 、たのを記

憶している 。 1927年頃であるからル ・コルブジェが日本の爪宇: になった

最初のものと私の若い日のほこりである 。 当時ｾにくせのない設計を発

表していたアンドレ・ルルサという人があったが必はこの人の方がすき

であ った。:J:t f去一 f{'J 名前が出てこなくな った。

若い 11寺代の何1到はいつ迄 L つづく、その上第一印象は値更! ! である 。半 世

紀もつづいて身は之境になったが村村Iは l古l はてしない平' j ! f' を一方をむい

て歩き続けている僚である 。

1932年平:1.. 1まさt 怠を出て大阪て“建築' f ，. 務所を 1mいて実務についた 。 当時は

日本が大l性似攻時代ともいうべき H寺て¥控築は所Jili 、美術総築主るもの

がなく、産業，建築いわば工場処築ばかりであった 。 当時は工場は所;11建

築学の 'i ' でもとりのこされた百111"1 であ った。 アメリカ合衆国にアルパー

ト ・カーンという技術者がある 。一つの 大きな技術者の集団を造り専ら

当時のアメリカ産業の中心である自動 '11産業の工場の設計をや っている

建築 事 務所である。私はこの人の作品ュｬｴＮひ併に著 ｩｾＡＺ 、図 ｦ￺ｩ に接する機を科た 。

又そのよｾ団の組織、活動を自のあたり比る機会にめぐまれた 。

，建築; 命でよく IHI < 言葉一一用を守れ、，建築材料に忠実たれ一一よくわか

った言集である。ところが占代から建築は美術の一分派であるという巧

えの rl' に目的とか材料とかが埋没されてしまうことが多し、 。 ところが力

一ン の工場主主築は目的と材料が最初に出 て米て、それを 忠実にまも って

出来たものがあの美しい工場主主築である 。私はこの辺で主! t 築の美的要ぷ

を一度洗い直す必要にせまられた 。三十の手習いであり、第二の人生で

もある 。 日 ｩ 主これには多くのむつかしい学 ｾｾ＾ｉ が必要である 。 ｓ ｻｽ 濯のすきび

だけで、又己の先天的な J 能だけで出米る美ではない 。日佳、用や材料に

は物理的な他人によって動かし仰ない袈イJ けがあり、 f同人の体! 込がない

美であることが何よリのよりどころである 。

そうして 40年実務について歩いている 。 ヒ述の二人はいずれも飲人にな

った。又」; 一物、作品には接していても ー l(J j 識もない ) j である 。質問に山

ている多くの作者作品は私にと ってはいづれも教えられるところの多い

方ばかり 。 然しこちらも笑務についていれば、百li とむか つて 批評、 評価

の僚主おこがましいことが出米るものではない。これも年のかげんかも

しれぬ。 ( と う はた けんぞう )

イi fl よ り )

証明されたのだ。

私の合型主義は、人聞がハ j を外すことを祭ずるわけではない。建築に

彫刻l をつけるのは問述いだと云うつもりもない。 ( おかは しき〈たろう)

岡橋作太郎昭和 8 吋

日建設計

回

F .  L . ライト 一一一 ロビー邸

ロビー邸には限らない、ライトの作品の平面図を見るのは楽しい、暖炉

の扱い等多くのことを教えられる 。作品の中では素朴なものが彩、には好

ましい、グ ッゲンハイム美術館などは好きでない 。

エストペリー一一一スト ソク ホルム市庁合

ij ，よ! 械のように' ぷ快で、そしてロマンチ ンク だ。 もう少しつき合 ってその

泌¥' i ' ，' が知リたし、 。

コルピュジェ ー一一一サボア邸

サボア邸に| 以らない、あまり重くない、軽いコルビュジェの作品は、私の

1' f - { ' F とは切り離せなし、 。 ヴアレリーはコルビユジェの作品から音楽が1111

こえるといった 。ペリアン女史も忘れられない。

7 イヤールー一一一 コンクリートの焔

アルプスの渓にかかる山らかな怖は、私の心の中にいつもある 。

アスプルンド一一一一スト ンクホルムの森の火葬場

こんなすばらしい場所はない。緩やな起伏、小さな水 Ifdをも含んで、芝

I也が延び延びと広が って いる 。周リに黒い針葉樹のか、があい 、ている 。必

はみな木立ちの中に治まっている。木洩れ日がト ップライトのように供

えられた花々を! 1 t l . らしている。アスプルンドの建築は広大な風til の紋辺

に怖かに，弘づいている 。

ミース . V . ローエ一一一一レイクンョアドライブアノ ぞートメント

黒い H 型鋼の伎が美しい。柱は i¥'f ｾ、鋲で包むものではないようだ 。

サーリネン一一一一T WA ターミナル

中二階に 上る階段の続前の扱い、お谷線をこんなに大半にするとは 。

サーリネン一一一一 C B  S  ( ニューヨーク )

7 ンハ y タンで一番美しいピルであろう、凹んだ敷地はうまい扱いだ。

サーリネンー一一一エール大学の学生従

黄色い外壁は、古い線式の隣の建物への自己@: て' もあろう 。ざんぐりとした、

12かな中庭 fご。

固 A

〔明治〕

大阪府立図、 ｾＺＺｦｩＧｬ￬ ( 聖} I l 係市)

〔大正〕

・大阪府立図件館n: 築 (-長谷部鋭吉)

純粋な石造アーチ式の心斎橋も聖i 口先生の設計であ った。 図古館のI巴s築

は故初の計画のときから予想、されていたものであろう 。いづれにしても

由紡正しい挫築てある 。

〔日召平日 ・l滅的〕

・住友銀行本l古 ( 長谷部鋭吉 ・竹腰健造 )

ｦ 耳口のように、恭々しく、また税しく眺めている控築である 。 絡，ｾｴＮ ｪｩＺｾ <、

公品に満ちたこの建物はまた暖かい人r ，IJP. . j ミを潔わせている 。西111リ外慢に

あ った大きな透し彫りの 11寺計や: 容の絡-[ - なと' が Jj 現時に撤去されたままに

な っ ている 。 美しい人が ｬ￬ｩ をｾＺｬ ｊ ' ) 決されたよ うな捕ましさがある

・ 大阪ビル Ｈ ｩｬ 史辺節 ・ 村里 ｦＧｾ 長吾 Ｉ

美しいものはいつまでも美しし、 。ぷる時点だけ美しいというのは本当は

美しくないのだと思う 。

・住友邸内刀永堂( 長谷音11鋭有)

優しいお堂である 。 門も庭も美しい。

(np，和 ・Jj 攻後〕

・布11ホテル{ 主水図 ( 村野総吾 )

屋桜が美しい、日本の係者佐。

・御 堂 ビ ル ( 岩本博行 )

あのH寺、万博の事務所をこのビルに入れたのは良い決定であった 。 この

ピルは世界に通用する 。

圏

これからは千四E主義でなければならなし、。地球は有限だ。物を大事にし

なければならない 。物を合理的に使わなければならない 。地球上には飢

えている人さえいるのだ、之しきを分とうとするのだ、合型主義こそ人

間的だ。「 もったいない」という日本人の感じ万は索時らしかったことが、

( ん段へ )
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昭 和 8 年 卒 業

夕日三西山
; 近代建築作品( 外国) 1920年lIIi1!l年】|

回

: 1 ' ] ，は笑際の怨物の設計をあまりしていないから、他の人と少し立場が巡

っていると 思 う。大学: て' は私の 1I可の学年まで武凹さんが指導していて様

式の料 ｮ ｾ ｾ をやっていたが、学 Ｇ 邑はそれに反発していた η 当時 Ｑ Ｙ Ｑ Ｐ 年代か

ら30年代にかけてのヨーロ ッパの，建築J.o.li!fi)J に L とづくデザインが対日介さ

れていて、コルヒe ユジェ、グロピウス、テ' ユド γ クとい ったらめに干干カ' !必

心していた 。 日本では当時 l立隊式住築がム; 配していた 。私のこの時 Jtil の

印象ではグロピウスが好きだ った。 コルビユジエは余りにもぷ術家的で 、

好きではなか っ た 。 形だけを｟Ａ，ｴＡＮ ｗｩ 人を ｾｗ かせるほどの ｾＱｾ 倒的なものが

あり1 j :'<11IIした 。 グロピウスにはJ l llJ 吉めの態度に 11かれた 。 しかし f9
1
1えば

デ ソゾウのパウハウスのような形のき t ぃ、さに{ 可¥1 到することには符成の

公持があ った。 というのは往築の芸術と社会とを私学的に勉強してゆく

うちに、機能主義というものの本町がわか ってきたからである 。 それは

r'j ，-， 、折以主義を資本王義社会の求める紙 ii'i( l(J 合 fj! 主義によりよく週令さ

せようとする「往築芸術 J 上の 1( ，新であり、 J杉の単純化は魅力的なもの

をもつが、日本にもってくると、 ｉｾｉ らかに無攻なところがあらわに表れ

てくる 。 形としてはおむしろいものを! 進じたけれと、それに i頃伊lする公

持にはなれなか っ た 。 ，辿築を越 ＱＱ 味 ＨｉＨｊ な楽しむ ｾｉＺＺｉ としてだけにｼ以 っ て μ

るならライトはすばらしい ， 注築家 ｦ ごとＮＧｾ，、 っ た 。 ワグナーの主 Ｇ［ｬｾ には心ひ

かれたが 、 しかしワグナ一、ベーレンスらの作品については、あまり感

心しなかった 。ペレーは鉄筋コン 7 リートという材料を使 って新しいも

のを作リ出そうとしていることに魅力を感じた 。 また表現主義の諸作品、

ペルチヒやメンデルゾーンの造形にはおどろかされたが、こういうもの

には非常に終放した 。 同線にテ' ュド ッ クのものも いい建築だと思 ったけ

れども皆が感心 しているのを 凡 て逆に空手放する気持にな った。 ミースは

アメリカにい ってからの作品lこ、箸戒すべきむのをあらわにしてきたと

いう白て¥あまリ評1IHi しない 。

住宅ではグロピウスやヒルベルザイメル、それに動線分析でイi . r ，なクラ

インなど、いづれもドイツ人的な分析で、アプローチの{ - I : } j に' 下ぶべき

ことが多い。ハワードの IIIfiil 布II ，ij 論は建築作品的な興味からはあまリ問

題とされていむいようだが 、当時の現実を締まえて、者II ，J j の将米のイメ

ージを明硲に示した耳I l : t ! . ! 、楽として、非常にす ぐれたものと思う 。

図

! 民I i f f i のもので、というとわれわれが生活の "1' で依 っていてわが身に j! i い

L のの芯 l床だと思うが、 この点てがは京大楽友会館か良し、 。 当時としても

斬新なデザインだっただろうと思う 。 ただし外凡だけの ｾ［ｾｦ ｬ ｬｬｩ ではない 。

処築を外見だけで' 評↑ l聞する人があるが、それも大切なこととは思うが、

-st!. 平凡なものでも使うむのが使いなれなくてはならぬ大切な宅 I: [ j とな

っているものもあるし、立 il i'< なむ の でも 使い- I i J れなくもて余している例

む多し、 。建物は使うことで生きるのであ って、建物だけ狐立して良い惑

いを云うべきものではない 。 どう生活の '1' へ入 っているかが大切だし 、

そこて酬初めて建物は完成されるはずのものだ。 この立昧で142友会館は夜、

にと っ て良い建築である 。 ｩ 逆に日独文化会館は ｉｦ ｾ のデザインは少しおむ

しろか ったカヘとりこわしにはf ' e l友した 。 もっ ともそのあとによりよい

挫築ができたとは思わない 。

国

最近、鬼! 両人を符かす処物がた くさんできるのは建築の荒廃 fごと思う 。

) L州に多い 。 これは人| 昔i社会が空間1に対する管理能力を失 ったというこ

とのあらわれといえるし、生活空間の造形に対するセンスの』副首の証拠

fごと思う 。 こうしたも の は公館 ( 団体の建築 ) に多い。 デザインをまか

された人がまかされたことを良いことに勝手なものを作 っているし、{ 史

う万は誰も決定的に困ることが無いから少々不便を感じても批判l しない 。

批判l を制み ili ねて鐙築家の教; l ) 11 にしようとする伝統も弱い。 それは日本

の日誌 ［Ｑ ｊｦＮ 社 会の ｩ Ｇ ｴ ヨ ｜＾［Ｇ Ｚ ｾ ｉｪｩｬ を泌 ＧｪＧｬ している 。 建築家は新しいものを ｴ ｬ ｬＧ し

:J ｾすことばかりにあくせくしてはならない 。 今までの歴史や過去の務引

にも っ と謙虚に学ばねばならない 。生訴はどういう者舶の上に発展する

のかを巧えていくことが大切だし 、生前空間の i21形をt t ! うということは

大変な仕 ι ｊ ｾ なのだ 。 それは決して今までと巡 っ た形を ｴ￬ｬｬ り出すことでゴ

マかせるむのではなし、。 住宅は位築の 小でー昏 )15本的なむ の だが、これ

イif l へ
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浦 辺 鎮 太 郎 昭 和 9 年卒業

;甫辺建築事務所

回 一 ー歴 史 的 な 時 間 と 社 会 的 な 空 間 に あ る 建 築一一一

私は 1909年合数に生 まれ、 1930- 1934ボ大て4 処築教 f f を叉・けた 。当時 O

ワグナーは既に紹介されていたが、前世代的で、花、の| 刻心は P . ベーレン

スにあった 。 その A E G タービン工場は私には近代子} J l j!. 主必の夜明けを

告げた如< ! ぷじられた 。従ってその門下のW グロピュウスのパウハウス

デ ッソウへの発展には同世代的共感をそそられた 。住築小生の L . コル

に対する{ 則自IJ ｾ大変なものであった ＰＢ ＱＮ 主主はｻ土むねの機械て Ｇ あるＢ Ｈ L .  

C .  ) はや形は機能に従う η( シカゴ派のサリパン ) と共に1 I 1H日初期のや生

を支配した言君主であり思想、であ った。 ただそれらが熟I . & . と実践に袋小1・け

される為には廃史的な時間を必要とする 。

然も一方に於いては反近代令坦ｊｬ主筏とまでは言わない迄 ｌ ｦｦＮｾｾと胤上に

十ｬｻ さＧした流行不易とも言うべき往築に対して ｬ 立 Ａｾ､ ｬ Ｈ ｊ な ［ 快 感を呼ぶことも

あ っ て、ＨＹ ｉｊ えばエストベルヒのスト ッ クホルム市庁合やデュド ｾ 7 のヒ

ルパーサム市庁令はその好例であった 。 殊に ｦ 去す ￭Ｇ は私をして ｦ 刊 ｉ Ｉｾｉ ニホ ，［Ｇ Ｉ

地域の，建築家として身を立てようと言う初心を発せさせた主主築であった 。

デュド ックは F . L ライトの作胤を当初に欧洲に定指させた建築家であ

る。私は大学 中途で 東京の遠藤新建築自IJ 作所の食約:( 1 ) として F . L . ラ

イトに自を f掛かれて行った 。ライトの帝国ホテルには当時も尚そのオリジナ

ルデザインのカーペ ントが敷かれていた 。五 -一五 ' J'; (牛(1932年 5 月15日)

の翌日、遠藤新の親友でライトの支持者であった旦山二日11代議士は、、こ

の* 匡l議事堂も完成間近だが慾政の官民主Eになるかも知れん。と沈ltii な表

mであった。来たして時代は H昔転し始め、大学を卒業した吋l はひどい抗

戦維に当っていた。私の抱いていた欧米の建築家倣はそのままの形では

日本に生存不能となった 。 日本はゆ h 動いていたが合放はそれ位ではな

均、っ fこ。

図

大阪市立 中央 公 会 堂 ( 阿国 信一日11) はその白米と共に 、不滅の大正建築。

キM; r z 会館( 渡辺節) 、住友本館 ( 長谷部 ・竹股担1m' J'; 務所の前身である住

友工作苦11) 、大阪ガスビ J q安井武雄) の 3 作品は昭和戦前の名作と思う

が今日に於いても その名に値する 。

昭和! 被後には新歌舞伎座( 村野藤吾 ) 、大阪 ロイヤルホテル( 吉凶五十八、

竹中工務庖) その他に多数あるが、それら多数のものは少なくとも半世

紀という歴史的な時間と流動常なき社会的な空間にあって存在しながら

評価を受けなければならないであろう 。 それがmmというものの街命で

あるから 。

圏

いつの 聞にか私は 第一世代というか古い世代に入っている。従ってこの

自覚に立って自分の鹿島平 出来ない係の様な世代に対しては兎や角口わな

い こととしている。ただ孫の世代もいつか又私と同じ僚に彼等自身の孫

の也』代を 持 つであろう こ とは干 犯l 出来るので参巧の I 'j に発口するに止め

る。古立近、ジョン ・ラスキンのや建築の七燈" を再読した 。 i狗川国男氏がフ

ト私にや自分はラスキンの真実の燈を読みすぎた勿と語ったことが動機

である 。新進の建築評論家長谷川発氏は、、前 川 さんは昭和の鬼っf - t . ご。

と言った由、多少のニ ュアンスの相呉はあっても私共の世代が近代合理

主義のヒタムキな推進に於 いては同罪であった 目J'; を反省すれば、私の世

代としては前川国男氏をかかる意味で断罪することはしのびない 。又最

近 中村雄二郎氏の* 感性の党躍。( 岩波哲学鍛i ! .n を初説した 。二 ，'r- li 時

代の差を 別 にすれば、人 間の機械文明に 対する従属に対して深〈々えて

いるのであって 、こ の深〈考えるという点を失っては如何なる本も人間

には役に立たない。窮すれば通ずるという こ とは古今の人間社会の通知l

fごと 思 う。 ( うらべ しずたろう)

(友f1よリ )

をデザインとして、例えばコルピュジェがデザインするように何か飛躍し

た訂1]; 立的なものを作ったとしても商業主義やステータス ・シンポルの新

しいモテデ，ルづ〈りになる fだごけてで、余 }り)

つてみれ lぱ工す〈ぐ，分カか、る。住宅にまつわる現象をもっと科や的に凡なけれ

ばならない。しかしこれは大変燥しいことである 。( 談)

( にしやま うぞう)

徳 永 正 三 昭 和12年卒業

徳永 ・田村建築事務所

回 A

①ガウディの一連の作品( スペインというよりむしろカタロニアーの建

築作品とよびましょう 。 カタロニアーはスペインと申すよりむしろフラ

ンスと申した万が正しい国だと思います。)

②エストベリーとアスプルンド ( スエーデン ) ( スト ックホルムを訪れ

るl交に 、この二人の往築家の作品には必ず接することに努力しました。

不幸にも桜し得られなかったこの二人の建築家の人絡には 、この残され

た作品に按する こ とにより、ふれあい、接し且つ又理解出来るような! さ

じ一一即ち j! i : 税! 長をもつ こ とが出来るのです。魂のふれあいのごときも

のです。)

B  たとえちいさな作品といえども目をみはるような .ill 築作品が誌上に

あります。たとえ計画祭であろうとも 、実現した L のといえどもよいも

のはよいものとして、夜、は見つめております。

特に緯築家の 名前は '13し上げられませんが、それは長11 る人ぞ知ると申し

上げたく存じます。

別に質問にはないのですが、一言つけ加えさせていただけるなれば、コ

ルビジェーの作品についてであ ります。 スイス" ! : 生会館 ( ノマリ) . ( マル

セイユ住居計画 ( ? J レセイユ ) ・ロンシャンの教会 ( ロンシャン ) につ

いてはあ こがれの気持をも って自らの似でたしかめたいと思いまして足

をはこんで凡て来ました 。 しかしそのし、づれもの作品が何かi E りないも

のを内臓しているように思えてなりませんでした。それが何かははっき

り言葉で申しあげることができませんが、大きな問題をなげかけている

と存じます。

氷 i卓とまで申してよい建築の生命の 中で、あれほどまでに世界 l ドに名声

をはせた建築家コルビジェーの作品が、彼の世u五それほどまでにもては

やされないことは、一体何がどうなのかと 、今必は疑問 をもち 、私自身

に反 問 している J! 走中 です。

図 A

住友銀行 長谷部鋭有先生

大阪株式取引所 竹眼健造先生

そごう百貨庖 村野藤吾先生

B  なし

私があげた三つの建築作品は H召初 ( 1滅的) のものですが、これらの作 IRg

は今も尚健在ですし、建築家を志した時代に大きな［拶 Ｇｾｆ を与えて下さい

ました。その 、 うけた気持は今も尚かわりません 。

圏

lit 築デザインの今後の流れは、世界的な首i!J IIoJ にさからう訳にはゆかない

ので、はないでしょうか?

ｊｾｉ［ 長り経済性が何よりも強〈杉併を与えると存じます 。 但しモニメンタ

ルな建造物とか 、万 悼 とか海洋博のようなものは日IJ ですから 、思う存分

にやればよいと思います。

経済性とか 、政策を逸脱しては鐙築はありえないと存じております。

そういう線にそうなれば 、ドl 己の能力や発売日のおもむくままに向由自在

に思う存分腕をふるえばよいのではないでしょうか。( とくながまさみ)

ヒルベルシュムの市斤舎(W.M テ'ュド ック) 1930 
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: 近 代 建 築 作 品 ( 外 国 ， 戸 ゴ 竺2
昭和 12年卒業

回 A

1934年から 37年の主主築学生の聞は奔流のように流れるヨーロ γ パ の主流、

インターナショナ l レ辿築 。グロピユース、 コ/ レピユジェ、ミース、等の

ぷ lI'J きの洗礼は受けたかもしれないが、恩師、今井 j 伝次、故 i左様武夫先

生の J' i 長の中から出る、エストベリイ、シュタイナ一、テ・ュド ，7 、ア

アルトウ、等の傾向に対して興味と! l J ，j心をもち続けた。

Ｇ Ｓ Ｗ 年 、 竹中工務底設計部で実務に ［， ｲｲ いたが、ｾｾ尾九郎、石川純一郎、

庁柳 1' 1世氏等の指導は技術i よりむしろ人間形成であった 。 当社の甲子園

'{;t を初めて担当させられたのは 2 年後であったと思う 。 当時は木i主建築

と面.h'!制限の中で、索材としての自然石 、煉瓦等を生かしたいともがい

たのをまt えている 。

第二次大戦に突入し、 中国大| 塗での波浪 、敗 戦 、抑留、 総 年 帰 国。幸い

にして 50年よ り廃峨の大阪に産経新聞の計画が開始され、 '52年同社i J f J {::1

uの肩書きをもらって初めて三ヶ月間1米国建築税察の機会を i戦いた 。

-I' f年の私にとって強烈な印象の連続て' あったが、米国の主主築界にも既に

機能主義、技術至上主義への反行、そして人間性の復活が芽ばえ始めて

いた 。 当時、米国の商業往築と人間性の i主繋に関しては S OMの G. パ

ンシャフトの二つの作 :[J ，を挙げなければならなし、。 N Y ハークアベニュ

ーの ilU 干しい石造の一角にリバー ・プラザーズ本社が完成した。1i の外止で

を|封j 放して舗道からやi J のほ抗もなく、太陽と柳の緑、と人間1を砕き入れ

る小さなプラザが{ 山村古1¥のビロティをi J f J してi A な っている 。 JAI やか主だ!

のー 11寺を高層の硝イ墜を比上げて太陽と楽しむ市民の姿に、J ' ! ; の平和を

l必じたのである 。 - } j 5  {寄 iJ r のマニュフ， 7 チァラス伝託銀行では、金

川; の 円 '¥'!*mを硝イリ長の拍li iι みりにもち出し、 P R 、には「あなたの f11金

は ｎ ｙ の全市民がｾＮＡＮ，［Ｇｪ っ ているから絶対に安心です 。 」と、営業室は ｬ 吹抜

けの. t l刻よりエスカレータ ー で 2 1滑に配置していることは云う迄もむし、。

感動の中て'織 ったスライドは 20数年を経た今む新入社只に対する講義の

テキストに常に加えている 。

位J安会った数多くの主II 築家の '1
'

で若冠37オ で あ っ た ミ ノ ル ・ヤ マ サ キ の

忠怨にひかされた 。「佳築は人r ， :j を威圧するものでなく、おだやかに抱擁

してくれるものだ。壮大さより絡調の高さが大切である 。 その建築の地

肌にそっと触れてみたくなるようなものであるべきだu また「建築の機

能、経済性 、秩序の迫求のみでは不充分であり 、それにい歓びH とい思

索H が1) [ J わるべきだ。 日光、日峰、形、装飾、篤得、という而から出て

くる q 欲び。に現代の: w ; 築家i主は公付し、ていない。」と 。

1960年、 Takenaka &  Assoc iates Inc.  S .  F .  は、 「日本文化商業

センター」の設計に関してヤマサキと J V 契約を結び、業務上の| 刻辿を

もった。 これにより設計業務の17任 、権限の解釈、構造、設備など協力

設計業者に| 期する事務処理など身を以 って体験したのである 。

特に i皮に協力する構造設計者 J . スキリング氏の人倍とその協力体勢、

設計の正しい理解はむしろ原案を更に助長さえしている 。 シャトルの I

B Mビルから N Y ワールド ・トレ ー ドセンターに至る、ベアリングウオ

ーノレのフォローは全く T町民とむぷえるチームワ ー クである 。

B  .lJl..{E、米国に於いて活縦している建築家の中で、ジョン ・ポート 7 ン

を注目している 。 自身の|品l発会社 J . P. プロパティの社長を」責任 し な が

、大胆不敵に建築法規に挑戦して、巨大空間の l吹紘きを強調するー述の

ホテル計画、ハイア ッ トハウスである 。 アトランタに定ＷｪｾￍＧする ｾ ｊｽ 業家Ｋ

処築家の性絡をどう展開していくか。全米的不況に対して彼の企業計画

に挫築家の新しい行き万として興味をもつのである 。

固 A

大 正 渡 辺 節 約業会館 ( 旧館 ) ( 1)  

( 前) 昭和 村野総吾 日独文化会館 (2)  

( 後 )1Ii1lf 日 村野正義吾 手相記念聖堂 ( 広 ぬ ) (3)  

(1)  波辺先生のご向身の真実のデテイル、素材 、 ｾｉｬ ｮ の効果的な展開、いきの

l乏い安定感に感銘を受ける 。

(2)  学生の頃に見学をして、村野先生に恐聞を発したことをす主えているが、初

めてえたコンクリートの，ｫ［Ｂ ｴｯｬ の災しさ、自然石の列 ｉｊｾ 荘、谷姿の美しさ、 ｩｬｬｾ と

日本的自然とのとけ込みに圧倒された。( 現在の管理者、京大の保守のひどさに

は腹立しい。)

(3) 近畿ではないが、訪れる/ ! f . に美しさを Jo;': す聖堂であり、予づくリの煉瓦と、

外部より内部への綬然とした さ ｾｉ ｈｬの秩序、身の引き締まる思いの ｩｬｬ 築である

( イ，11へ)

---.. ::: - r  

日プー ?

' 官. J T  

- 且 且d 明 司F

セメン トホール ( R. 7 イヤール) 1939  
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岩 本 博 行 昭 和 7 年卒業

竹中工務庖常務取締役

私はエストベリィのスト ックホルムの di庁合が好きであるが、この作tl11

について有国鉄郎は次の係に忌っている。「この，建物が土芸術的にすぐれて

いることには、あらそう余地もない。しか し、ー lfii 芸術烹七主義にはし

って 、そのために 、 もろもろの j! 5 : 代的な要求が犠料ーにされているウ、もす

くなくなし、。この建築は、まだ、新i良没主義的て' あって、近代処築には

なりき っていないのだ。 われわれはこの佳築を、処築が」芸術的万 Ji 'Jにお

いて松向の質に到達した、ひとつの記念仰として永久に坊主せねばな‘

ないが、この拘の建築をふたたび現代に実現してはならない」一一 この

市庁合の鐙築当 H寺は、近代控築主義のき存liflWI であり、世界の，建築家の目

は、近代主義にそそがれていた 。吉田鉄日1¥がこれを占いたのは昭和30年

代の初j めで近代主義は治々として今の時点まで、流れた 。彼が指摘したよ

うに世界に芸術至上主義は消え来てた。

近代主 ｊ 主の梨 ＱｾｉＡ ｴｊ ｬ にはつぎのような言集があ った。

「過去の機式がある }JJI' Jに向 って一つの新乾. l t j l を| 剥こうと; 式みているも

のは、即ち英国のアール ヌーボーやドイツのセセ y シヨンなどという

ものがありまして 、 とにかくその男れは敬服すべきものと思います。

アメリカは最近のスタイルも同僚の目的に 刷 って Ji 々成功せんとしつつ

あります。伊東忠太I 也: のA f f i ' . v につれて、建物の純類は性質に大変化を

きたした 。実利を主とする建造物が大勢力をなし、同時に ff [ j 断なく進歩

する科学の刺激を受くること甚だ桁切にな って米た 。 ここにおいて挫築

家は皆々美術家でございとは参らなくな った。佐野手11総I 実に建築の目

的は実用にある 。建築は芸術品でなくて実用品である 。( 略 ) かくて世界

は装飾分子の少しもなくなった物になる 。 I市も吾々の人生はその為に荒

涼然災たるものとなるを恐れる必要はない。かえ って点の美をもってt ! t

界は充たされるであろう 。( 略 ) 4面白な目的から建てられる余計なものの

ない処築は 、いかに繰り返されても飽きられるはずがなし、。針田俊彦」

「天然材料より人工材料に代りつつある 。 これらの新材料、新構造によ

り合理的かつ経済的に構造すべきである 。し かしてその形式と表現は材

料、川iiEが呉なるにつれて過去のものとは全〈兵ならねばならなし、。 こ

れ新住築あるゆえんである 。岡田信一郎」

近代主義が起こらんとする頃、ウィリアムモリスは「すべての芸術の点

の似元は手工芸の 中に横たわっている u と言っ た。

その手工芸は機械生産に符わり 、近代主義の予言者逮の言葉は実証され

た。 そうして近代主義は尚走 り続けている 。 その疾走の rlJ にあって 、近

代主義への疑問はないのであろうか。野旺l俊彦の恐れなか った荒涼 7存共

の世界は: n : の美をもって充たされたであろうか。

芸術とは「人生と宇宙をつらぬく 、いつわりなき生命の主体的表現」と

言ったのは荘子である。「人間は生物として自然環境の 中に生まれますが、

生まれるやいなや文化環境にひきとられ、ならして数十年そ こで生活し、

死んで再び自然環境に立ち帰る」と哲学者茅野良男は言 っている 。文化

環境の重要な要素のーってPある建築を 、生命の主体性はどう見るのか。

実平IJ と見 るのか、芸術と見るのか。建築は社会的生産物 である 。社会の

コンセンサスがこれを選択するであろう 。 ( いわむと ひろゆき)

U d 1 より)

B  

大 正 片 岡 安 新大阪ホテル (1)  

( 前) /l fl 利 石 川純一位11 1円朝日ビル (2)  

( 後 )/li'l，.f日 吉岡五十八 ロイヤル ・ホテ J L-( 3)

(1)  水書11大阪にふさわしいベネ y アンゴシ ックの表現と、内部空間! と室内設計

との調和は議附らしか った。

(2)  当時のロ 7 ンテシイズムと機能主義の調和をその平而に、またライフある

ステンレス、と硝子でまとめ今なお健在であるカ fu : に敬広を表したい。( 屋上

突出部が形だけ新本社へ修されたことは問題である 。)

(3)  3  JUI に渡る綜合計阿を完了して Ir I 館、新館 別館の区別は全然なく、むし

ろ旧い部分が更に生かされている配慮。 ｾｾ ｉ ーにも綜令藍湾 Ｑ にも協力した故に、

総首将と 平 ＱＱ 用存とがよろこびあう ｉｾ ＧＱＮｴ交を保つことの線認をつづけたい 。

国

務純な高度生長期を過ごしたあとを反符し 、一つ一つのプロジェクトに

計画と素材と工法そして !日，11の責任を明雄にし得た佳築のみが生き伐る 。

ライフある建築とは唯一人の建築家のみでなく、多くの人々の協力によ

つてはじめて成立し 仰 るのである 。 (おがわただし )

彦 谷 邦 一 昭 和13年卒業

回

特に作品というより ;μ 科を受けた作家と言う点て.';fiL 共の世代共通に言え

ることと思うのですカ人ミース、ライト、コルビジェ、それにグロピウ

スといった作家ではないか。何れにしても機能主義の洗礼を受けたとい

うことだと，思います。

今、下疋に 1935年 5 J l 号の間際建築のコルビジェ将戦は今から 40年前、

丁度以の20. . t 前に出た本がポロポロにな って 残 ってい るということは大

変印象的です。質問にそれる僚ですが、当時掲! 口さんがやはり間際ill 築

誌で35宅 明11奄。を紹介されたと記憶していますが、今 L あの4>=の如! 伝

の表玄関のエレヴェーションが私のii i ' l の中に焦げついています。もっと

も虫UI 伝は余 1) に有名て' すが抗い i時に受けた印象は格別のものがあります。

当H寺、係かこれも坂口さんの Y 邸も紹介されて、あの住宅 L 向分にと っ

ては忘れられない作z17，です。同時にコルビジェのサボア正11 とかライトの

古い住宅から務ＷＮｋＮｾＮｅ ( カウ 7 7 ン丘1¥) まで勉強になった般に思います。

若い時に得たものというものは 、そう簡単に抜け出せないものです。盟

かなイマジネーションをもって 、色んな造形をされる作家にも敬意をも

ちますが、ミースの機に徹底したフォルムの追求 、いわば一つの哲学の

もとにディテールまでただこの一筋に歩む作家の作品には今も普もうた

れるものがあります。

圏

例えば京都大学の近辺にあ った村野先生 の日独文化会館はす午い時からの

あこがれの建物でした 。あの交のあたりのディテールにまで感銘を受け

ていましたが、現在はつぶされて終し、ました 。

ですから 、，建築のライフというものは私の心の中に残っているもので現

実にその挫築が今も生きているということとは別ではないかと思います。

大正の初WI から明治にかけてつくられた数寄屋の数々を見て紫l I r ' i. らしい

と.[1.、ったものでも、いつか同じ運命をたどるのかと思うと残念ですが、あ

るいは仕方のないことかもしれません。そのうちで私は岡崎の野村別邸の

前にあるあまり知られていませんが ¥'h'f流行Y，" はいい。 又、あの辺 りの

広場はこんな賛沢な空間はないと思います。特に東 山 を背景にした存の

桜の tti は議附らしい。

京都の町三l E の 中には伝統のよさを感じさせるものがありますが、商業主

義によってそういう往物が無残につぶされていくことは淋しいことです。

もっとも保存と 開発ということを二者択一をして考えるのではなく、い

かにうまく開発することが保存につながるかという JI ¥に巧えたいです。

具体的にあまり思い当たらないのですが、前川さんの京都会館はあの場

所に定泊 して立派な辿物だと思います。

固

輪不易流行H という言葉があります。 その本質は永遠に変わらないが、

その表現はその時々の姿である 。流転するがその根元は一つでなければ

ならない。処築の本質が見失われてただ商業主義のもとでファ ッション

に走ることになると大変だと 思 います。様式と い う枠をはずされ機能 と

いう限界をこえて自 由にはばたく こ とは結構なことであるけれども 、 自

由というものは常に何らかの形の束縛を必要とするのではないか。 もと

もと純粋な芸術ではないのだから 、デザインというものは常に社会的な

もの、アノニ 7 スではないだろうか。やたらと個性がじかにムキ出たも

のに危似を感じます。 オーナーのない ill 築はないのですから、ある意味

では立派な識見のある、然も美意識の高いオーナー、言楽を変えていえ

ば、そういう風に社会全般が椛成されなければならないと思います。

(ひ こたに くにいち)

ヤ ザ 喝 ー ー ー ー ー 司 ー 1  

サウ' ォア邸

( L .コルピ ュジェ) 1931 
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西 沢 文 隆
: 近代建築作品( 外国) 1940年I B! l年 】

.  
昭 和 14年 卒 業

回

①ガウディ ②ペレー ③コルビ ュ ジエ

⑤カーン、スターリング、ムアー

①大学在学当 H寺今井先生が 『建築世界』 に紹介されに写兵、図簡を凡た

ときから頭に焼きついた 。バルセロナでは、他は何も見ず、ガウディを

見狂 った。造形的確かさの) 去に、構造的確かさがすごい。 シュタイナー

と同列に置くのはとんでもないことだ。

②卒業直後西村九こさんが新建築でベレー特集を出した 。 コンクリート

打放しのディテールの美事さに魅入られた 。

③何と言 っても私の学生時代はコルビュジェ全盛。 ガルシュ邸、メイヤ

ー邸、マダム ・7 ンドロー邸一 一 そしてヴィラ ・サボアは圧倒自' 同あ っ

た。戦後における見事な変貌。マルセイユのユニテはポーチと玄関ホー

ルのみ。 ロンシャン、ラ ・ツーレ ッ 卜は隅々までよい。 まさに巨慌の巨

匠たる llt止。

@ ライトには常についていけない而があるが、体質的にはむしろ私に合

いやすい。在学中必水必が発表されたときは全く参った 。 それにしても

今ではライトの現代建築 ｊ Ａｩ｜ｾのもの 一一 落水荘、 ｎＮｙＮ 近代美術館、マリナ

ー ・シティなどは何処かハリポテ、中ではジョンソン ワ y クスのみが

ハリボテでなく松高か。一帯よいのはタリエセン・ウエスト、次が今は

なさ帝国ホテル。

⑤ローエの最高傑作はファン ・フアース邸か。 コート ・ハウス裟は誠に

よく出来ている 。一つでも実現させてみたかった 。厳しい所がよい。 そ

れにしても自分で限界をつくり過ぎたのではないか。 それがドイツ人気

質か。

⑥カーンは大変見-1_J'; なディテールとを聞をつくるが大変下手先な半 l前が

同居している 。本来下手な人か。 スターリングは器用 。巧いものだが伊

処か現代主主築的弱味をもっ。 ムアーでよいと思うのはシー ・ランチだけ 。

皆理屈にごまかされて有紙がり過ぎていないか。本当に巧いのはサーリ

ネンかも知れない 。 ジョンソンは硝子の家と自邸だけ、その他は虫が好

かない 。ローチはフォード i財団、オークランド ・ミュージアムまで、その

後はおかしくなってきた 。 ソレィリーの自邸がよい。造 j彩感覚もよくコ

ンクリートがよく理解されている 。

図

あとにも先にも長谷部さんの住友銀行本庖一つ 。但しこれが世界に誇り

うるかというと少々心もとない。 中央公会堂は皆さん程感心しません。

圏

作Iか新しいものをプラスしないことには創作にならぬことは cJ'; 尖てがある

が、新しいことをやれば創作かというとそうは問屋が下ろさない 。合目

的に機能を構造的に組み上げれば建築という私達の学生時代のJ ! i ¥U朝lに対

するリアクションとして、建築とは空間をつくることだとうそぶ〈若い

人達の意気旺んなのはよいが、単細胞的思考は危険 。建築は当然空間が

なければならない 。空間とは材質感、光も含まれる 。 それだけでは建築

にはならない。住毛なら住宅、ホテルならホテルとしてそれを使う人々

にまず機能しなければならない 。見てくれだけよく、こわれ易い、耐久

性に乏 L い建築をつくっていては建築家の信用は危険に燥される 。使い

捨て文化の時代は過ぎ去 った。政府までが事「よもう一度と巧えているよ

うでは話にならないが、少なくとも建築家は新事態に対処する心構えが

必要。 りて昔λ 蛇におじずで現代建築家が単細胞に捨て去 ったものを拾

い直すのはよ L 、。現代建築の一面が惑かっただけのことであるから、再

び現代建築を単細胞的に姶て去るのは又危険。

ｉ［ｾｾｉ て材料も工法も殆んど定リ、使用勝手も単純であった時代ても＿＿の人

は営々として創作活動をや ってきた 。尤も当時の材料にニセモノはなか

ったからある商では楽だったと言えよう 。今は工法は進んだが材料の方

はバリエーションは多くても始んどがニセモノ時代。 その中でホンモノ

の材料だけ使 ってやろうとするのは一種の遁避行為か 。ニセモノをホン

モノにまで高める仕，' J': も含めて使い方を考える必要がある 。H寺J:JJ がない、

お金がない、婆求が隆治している一一あらゆる惑条件は私達の 11守代だけ

のことではない。遁i l l 1 せずj t [ 而して雄々しく処理する実力を養わなけれ

ば! ならない。 '75 / 11/ 1 {にし ざわふみたか)

⑤ローエ@ ライト

ジョンソン ・ワ ックス会社研究所 (F .L ライト ) 1949 

越築と社会I 1976年 1 月号
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福田 朝生昭和15吋

囚 A

・A . ペレー ノートルダム ( ランシ一、 1932)

型テレーズ ( モントマニ一、 1925)

学生時代に日本 k 子大学 ( A. レーモンド設計) を凡学したことがあリま

す。 そのチャペルをよt たとき、万J ' i で紹介されたペレーの教会の良さを

: i A 泡! し、感銘をうけました 。

• F.  L  ライト j高水荘 (1937) その他

洛水; ff に限らない、 i皮の作品は何れも好きです。理屈ぬきで 。どんな

) : J l . 校な主主物でも人間味を失わない不思議な魅力に満ちています。

• A. アールトオ M. I. T ベーカーハウス( 1948)

クルトウーリ ・タロ (1958)  

のびやかな曲線、テクスチュアのH珪かさ、行き届いたディテール、何れ

も人間1味溢れる魅力が! 必じられます 。

B  特にありません 。

図 A

B  

1. ガスビ/ レ

2. 住友本社ビル

3. 新12匙クラブ

4. 新大ビル

l  府立図 ｩ ｬ ｽｦｩｲｾ

2  中央郵便局

3. 新歌舞伎座

A 、 B 何れも説明を要しないと思います。

圏

1  人間味泣かな都市づく り

都市はそこに働〈人々が、そこに住まうことによ って美しくなるのでは

ないでしょうか。

2. 主I ! 築の機械化、工業化は益々進むと思われますがそのι"で人間味を

夫わないためにはどうすればよいか、常に心すべきことと} ( ! } ，、います。

3 . 年を経るほど美しくなる建物を造ったいものです 3

( ふ〈 だ あ き お )

アアルトのクルト ウーリタ ロ( 文化の家) 1955 

( {，f!:tより J

A号えさせられる 。

・大阪商工会議所ビル 1967 日建設計

設計チームの安定した投側、判断の確かさを感じさせる雄物。

・新大阪センイ y ティ 1969 R  1  A  

阪の繊維業界の体質をよく理解し表現した作品。大阪の者11市再開発の

捨石的意義が大きい。

・大阪府青少年野外活動センター 1970 坂倉建築研究所

リーダー商 i){ 文隆の人HfP床を強〈感ずる 。建築を作り、これを使うこと

の楽しさを教えられる 。

- 千里ニュータウン 1970 大阪府

日本ではじめての本絡的なニュータウン 。 多くの都市計画や控築家の組

織的な起用が成功している。

・阪急三番 街 1971  竹中工務応

建築的な地下街としてはじめての充実ぶりを示した仕事。

( さの しょういち)

佐野正一昭和 ＱＷｾＮＤＮ

国 A

建築学生のころ、フィンランドのアルヴ 7 ・アールトのパイミオサナ

トリウム (1933) 、ヴィプリ図川館( 1935 ) などの仕事に初心の服を聞

かれる感銘を' 豆けた 。 これがj此初J て' 彼への関心はその後もかわらない。

殊に第二次大戦後一層風土への理解を必に例性的な傾向の強し、仕事ぶ

りにi ' t . i l l な，示唆を受けている 。セイナ ンツァロのタウンホール (1952)

など教えられるとこるが多い。

イーロ サーリネンは生n はフィンランド、 TI ちはアメリカだが、そ

の作品には北欧の )10) いを浪1'/ に感じさせる 。 第二次大戦後のアメリカ

で一作ごと問題になる仕事を伐している 。 ニューヨークケネディ壬沿

T WA ターミナル (1962) 、 ベル研究所 (1962 ) 、 ディアカンバニー

(1963 ) 、それぞれ 内谷はi @うが大きな魅力をも って私を ひきつけた

と思う 。

イーロ サーリネンとつながりをもちその後はサーリネンをのり越え

て成長している現存の作家ケヴィン ・ローチとエドワ ード ・パセ ッ ト

( 5  u M) が今、私の注目しでいる建築家である 。 前者にはオークラ

ンド美術館 (1961) 、ニューヨークフォード財団本部 (1964 ) があり、

後者にはサンフランシスコ のノぐンクオブア メリカ ( 1970) がある。

父の安井武雄はシカゴのルイス ・サリヴァンとオランダのW. M. デ

ュド y クに関心をち、ヨまいぱiィ7 ) アルヴァ ・アールトに注目していたと

云う 。 ｈ 寺 の流れと建築 思ｾ、 の移 りかわりを思わずにおれない 。

図 A

明治 一大正Jtll の建物は日ごと消えてゆく 。淋しいうt はするが、この時

Jtll の建物は西欧建の移入の所jをだからその時Jtll として芯: 義は認られる

が永い批判lに耐えるとは考えられない 。 ここには昭和 ( 戦前) 期から

次 の 4 点をライフある建築作品に挙げる 。

住友ピル 1926 長谷部鋭官

大阪ガスどル 1933 安井武維

そごう百貨問 1936 村野総吾

大阪中央重H似局 1939 吉田鉄日11

四作品とも、日本の往築が西欧の模倣時代を終えて肉己確立へ歩みは

じめたこるの、日本の経済治W7J の 中心 というお均した公分にあふれて

いた大阪を象徴する建物であり、夫々の設計者にと っても代表的な作

品と巧えられる 。 当時の建築界にあって先駆的な仕事 て¥今日の7jU ¥' ¥

からみても完成度の向いことに筋かされる 。

8 . 記憶に残る建築作品を列記する 。

11)'1 ifi . 大i EJtll

- 大阪高等裁判所 1917 司法省

赤煉瓦のいい建物だ ったが、 JtJ( 近l取り. rj) された 。

・大阪倶楽部 1924 安井武雄

fJ l 楽部建築というジャンルは今後の都市では成り立たなくなる のかし

れない 。 この縫物と後出の紛1 ' i 倶楽部は古き良き時代の代表的なもの

fこ' 。

昭和 ('itxllij ) !tll 

- 日本紙，業会館 1931 波辺節

大阪の紡*/1 と貿易の力を思い出させる作品。渡辺節の名作として記憶

されよう 。

昭和( 戦後 ) !tll 

・新大阪ビル 1958 村型f藤苔

貸事務所生ｪＡ［ｾとして実用性と美しさを結びつけたはじめての好作品 。

・新朝日ビル 1958 竹中工務庖

戦後初の大占JHj ; l な事務所、ホテル、コンサートホールの絞合ビル。殊

にホールの? 干の良さが注目された 。

- 京都会館 1960 I拘川図児

この建築家のホール設計に 対する硲かな腕を感じさせた 。京高11 という

難しい邸境に良〈定45 した名作。

・京都国際会議場 1966 大谷幸夫

オープンコンペで実税した記念的建物。 コンべとい う方式について 色々

組築と社会/ 1976年 1 月号 95 



【近代建築作品( 外国 1950年 一[. 1l ]年】

ロンシャンの教会 ( L . コル ピュジェ ) 1954 

9 6  姐築と社会/ 1976年 1 月号

光安義光 昭和 ＱＷｾｾＮ
明石工専教綬元兵庫県営繕課長

回 A

1936年代の作品として、 F L ライトの五五7 ) ( 荘、アスプルンドのスト ンク

ホルムの森の火葬場に学生時代深い感銘を受けたのを思い出します。他

に A. アールトのへルシンキのオリンピ γ ク塔や R. ノイトラの- : i 1 [ 0

住宅作品に強〈引きつけられていました 。

此等の作品に共通している点は、ｾ士宮 ｦ で厳しい必 ｊ 黙と無垢な単純化です 。

アールトの澄んだ北欧の冷たい空会Lを感じさせる点、アスプルンドの深

い森の中に印象的な十 'j': 架と間イ干し、をと った火葬場の空間的配i l i : の中に、

死者との対話を思わせる 、ポイドスラブからのff 杢の眺めなど制らしい

程巧みである。 30年経て現地を訪れると狭l盗にな ってきているものの、

初心に受けた感情はやはり脈々と流れていて似しい思いがした 。

最 も進んでいる工業問の中で、高度な工学的技術を背芳、として、自然と

の融令調和をとって 、人I I i I生活に il 日lいをもたらしたライトのカウ 7 < ' ン

邸は私にとって非常な放し、であった 。生活を考えさせてくれた紡 口とも

なったし 、対称的にノイトラの冷徹に計針4 され組込まれた工業技術の住

宅に烈しい知性を感じづ| 廻されていた 。

8  K ローチのー: i i l i の作IR1である 。 E . サーリネン亡き後の i皮のオー

クランド美術館、フォード財団本部、カレ y ジ生命保険、マサチューセ

ッツ大学芸芸術学部は夫々環境の中での立地に対し f4'i I' ; な解決法のように

鰐きで接したものだが、瞥らくすると現代文明の中で見直すべき人間のた

めの原点のようなものが、ぬくぬくと多忙な都会生活構造の内奥に暖め

られているのを知リ始めるのである 。次の時代に力強く踏みだす歩みの

ほかに過去への愛ぷを断ち切った冷たさを感じさせない不思議な作品で

ある 。

園 A

大阪 中之島の建築税や1930年代の rp [ - 図ホテル ( 遠藤新) 、32年の附宮カ

トリ ック教会( 梅木省三) をとりあげる 。そこには例人の独創的魅力に欠

けているけれど、 illJ 写で伝統的な ( 日本のものではないが) 縮財技術は

私共の心をゆさぶってくる 。建築には此筏表象的な意味を持たせられる

ことを示している 。 巨大なものに含まれた形式、権威、信頼、い怖感苦手

である 。

8  1935年大阪そごう ( 村計百長吾 ) 、57年アメリカ領 'J'¥. 館( ミノル ・ヤマ

サキ ) 、75年西山記念館 ( 村野総持 ) . '，!d: 々センターを注目したい。

そごう育代庖には内部手法の細部にまで気泣いされた撃隠さと、外観に

jたける絡子のコンポジン ヨンの近代! ぷに圧倒された記憶があり、 illi 山記

念館の中にも、そうした流れを礼出せる 。職人芸的な手作りの詩を熱い

悩熱として感受ーする 。 アメリカ領・r;.館 では、貧弱な日本の技術EL1岐に彼

等のカの一昔I1 と共に、発達した近代性を感じとったものである 。

作家としては、谷口吉郎、渡辺節、竹腰健造、安井武雄ら大家の作品に

影響された司王を思い出す。

園

建築材料、技術の高度の発達は日本雄築界の宝庫であり、その 中でデザ

インを進める時、人間のもつ本然の欲求を空間に造型する訳だが、技術

をあらわにしただけで、驚きを与え尚是させた時代は泣くに去っている。

それだけに、ディテールと空間l ! 弘前の密笑な追求を要求されるだろう 。

そこに人間の希いに対し充足させ得るものと思う 。言 いかえれば、主主築

の美しさとは何か? を余りに見逃し，吉、れていた点を手直しされる H寺代に

組織的に入らざるを仰ないと思う 。

ほんとの美しい建築を求めて流浪する 1時代である 。 ( みつやす よしみつ)

ノイトラの砂漠の家( カウフマン邸) 1947 



徳岡
昌 克 昭和26年卒 業

竹中工務庖大阪本庖設計部副部長( 設計、意匠担当 )

回 A

建築デザインを志して以来、所属する組織の伝統的デザイ ンに深い杉響

を受けている 。 この問、 2 年聞の滞米と数度の海外出張はこの修科の主主

理! と教えのより広殺の理解へと導いてくれた 。 タリアセ ン・イーストで

ライトはやさしい向然現段へ融令させ、又、ウエストではアリゾナの ド

ライな環境のなかに、政々し〈ロマンティ ックに対応する優れた主ttmデ

ザインの有り方を示している 。

1. 1. T .から、レイクショアドライブアノ 〈ートメント、シーグラムビ ル、

ベルリン美術館と常に主主築に秩序、空間、プロポーショ ンを迫いつづけ

たミースからは、理屈をこえた美しいヒ ュー7 ンスケールとそのディテ

ールへの厳しい探求のあり方を学んだ。M. I. T のチャペル、講堂、ニュ

ーヨークやダレスの空港ビル、エール大のスケートリンク、コールテン

鋼のディア co.等はいづれも材料の特質を生かし現代の技術を駅使した

絡調ある芸術作♂ ， であり、サーリネンの人聞の感怖をとらえる ｩｬｬＧｴｾ 力に

感動した 。 ペンンルパニア大学医学研究所等 、カーンのデザイ ンプ ロセ

スに共感と 示 唆を受けた 。サーリネンは経過を語らず結来 ( 作品 ) で語

り、カーンは経過と結' * を通じて、熱 っぽく語りかける 。

B  L. ハルプリン等の都市環境についての々察、かつてのれ建築のある

ものも、その後の急激な都市環境の変化によ って、そのデザイ ン的存在

までもおびやかされている 。新しい都市空間に対する洞祭力のある建築

デザインが必要とされている 。

国 A

大阪ビルデイング旧館 渡辺節l オーソド ックスな見事な椛成と装飾の

手法で絡調布くまとめられている 。大 阪 ガ ス ビ ル 安 井 武 雄 全 館 を 通

じ笑にし っかりしたディテールでデザイ ンが裏付けされており、外観は

軽快さと気品をそなえ街区とい ったいとな って格調ある都市景観をつく

っている 。大阪中央邸便局 吉 田 鉄 郎 伐 と 梁 で 紙 成 さ れ た 我 国 の 伝 統

的な建築表現を新しい材料と技術でなしとげた 。 その美しく厳しいプロ

ポーション、特に窓のプロポーションやリビール等、ゆきとどいたディ

テールとともにタイルを組制造まがいの材料としての役 ｾｭ から脱却させ

た色合い、形状、貼り方でみごとに使いこなしている 。 クラブ関西 坂

合建築研究所 シャーレン屋根のデザインの成功例であり、好ましい都

市環境の織成に役立 っている 。

B 大阪市中央公会堂岡田信一郎 色々な綴式の手法を使いながらユニ

ークにまとめられている 。収容人只に比してヒュー 7 ンスケールを感じ

させ好感がもてる 。

日本聖公会川 ｕｾ 主将教会 ヴォーリズ 環境構成や材料と技術の使い方

に質量な示唆を受ける 。臨南寺本堂 大成建設側、伝統的、 宗教 的雰 閤

気の創造に新しい材料と技術によって桃li 現して成功している 。

圏

一人の建築家が建築を iilJ るのではなく、 f皮の存住した時代の人々が建築

をiilJ る。 巨匠の時代は去 って建築デザイ ンはその社会の人々の顕在的、

潜在的な要求の故大公約数を悟 って、それを建築に言区いあげることには

じまろう 。 日本の民家や世界各地のアノニマス建築やそれらが構成する

街区にフレ y シュな示唆を受ける 。気候、} ! R ¥土、生活様式のi主いを超え

て夫々に人間の知! 吉、が結集されてきた放であろう 。彼らの佳築や街はそ

の社会や時代のニーズによって当時の限られた材料や技術で道られて来

たが、それは現代と比較しても決して容易ではなか った筈だ。現代の多

種多様な材料や技術はその材料の本質をよく吟味して使うという往築を

造る者には僅くあたり前であ ったことをなおざりにさせてしま った。 多

くの建築が材料や技術のミス、ユーズの中に i21 られているのではないか。

新しい建築を新しい材料と技術でiil J ってみたいが、なかなか新しくて良

い材料がみつからない。年とともに JiR!; 絡が出てくる建築であり仰ない。

せめて材料や技術の使い方について、建築は重力に逆 らっ て精築するの

だから、視覚的に力の流れを無理! な〈大地に伝えているように使 ってお

きたい。 これからの新しい建築デザインは単なる自己主張を抑えて、そ

の周辺環境や街区をよく観察した上でそこに欠けているものを補 って、

そこに生以や怖感をとりもどせる節度あるものでありたい。

( と〈 おか まさ かっ)

蓮イ弗
古

了

昭和28年 卒業

京都建築事務所

回 A t 民衆に愛される建築とは』

ライト の カウフ 7 ン邸 ( 務水荘 ) からルドルフのエール大学芸術および

建築学部の建物へと変化した 。学生時代を含む設計組織の笑体を知らな

いH寺J() J と自IJ 作活動を体験した時期との変化である 。私は初期iには感覚的

に主主物を鋭たのであろう 。 ｊｦ ｾ として強烈な印象を与えしかも全体として

均必のとれた建築、問問の情景に- : ; > .， チし色彩や陰JUなど! 忍党的に観た

のである 。

計倒の背景を知るようにな ってからは建築家と 「家」を支える設計組織を

凡ながら評するようになり、後日雑誌でライトやルドルフのそれを知り、

失望している 。作品の社会的背景を見て評価というより批判的に観るよ

うにしようと思っている 。

B  最近の世界的作品をそうえていない。昨年ヨーロ γ パの諸都市を鋭

て担 ったが感動するものはあまりなかった 。パリーのフランス共産党本

部 ( オスカー ・ニーマイヤーの作品 ) を観て評価する人がいたが自らの

限で確かめる こ とが出来なかった 。むしろ中世紀のカテドラルなど諸建

築に関心をもったのは何故だろうか。

図 A

最近改築され悲観しているが四条通りの前大和銀行京都支庖は ( 故安井

先生の作品 ) はとくに 7 7 サードが立派な建築として脳裡に残 っている 。

昭和の初年に建設された近 iqii I f J りにある京大楽友会館 ( 森田先生 ) で戦

後は岡崎の京都会館 ( 前川先生 ) である 。いづれも京都という風土の中

になじみ、その周辺地域の風長からみても地域環境をよくし、ひきたて、

しかも利用者に愛されている建築である 。

B  明治、大正にかけては京都三条通りにその建築の姿を観るし、昭和

( 1桜前 )では京都府答祭五条署 、戦後では府立医大前の京都文化芸術会館

( 宮家先生) であろう 。五条許は学生時代に、その他はその後に注目し

た。 巨大なコンクリートの塊が岩倉の地にそびえる国際会議場が姿を消

す日はいつであろうか。作者よりコンペ審査員の良識を疑う 。京都市民

はI i 時丈高なものを好まぬが、彩、も京都人なのかもしれない。-

園

建築のデザインが建築家の例人的オ能と資質のみによ って決定されてき

たいままでのあり方について一定の矛前が生じていることを直視しなけ

ればならない。計画設計の過伎で個人的才能と窓，志を rt 徹するというや

り Ｉｊ 、すすめ方そのことに ＱＺ Ｈ ｾ ＮＧ＿ｔＮ をあてて考えてみなければ社会や国民に

工Eに評側lされる建築を jjlJ ることが出来ないだろう 。才能と能力に限界が

あるからである 。

建築家は生身でありオールマイティではない。往築家を支え、喪うちす

る設計組織があ ってこそ建築家の才能や能力が生かされよう 。創作の能

力をも った建築家をもち得ない設計組織がよりよい作品を創りうるかど

うか逆もまたいえる 。

たの

建築家技術者がいかに社会性をもつか、技術、自IJ 作能力を社会的に験し、

批判を受け、 反省して自らの血や肉にし、 民衆 ( 国民、市民、住民)

の喪 うちをえようとする建築家技術者になりきるかど うかである 。I也)J

でうまず、たゆまず ii l J 作をつづけている建築家 (‘ 30年 代のテ' ュド ックの

ような ) のなかにその姿がみられる 。 国土の何処に建てようと地法との

かかわりを軽視すればそれなりの反応があり、とりまく住民、利用者か

らきびしく批判される 。住民運動のより経験と部被をもっ都市苦11におい

ては特にそうである 。

建築デザインを近視眼的に観る の ではな く、ぬか ん的に見ることである 。

地域環境とのかかわりだけでなく、それを利用する市民、住民の要求や

気持ちを現し、具現化した形として建築が創られるべきだという意味か

. 13かんが] 、大局的と 言いたいのである 。 それを自IJ る建築家と設計組織

の担当するスタ ッフメンバーがその立場にた ったとき、 A の建築の右IJ .ii!t，

民衆に愛される建築が創り出されるであろう 。 それは努力の結采として

である 。 1975 . 11 . 9 3e  

( れんぷっ とおる )
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神 出 津 嶺 雄【近代建築作品( 外国) 1950年l I i1! l年】
昭 和30年卒業

国

デ ッソ ウのハウノ、ウスだと A 号えます。

私共の建築的物心のついた昭和27年前後は我国及びヨーロ ンノ吋立戦後の

荒阪、アメリカのみが本格的建築の可能な経済力技術力を発爆し始めた

頃で、学生としては戦前の，建築をしかも印刷物でしか感受出来ない悪条

件にあ ったわけですが、それにしても 「工作室の附角膏Il j とタイトルさ

れたカーテンウオールの出隅をす っぱりと、ぬ った一枚の写点は大変な

インパクトの大きさでした 。

もっともこの建物は、ギーデイオンによる花輪花火のような平面計画に

それまでのヨーロ ッパの平商技法から再1 t 脱する大きな力を表明した事の

方が、より建築史的評価があると思いますが、J l i ' : l 和 2 年という年にいわ

ゆるインターナショナルスタイルのすべてをやり尽くし、しかも大規模

に実現し、加えてそれが世界のデザイン活動の中心とな った学校建築で

あるということから後進に与えたものは優皮に大きいと感じられます 。

これに対して現在は、盆的にも質的にも目的別にも余りに事務的に巨大

化した建築活動の中に自らを置き情報過多の内から新しい方向をという

苛立ちを感じること自身、現在の建築のもつ多万向性の表れかと感じま

す。ローチ/ デインケルーの故サーリネンチームは如何でしょうか。 巨

大なアメリカをパ ックに一作一作かなりのショ ック を与えてくれますが、

向かもう一つ一貫性というか、考え方又形態上の脈絡め弱い所は気にな

ります。

その時代の人間にはその時代が解らないという '1' ;かも知れません 。

図

やはり御堂筋の大阪ガス本社だ? と思 って います。

安井建築事務所に在職中に関述首長か った建物という特殊事情を除外して

も、その竣工写真の周辺の瓦屋艇や人力 11i を見ても今に至る物理的精神

的なライフの長さに焼かされます。私なりにこの建物のポイントを亨11記

しますと、まず都市と建物のいい関連いい位皆、当時として余りにも明

解な平面計画、事務所建築の限界を心得た気持よい立菌、特に l 階廻りの

ピロティ苦11に見る精進的現代性 、佳築設備技術の先取性ーアメリカキャ

リヤ一社施工の空調から機械! 註主II 設11mまでが組込まれた一 、最後に市民と

建物のいい関連 アーケード、ショーウインド一、展示場が一番いいス

ペースにあり懐かしいガスビルホールー いづれもが即現代のテー 7 て。あ

り、それが40年前に実現しているこI:¥- 実に設計者の力査と心地よい大阪を

感じさせられます。

更に現代の近畿の建築ということですが、現在は建物の現笑に縫っ位遣

の意味は希薄であると考えています。むしろ関西人による建築とか、更

に関西風の考え方による建築とい った区分なら自分なりに受入れられま

すが、その意味では村野藤吾先生の- j A の作品かと考えます 。 まず技術

あり 、これは関西の風土であると同時に全く建築そのもののベースであ

ると信じております。

圏

今までもそうであったわけですが、それ以上の建物のジャンル別の考え

方の監理が必要ではないでしょうか。 その建物が大局的な経済活動のど

の位訟に位するかによっての建物の性裕づけが更にきびしくなりそうで

す。建築のアートとテクノロジーとの相関関係の見直しが今後の一番の

問題点かと考えます 。

。
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( か み で つ ねお )

シーダラム・ビル

(M.V ローエ ) 1958 

1963 レスター大学工学部 ( J スターリンク j
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J  I1 崎
J青昭和30年 卒業

大阪大学教授

囚

興味をも った往築、住築家など強いて 10ケに絞 って 比ると次の様になる 。

ワグナーのシュタインホフ教会、 シュタイナーの第 2 ゲーテ館、ミース

のファンスワース邸 、カー ンのペンシルパニア大学医学研究所、スター

リン グの ケンブリ γ ヂ歴史学合、ケビンローチのオークラ ン ド美術館、

ベンチ ューリとアレキサンダーの方法論などである 。 これらは神絡化さ

れて学生H寺代から憧れていたもの、構成的手法と共に不思議な魅力をも

っているもの、哲理や方法論に関心のあ ったものなどである 。

しかし、私が一番大きな iU4容を受けたのは 、世界的名声の 1，ly. では上記の

作品に& びもつかないが、実は 11番目に加えたい次の作品である 。 それ

は1958年に建てられたルルドの地下大聖堂である 。ルルドを訪れたのは

15年も前のことであり、建築を始めて間もない頃の ・)' ; でもあり、ピレネ

一山脈の美しい雰囲気の 中で、古い教会主に対して、地下に煙めるとい

う大胆な手法で新旧二つの環境を両立させた P. Vagoの発泡lは私に強烈

な印象を減した 。 ギリシャ建築のプロポーションを学ぶことから始ま っ

た私の建築的修練に対して、建築の構成に新たな洞察が必婆なことを笑

! 惑として教えられた最初の経験であった 。 この時の実感はその後ず っ と

大事に持ちつづけている 。

図

京都を 中心 lこ選ぶことにする 。京都の風物の中にあ って、不思議呉手口! 惑

のないのは明治のレンガ造である。辰野金吾の旧日銀は平安博物館とし

て生れ変 っ たが、中京郵便局と共に、この辺りの町 ｾｉ 制の雰囲気を代表

している 。 同志社礼拝堂 ( グリーン、 1886) のある同志社キ ャンパスも、

新旧の調和が比較的うまくいって現代に活きづいている空間である 。片

山束 1阜の旧京高11博物館と森田度ーの新館は直角に交る刺i線上に対峠しつ

つ束山の風物の中に調和して、市民に親しまれた笠間とな っている 。 前

川園到の京都会館は岡崎公図ー惜の風来とマ ッチして大胆なピロテーは

市民に快適なひろばを与え、又公園の各時代の辿物とも良〈バランスを

保 っ ている 。 都心の商業ビルとしては昭和初期にｾてられたもとの朝日

会館 (1935年石川純一郎) はその大胆なカーテンウオールの扱いや、

現代のスーパーグラフィ ックスにも匹敵する大笠岡など、決して新しさ

を失わない建物であった 。 しかし新しく怨て直した岩本博行の新制日会

館も又一級品である。新旧が時間的にうまくひき つがれた伊IJ であ ろう。

固

我々は生型的に日本人であることと 、知織として欧米人であることの二

重の性絡が慨に体内化している 。現代は知識や文化の市iのi J I i.(，を止むを

得ないものとして、世界通有性への一応の目標を達成した時機である 。

そこで怨築の世界においても、この様な世界通有性を一つの経過として、

そこから再び独向性への模索が開始されると身えられる 。 どれとか設と

かを注目すると言うことでなしに一般的に追求に値するものとして次の

様な項目が考えられる 。

1. 体系的把握の方法はかなり進歩して来ているが、同時にそれの限界

も見えて来た 。 そこで部分からの発想が今後の重姿な課題の一つになろ

う。音11分の持つ具象性を密度高〈捉え、全体を抱指する l時に捨象しない

こと、l i I l分を il l i - めずに全体につなぐ方法が必要である 。

2. メタポリやウォーキングシテーなどテクノロジーオリエンテ ッ ドな

発想を止めること 。

建築を文明論の範叫から引き出して、生活、社会、風土などの文化の範

略で考えること、そしてテクノロジーの持つ共通の思与ーから解波される

こと 。

3 .  ｾ鋭性と 言う ことに頼りすぎないこと 。 即ち空間の質を統計量的概

念で扱う習慣を止めること 。量の問題から 'tI の問題へ主題を移す必要が

ある 。悶有の質の問題や個人の好みの問題などを経視しない態度を保つ

ことが要求されると思われる 。 { かわささ きよし )

根津耕一郎昭和31年卒業

根津建築事務所

田A

あるやEの近づき をも って 感じられる年代の建築家群とそうでない、歴史

的なスクリー ンが存在して隔絶的な意識で把えられる系統の往築家群が

ある 。 その岐はほぼ私にと って1930年代以降と以前にみられる 。1930年

代以降の作家 ｾｲ ｦＮ に対し ＱＱ 司別に主観的な鴛き、共感的ｴ，Ｇｩ Ｚ 念、反抗、劣等感

等々線々な人間的! 恐怖を含めて 11司々の作品に接することができる 。 それ

らの中1 ) 戟と自己反応が自分の中で自然に述統的に形成され、一位の建築

を中心とした私の内部的社会伎を形成している 。

しかし 1900年代初期のガウディーやシュタイナ一、メンデルスゾーン等

の既成の建築概念にたち向かったエネルギーには敬意を表したい。

B  私は何にでもものすごく好奇心をもっている性質なので、いいもの

も良くないものも食欲にみつめてゆきたい 。 そしてできてしま った作品

でなくて、それが進られたプロセスを読み返したりプロセスを推理する

ことに興味 と問題性を感じる。

国

A  具体的にあリません。

B  向 上

固

建築がよりメガな者11市自力な骨絡に置換されるイメージの胎! I i : I ) があ った。

ー磁の発散がj な不定羽化であろっ 。また、建築の空間を部品化したり、メ

カニ y クな機構に分解し再構成するミクロ化した収量女性を与える 示唆が

行われた 。 しかし人間との相対性を含めて具r体化が危ぶまれる思巧であ

っ た 。 しかし 一万 に於 ｌ 、て現実にｾ聞が商品化され、それに伴 って 辿築家

は空間の演出家となりその手によりディスプレイが繰り返された 。 しか

しこの手法もほぼ限界に達しつつある 。

演出家化した自らの非力性を自党すると共に、更に一般社会に於いて進

行する超日 ｍ からプレハブ住屑に至る ｾｉ ｻｉ｝のお ｊ ＱＧｬ 化とその経済的介理性

の指向に刈し、その現笑を直視しながら 、それに対する人間的不満や ir5般

を内部に都千l ' r させることだと思う 。 その孫般のために白波するかも匁l れ

ない危機を感じるがら、f . . } 秘の tゃから得るアンチテーゼに次に目指すべ

き方向の暗示 を得るかも知れない (ねづこう L 、ちろう)

エーリ ッヒ・メンデルゾーン設計 ユダヤ教会計画案

挫築と社会/ 1976年 1 月号 99 



【近代建築作品( 外国 1960年以降 t

100 也換と H 会/ 1976年 1 11 ぢ

プk クミ 乙百 A
'.1¥. / 0'  ffJ 、] 1、

都市 ・計画 ・設計研究所

国

外からの卓IJ 紋(I() 攻q且として、ふりかえってみたいと思います。

まず、イギリスのハウジングの舟航から、社会f本i倒的なことむ含めてマ:

んだことが多いと思います。問機にアムステルダムがあります 。次に、

日本の歴史的l孔土と民家、瀬戸 1") iflt ←→河内←→大和から、です。そi L ら

に加えて、関心をひかされた，建築デザインは、ルイス ・カーン、スター

リング、ムーア ( M L T W) です。ルイス ・カーンについては、トレン

トン ・パス ハウスやリチャース'研究所の作品 ・プロジェクトがAr c h-

it ec tural  F or um，: t ' にはじめて発表ーされた頃からの印象でした 。

それを活用? して、 l 己的s記念館の第一次コンペに入選 ( R 1  A の山本 、

北山氏と協同 ) しました 。 スターリングについては、レスター大学のレ

ンガとガラスのよL Ｇ Ｑ ｾ なＧザ点を凡て、イギリスの伝統を後〈感じさせられ

ました 。

M L T Wについては、何といっても、 y ーランチの諸作品です。

固

内なる体験的要l正|を桜思してみたいと思います。

まず、有ってきた阪神| 引の住宅地です 。六月! 山の山の紋と大阪湾の iflJ の

「f 、そして、 ヴォーリス' の亦い M似 Zしが、身近でした 。

次は、勉学のプロセスにおいての緒先生との接触です。)l IMl ' i からいうと、

占対日谷祐規氏をとおしての内山断、 R 1  A と山口文象氏、大谷幸夫氏を

とおしての東京学派、です。

内山石Jf の周辺からは、 nら町を訪ねて自ら研究する万法を' 下びました 。

R  1  A  . 山口文象氏からは、佳築家のきびしさ世界と、そのなかにあ っ

ての楽しさを味わいました 。 大谷幸夫氏たちからは 、建築家 計l町家の

主体性と姿勢を教えられました 。

これらの過位をへて、現イ1:て'1止、建築家村野藤吾氏を、第一に 111い巧察

しています 。 村野先生の ｻＱｾｬｦ ，Ｂをすべて評ｻｩｈ ￭ しているというわけではあり

ませんし、先生の社会的身のおきどころや行動をすべてそのままという

わけではありませんが、先生の学生時代以米の恩 ｍｾ 的持続性と往築の持

つべき1 ' I に対する心と予を尊敬しています。

固

怨築は 、次の 3 つの嬰ぶから構成され自11 られるべきだ、と巧えています。

町なみ のストーリーをうけとめ生み 出すものとして、人/ i 刊の ndl なる thlJ

司労働のｾｾＮびの結ＥＺと炎 ｊ ｊｬＮとして、者 ＱＱ 市と股村を交流する ｊ 也 ｪ 或経済 ・ ｉ 也

減産業のしくみのなかて¥の 3 つです。 もちろん、建築家は、それを忠

j色、の) J i . - j 正におき、それをプロデユースし、その高き; k f 現を可能にする社

会を求めて行動しつづけなければなりません。

nら生活工芸にかかわり、キi 会運動に投じ、反依力のユートヒアンであっ

たウィリアム ・モリスのような行き方こそ、夫々の地域社会のなかで必

要なのだと与えています。

社会 ・経済の基本領域にまでさかのぼって問題をとらえ計Ilhi しうるプラ

ンナ一、日本の風土と歴史の町並みを大切にするアーキテク卜、また、

生活工去を愛するクラフトマン ・ギルド、この 3 つのより総介化をめざ

して研鍛し、多彩な断1mて" のユートピアをじっくりと実現していきたい

のです。
( みずたに えいすけ )

シーランチ ( C ムーア ) 1966 



辻野純徳昭和開業

浦辺建築事務所

回 A

1  ) ジョンソン ・ワ y クス '10; 務所 ・研究所( 1936- 9 ) / F. L . ライト

構造と材料が、柔らかい IIt1面と水平がj デザインが、光の中に倣け新しい

ｾｭｬ とな っ ていた 。 特に時には羽 ｉｉｉ 孟な住亨 ＱＱ が見事ｦｉＮ悲している 。 有機的

主 ￟ｾ 語、そこにはオーダも理問もなく、感動する建築があ っ た 。 Ｑ Ｙ Ｕ Ｗ 年、

正月のこと 。

2  ) カサ ・ミラ ( 1905- 10) 他 / A. ガウディのー 述の建築

、、Gaudi "L e Corbus ier  Fot os cop  Gomis  P rats - 1958は、美術誌をとおし

ての采らかくも深い芸術的カ、ウディだけでなく， ， ｨｙｊｾ ＮｩＡￏに優れ、技術的にも

完墜なデ ィテールを写し出していた 。ー比必主要以上にうねる外壁の窓、組り

の水切も、者千住にみえる面絡チの機能等々も明確で充分デザインされ、

西欧主 ￟ｾ の壁の歴史や製作の為のエネルギーが鰐 ｹｾ であ っ た 。 ディテー

ルの技術とデザインに苦しみぬいていた社会へ出て 一年余のこと 。型 1960

年、新主主築誌に 「アントニオ・ガウディの作品における向山と束縛J ( ユ

ルゲン ・イエデ ックBauen+  Wohnen'1950- 5) の沢が紹介された 。

3  ) ラウタ ・タロなどケスクスカツ通りのファサード / A ' アアルト

1971年に接したエリール サーリネジの銀行ビル( 1921) の li l，j HI リにある

アアルトの二つのピル、ラウタ ・タロ( 1955) とアカデミ ・プ y クストア

(1969 ) が、それぞれデザイン、ディテール、時代を以ーにしていながら倦

副総も判向も揃えてすばらしい街区を形成していた 。アアルトほどの何

l庄ですら既存の街に和するデザイン、これが者11，打の主s築てーあると 。

B  

1  ) ニューメキンコの教会/ ジョージ中仏( 1970年頃 )

赤い山にとける亦い土佐 、数 10マイルを '11で馳せ祈る若者、 J! i ¥. 土と心が

ある 。詳細を知りたい。

2  ) 欧米の者11 fli 保存や既存建物と新，建築のかかわりあい、その芯l味での

者11市での建築家の仕事すべて 。

3  ) レスター大学/ スターリング、ビパリーヒルズホテル/ ラムスデン

など 「壁」に代わる r; ヴラス 」 の怨物。

園

。 明治大正

- ぷ占Ilr'" 物館( 1895) 片山 w:tJ出/ ・日銀大阪支出( 1903)以針金吾/ ・大阪中央公

会主 (1918) 岡田川一郎

明治JUI 西欧に学んだ成栄一を{ ムえる 。機能的にも画.1えられる 。歴史的立味を含めて.

・近江八幡 Y MC A 会館( 1907) / ・笠公会川 u 教会( 1922) / 日本法管教団大阪

教会 (1922)

.，、教ill 築と L 、う特妹性か、線式にニだわリ のないやさしさか、今 L 充分。

・大阪 7 ラブ (1924Ｉ安升武雄 Ｋ 片ｼ司 Ｇ ｊ ｾ 務所 Ｏ ・ 大阪ビル ＨＱ ＹＲＵ Ｉ ・ 斜 Ｑ 業会館ＨＱ ＹＳ
1)波辺節/ ・U，) i . ピル( 1926) 1長谷音11鋭古 + 住友生l ! a) t吉11

適度のスタイリ y シュ、機能もディテ ール(， 1立も充分.

0 昭和I初期i

・ガスピル( 1933)安井武雄/ ・十合 (i 1'( 応( 1935) 大) L 神戸応 (1936) 村聖H長否

合理性追求の給米で( ， ＧｴＧｾは守られ、高 ｉｬｦｴ￯ 主 ｬｬ ｾ 島 の 代表的イ Ｑ ＺＮ ＨＱ ＺＮ

・神戸女学院( 1934) ヴキ ー 1) ス

線式をこえたぷ ＱＨ｛ な ｬｬｩｾ Ｎ ぷ ｉ 也むよＢ Ｎ

. 'J1 f' 1副ホテル( 1930)述維新

ライト に学ん f: ヒュー ? ンスケ ールの:ar. :J 処理。

・凶白球場 ( 1936) '1' 足

外観はとむか くよ止やすさでは抜 111のスタ ンド 、そ の機能性を評価。

・大阪中央重jlj !l! )"j (1939)，' f1日鉄日11

合耳 ｉｉ 性と機能性にす ぐ れ、 パラ ノスむ弘 ιｊｾ Ｎ

O昭和 ljlx後

・新人ービル 村j!f，i事否 1:t}; ，j 川の1;(1見と 一体。

・事fr?JJ 日ピル 竹 Ｇ ｾ ｉＧ 工務前 金}{.Ji ，、ネ J レの性能を生かす 。し か し切戸j のビ ロテ

イ部分む道路を '11に分断 された のは惜 しい

B  

・新大阪ホテル( 1935)大阪市 + 長谷部竹股

シ テ ィ ホテル の 機能を現イ土まで見ｾたしてきた ' 岳会音111"1のプ ランむよ かっ た。

惜 しいill 物。

国

欧米の都市建築の11 . :辻 ・生活等の歴史のi A 続と、我国の江戸てρ の陸H色、

明治よりの欧米文化の急激を吸収がよ! I : たされぬまま、高度成長と 7 スコミ

全盛で、機式も ｊｾ 土も ｩｬｬｾ 島の ｦｦ 味すら喪失した 。 その比直しで歴史的に

ｾ主統させることがまず必要 。Ｈつしの よしの リ)

出江 寛昭和32年卒業

竹中工務庖大阪本底設計部副部長( 設計担当 )

囚

0 フランク ・ロイド ・ライト

必水ｾＮｴ ( カウフマン邸 )。 タリアセンウエスト

恥怜l' 的ロマンティシズムに満ち、のびのびとした泣形力と、 i直絡な」号付

のｾＡ尺によ っ て、自然とのみごとな融合と対比を生み、自然に迎令する

ことなく、自然の中での美しい点張とな っている 。

0 1レ・コj レビュジェ

ラ - トウーレ ッ トの修 ill 院。 ロンシ 々ンの教会。 " 7 ルセーユのユニ

テ ・ダビタシオン 。 チャンディガ ル

建築を光の中における土芸術としてとらえる、彼の生援をj I f i じての伴大な

創造性と、向B : I奔欣で、おおらかな空間1に対し、大きな感銘を受けている 。

以上、簡単に挙げてみたが、夜、のfl liJ人 (I(J なデザイン活動においては、む

しろ、日本的な歴史にはぐくまれた空間立ぷこそが、デザイン の ｊｨ｜ＮＧｾＺ で

あることをイ寸記したい 。

図

. ピザンチン、ルネ ッサンス、パロ y クの美しい ill 築に、今益々魅 )J を

!進じている 。

旧兵1・l i . 県庁( 1902 ) 山口半六 。日本銀行大阪支出( 1903) 辰野金否。 大

阪府立; 図i ! r . 館( 1904 ) 針口係 1打。太阪市 中央公会堂( 1918) 岡EDf ，_i一目1¥，

・セミクラシ ンクなデザインに人| 倒的な暖かさを感じる 。

大阪w楽部( 1923) 安井武雄 。大阪ビルデイン グ| 口館( 1925 ) 波辺節 。

住友ビルデイング( 1926) 長谷部鋭吉 ・竹股他巡。

. セミクラシ ックからの脱皮が、新しい素材、形態、f . Y i ili 美を生み出し、

ｪ Ａￍ代 ｩｬｬｾ の安時 Ｑ を感じさせる 。

朝日ビル( 1931) 附竹中工務柄 。大阪ガスピル( 1933) 安井武雄 。大阪

中央Ａｦ ｾＱ 便局ＨＱ Ｙ Ｓ Ｙ ) 吉回欽自1¥.

. 'j 虫後の{ 乍品

0 関両大学円形図、! r - 館( 1955 ) 村野藤吾

学園にふさわしいロマンをたたえている 。

o 新制日ビル( 1958) 附竹中工務庖

軽金kM.反を素材とした lt討JJ の建築として評悩した 。

o -l'i ll ホテル{ 圭水図( 1959) 村野必吾

*山を' ，"d言、とし、リズミカ j レで軽やかな日本的係機を吉区いあげている 、

o  ' ; [ ei J . ! i 大阪支社( 1960 ) 丹下健三

プレキャストによる、ホリの深いフアサードが、印象的である 。

o i卸立ピル( 1965) f捕竹中工fi)f，tj

タイルの怖感とあいま って、堂々と美しし、 。

固

普通の空間 が、ある時突然 普通" であることをやめる瞬間、物理

的Ｚ￦ ｮ ｩｊは、市 。 ｩ 事 Ｑ Ｇ ＨｉＢｊ Ｚ￦ Ｑ 日ｊＢＧへと外培する 。 禅的“無の ｾｉ ｉｬ ｊＢ は、ヰＺＧ￰ ｩ 的普

遍性への象徴なのだろうか。

--t;J Jの装飾性を排した、無機質で、メタリ ックで、 S F 的て¥モ ン ドリ

アン (I(J な世界、段々な ZE 聞のあり機が、私の政をよぎる 。

杢Ilfl デザインの究極とは、冷やかなモノクロームの世界 なのかも知l れ

ない。必のデザインの指向性もそこにある 。 それなのに何故私は、あの

装飾性に Ｑ 出 ｩ ちた中世処築や、雑然とした ｉ 也，ｾ，海村議にひかｩｌるのであろ

うか。 l出l磁のかなたに、フォルムを超えたはるかかなたに、私は " 作iJ.!i

の さ ｾｲＮＺｊＢが‘宇宙的空間ＱＢへとはばたくのを予感し、ｾＨみるのである 。

著名な建築家が、どんなに索H，'i 'らしいも の を創 ったとしても、彼等の作

rR: は、社会的ニーズに応えるべく組織され、 iii: 産される圧倒的な物; 止処

築併の流れを徐々にしか変えることは出米ないであろう 。私達の松ーも豆

望書でI.U[ i の問題 l立、これらの.ill 築併を如何に取り扱うかという点であろ

う。 そこで、私は戸を大にして主娠したいのである o "1! f . i i l l 刊のことが・普

通" に行われない昨今、 “ 普通" のことをごく 普通司に考え、心をこめ

て 1f i 盈の建築. へと具象化していくことにこそ、私達建築家の使命が

あるのだと 。 しかし、そこには 7 ンネリズムへの甘い、危険な婚し火が

隠されていることを忘れてはならない 。 マンネリズムの彼方には、恥怜ｾ
て句、‘

の ｬｬｩ 必が機たわるのみである 。 Ｑ ￍＧ ｩ もなく、飾り気もない、透明な ｾｉ 日｝こ
J るさと

そが、的かに醒めた紛争11の宿る放郷なのでろう 。 ( いずえ ゆたか }

住 築 とH会/ 1976'1' 111';- 101  



指 宿 真 智 雄
: 近代建築作品( 外国 1960年~畔】|

囚 A

・世紀のホール (1913) マ γ クス ・ベ ル グ

当時としての技術革新と経済性を機保しかっ美しい 。

・セメントホール (1939 ) マイヤール

総ての建築要素を以って成した、テ - 7の完全な表現。

・M I T 講堂( 1955) E  . サーリネン

椛iさの徹底した追求が、デザインの美に. f I ・1 i f している 。

・P J ノマビリオン (1962) P  . ジョンソン

.f iYi 築物と風景の対比的な事IIi完。哲学的でさえある。

・ トロント市庁舎 (1965) v  . レベル

ｦｾ 雅なたたずまいと暖かい内部 。 官公庁総築の範。

・ワールドトレードセンター (1972) M . ヤマサキ

端胞な姿、見事な空間l的椛i主的解決。主主築の極地。

B  

・ ミュジェ ・ド・ポンピドー (1976 ?  ) ピアノ & ロジャース

技術 ・現 境 ・財政等あ らゆる而 ぞ、 今日的問題を含む。

固 A

日月治

・ 日本銀行大阪支庖( 1903 ) 辰野金吾

邦人が初めて主とな って設計した関西の作品。

大正

・大阪市公会堂 (1918) 辰野金吾 ・阿国伝 一郎

分間十派との論争、コンペ等を経て折点機式となった作品。

昭和 ( 戦前)

・大阪 中央郵便局 (1930) 吉田鉄郎

構造的解決と意 l丘的処段! のすなおな一致。

昭和 ( 戦後 )

・香川県庁 (1958) 丹下健三

現代建築の技術を以 って伝統的機式を表現した 。

B  

H百キ日 (! i没後 )

・国立屋内総合競技場 (1965 ) 丹下位三

釣構造の新しいかたちに挑戦。

. ilJ"ヶ |刻ビル (1968) 山下cf . J' lI ll

趨向層建築の本邦初の笑現。

・沖縄t. ! ) j . アクアポリス( 1975 ) 菊竹前副1I

海上都市機想、の具現化への挑戦。

圏

「装飾の復権」 という事がいわれ出している 。

今は未 fご、その声は小さいが、今後の課題ではなかろうか。 . t も、デザ

インとデコレーンヨンの必必 ( といえるとして ) が建築を媒介として繰

り返された歴史は 、あたかも時計の振チの拡1< 、交互に起 っているとい

える 。 そして 、そ の背景には、工業技術の発展とそれに {JL う社会情造の

変化が 、常に存在しており、この変化を先取りした建築家述の問題意識

が、新しい傾向を生み出して来たといえないだろうか。

長谷川尭氏 によると、今日の建築は 「人々に 、そのディテールを楽しむ

喜びをもたらさない」の である 。 そして、それは建築家がコルビ ユジ エ

のテーゼに呪縛され、 「創作の結果よりもむしろ過程を楽しもうとする 」

ため、建築家の「近視 Hn的でありたくない」とする性癖は、国土計画→ 都

市計画→主主築→ インテ リア→部分とい う具合に「ディテールを全体 (シ

ルエット) の下に従以させてしまったからだ」ーーという iJi . になる 。

この意見は 、妙に私の心を把えた 。 たしかに 、今 日 の 様 相 は デ ザ イ ン

のi I t 界でも、全体主義的傾向が徐々に強ま っているといえる 。奈良県で

は「保存」の大義の下に 、市 内のある公共建築物の屋般を、占都に凶ん

て の アオニ色にする ｾ ｊ ￯Ｎを必 ｩｬｩｩｬ している 。 又、京都市では、民 Ｑｭ の新築にさ

え、特別官妻子、保全の名の下に、ディテールはもとより使用料の質から寸

法迄を、行政 ( つ まりl T l 当官 ) が指導 ( つまリ設計) している 。 この様

な極端な例を見る迄もなく、現行の基準法令規や官公庁の設計基準は 、

設計の嬰らない程i敢に入り細を苦手っている。そこには 、およそ建築家の

設計の 「裁量権」等と 云う、文化" の存在する余地は無い。 ({; fl t へ )

昭和32年 卒 業
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太田 隆信日日

回

';!l l¥. 、; * 列車というとやはり建築を字んですぐの頃の ・I¥. になりますが、教え

を受けたという立味では今井先生が情熱的に語られたガウディと、官阪 、

坂合 l而i 先生に教えていただいたル コルピジュジエに深い感銘を' 叉けま

した内特にル ・コルビジュジエの場合 、初期間ではありましたが西洋美

術館 の 呪 場 に む ? ." チさせていただき 、rtlli な体験をいたしました 。 そ

れからやはりザ: 生時代、維誌や本等て快j ，c . 、を寄せた作品というと、- 1 ' 1 . . 迷

の頃はやはりニー 7 イヤ一 、レイディ等の 中南米の建築家の華やかな活

動 、特に レイディのリオの近代美術館 、 L . コスタニ - 7 イヤー専の文

部省と保健 省の合同庁合 ( この建物が第 2 次大戦 中に完成したという '1';.

を知 って 、本当に y ョ y クでした ) 等が印象的でした 。 ウ ッツ オンのシ

ドニーオペラハウスのプランを P A の表紙で見た l時のショ y クは今でも

鮮明におぼえています。

ライトの建築に実は上記の作家を知る以前から、強い関心を持っていた

のですが、未だに骸心に触れる こ とが出来ず、ライト ・7 ニヤの域を脱

する事が出米ません 。

国

子供の頃から大阪に住んでいる私としては、建築をマ: ぶ以前から心に残

っている建築という Jl i . ¥に解釈して答えさせていただきます。

・ガスビル/ チ供の頃の視界のおさ、広がりの関係もあると思いますが、

この建物の内外のデテイルの記憶が鮮明です。

・そごう / 1減争直後の灰色の御掌筋に 、そごうが建っていたあの感じは

言業ではなかなか表現出来ません。私にとって、あの体験は ftill なもの

です。

・中之 }: 占かいわい/ 中之仏の| 円い建物の中では、赤レン -11の裁判所が一

番印象に残 って います 。 これは中之島公図から立山川をへだてて、眺め

るという位世 関 係によるものだと思 い ます 。 府立図［ ｾ ｾ ・ ｾｩＧｩ は Ｂ Ｑ ＧＢ 学生の ｧＧ ｩ

( 昭和22- 24年) しばしば出かけましたが、宿題をかたづける為、 !il (J ) kt.  

い!l li りか、冬の来い感りにおとずれた日が集中していて、あまり良い思

い出はありません 。 それはとにかく、もっ少しメンテがきちんとおこな

われていられればー ¥ い さ さ か 残 念 で す。

・阪神 I i 刊の住宅地/ 六甲 山麗から伊丹平野の周辺につながる住宅地の広

がり、' i ' l のおい住宅がその問に点在していて 、思いもしなか った所に 、

はっとするような建物を発見した続きが記憶. に伐 って います 。

{ おおた たか町ぷ)

ピJftid方、 「保存」を「正義」の同義務かと錯覚させる程の破段や汚

染を引き起した、その同じゃ手Iji 問追求。の論理は、そこから逃がれて人

間的な営みを符ょうとする人々を更に市場として、ますますデザインの

袋夫と装飾性の退廃を i並行させている 。そこには、吉阪降正氏をして「各

時代の特徴を保存する事が、若しその評価と無関係に必要ならば、戦後

の一時代を! 船旅したラヴ ・ホテルとポーリング場の代表作品は、ぜひと

も保存されなければならない」と皮肉らせた程、あやしげなディテール

とデコレーションが、百花僚乱と咲き誇っている 。

この様な、デザインに於ける今 目的状況は、ヴァン デ ・ベルデやヴィ

クトル ・オルタ等がアール ・ヌー ボーを以って 、又M ヤマサキがレイノル

ズ ・メタル ・ピルを以って、その健康で格測のある装飾性を世に問うた時

の状況に、時代こそ i主えど こか似かよってはいないだろうか? かつて

の欽やガラスやコンクリートの、本来人間1に奉仕すべき、技術革新の生

んだ工業化社会が、やがて人間の尺度を無視し支配する程巨大化してし

まった歴史一 一、それは現在に置き替えれば 、人工頭側や211産工法の技

術革新がもたらした高度色= 理型社会、と云えるのではなかろうか。

すでに人々は、その晴好や価他観迄が管理されつつある 4'; に反援し、よ

り人 間的な撰択を激しく希求している。しかしその解は、決して官僚的

統制による保存でもなければ、 納利潤追求H の論理に演出された装飾の

徒花でも無い筈である。この僚に思いめぐらすと、これからの建築は、

物理的な誌は更に増加するであろうが、全体としては建築的な誇示が使

えられ風景の 中へ溶け込んだ様な傾向が一層深まるのではなかろうか。

亦、ディテールに於いては、全〈新しいタイプの装飾の理論によ って 返

付けられた工法的な処庄が施される様になるであろう 。 そしてその為に

は、総築家を始め美術家や造図家逮の表現の自由を訂度にt 1 ・理! しようと

する今目的全体主義との対決が問題点となるに迎いない。( いよ1 き まちお 、

業卒年和

夫
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光
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回 A

リストの中で実物を見たのが約 3 分の l 。 同作家の別作品を入れると約

3 分の 2 は見て歩いたことになります。ほとんど はサボア邸以後です。

いづれもそのつもりで見に出かけたわけですから ( プラジリアなど地球

の袋f J ! IJ まで) 大いに関心があった こ とになります。

自分の作品にどれがどう彩響しているかは手利かにはいえません。それ

ぞれの良いところを参巧にしても っといいものを有IJ りたいと 思 ってやっ

ているつもりです。

リストの 中から強いてあげるとすれば L. カーンの医学研究所。空間構

成のしかたに普遍性があり 、 キャンパスにもぴたりと合 って 、数多い i庄

の労作中でもきわだった名品と思います。

B  ローチ ・ディンケルーなどがさかんにや って いるグリーンハウスア

ーキテクチャー( 又はインテリアオープンスペース。) 建築の中にr . J 1市や

自然を梢極的にとり入れようとする万向。 こういう具体的なデザインが、

我々の既成概念をかえるでしょう 。鉄 、ガラス、コンクリートを手にし

た現代建築が、古典のやきなおしでない本来の) j ri'j を見つけかか って い

るように思います。

図 A

残念ながらすぐに頭にうかぶものがありません。みなさんが指摘される

のを見て勉強したい。新しいものでは京都会館( 前川凶児) ぐらいか。

ツタがまつわりついてコルビジェが前川をへて京部になじんでいる点を

評価したし、。それにしても近畿といえば占控築ということになって、国

際的評価にたえるものはまだあまり出米ていないのではないでしょうか。

( 外人を案内するときみなさんお困りのはずと，思います。)

B  万 IWさわざ。 アクロパ y トを沢 山つくって尚且つ、何百億円相当か

釘l らないが、これをことごとくこわしてしま ったこと 。 もっ と;i t- iif1i 的に

やれば庭史にのこる街が本当につくれたであろうに 。 人材も予算もあっ

てのこの建築的大浪費は記憶されるべきこととおもいます。

園

( i )今後の流れ . 相 変らず俗悪なのが以山つくられることでしょう 。 しか

し今に自のこえた施主1則からもっといいのをやってほしいとっきヒげら

れて佳築家は困るようになるでしょう 。近代の凡なおしと称して復古剥

が一時的にはやるでしょうがデザインの本流とはなりえないと思います。

(ii)問題点 建築家の養成、教育をも っと 重視しないといつまでたって

もいいものは出来なし、 。幼児教育から巧えなおすべきと思います。

Gii) F l 指すべき万向 現世では少々の紙抗 ( たとえば予算、法規、地主

etc ) があっても、 100 年後に評価が定まるぐらいの意気込みて¥大いな

る作家主義をおしすすめるべきと思います 。関内には似づよいデザイン

祭欲主義のようなものがあ って 、いい作ERz が生まれにくい原因にな って

いるように恩われます。組織、人間、コミュニティとい った言または、デ

ザインの貧困をおぎなうためにつかわれているようです。 この風潮をう

ちゃぷるには、少々極端なデザイン至上主義のようなものをかかげて、

お互いがデザイン上 の口 l換をくりかえす以外にはありません。古利名図に

匹敵する現代の作品( あるいは環境) は、そういう冒険のつみかさねの

中からしか生れてこないでしょう 。

今のところデザインの方向を云々する以前の、いわば作品のできる京地

が き わ め て う す い と い う 気 が し ま す 。 た き みつお)

雌 と 社 会 / 1976年 1 日号 103 
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田 A

深い| 刻心を寄せたものはガウディ サグラダ、カサミラ- ) 阜の聖堂、コ

/ レビュジェ サボア邸、ライト 孫水荘、ジョンソン ジョンソン邸、

ライト ジョンソン ・ワ ックス会社研究F斤、ルイス ・ノ〈ラガン PL a z a  

del  B ebeder o de  105 C aball 05  メキシコ ( 庭図 ) 、ローチ フォー

ド財団、ミース ベルリン美術館。

深い彬 ｬｉｩ ｾｩ を受けたものは、建築よりも、むしろ生活体験や瓜京体験、あ

るいは他の芸術や文学などです。

B  一般社会 、文化の中での 「建 築」の あり方が量的、質的両面におい

て大きく変 ってきているので、その中で今後の各建築、建築界のあり方、

デザインの方向、方法喜子が一般文化、生活、人間との関係でどんな位置

を占めていくかに注目したい 。

国 A

古主l 1 : Wi が多いが近代のものに| 浪ると、ライトの山邑邸、甲子園ホテル( 遠

藤 ) 、旧ガスビル、住友銀行本応、* - f I ¥業会館、京都会館、中之ぬ公会堂 。

B  古建築はもとより、明治、大正、昭和初期の建物が次々に消えてゆ

くなかで、それらの処築が佳築的スト y クの少ない日本文化の中でどん

なスト ックのされ方が行われているかに注目している 。 A に示したもの

の他、現在工事中の日銀大阪支庖改修工事における一般市民の評価と建

築界の評価の仕方に注目している 。 これは私の11日〈限りにおいては、経

済的な意味での社会資本のスト ックとはな っていないので、大阪の一般

市民や建築界が増築部分も含めどれだけ文化的スト ックとして評価する

かに興味がある 。私個人としては、作品そのものの評価ではなく、この

般の仕事がと' れだけ一般市民の 「ものを大切にする気持」、ひいては文化

を支える土壌を育てうるかによ って評価したい 。

その他、私にと ってはルナ ・ホールがあるが、これは設計関係者でもあ

るので、さしひかえるが、これがどれだけ劇場文化に彩響を与え個性あ

る地域文化を官て得るかに私個人は最大の関心がある 。

国

現在、一般に建築界といわれている中で、大きくわけて新しい文化を前

向きに創 って行こうとするごく少数の流れと、この新しい日本文化を支

えて行くその他の大部分 i荒れとに分けられるだろう 。前者は全く個人的、

個性的なワークであるから 一概にはいえないが、共通にいえることは、

それだけ近年とかく忘れられてきた地域文化との関係や歴史的関係、そ

れに各併| 人の立つ位置、思想や物 ( 材 料 ・空間 人間 ) への洞察力をよ

り厳し く問われるだろうと思う 。 そして、それらの行為や作品が、本当

に評価が定まるのは数世代後、百年以上た ってのことだろうと考える 。

一方 、大多数の後者は、産業革命以後、長ら く合理主義 、機能主義を追

求して米ながらも、未だに古い芸術在J l . の尻尾が切れないで、モデュール

やシステム化の追求を中途半端にして来たのではないだろうか。今や宇

宙のスケールから数ミリミクロンの世界までの科学が可能となり、人間

の手で操作さえされつつある。建築から 人聞 の個 人的個性的な部分であ

る情念やイメージの世界を取り除けば、それを科学することは全く容易

なはずである 。 むしろそんな科学としての建築のあり方の進歩こそが、

本当に人々の生活文化を支え前者のより先鋭的な創造活動を可能なもの

とするのである 。後者に於いて現在、今後の大きな課題として考えなけ

ればならない問題として、私は次のことをあげたいと思つ 。

一つは文化として の生活環段の 中で の建築物 のあ り方、役割をは っ きり

させ、その機能をよｾたすべ〈科学されなければならないだろう 。 それは

環境という 言築でよくいわれるように、他の物理主的存在との関係と、機

能的存在の! 関係で 「怨 築 物」 と 「建築すること」を科学することであろ

タテ

う。今迄の科学がほとんど縦科学であ ったのに比べ、それは検科学とで

もいうべきものである 。 その中でも特に近年の 「盆」の時代が過ぎた今

「質 」が問題て4 あり、またその中でも特に生活文化 ( 人々 の生活 技術や生

百作法等) や 、地域文化 ( 近年、中央集権化した文化の為にふみにじら

れて来た各地域固有の文化 ) との関係をより大切にして行かなければな

らない fごろっ。

第二は、建築文化に於ける歴史的スト ックの問題であろう 。 日本の建築

文化が、木造の歴史が永か ったが放に今まで文化の建築的スト ッ クはー

(右段へ)



渡辺豊和昭和36年卒業

渡辺豊和建築工房主宰

田 A

近代建築の巨匠としてやはりコルビュジェであり、次にはアアルトに

魅せられます。 コルビュジエは非常に戦斗的な建築家だったとされてい

ますが、私はコルビュジエの裸形に近いむき出しのコンクリート壁の構

成にはむしろ悲しみを感じます。 その点前川国男にしても坂倉準三にし

てもその建物には悲しみや忍びが表現されていず、 何か白々しいのは彼

等を含めたコルピユジエ伝 jf[ l 者逮には本当のコルビユジエが理解されて

いなかったのではないでしょうか。私はむしろコルピュジエの建築にあ

る深いカゲリにフランスに於いて疎外され絞けたと言われるコルビュジ

エの叫ぴを聞く様に思われ、建築は建築家が心底から己を語りかけて来

るものでなければならないものであることを教えられたと思います。

アアルトのうねうねしたふくらみのある壁而はある確かな意匠の方法を

示しているようでいつも彼の作品集をそばに遣いています。 日本人には

比較的なじみにくい造形であることにはI 2 I I いません 。 アアルト好みの建

築家の建物がーっとに成功していないのでも分かります。 あれはそのま

まn似てはいけない建築だといつも思 っています 。

ヴェンチュ リーにはポ ップアートが如 何 に建築化されるのかを学びま

した 。 というより絵画や文学等の他分野の思潮が建築の世界に移入する

にはどうしたらよいのか限のあたりにさせてもら ったと思 っています 。

B. ガイタナペーシュ ( イタリア ) の未来に遺跡化された現在の建築や

人間遥の計画案には建築に於ける文学的方法を明示してくれています。

私が紋も注目する建築家です。

図 A

近畿にある建築という風に意識して見たことがありませんから答えは出

来ません。

B. 村野藤吾の新歌舞伎座。

固

建築意匠の世界がどの織な方向に向 ってゆくかなどは皆自分かりません。

ただ私自身のことについて言わせてもらうならスタイリシュな分かり易

い素人好みのする建築意匠をや ってゆきたいと思います。但し誤解して

欲しくないのは、素人好みとは建主 、住み易い家などというレベルの話

ではありませんから、どうも関西の人達は他人任せの思考をしますので

( わたなべ とよかず )
ヘキエキとしています 。蛇足まで 。 、

ガイタノ・ベーチェの案 ＱＹＷＳｾ 手前後

( 友flt より )

般にはそれ程関心がなか ったし 、我々の文化構造そのものが「うつり変

わるもの」 であった。 しかし、コンクリートの歴史も 100 年をこえよう

としている今、この歴史的スト ックをいかに桜丞ねるかが、今後の日本

文化の構造を大きく左右するものと思われる。 ( やまざき やすたか )

中島龍彦昭和37年卒業

回 A

1  . サグラダファミリア、彼の燃焼する建築への情念の形体化、しかも

ごくありふれた手近かな材料を使いながら一見不定形とも見える建築空

間創造手法の 中で実に 粕確に力学を駆使したこと。又、一般に寺院建築

の息の長い創造時間の中での彼の勢力的な作図に大いなる関心をおぼえ

る。

2.  Dr . ジョンストラーハウス、規格化 されたコンクリー卜プ ロックに

よる端正な造形の 中に蓄積された手法の積重ね、ライトならではの建築

である 。 ライトのー述の住宅作品の 中に大いなる興味をおぼえる 。 その

自然との融合の仕方、自然への同化の仕方、又内部釜間の微妙な変化の

連続と平面によるヒエラルキーの設定を通じて 自然、に 外部へと拡がって

行〈空間の雄大にして流暢なダイナミズムに若き建築心をゆさぶられる e

3 . レスター工科大学 永年に亙る沈黙の 中にゆっくりとイギリスの風

土の 中で殴造されたウイスキーにも似た風格 の中に現代技術をプレンド

したこの建物は、本当にショ ッキングであった。かくも無性格 な振りを

してこれほどあくの強い建物は未だかつてなかったであろう 。

4 . 出雲大宇土庁の舎 ややもすれば畏縮しそうな歴史の重荷の 中で安易

な日本風に流れる事なくどこまでも彼の理論を笑践し、そしてそれが見

事な結実をみた事。当時の彼を取りまいていたスタ ッフの優秀さとも相

まって近来まれにみる傑作をものにする事が出来た。又、周囲の建築、

自然的環境に見事にとけこんだたたずまいはこれからも行〈人をして魅

了することて' あろう 。

B  1 . ウ γ ツオンの先行き あれほど大胆な造形を可能にして行 った

彼の行動力と造形カの行く 末 をみたい。

最近は量産家具ーのデザインをする為、北欧の自然の中のアトリエにこも

っているとのうわさであるが、この先どの様な建築を自1) って行くのであ

ろ 7 か。

2.  リチヤード ・マイヤーの- ，阜の作品。

図 A

1. 住友銀行本庖 鉄とガラスの軽薄なビル建築が、そろそろと建築の

枠よりはみ出しかけている中て¥我々に建築のあり方を暗示してくれる

様な気になる建物。

2 . 日独文化会館 今はなくなってしまって本当にきびしい気持ですが、

京大の前のあのつつましやかなたたずまいになんとなく好感を持ってい

ました 。残念な事だ。

3 . 京都文化会館 古都のたたずまいの中で近代建築でありながら周り

の古建築と四つに組んでもけ っ して、ひけを取らない 。特に大ホー J レの

屋級はどこから眺めても京都を感じさせる 。

B  A に同じ

圏

最近の我が国のジャーナリズムをわかしている建築は正直なところ前衛

である答の僕の建築に対する 心構えの外へどんどんはみだして行〈様な

気がする 。 そこにはイリュージョンとトリ y クと遊縦した概念の人間疎

外のみが感じられてならない 。空間を創造し人間1に還元して行〈筈の理

論が頭の 中で空転している 様 に思 える。或いは私は もはや古い人 間 とな

ってしまったのかも知れない。しかし 、建築空間はやはり、快適にして

人と共に有り 、又人と対話を持ちうるものでなければならない。空間を

話し合える言楽、言い換えれば、建築は血肉化された原体験を通じての

み人と触れあう事が出来るのだ。 いかに理論が発展し、科学がそれに支

えられて来たといえども、人の喜怒哀楽は古今の東西を通じて変化し、

文発展してきたであろうか。 ただあったのは、パタリに入れられたブロ

イラーの様な馴れともあきらめともつかない怠怖と無関心だけではなか

ったのか 。

泥臭い、血のにじむような汗にまみれたそんな空間、運動のあとのビー

ルの微なそんな空間、僕はそれを fi l) って行く事にする。 ( なかじま たつひこ )

強築と社会/ 1976年 l 月号 1 0 5



謙浅井
〔近代建築作品( 外国 1960年 以 降 】 昭 和34年 卒 業

田 A

① F .L. ライトの一連の作品 ・特に落水荘、グ ッゲンハイム美術館、ジョ

ンソンワ ックス会社研究所。

既成概念にとらわれずに空間を自 由に創作し新しい空間の価値体系を作

り出 した等、および装飾的な所があるがその空間iのすばらしさ、空間構

成のシステムのうまさ。

②コルビジェの ロンシャンの教会 ・美術館計画。

ロンシャンについては R C 造の自由さの極である 。すばらしい空間であ

るが、自分の創作活動には直接的な影響はなく、美術館計画のシステム

や採光 システムに引かれる 。

①ルドルフのエール大学建築学科棟 。

やはり建物のシステムと周辺環境の対応の仕方。

④ウ ッツオンのシドニーのオペラハウス 。

環境の対応の仕方およびプランのうまさ 。

⑤菊竹清司11の出雲大社の庁舎および島幸良県立図舎豊富。

出雲大社については R C 造の日本建築に対応させる解決案の一つの方法

として、又、図書館については小品て' はあるが私の好きな空間として 。

⑥丹下健三の代々木の体育館。

技術的問題点や発想のソースについての問題はあるが、それはともかく

として、あの案の機能的な明快さと空間のすばらしさ 。

⑦アルパ一アールトの一連の作品 。

オタニエミの工科大学やセイナ y ツアロの教育大学 ・フィンランデアホ

ール等決してシステム的ても、社会的な新しい意味もないがあの空間の

計算 された演出のうまさと、あたたかさ、私の好きな作家である 。

告トルシン虫干のタイバラーチ教会 。

コンペ入選案てヘ岩をくり抜いて上に屋仲良をかぶせルーパーで採光して

いるものだが、アプローチおよび教会内部のうまさ 。

③ピムリコ( イギリス ) の団地計画。

基本的にスキ ップフロアーの低層ア パート団地のコンペ入選案であるが、

この様な団地なら人々は永住するであろうたたずまい 。

B  建築物として特にないが、人聞社会の基本に係わる問題として、ー

ある調査によれば世界に核戦争が起 っても今迄云われていた様に人類が

亡びるのではなく、全滅せず数分の l の人々が生き残り ( 全滅は出来な

い) 、ものの 4 - 50年て¥返れでも 2 - 300年で元の状態にもどるであろ

うと云う卒、文、現実に世界でもいや日本てもそれに対応した施設が世間

に対し極秘義に実際に作られている事、又それによって核戦争の可能性

が大きくなる事。

固 A

京都文化会館一前川国男一

十数年過ぎた現在、京都のたたずまいの中で調和し 、かつ今なお新鮮さ

がある 。時代の中を生き続ける建物の代表として 。

②大阪府総合青少年野外活動センタ一一坂倉建築研究所一

自然の中の同センターとしてすぐれたものである 。

③宝塚教会一 村野森建築事務所一

生活の中にとけ込んだ建物として 。

B  

①日本銀行大阪支庖新築笑 一 日建設計一

今後日本も歴史の重みとしての都市景観と新しく建てられる建物との調

和が大きな問題とな ってくるであろうその先駆として又、うまい解決案

として 。

園

第 2 次大戦後30年を経過し、社会情勢も大きく変わり、経済大発展の披

に乗り建築界も色々多くの事項が出、多くの作品が右IJ られて来たが、もの

の10年前のものが旧〈見えて来るものが多くな ってきたこの頃、も っ と、

長い歴史の中で、生々と生き絞ける建物がこれからはu : 決IJ に求められ、

社会的なニーズとしても目先的な経済バランスのみに、とらわれるので

はなく、も っと長い自でみた本当の経済性に目ざめる司王と思う 。 そして、

そこから新しい町の歴史が重みのあるものとして出来てくるのであり、

それがp ; の建築ではないかと思う。 ( あきいけん )

レッテ ィ蝋燭庖( ホライン ) 1965 

。。。
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安藤忠雄昭和35年卒業

回 A B  

19 C の建築の中には、強い関心と、右IJ 途上の強い彩響を受けた作品は、数

多くありますが、好奇心が強いため、それらは、複雑に関わり合いなが

ら、イメ ージ の 中にあり、単体とし て取り 出し指摘することは できない 。

図 A B  

ライフのある建築とは?

固

近代建築と、それを支えてきた社会をトータルに把復した上て¥近代建

築の批判を続けながら tilJ ってゆく事が、新しい道を開〈手だてとなるで

しょう 。
( あんど う ただお )

ア ドルフ・ ロース設計のツ アラ 邸 1927年

7
1
) オポ ッタ設計のルガー ノの家

シャロ ー設計のヴレ邸 1932年

両松
業卒年和昭

由
山

l

r

A

l

 匠設計室

国 A

影響云々はともかく 、情報雑食の傾向がありますので様々なものに魅か

れるわけですが、ともかく思いつくまま- 。

サリパン : キャーンリー邸。 ワグナー : 第二のヴィラ 。ベーレンス : パ

セ ッ ト ・ロ ウク邸 。マ γ キント ッシュ : プラ y キー邸。アーヴィングと

ギ ル ダ γ ジ邸。 ヴェルデ : 自邸。 ライト: ウィンスロー邸、エニス邸。

ピエール・シャロー: ヴレ邸 。ルードウィ ッヒ・ヴィトゲンンユタイン:

姉の家。 コルビジェ ヴノ邸。カスティリオーニ : 学者の家。 カー ン : ェ

シュリ γ ク邸. ゴールデンパーグ邸。エドワード・クリナン" 7 ーヴイ

ン邸。マリオ・ポ ッタ : ガディナ y ツオグ〉家、ルガーノの家。 ガエター

ノ ・ヴェーチェ: 後期ロマン主義ヴィラの改造。 ジョージ・ネメニイと

リチヤード・へンダーソン ロングアイランドの家。アドルフ ・ロース

: ッアラ邸。

B  特に注目しているものはありませんが、ルイス ・カーンの死後も続

行 中の作品の完成と発表は楽しみにしています。

固 A

山口半六設計「兵1 $ 県庁舎 J( 時治35年 ) 気負いのない素直で直栽な表

現には、節度ある建築の放つ風格の典型を感じる気がします。

B  特に恩いあたりませんが、強いてあげれば、篠原一男設計「花山の

家 J ( 昭和40年 ) 極めてあでやかで官能的でさえあり、嫌味に堕すぎり

ぎりのところで、日本人の逃れることのできないひとつの領域をっきつ

けているような気がします。 そういう意味では見逃せないでしょう 。

固

(1)一般的趨勢について述べる司王自体には無理がありますが、若干感 じてい

ることを記してみたいと忠、います。 ひとつは一貫して創作の本流で弘あっ

たところの、大枠からの意味づけの文脈の上に設計自体を揚め取 ってし

まう傾向、それは決して破綻を来たさないであろうという司王の確認。む

しろそれはリアリティの欠如という致命的な弱点を指摘されながらも、

逆に、その未練たらしさを切り捨てて行〈過程のもとに、自らの方法の

中に収倣し、極めて明快でクールな形式へと昇華してゆくような気がし

ています。システムの分野や、建築で使われる意味でのコンセプチ ュアル

なデザインなどにおいて、傾向としては見え始めていると思いますし、

むしろそのような方法は、リアリティから離反しつつ、逆に最も人間臭

い芸の領域へと接近して行く気がしないでもありません。また同時に、

今までと同様そのような方法が落してい ったものの拾い集めの作業も、

常に多少の恐痴 っぽさとともに堂々と続くでしょう 。

(2)他方、極めて個人的な経験や修練を過して形造られた極めて個人的な領

域を、強いてひとつの設計可能領域とし、その限界線上て¥むしろ自ら

の技備を軸として設計を続行することへの、どちらかというと偏執的な

構えもまた考え得ると思いますし、私自身は、むしろそちらを問題にし

ています 。もちろん設計は、他者の文脈から切り離し得るわけではあり

ませんが、その関りの始点において既に外文脈との相対的な位置のもと

に踏まえる事には疑問を持ち続けているわけです。それはむしろ、どち

らかというと極めて独善的ともとれる構えなわけですが、どうもそれは

創作の領域からは削除できぬことをそろそろ認めてもよさそうです。 し

かし、それはまた同時に、いずれの時点においてもあらかじめ外文脈免

罪符を手にすることができないということにおいて、極めて厳しい節度

を要求されるということも確かなようです。 それが(3)どの様な形態を見

出し得るかは不可測ですし、語るとしても非常に感覚的な言葉の域を出

ないでしょうが、ただ、一方的に威嚇的なものでもなく、またその反動

としての外文脈への煽をあからさまにしたものでもないという気はしま

す。 それは建築は建築であ っておかしくはあるま v，¥. .. とい う、いくらか

正面切 った聞き直りを持 って輪郭の明瞭な形をとりそうな予感はありま

す。 そして、実はその様な作品を、私達は歴史的にも既に数多く持って

来ているのではないかということも、私は今さらに気つ' き始めている次

第です。 ( たかま っ しん )

挫 築 と 社 会/ 1976年 1 月号 1 0 7



-i5: 1霊 室 冨 盟 国 語 圏

関西で評価の高い

建築作品

以下の写其は、今回の「建築デザインについて

の証言ー'76J のアンケート て¥寄せられた| 剥西で

言iJ' f由iのZ.5い、あるいはライフのあると思われる

建築作品である 。とくに 2 人以上の人カ吋旨摘さ

れているものは、ほとんど網羅したが、そ のほか

に、4虫司司できるものはと りだ してみた。それを、

明治大正、昭和前期( 戦前) 、 昭和後期 ( 戦後 )の

H寺代別に並べてみたものである 。

なお、アンケートであげられながら紙面の都合

で写又で: t8i l誕しなかったものの作品名 は後仙 の

リストに示した。

きりえ ・加藤義明

10 8  

明 治 ・大 正

帝 室 京 都 博 物 館 明 治25年 日本銀行京都支庖 明治39年

日本銀行大阪支底 明治36年

山 邑 邸 大正 B 年



昭 和 前 期 (戦 前 )

副

大阪ビルテ・イング

楽 友 会 館 大 正14年

中之島かいわい 大 阪 瓦 斯 ビ ル デ ィ ン グ 昭 和 7年 旧 京 都 朝 日 会 館 昭 和 10: 年

109 



そ ご う 百 貨 庖 昭 和 10年

大 阪中央 郵 便 局 昭 和 14年

- 写真掲鍛以外にアンケートであげ

られている関西の建築リスト( 順不

同)

・大阪府斤

・日本聖公会川口基督教会

・近 江 八 幡 Y MC A会館

・阪神間のヴォーリズの住宅

・日本基督教団大阪教会

・神戸女学院

・前大和銀行京都支庖

・京都府箸五条署

・大丸神戸庖

・日独文化会館

・西宮球場

・芳泉堂( 住友邸内)

・清流亭

・クラブ関西

・アメリカ領事館

・京都↑ 尊物館( 新)

・関西大学円形図書館

・電通大阪支社

・大阪商工会儀所ピル

・京都国際会織渇

・千里ニュータウン

・大阪センイシティ

. 1レナホール

- 宝塚教会

・京都文化芸術会館

・臨南寺本堂

・篠原一男の花山の療

・阪急三番街

・西山記念館

・京都朝日会館( 新)

・電々センター

・日銀大阪支庖改修工事案

関西以外の作品名は省略。

- 関 西 で評 価 の 高 い建 築作 品 .

1 1 0  

昭 和 後期( 戦後 )

l  

「子議II! 司

新 歌 舞 伎 座 昭 和33年
大 阪 ロ イ ヤ ル ホ テ ル

第 1期 昭 和40年 第 2 期 昭 和48年



今 後 の 建 築 デ ザ イ ン の 流 れ

「建 築 デ ザ イ ン に つ い で の 証 言 ' 76 J の ア ン ケ ー ト質 問園 を み て

80オ 代の長老級の建築 家から 30オ 近 く の 昔 年 建

築家に いたるまでの 関西在住の33氏 の、今固め

「証言」には 、多 くの示唆がふくまれており、

むしろ活字にあらわれていない 内 にかくされた

意味を〈みとることの方がより大事と思うが、

一 応、「今後 の建築 デザイ ンの 流れ 」について、

このアンケー トの質問団を通 じて感じたことを

メモと して記し 、「まとめ 」の代用と したい。

x  x  x  x  

@ 今後は「科学等を総合的に合理的に組立てて

い〈性質をもっ新しい意味の建築家j) の登場と

な り、 建築 は「多くの人々の協力によって成立

し、計画と紫材と工法、品質管理の責任を 明確
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にしたデザインが生き残る」といフように、組

織建築家の重要な役割が捕かれる 。

@ 一 方、 「用と 美」 ー 「目的 と材料が最初にで き

てそれを守ってきたものが美しいI! という主張

r  ，.  ｾ＠ ，.  ，. .  1'1  
から、建築デザインは l インタナショナノレ」な
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もので、「経済性とか政策を逸脱しない」方向で

流れるという主張もある 。 しかし、「人聞の機械

文明の従属? から深〈考えて、「物を大切にする

合理主義二そ人間的? であり、「人間味11 「人間1

の心? を失わないように、それをどう建築や都

市に加味 し、そこに「生 命の主体性を どう 見る1

のか、あるいは「人 間 の心理を応用 して狭いと

ころ、 r1 : いところ、 f斤れ曲ったところをよく車且

合わせて い… ? と いった意見へ進み、さらに、

人間的な 「泥央い、血 のにじむような 汗にまみ

れたそんな空間＿へ、「人間的不満や附ｾＡを内部

に蓄積させるT ような希求が強くなりつつある

ようで子ある 。

@ 長い間帯秘されてきた文化遺産や風土を見直

。。

し、「歴史的に述統させることがまず必要」とい

う方向、「歴 史 の町なみを大切にする ? 「生活、

社会、風土なと' 文化 の範囲書で考える? というよ

うに 、「建築文化の歴史的 ス ト YJ を積重ね? て、

「街区をよ く観 察した上で、生やげ'U惑 をとりも

どせる節度あるものT ゃ 、「長い歴 史の付、で生

き続ける建物? をつくるという流れが強調され

ている。そして、「全体として建築的な 誇示が控

えられ、風景のなかに溶け込んだような傾向?

が強くなるという。

。 そのなかで、「新しいタイプの装飾の理論によ

って裏打ちされ た工芸的な処理が施され? 、デ

ィテー l レ( 部分) の評価が生まれてきている 。

「部分からの発想が今後の重要な課題? のひとつ

と指摘し、 r: t ; ) : 的概念の問題から質の問題へと主

張を移す? 必要があるといわれる J アートとテ

クノロジーとの相関関係の見直し1 「ディテ ー

ルと空間感情の稽実な追求? の主張や、「生活工

芸を愛す るク ラフト? ンギ l レド? もこの一環で

あろう 。

o  r近代建築 とそ れを支配 してきた 社会をトー

タJ レに把握した上で批判的に? 創るということ、

また「社会経済の基本領域まで問題をとらえ守

るプランナーとしての役割l を強調することは、

建築は単に形だけの 問題 ではなくなっている証

左を示すものであろうか。

。 「鬼面人を ｪ 絞 かす建物ができるのは主ｾ築の荒

廃? だと 批 判し、「生 活はどういう者械の上に発

展していくのかを考えていくことが大切? だと

いい、「デザインの可視 的形 態 のみを問題にする

のはあぶない? と祭告される。「地域環境とのか

かわりだけでなく、それを利用する市民 ・住民

の要 求や 気持ちT をどう具現化する か、「民衆に

愛される連築? とは何か、 「烏かん的? にみる手

法とは何かという問いかけがなされる 。 そのな

かで、「単細胞的思索は危険で、建築は使う人々

に機能すること? を気l り、 「ニ セモ ノ時代 lこニセ

モノをホンモ/ にまで高める仕事も含めて使い

方を考える? 必要があろう 。

o  r現下のデザインの貧困をうちゃぶるには、

お互いにデザインの口 険 をくりかえすこと? だと

いう意見 もあ る し、「極めて個人的な経験や修練

を通じて形づくられる側人的な領域をひとつの

設計可能領域? としてみる立場もある 。「普 通 の

建築? をつくるということに徹するとともに、

それが陥りやすい 7 ンネリズムをいましめ、

「てらいのない飾り気のない透明な空間 こそ j'l1>

かに醍めた 精 神の宿る故郷? だという立場もあ

るし、「スタイリ y シュな分り易い紫人のする建

築意匠? をやっていきたい人もある 。

。 けれど、「デザインは社会的なもの、アノニマ

スて・はないかT という問いかけと、「建築は社会

的生産物である 。社会のコンセンサス? の必 要 性

とは相関的なもののように思う 。歴史の発展の

流れ からみれば、「建築が公共性あるものという

認識にたって公共の場として公開すべ〈提案す

るサことがこれから必要であると、ある長老建

築 家は強調する。そのような「建築を社会化するう

方法なり手法はむづかしいけれど、最近の広場

やまちづくりのなかに 、それが段々とあらわれ

はじめてきていることは今後のデザインの流れ

を知るうえで、特徴的である 。 ま さ に 、 住築 と

は「歴史的な時間と社会的な空間? にあるもの

といえよう 。

x  x  x  x  

以上、文意をとりちがえているところも多少あ

るかも知れないけれど、失礼をかえりみず記し

てみた。 重ねていうが、行聞にひめられた意味

あいを関西の土壊からの発言 としてくみと って

いただくことをねがう 。 (恰J十 昭 光)
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ス パ ン 架 椛 建 設 の 機 会 は わ が 国 で は き

わ め て 少 な く 、 読 者 に 笑 設 計 の 経 験 者 は 少

な い と 恩 わ れ る の で 、 細 部 の 問 題 よ り む し

ろ 基 本 的 な 問 題 に つ い て 述 べ て み た い 。

一 口 に 大 ス パ ン 架 構 と い っ て も 内 容 は シ

ェ ル 、 吊 り 、 ス ペ ー ス フ レ ー ム 、 空 気 膜 構

造 等 多 岐 に わ た り 、 お の お の そ の 特 性 は 兵

な る が 、 い ず れ に あ っ て も 設 計 に 当 た っ て

ま ず 重 要 な こ と は 、 構 造 物 に 生 じ た 内 力 が

地 盤 に 伝 達 さ れ る ま で 力 の 流 れ を 本 筋 に お

い て 充 分 に 追 跡 し 、 正 確 に 把 娠 し て 、 カ の

流 れ に 矛 盾 の な い 構 造 を 考 え ね ば な ら な い

こ と で あ る 。 建 築 物 の 安 全 性 を 低 く す る 要

素 と し て 坪 井 善 勝 博 士 が い ア ー キ テ ク ト が

誤 っ た 形 で 椛 造 物 を 理 解 し 、 つ ぎ に 椛 造 設

計 者 が 笑 施 設 計 の 段 階 で チ ェ ッ ク 、 修 正 し

た と す る 。 司王故にならなかったのが幸いと

い う だ け で 建 築 の 造 形 は 完 全 に 力 の 流 れ と

の 聞 に 矛 盾 を 余 儀 な く さ れ る 砂 ( 建築雑誌

v ol. 90 n o.  1097， pp.  760 ) と ご 指 摘 の こ と

が 最 も あ て は ま る の が こ の 架 椛 と い え る 。

力の流れは当然、構造形式あるいは形状に

よ っ て 随 分 と 異 な る が 、 一 般 的 に は カ は 構

造 物 内 に 自 然 に 作 り 出 さ れ る ア ー チ 作 用 と

吊 り 作 用 に よ っ て 伝 え ら れ る 。 たた，1j1ー ア

ー チ で は 形 状 が 定 ま る と そ れ に 対 応 す る 外

力 分 布 の 場 合 に の み 有 効 で あ り 、 ま た 、 単

一 吊 り 構 造 で は 形 状 が 自 由 に 変 化 し 得 る 場

合 に の み い か な る 外 力 分 布 状 態 に 対 し て も

有 効 と な る 。 大スノマン架構では一般に j形状

は 既 定 で あ り 、 か な り の 岡IJ性 を 有 し 自 由 に

は 変 形 し な い 。 だ が 通 常 こ の 梢 造 は 全 体 的

に は 述 続 休 で 、 曲 面 形 で あ る 。 そ れ ゆ え に

通 常 の 分 布 外 力 に 対 し て は 商 内 に 一 方 向 あ

る い は 適 当 な 二 方 向 に 外 力 分 布 に 対 応 す る

任 意 の 形 状 の ア ー チ 、 吊 り 作 用 が 自 然 に 生

じ て 力 を 伝 達 す る 。 こ れ ら の 作 用 が 全 面 に

わ た っ て 有 効 に 生 じ 、 能 率 ょ く で き る だ け

一 様 に 力 を 伝 え る ほ ど 力 学 的 に は 効 率 の よ

い 構 造 物 だ と い え る 。 構 造 物 商 内 の い か な

る 方 向 に ど の よ う な 形 状 の ア ー チ 作 用 あ る

い は 吊 り 作 用 が 生 じ る か を 知 る こ と が 力 の

流 れ を 把 挺 す る こ と に な り 、 良 き 設 計 へ の

第 一 歩 と な る 。

し か し こ れ ら ア ー チ 、 吊 り 作用の存平Eが

充 分 に 期 待 さ れ る た め に は 、 こ れ ら 作 用 に

よ り 伝 え ら れ た 力 が 完 全 に つ ぎ の 力 の 伝 達

機 柿 ( 支 持 構 造 物 等 ) へ 流 れ ね ば な ら な い 。

す な わ ち 支 持 椛 造 物 へ の カ の 流 れ が 上 手 に

処 理 さ れ て は じ め て 大 ス パ ン 架 椛 は そ の 能

力 を 発 律 で き る 。 例 を シ ェ j レ構造にとり、

1 1 2挫築と社会/ 1916年 1 月号

外 力 が 自 重 の 場 合 を 考 え て み よ う 。 偏 平 な

ド ー ム で は 総 総 ( リング状) 、経線方向の 二

方 向 に ア ー チ 作 用 が 期 待 さ れ る 。 前 者 の 力

の 流 れ は 閉 形 だ が 、 後 者 の 力 は ド ー ム 下 端

で 斜 下 方 に 向 か う 。 ド ー ム の 支 持 構 造 物 は

斜 上 方 に こ の カ を 受 け と め ね lぎならないが、

実 構 造 で は 鉛 也 方 向 支 持 は 容 易 で あ っ て も

斜 め 支 持 は 困 縦 で あ り 、 斜 方 向 の 力 の 水 平

成 分 を ド ー ム の 下 端 に テ ン シ ヨ ン リ ン グ を

設けこれにf l . 狙せしめるのが望まれる 。 こ

の よ う に す れ ば 鉛 直 方 向 支 持 で あ っ て も ド

ー ム 内 に 充 分 な ア ー チ 作 用 が 期 待 で き る 。

円 筒 形 屋 根 の 場 合 、 円 弧 方 向 に は ア ー チ の

連 続 で あ る ゆ え そ の 支 承 と し て 裾 梁 が 必 婆

に な る 。 ま た 、 長 手 方 向 に 梁 と 同.械 に ア ー

チ 作 用 と 吊 り 作 用 が 生 じ る ( こ の 両 作 用 の

共 存 状態 と は 而 内 抑 断 力 の 生 じ て い る 状 態

に 対 応 ) 。そ の た め に 両 姿1l11J端 で こ れ ら 作 用

に よ り 生 じ た カ を 受 け 、 柱 等 の 支 持 構 造 物

へ 力 を 伝 達 す る 中 間 の 構 造 物 が 必 要 に な る 。

それが妥壁あるいはｾ梁である 。 これら周

辺 の 梁 ( 壁 ) を 設 け る こ と に よ っ て 函 内 に

充 分 な ア ー チ 、 吊 り 作 用 を 期 待 す る こ と が

できる 。 通 常 屋 般 に 用 い ら れ る H. P . シ

ェ ル ( z = x y / c 形 ) で は 全 面 に 対 角 方

向 に ア ー チ 、 吊 り 作 用 が 対 を な し て 生 じ 、

面 内 一 様 明 断 状 態 に な る 。 こ の 両 作 用 に よ

る カ は シ ェ ル 周 辺 で 反 界 に 沿 っ て の 大 き な

力 に 変 わ る 。 こ の 力 を 支 持 物 に 伝 え る た め

にはシェルの周辺に事U l JJ 向 力 に 耐 え る 大 き

な 梁 が 必 要 と な る 。 換 言 す れ ば 周 辺 に 梁 が

存在することによりシェル全耳目にアーチ、

吊 り 作 用 が 期 待 さ れ る 。 ど の よ う な 形 の シ

ェ ル で も 以 上三 績 の 場 合 の い ず れ か に 似 た

性 質 を も っ て い る の で、一 般 に シ ェ ル 椛 造

は そ の 周 辺 に 別 世 間 の 境 界 構 造 物 を 有 す る 場

合 に お い て は じ め て 効 率 よ く 外 力 を 負 担 し

得 る 場 合 が 多 い と い え る 。

だが、つぎの問題が生じる 。こ れ ら 境 界 構

造物( 主に梁状) では剛性、カの作用方向等

がシェルのそれらと呉なり、また、自重等シ

ェ ル よ り 伝 わ る カ 以 外 の 外 力 も 加 わ る 。 カ

を受け変形した両者が変形後も連続一体化し

ているためには、境界周辺でシェルの形状に変

化 が 強 制 さ れ ね ば な ら な い 。 た め に 境 界 周

辺 部 ( と き に は シ ェ ル 全 面 ) の 力 の 流 れ に

大きな乱れが生じ、 l仰げ 作 用 ( 厚 さ 方 向 の

ア ー チ 、 吊 1) 作 用 ) に よ る 力 が 附 加 さ れ て 、

局音1¥的 ( と き に は 全 域 的 ) に 大 き な 内 力 を

生 じ る 。 こ の 力 を 充 分 に 評 価 し な い と 磁 iJi

に つ な が る 。 境 界 構 造 の 設 計 に 当 た っ てシ

ェ ル の 局 部 的 な 形 状 変 化 を あ ま り 強 制 し な

い よ う な 工 夫 が 望 ま れ る 。 吊 り 総 造 の 境 界

構 造 の 霊 要 性 は 述 べ る ま で も な い 。

一 般 に 当 架 椛 の 主 要 外 力 は 自 重 で あ る 。

ゆ え に で き る だ け 桜 〈 作 る こ と が 望 ま し い

し 、 上 述 の よ う に こ の 構 造 は 力 学 的 に 有利

で あ る か ら 、 カ の 流 れ を 正 確 に 把 握 す れ ば

薄 肉 の 、 あ る い は 絢lい 断 面 材 で 充 分 の 余 力

が あ る 場 合 が 多 い 。

だ が 新 た な 問 題 が 生 じ る 。 こ の よ う な 場

合、問リ性が低下する点であり、外力に対す

る 応 答 挙 動 に 大 き く 関 係 す る 。 市ij' 的 座l部耐

力 が 低 下 し 、 風 やt也 誌 等 の 動 的 外 力 に よ る

共娠、動的座屈等の雷 ｾｊ 的不安定現象が発生

し や す く な る の で 、 応 答 挙 動 が 建 築 物 の 機

能を| 狙苫・しないかどうかが設計上重要とな

る。 吊 り 屋 線 、 空 気 朕 構 造 の フ ラ y タ一、

シ ェ ル 、 ス ペ ー ス フ レ ー ム 桃 造 の 共 振 、 座

屈 等 で あ る 。

座 屈 の 発 生 が 常 に 桃 造 物 の 崩 壊 に つ な が

るとはかぎらなし、 。 昼 線 状 シ ェ ル と し て 一

般 的 な 座 屈 ( 主 と し て 飛 移 座 周 ) の場合、

R.C .造 の よ う に 脆 性 材 料 の 精 進 で は jjij 岐 に

至ることが多いが、鋼精進では破J 1 . ! にまで

至 ら な い こ と が 多 い と 考 え ら れ る 。 他 の シ

ェ ル に 比 し て H. P. シェルて、は座屈は発生し

難 い が 、 周 辺 の 梁 ( 特 に 棟 梁 ) が 座 屈 す る

と 桃 造 材 料 の 如 何 に か か わ ら ず 全 体 的 な jj}l

域 を 引 き 起 こ す で あ ろ う 。 通 常 当 架 械 で は

変 形 が 増 す と l町IJ 性 が 増 す 場 合 が 多 い ( 幾 何

学 的 非 線 形 性 ) の で 、 動 的 不 安 定 現 象 が l立

ち に 崩 壊 に つ な が ら な い 場 合 が 多 い と 思 わ

れる 。 だ が こ れ ら 静 的 座 屈 、 動 的 不 安 定 現

象による大変形によって周辺構造物の破耳目、

内 外 装 材 の 破 扱 、 内 部 空 i閉 め 圧 迫 、 振 動 ・

音 響 障 害 の 発 生 、 容 器 状 建 物 の 附 設 ノ マ イ プ

知 の 破 損 等 機 能 上 の 障 害 を 招 く 恐 れ が あ る 。

梢 造 形 式 ・材 料 に 応 じ て こ の よ う な 応 答 挙

動 の 発 生 を 許 さ な い か 、 許 す 場 合 の 対 処 法

等 を 考 え ね ば な ら な い 。 而 に 直 交 す る 方 向

に 一 様 な 分 布 外 力 を 受 け る と ( 自1f1の 場 令

もこれに近い) 、 一 般 に ( シ ェ ル 厚 / 半 径 )

の 白 采 に 比 例 し て 外 力 の 座 周 臨 界 値 は 地 す

の で 、 偏 平 形 に な る ほ ど 座 屈 耐 力 は 急 速 に

低 下 す る 。 悶 有 振 動 数 も 厚/ ( 半 径 )2に 関

係 す る の で 、 偏 平 に な る ほ ど 固 有 周 期 は 長

くなる 。 ライズが士色すと飛移型座屈ではな

く 、 し わ 状 の 座 間 形 状 を 示 す よ う に な り 、

偏 平 な 場 合 に 比 し て 変 形 は 大 き く な い 。 外

力 が一 様 で な い と 、 一 般 に 座 j司 臨 界 他 が 低

す る 場 合 が 多 い 。 偏 平 シ ェ ル に お け る 紋

勾 荷 重 、 日 い ラ イ ズ の 場 合 の 風 に よ る 1則圧

時 等 で あ る 。 後者の場合、 IA周 臨 界 値 は か

な り 低 〈 、 ま た 、 ラ イ ズ が 地 す ほ ど 不 利 に

な る と 々 え ら れ る が 、 ま だ 充 分 に 解 明 さ れ

て い な い 。 なお、大スパン架梢て併は J也ぷH寺、

水平入力の空間的位相差、国外力日娠により

l飼 内 、 而 外 両 方 向 に 同 時 に カ を 受 け る が 、

剛 性 が 低 い と 容 易 に 座 屈 の 発 生 す る こ と が

示 さ れ て い る 。 吊り屋根の固有娠立がJ 数 を 高

め る た め に は 初 張 力 や 材 の 曲 げ 剛 性 に よ る

よりライズをｾＺすのが最も有効であること

が示されているが、 j孔 に よ る フ ラ ッ タ ー 現

象 に お け る 臨 界 風 速 を 増 す に は 初 張 力 を 閉

す こ と が 最 も 有 効 の よ う で あ る 。

上 述 のZj';. 柄 は 全 く の 一 昔11だ が 、 当 架 柿 の

設 計 に 当 た っ て は 多 く の 錯 綜 す る 問 題 を 巧一

慮 せ ね ば な ら な い こ と が 分 か る 。 そ れ だ け

に 楽 し く や り が い が あ る と も い え る だ ろ う 。

(く に え だ は る お 京 都 大 学 防 災 研 究 所 助 教 綬 )
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ょっランプ、器具を選択できる。種類を 表ー 1

に示す。

(2) 使用温度と光束の変化 低温室の温度によ

り光来が変化するので、! 照明設計は 図 - 3 によ

り求める 。光束の求め方はつぎのようである 。

総具金光束

= ランプ金光来× 器具効率× 光東相対値

4 ， 点 灯 直 後 の 光 東

低温用苦器具は点灯直後、低温のため紫外線の

発生効率が悪くなるが、ランプが徐々に暖まっ

て光東が安定する。 図 - 4 に示すように 1l 0 W

器具の場合一 35' C で 7 - 8 分で光東が安定する 。
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20' C程度で使用する場合に管壁混度が約40' C に

なり、最大光出力、最大効率が待られる 。 ラン

プの温度特性を 図ー 1 に示す。

したがってこのランプを低温で使用する場合、

ラン 7' 管壁温度が低いため、屯カカJ 消費されて

いるにもかかわらず光出力が小さいすなわち効

率の低下が起こる。 図 - 2 は4 0 Wネオラインラ

ンプの場合の屯流をパラメーターとした光出力

特性を示す。 これは採点灯の場合であるが、氾

流の大きいものほど低温に適していることがわ

かる 。 さらに密閉形灯具にランプを点灯するこ

とにより、抜大光出力の待られる周囲温度をよ

り低1昆i R1J に移動することができる 。

3. 低 温 用 蛍 光 灯 器 具

冷蔵庫、冷凍室なと' の低温室で訟の蛍光灯の照

明は従来ランプの始動が困難になったり、また

始動しても十分な明るさが得られないほどの問

題があったが、これらの問題に対策を施し低温

での使用にもっとも適した蛍光灯器具が開発さ

れている 。 利点は以下のとおり 。

① 発光効率がよい。 ( t m/ w)  

② 白熱 ｾｬｬ 球に比べ冷凍Ｚｦｴ荷を増加させない 。

③ 明るさが得られやすい 。

(1) 種 類 冷蔵庫、冷凍室等の低温室の温度に

30 
40 - 30 - 2 0  - 10 0  10 20 

周囲温度( ' 1 : : )  

周囲温度とラン プ光出力図 - 2

20 

。

1 ，周 囲 温 度 と 点 灯寿 命 と の 関 係

蛍光ランプは低圧水銀蒸気放屯灯であるので、

ランプの特性は水銀号高気圧によって変化する 。

周囲温度、周囲の空気の流動、さらにランプに

点灯する灯具の形式や点灯方法によってランプ

の管壁温度が変わり、それにしたがってランプ

内の水銀蒸気圧が変わる 。 したがって通常の使

用状態を考IW. した寿命試験は周囲温度 15' C - 25 

℃のはなはだしい空気の流動のないところで行

われる 。 これにより周囲温度条件がはなはだし

く異なる場合には、つぎの理由により低温の場

合でも、 rJi i昆の場合ても蛍光ランプの寿命は短

くなる 。

正 ｾｩ 昆の場合は、ランプの水銀蒸気圧が過度に

向くなるため、ランプ' ; l L iiiEが増加l し、陰極物質

の1肖貨が早くなり、寿命は短くなる。 ( さらに、

はなはだしい高温では、普通安定器の温度も高

くなりすぎて、焼損の事故を起こす。) 低湿の場

合では、ランプの水銀蒸気圧が低くなりすぎる

ため、とくに陰極降下定圧が上奔し、陰極物質

の飛散消費が多くなり、黒化が増進し、寿命が

短くなる 。 さらに低い温度では一般にランプの

始動が不確実になり 、安定に点灯しなくなる。

とくに点灯管式のランプでは 、ランプの始動が

不機笑なため、点灯1 j : が由。J作を繰り返し、その

たびに除極物質がはげしく衝撃を受け、寿命を

短くする 。

2. ラ ン プ の 光 出 力

蛍光ランプは水銀原子の発光による波長 253 目 7

n mの紫外線が蛍光体を照射することにより、

蛍光体から連続した可視光が発生することを利

用したものである 。 したがって上記紫外線を最

も効率よく発生させることが最大光出力を得る

ことになる。水銀からの上記紫外線が最 も多量

に蛍光体を照射するのは、ラン 7 ・の管笠温度が

約40' C のときであり、これにより高い場合には

前記水銀宣車線スペクトルの再吸収損失により、

また低い場合には紫外線を放射しうる水銀蒸気

密度の低下により、いずれも出力は減少する 。

最も一般的な 4 0 W蛍光ランプの場合の管笠温

度上昇は約20de g に設計されてお り、周囲混度

朗矢後

6. あ と が き

最近、冷凍食品などを扱うコールドチェーン

は流通機械の合理化と食品価格の安定化および

冷凍技術の発達により重要視されてきた。従来 、

これらの冷蔵庫、冷凍室なと・の低1昆室て' は ';IL球

による照明が主流であったが、蛍光灯を使用し

た低1昆用骨器具の開発により、一段と明るい環筑

での作業ができるようになった 。

( やごあきら 東芝電材KX. 営業本部営業技術t F ! 当主任 )
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施 工 材 料 の 頁

1  9  

膨張コンクリートの

ひびわれ防止効果

@ 普 通 コ ン ク リ ー ト よ り 鉄 筋 量 を 多 少 割増

す る 。

@ 板 状 の 音11材 ( 壁 、 床 版 ) は 縦 と ;僚 の 配 筋

{ 立をできるだけ等しくする 。

。 径 の 小 さ い 鉄 筋 を 多 く 配 筋 す る 。

@ 鉄 筋 の か ぶ り 厚 を 必 要 以 上 に 大 き く し な

図 - 1

現 在 市 販 さ れ て い る 膨 猿 材 に は エ ト リ ン

ガ イ ト と 呼 ば れ る 針 状 結 晶 を 膨 張 紫 因 と す

る 「 カ ル シ ウ ム ・サ ル ホ ・ ア ル ミ ネ ー ト

( C  S  A ) 系 」 と 水 酸化 カ ル シ ? ム を 膨 張

素 因 と す る 「 石 灰 系 」 の 2 種 類 が あ り 、 原

料 は い ず れ も 石 膏 、 石 灰 石 、 ボ ー キ サ イ ト

な ど で あ る 。

日本建築協会建材委員会

( 担当・和田得也)

② 壁 や 床 版 の よ う に 表 面 積 が 大 き い も の は 、

で き る だ け 早 期 乾 燥 し な い よ う に 養 生 す る 。

③ 左 官 周 モ ル タ ル に 使 用 す る 場 合 は 、 と く

につぎの点に留意する。

@ モ ル タ ル の 水 分 が 下 地 に 吸 水 さ れ る の を

防 止 す る た め 、 下 地 の 水 し め し を 普 通 モ ル

タル以上に十分に行う。

@ 下 塗 り か ら 上 塗 り ま で 一 貫 し て 膨 張 モ ル

タ ル を 使 用 す る 。

。 塗付 け 後 の 乾 燥 が 早 い と 膨 張 効 果 が 発 現

さ れ な い の で 、 施 工 翌 日 か ら 3 日- 5 日間

商 品 名 タ イ プ 会 社 名

デ ン カ C S  A  C S A系 膨 張 材 電 気 化 学 工 業 側

ア サ ノ ジ プ カ ル C SA 系 膨 張 材
日 本 セ メ ン ト 附

小野田エクス パン 石 灰 系 膨 脹 材 小野田セメ ント 側

膨 張 材 は そ の 特 性 か ら 下 記 の よ う な 広 範

囲 の 用 途 に 使 用 す る こ と が で き る 。

膨 張 材の 用 途4 .  

昨 今 、 コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ に よ る 構

造 物 の 故 障 が 大 き な 問 題 と し て ク ロ ー ズ ア

γ 7 ・さh ている 。

コ ン ク リ ー 卜 構 造 物 に 生 ず る ひ ぴ わ れ は

古 く て 新 し い 問 題 で あ り 、 業 界 で は そ の 対

策 に 苦 慮 し て い る の が 現 状 と い え る 。

コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ を 防 止 す る に は

設 計 当 初 か ら 「 設 計 、 施 工 、 材 料 」 の 各 面

で き め の こ ま か い 対 策 を た て る 必 要 が あ る

が 、 最 近 、 コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ 防 止 に

役 立 つ も の と し て 「 膨 張 コ ン ク リ ー ト 」 が

注 目 を 集 め て い る の で、そ の 効 果 、用 途、

使 用 上 の 注 意 事 項 な ど に つ い て 紹 介 す る 。

は 1 日に 1 - 2 回 モ ル タ ル 表 面 が 湿 る 程 度

に散水する。

膨 張 材 を 使 用 し た コ ン ク リ ー ト は 、 上 述

の よ う に コ ン ク リ ー ト 椛 造 物の 収 縮 ひ び わ

れ を 防 止 し 得 る 手 段 と し て 箔 目 さ れ 、 好 結

巣 を 得 て い る が 、 現 時 点 で は な お い く つ か

の 問 題 点 を 併 せ 持 っ ている 。

①使用品を誤れば異常膨張を生じ破話題する 。

論結7.  

対 象 周 途

情遺体的収縮U びわれ防止と 騒体防水

建 築 工 事 逆打工法用コンクリート

左官周 モルタノレの収縮ひびわれ防止

ー舗装コ ン7 リート( 道路、滑走路など )

土 木 工 事

の伸縮目地の減少

ー貯水槽、 プール、サイロなどの収縮ひ

ぴわれ防止と躯体防水

コンクリー 高強度のヒュ ーム官、矢板、ポ y クス

ト2 次 製 品 カルパート、 P C板 などの作成

アンカーポーノレト、プレストレストコ

グ ラ ウ ト ンク リートの y ース、 P C 板 のウェ y

トジョイントなどのグラウト

ま え カ マ き

② ひ ぴ わ れ の 発 生 要 因 の す べ て を 吸 収 す る

こ と は で き な い 。

③ 膨 張 効 果 を 発 揮 さ せ る に は 十 分 な 拘 束 体

( 鉄筋) が必 要 で‘あ り、 そ の た め に は 通 常

の鉄筋量より割増した自己筋が必要である 。

げ 引 長 コ ン ク リ ー ト と 合 わ せ れ ば 相 当 の コ

ス ト ア ップ と な る 。)

④ ひ び わ れ を 生 じ た 場 合 の 被害 や こ れ を 補

修 す る た め の 費 用 と は 十 分 バ ラ ンス す る に

も か か わ ら ず 、 現 状 で は コ ス ト 高 と な る た

め 設 計 当 初 か ら の 積 極 的 な 折 り 込 み が 少 な

当 建 材 委 員 会 で 本 題 を 検 討 す る に あ た り 、

屯 気 化 学 工 業 株 式 会 社 、 日 本 セ メ ント 株 式

会 社 、 小 野 田 セ メ ン ト 株 式 会 社 の 各 社 に は

資 料 の 徒 供 、 講 演 等 ご 協 力 を い た だ き ま し

た 。 紙 面 を 借 り て 深 〈 謝 意 を 表 し ま す。

あ と カ マ き

し、。

8.  

膨 張 材の 使 用 方 法

① 1昆和量 使 用 目 的 に も よ る が 、 一 般 に は 、

使 用 セ メ ン ト 重 量 の 8 - 10% を セ メ ン ト と

置 き 換 え て 使 用 す る 。 な お 、 そ の 際 、 単 位

水 量 や 細 骨 材 率の 補 正 は 不 必 要 で・ある 。

② i昆練 ミ キ サ ー に セ メ ン ト と 同 時 に 投 入

し 、 練 り 混 ぜ 時 間 は 通 常 の コ ン ク リ ー ト

( モ ル タ ル) の場 合 よ り 長 め に す る 。

③ 養 生 施 工 後 少 な く とも 3 日 ( 夏 季 ) ー

7 日 ( 冬 季 ) は 表 面 が 乾 燥 し な い よ う 均 等

に 散 水 す る 。 ( 初 期 材令 H寺の iRil 羽養生が不

十 分 で あ る と、水 和 物 の 結 品 が 十 分 に 成 長

せ ず 、 膨 張 効 果 が 減 殺 さ れ る 。)

④ 保 管 普 通 セ メ ン ト に 比 べ 若 干 吸 湿 性 が

高 い の で 、 開 封 し た ら な る べ く そ の 日 の っ

ち に 使 用 す る 。

5.  

2 . 膨 張 コ ン ク リー トの 効 果

コ ンク リート の最 大 の 欠 点 は 乾 燥 収 絡 を

起 こ す こ と と 、 引 張 強 度 が 小 さ い こ と で あ

る。

膨 張 材 を 浪 人 し た コ ン ク リ ー ト は 図 ー 1

に 示 す よ う に 、 硬 化 の 初 期 段 階 で 膨 強 ( ε. )

す る が 、 そ の 際 、 拘 束 材 ( 鉄 筋 、 型 枠 ) の

作 用 に よ り 自 由 膨 張 が 妨 げ ら れ 、 コ ンク リ

ー ト に 圧 縮 応 力 が 導 入 さ れ る 〔ケ ミ カ ル プ

レ ス ト レ ス 〕と と も に 、 コ ン ク リ ー ト 中 の

微 細 空 隙が 充 填 さ れ 〔 ケ ミ カ ル プ レ ス 〕 コ

ン ク リ ー ト の 引 張 強 度 が 増 大 す る の で 、 乾

燥 収 縮 (ε ，) により生ずる引張応力が補償さ

れ 、 コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ の 発 生 が 防 止

さ h る。

( 録者 ・わ だ と く や は 藤 木 工 務 庖 )

6. 膨 張 材 使用 上 の 注 意 事 項

① 自 由 膨 張 を 鉄 筋 で 拘 束 す る た め に 、 配 筋

に つ い て は 下 記 の よ う な 配 慮、が 必 要 で あ る 。

膨 張 材の 種 類

1 1 4 建築 と社会/ 1976年 1 月号

3 .  



N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合グ

政令基準¥火災時の空気圧 2 kgj m
2

8寺¥煙の

漏気量O.2m
3

j min.  m
2

を はるかに下廻る0.03

m
3
j min.  m

2  
( 業界No. l ) を記録しましだ。

ｾ 田幽幽幽Ｍ

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開閉機を使用しております。

御一報次第カタログお送 りします。

近年¥ビル火災でのいだましい¥犠11注者

の続出はそのほとんどガ〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上ガ一段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シャッターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙l性能

を備えだ" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャツター製作所

大 阪 本 社 大 阪 市 淀 川 区 日 l 川 北 3 丁目 2 番 4 号 電 話06(301) 3656- 9 営 業 所 横 浜 ・大 宮 ・ 静 岡 ・千 葉

大 阪 工 場 大 阪 府 枚 万 市 招 従 111 j!I 1 丁目 7 番 地 屯 話0720(57)4535- 9  

北 陸 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・高 松

東 京 工 場 川崎市中原区新 j Lf' 東 3 丁目 1 1  5  9 番 地 屯 諮 問044 (411 )  6325 

名 古 屋 支 l吉 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地 電 話ω 052 (361)  7441 広 島 ・北九 州 ・ 大 分 ・宮 崎

九州支庖 ・工場 悩| 同県粕屋 lm納屋町大 'j-:j ll'l 京:(nJlfiI1984- 4 ｾｬｬＺ話 ＰＹＲＹＳ ( 8 )  4661 鹿児島 ・佐 賀 ・長 崎

1 1 5  



都市設計資料- 6

占米多くの布11市 l立 、 河 川 を 利 用 す る こ と に よ り 発 達 し て き た 歴 史 が あ る 。

しかし、: >J l . イ五の .，tl ll市 河 川 は 、 水 は よ ど み 、 悲 央 を 政 ち 、 H寺々 、 r巳法すると

いう者11市 の や っ か い も の と な り つ つ あ る 。

し か し 、 河 川 は 、 都 市 生 活 を お び や か す 無 用 な も の で は な い 。 水 而 の オ ー

プンスペースや水辺は、人々の生活ーをより泣かにしていく袋詰主として、. r . 11

市にと っ て 41' -1;¥に H1嬰 で あ る 。 だが、手|三"i .;:; に m裂 で あ り な が ら 、 現 イ 五 の 河

川 に 対 す る 務floil は 、 上 流 の 水 を 下 流 に 、 い か に ス ム ー ス に が し す か と い う こ

と に 終 始 し て い る 。 高11市 河 川 の 土 木 の 本 を IA" 、 て み る と 、 故 大 流 訟 は ど う

て ¥ そ れ に 持 ち こ た え る よ 護 岸 は ど の よ う に 設 計 す る か が 、 非 常 に 詳 細 に i A

べ ら れ て い る 。 そ し て 、 他 の 利 用 方 法 と し て 、 上 水 やI災 業 用 水 と し て の 利

用 万 法 が 述 べ ら れ て い る く ら い で 、 都 市 河 川 の も っ と 援 要 な 利 用 価 値 を 凡

い だ し て い な い 。

こ う い っ た 状 況 の 中 で 、 も う 一 度 都 市 河 川 を 生 活 環 境 の 而 か ら と ら え な お

し、. r . 111打に il'il" 、 を も た ら す も の と し て 、 よ み が え ら せ て い く こ と が 、 JJl..{正、

ｾａ ，括とされている 。 この意味て｜今回、部ｔｉＱ河川と人 ｬｂ ｊ のつながりとして、

い ろ い ろ な 使 わ れ 方 の 例 を あ げ て み た 。 こ れ ら の 使 わ れ 方 の 前 従 と し て 、

6  - 1  . 複 断 面 の 利 用

〈河川 〉
神 戸 市 都 市 設 計 資 料 研 究 会

ま ず 美 し い 水 を 取 り も ど す こ と が 必 聖 書 で あ り 、 そ し て 、 防 々 の 緑 と 同 じ く 、

河 川 の 流 れ も 又 、 人 間l に 欠 く こ と の 出 来 な い 自 然 、 と し て 、 よ り 多 く の 人 々

が 求 め て い く こ と が 必 要 だ ろ う 。 グ リ ー ン 作 戦 な ら ぬ ウ ォ ー タ 一 作 戦 が 、

ど の 都 市 で も 行 わ れ て い く こ と が 望 ま れ る 。

まず、河川を人聞のものとするためには、水面を人r . 1 l に近づけることが必

裂 で あ る 。 そ の 方 法 と し て は 、

① 複 断 蘭 に よ り 、 水 辺 の 目 玉 低 差 を 無 く す 。

② 巡 河 な ど で 行 わ れ て い る よ う に 、 水i辻を調節して、 *f. 立を一定に保ち、

fp辺 と 水 面 を 近 づ け る 。

③ i護 岸 を 、 階 段 や ス ロ ー プ に し て 、 水 位 の f.: ! i { ，比を調節しながら人間l を j!1: づ

する 。

更 に 河 川 を 人 情iの も の と す る ゐ に は 、 水 I而 の オ ー プ ン スペ ー ス を 似 極 的 に

干IJ 則 す る こ と が 必 要 で あ る 。 そ れ に は 、 河 岸 緑 地 を 大 き く と っ た り 、 川 に

ｩ￼ っ て公園をと っ たりして、同 ｉｪ ｊ｟ ｩ ｾ を散策の上品ーとしていくべきであろう 。

( 稲 毛 政イコ )

A 芦屋川 下段は芝生、」二段に絵並木があり、気持ち

良いオープ ンスペー ス を 作 っている 。 しかし、上段の

す ぐ端が歩道とな っており、 の ぞきこみがある の で、

人身に余り使われていない .

炉京都・賀茂川 日本の郡市内河川町中では、オープ

ンスペースがゆ ったリと取られている . 絞断面化する

1)>;' により、平?

t場晶としている . ( 者11市住宅より )

6  - 2. 水 量 を 調 節 し 水 面 を 一 定 に

A チェサピークーオハイオ運河 第 2 次世界大戦末期

に、レクリェーシ ョン水路として修復されたものであ

る. 自然のもつp . 怖を 12かにあらわし、紫附らしいさE

IIIJ とな っている . ( Ri ver s  in T he  Ci ty より )

A ロンドン・テー ムズ川 古 い ベ ンチと予知と外泣だ

けしかないが、ロ ン ド ン 子のｾＡいの場とな っ ている Ｎ

ベ ンチを 一段上げているのが面白い . ( 百IlrnJ; l 筏のが[ 出 )

A ロンドン・ リー ジエン ト還河 イギリスでは、交i ! f i

符により多くの巡河が‘ レジャーウェイ仰として{ 法議

される '1' となり、修複が促進された . 夫しい: f . t 色を裂

しむため、多くの人々によ って利則されている . ( 布11

市 空 IlII の 計l岨校法よリ )

4 アムステル ダム・サウスの運河岸 ヨー ロ ッパの川

は、平野を流れていることもあ って、水: Nl もほぼ一定

て¥水聞と停の向f民基は非n- ，こ少ない . そんな中で巡

何は、i I ! に. 4 ! 辺と水而を 一体のものとしている .

( R  iver s  in T he  C it y より )



6  - 2. 水 量 を 調 節 し 水 面 を 一 定 に

血倉 敷の 運 河 倉 敷 の 雰 囲 気 は 、 運 河 に よ っ て形造ら

れていると 言っ て も 過 言 で は な い 。 岸 辺 と 水 而 的 取 り

合いが、i l I ! 伊I であ っ た司王により近づきやすくな っ てい

る.

6  - 3. 護 岸 を 階 段 や ス ロ ー プ に

が

る
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6  - 4 . 河 岸 を 公 園 に

企神 戸 の 川 神 戸 市 で は 、 河 川 に 沿 っ て 紋I也や公園を

取り、 グ リー ンベ ル ト を 形 成 し て い る 。 し か し 、 河 川

と公園は、 一 体 に 設 計 さ れ て お ら ず 人 々 は 川 而 に 接 す

る Ｔｾ は出米ない Ｎ

A 京 都 ・ 哲 学 の 道 流 水 べ り を 改 修 し 、 遊 歩 辺 と し て

E釧 ii している . 大 衆 化 す る 事 に よ り tTの の ど か な 的 け

さ が 失 し な わ れ て し ま った が 、 銀l世l寺i 11か らの 多 く の

人 々 に 利 用 さ れ る よ うに な った .

J  

匝 ぷ‘

A 酉 宮 ・夙 川 川 そ の も の は 平 凡 な 段 面 で あ る が 、 停

の 土 下 を 大 きく 設 け 、 絵 や 綴 が 良 < 'f， っ ている . 以 前

は 土 手 の上 端 に 道 路 が あ ったが、今は通行止めとして、

歩 行ーれーめ乍 IUJ とな っ ている 。

静大 阪 ・ 中 之 島 公 園 大 阪 市 町 中 て¥ 川 に 沿 った 公 闘

A 西 ド イ ツ ・ フ ラ ン ク フ ル ト 広 4 と し た 水 面 と 岸 辺 として唯 一 のも の である 。 も っ と多くのｾ辺が、散策

に絞〈公刷や林地は都市町ｾＮＡｴい場て Ｇ ある Ｎ の ＺｩＧｊＡ ｪ 、 ｾＮｌＡ いの場にされる司王がさ世まれる 。

A 京 都 ・ 高 瀬 川 苦情共申告) ( た か せ ぷ ね ) が ゆ き か

っ て い た が 、 今 は 初 心 で 京 都 ら し さ を 感 じ さ せ て く れ

る 風 流 な 空 間 を 提 供 し て い る . 何 度 か の 取 り こ わ し 計

画の中で、京高11r / ; 民の保存の熱意がみのり、何とか伐

されて来たと 言 える . 水面と岸辺のi C i l . 底差が少な くて

良 い . ( 都 市 住 宅 よ り )

A 京 都 ・ 賀 茂 川 ス ロ ー プ に な っ て い る が 、 少 し 勾 配

が き つ い 感 じ で あ る .

4 大 阪 ・中 之島 剣 先 付 近 ス ロ ー プ が 水 面 下 ま で 続 い

て お り 、 岸 辺 の 手mも 簡 単 な も の と な っ ている 。 水 面

に 手 を つ け る ' 11 ' も可能である 。 ( 中之山より )
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|  日 本 建 築 総 合 試 験 問 り 四1

新年のごあいさつ

理 事 長 坂 静 雄

明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。

輝 や か し い 昭 和 51年 の 新 春 を む か え 、 心か ら 新 春 の 御

祝 詞 を 申 し 上 げ ま す 。

当 試 験 所 も 創 立 12周 年 目 を む か え 、 お 蔭 さ ま で 業 務 も

順 調 に 推 移 い た し て お り ま す が 、 こ れ も ひ と え に 関 係

各 位 の ご 支 援 の 賜 と 深 く 感 謝 致 し て お り ま す 。

御 承 知 の と お り 、 当 試 験 所 は 現 在 建 設 、 通 産 両 省 の 共

管 の 下 、 西 日本 唯 一 の 指 定 試 験 機 関 と な っ て お り ま し

て 、建 築 技 術 の 向 上 発 展 に 及 ば ず な が ら 努 力 致 し て お

り ま す が 、 更 に 今 後 と も 試 験 施 設 の 整 備 拡 充 と 優 秀 な

人 材 の 育 成 に 努 め 、 皆 様 の ご 期 待 に 添 い た い と 念 願 し

て お り ま す の で、一 層 の ご 支 援 を 賜 り ま す よ う お 願 い

申 し 上 げ ま す 。

• r 日本建築総合試験所だより J 目次 ( r瞳篤と社主』 昭和49' 手~印刷

昭 和 49年 号

17. 新年内ごあいさつ/ 坂 静雄

18. プレストレストコンクリート〈いの IUI げ試験について /

富田幸次郎. ..... .. . ・・ 0 ・ .. •. ••••• •.•.•• ・ 2  

19  騒音防止周防音パネルのt ' f 響性能その l 残響宅法吸音率

について/ 長僑英彦. . . . . ....... ・ 3  

20 騨背防止周防音パネルの音響性能そのZ 音響透過損失に

ついて / 長織英彦・・ー - ーーー ョ ー - - 4  

21  各時建築材料の熱伝噂率について / 坂 啓智. . . . . ......... 5  

22 ごあ いさつ / 理 事 長 坂 静 雄 所 長 奥 島 正一 ......... 6

23 中高層をもっプレストレストコンクリ ー ト艇の熱- er流率

紙 験 に つ い て / 坂 啓 智 7  

24.  ftlJ 立 10周年記念によせて / 坂静雄. . .. ー 自

25 鉄筋コンクリート造建物内情i主体に関する火害開校につ

いて / 回村 博 ー 9  

26 防火材料について/ 藤 川 慈・ ・ー ー ーー 10 

27. 工業化住宅性能既定における普に関する性能試験につい

て/ 袋織英彦・ .......・ ・ ・ 0 ・0 ・0 ・0 ・ ・ 0 ・0 ・11

28 動風圧試験施設について / 谷村落英ー ー 12 

昭 和50年 号

29 新年同 ζ あいさつ/ 坂静雄. . . . ... .. . .. .. ・ ・ e ・ 1  

30 大淀分可互における取扱業務そ町他について / 中山 次雄 2

31  耐火情i宜ー防火栂i主および乙磁防火戸町個別指定につい

て/ 収塁手智 .•.••. ••. • . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3  

32 工業化住宅飽定制度について / 阪 田 憲 次 一 切 ・ 4  

33.  l干響 ・熱部門的現状 / 十 倉 教 ー .••••.•. ・ 5  

34 工業化住宅性能認定について ( そ町 2 ) 情造耐力性能

に関する試験について / 上田哲夫

35.  ')j 火材料に ついて / 桜川 懇 . . . . ••.••. ••. • . . . . . . . . . . . . . . . 7  

36 新主n村総紅n ; IJ 皮肉あらまし / 正法院附三

37 繊維イ ンテリア材料に よる省エネルギー効 llV 長崎英彦 9

38 防火倒造について / 坂啓t ¥' ......・....・ υ  10 

39 優良住宅部品 (bette r li vi ng ) 認定制度に関連して / 谷

村書面英ーーー' ・ーー ・ーーー ーー 11 

40  鉄筋コンクリート造建物的耐久性鯛有について / Ji l'l J 将

年…・. . . . . . ・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ...... .  ................... 12 

11 8 極 集 と社会/ 1976年 1月号

本 試 験 所 ⑨ 565 吹 田 市 腹 自 台 5 丁目 125 電 話 / 大 阪 ( 06) 872 - 0391 代 表

大 淀 分 室 <!!!> 531 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 西 通 2 丁目 35 電 話 / 大 阪 ( 06)  351 - 7217 

- 当試験所の組織

事務室より

当 試験 所 の 組 織 は 下 記の と お り で す 。

各 種 試 験 の お 問 い 合 わ せ は 、 そ れ ぞ れの 担 当 者 に お 気 が る に お 申 し

出 下 さ い 。

今 年 も 一層 の ご利 用 を お 待 ち し て い ま す。

所長

奥島正一

室長( 兼)正法院陽三

室 長 補 佐 福 山 巌

大 型 構 造 物 試験 部 門

主管( 兼) 奥島正一

第 1 係 長 西 仁

第 2 係 長 田 村 博

第 3係 長 谷 村 喜PA

工事用材

料 係 長 小 林 一 雄

主管( 兼 ) 正法院陽三

耐火防火

藤川 z  

材料係長 晶

画T火防火

坂 啓 智

精進係長

吾 「 冨 「 熱 部 門

主 管 十 念 毅

係 長 長 僑 英 彦

分室長 中山次雄

事 務 部

事務長( 兼) 正法院陽三

事 務 長 補 佐 福 山 巌

係 長 石堂義隆

( 試験項目 )

主主・梁 ・床版などの大型構

造部材や架惜の笑大玖験 ・

模型試験

パネ J レ類の強度試験

鏑材、コンクリート等の物

理的佐賀の試験

木材の各慢強度試験

コンクリート用1昆和骨l等の

性能試験

一般建材試験

建物の診断とその対策

外壁カーテンウオール、サ

y シ等の耐風圧強度、気密、

水管試験

シャ ッタ一、ダンパ一等の

遮 媛、漏煙性能試験

防火戸の温度ヒューズ連動

機構の作動試験

工事用材料の圧縮、引張曲

げ等の試験

柱・梁 ・床 ・ 笠 昼 綴 等 の

耐火試験

外壁・防火戸等の防火試験

内装材料の錐燃性試験、

燃焼ガスの毒性試験

音の透過損失・吸音率 ・床

衝撃音試験

熱伝導率・熱貫流 ・結露試

験

音 熱 の 各 種 攻 場 測 定 等

工事用材料の圧縮 ・引張 ・

幽げ試験

骨材試験

試験受託事務

会計一般庶務

本 試 験 所 ・干 565 吹 回 市 藤 白 台 5 丁 目 1 2 5 電 話 ( 06) 872- 0391代表

大 淀 分 室 干 531 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 西 通 2 丁 目 35 電 話 ( 06) 351ー 7217



日本建築協会

月間の動き

昭 和50年 11 月分

評 議 員 会

定時評議員会に代えて啓面表決

11月20 日付 をもって下記事 項について文書に

より、 お諮りした。

昭和51年度評議員選出数決定の{ 牛

[! 事

d 合、

:z. 

19 日 4 時 - 5  a寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か 8 理事、和歌山正直IJ 支

部 長

殺 事 (1)建 築 6 団体共催新年交礼会会貨のf牛

(2)事務局職員本年下期投与支給の件

(3)12月定例理事会休会の件

(4)入退会者ゑ認の件

(5)事 業 報 告

事 業 委 員

若い会員の集い小委員会

d 色、

:z. 

4 日 6 時 - 9 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西 村 高IJ 委只長ほか 11名

殺 事 ( 1)第 4 回「海とレクリェーション」の笑

施 報 告

(2)第 5 回 「ディスカバー大阪」の実施に

ついて

(3)第 6 回 「建築家の ための ホみど り、、学

習会(4)J の企画について

(4)第 7 面 「ビル防災のゼミナール」会告

案について

(5)教育環境分科会について

(6)そのほか

広報小委員会

5 日 6 時 - 7 時 半 於会館集会室

出席者 三品百IJ 委貝長、打浪幹事ほか 9 名

議 事 (l )P R 分科会の事業企画について

(2)研修分科会の事業企画について

(3)親睦分科会の事業企画について

(4)そのほか

見学会小委員会

6 日 6 時 - 8 時 於会館集会室

出 席 者 水 谷 幹 事 ほ か 7 名

議 事 (1) 9 月、 10月の見学会についての報告

(2)11 月の見学会の申込状況について

(3)12月以降の見学会の企画について

(4)そのほか

委 員 会

13 日 6 時 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 窪田委員長、大橋、小泉、花房、柳 、

三品各副委員長ほか 2 名

議 事 (1)各小委員会の卒業報告ならびに事業企

画について

(2)そのほか

若い会員の集い小委員会教育環境分科会

20 日 6 時半ー 10時 於 会 館 3 階 会 議 室

出席者 関線主査ほか 2 名

議事( 1 ) 収集資料の検討

(2)そのほか

委 員 会

d 台、

:z. 

5 日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 (1)11 月号= 第22回青年技術者特集経過報

企t

Eコ

(2)12月号= 集合住宅の設備特集報告

(3)  1 月号= これからのデザインの方向特

集 報 告

(4) 2 月号= 建築基礎構造の問題点特集報

告

(5) 3 月号= 医療施設特集編集幹事会報告

(6)51年 正 月 号 よ り の 表 紙 デ ザ イ ン の 件

(6)建 築 の URの新執経者の件

(7) 4 月号= 施工材料特集について

(8) 5 月号= 法令特集について

(9)収支関係と次年度のf牛

(10)第 7 回広告企画小委只会報告

(11)第 6 回 作 品 作 風小委 只 会 報 告

2 月号広告企画検討会

5 日 6 時 - 8 時 於 会 館 3 P皆会議室

出席者 須賀幹事、星委員ほか 2 名

議 事 2 月号「建築基礎構造」特集に関連する

広告について

第 2 回設備分科会

6 日 正 午 - 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 々 木 幹 事 ほ か 3 名

議 事 「設備 の 頁」 の 2 月以降の企画について

5 月号法令特集幹事会

6 日 3 時ー 4 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 平 林 幹 事 ほ か 8 名

議 事 (1)編集委員会の報告

(2)編集方法について

1 月号「これからのデザインの方向」特集編

集 打 合 会

10 日 5 時 - 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 紙野佳人、河辺聡、太回隆信各持別

幹事、松村委員長、片倉幹事

殺 事 ア ン ケ ー ト の ま と め

広 告 企 画 小 委 員 会

12 日 4 時 - 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 (1)11 月号結果、 12月号経過報告

(2)51年 1 月号広告収入計画の検討

(3)  2 月号広告企画

(4) 3 月号広告企画

投 稿 欄 小 委 員 会

13 日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 鈴木副委員長ほか 2 名

議 事 (1)11 月号、私のさらいな空間。の報告

(2)  1 月号の読者の頁のテー? について

1 月号広告関係打合会

28 日 4 時 半 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 委 員 長 、 広 告 関 係 者

議事新建築、宗教建築、謹賀新年欄の{ 牛

1 月号「ニれからのデザインの方向」特集編

集 打 合 会

28 日 5 時 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 紙野桟入、川崎済、太田隆信各特別

幹事、松村委員長、片倉幹事

議 事 1 月号「これからのデザインの方向」特

J. R 編集打合わせ

| 法 規 委 員 会 |

四回合同法規委員会

17 日 3 時 - 5 時

於大阪科学技術センター

出席者 市川委員長ほか 16名 ( 建 築 協 会 ) 、学

会 5 名、建築士会 6 名、家協会 3 名

議 事 「建築関係法令の研究 4 J の報 告 と 質 疑

応答

| 住 宅 委 員 会 |

委 員 会

18 日 5 時50分 - 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か 10名

議 事 第12団住宅展について

住 宅 展 懇 親 会

26 日 5 時 半 - 9 時 於ニュージャ パン

出席者 小西 委 只 長 ほ か20名

第12回よろず相談住宅展の反省と 51年 度 住 宅 展

等について懇談した 。

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

B グループ打合会

28 日 11時 - 1 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 羽入幹事ほか 4 名

議 事 (l )B グループの幹事選出について

(2)No. 53号( 51年 5 月発行) の掲載候補リス

トについて

(3)そのほか

建 材 委 員 会 |

委 員 会

28 日 5 時半ー 9 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 山回、元木、牧田正副委只長はか 3

名

議 事 今 後 の 卒 業 計 画 、 運 営 に つ い て

|第12 回 よ ろ ず 相 談 住 宅 展

自 7 日 至12 日

於そごう百貸庖 7 階 催 場

相 談 件 数 601件

入場人員 約 12，000名

LE  

品品a、
号L

京都福徳ピル新築工事の見学会

8 日 2 時 - 4 時 半

参加者 40名

設 計 ・施 工 株 式 会 社 大 林 組

大徳寺の茶室見学の会(2)

15 日 1 時 半 - 4 時 半

参加者 30名

講 師 帝 塚山学 院 大 学 教 授

.6. .  

:z. 

工 学 博 士 岡 田 孝 男 氏

若 い 会 員 の 集 い |

主E築 と 社 会/ 1976年 1 月号 1 1 9



建築家のための 、、みどり。学習会( 第 4 回)

ーみどりを建築に ーディスカッションと樹

木スケッチー

22日 11時 - 16時 半 於 私 市 植 物 園

参加者 22名

ゲスト 坂倉建築研究所大阪事務所

取 締 役 太 田隆信氏

大阪府立図芸高等学校

教 諭 西 良 祐氏

大阪府土木部公図書長

計画係長 沢回宗久氏

大阪市公園局企画課

主 査 宮 崎 研 一 氏

|第21 回工高生デザインコルル表彰式 |

15 日 2 時 - 3 時 於会館集会室

出席者 池田審査委員長および青木審査員、

関西建築家恕談会ーの会 清水和浦

氏、阿国、斎藤正副委員長ほか 2 名

岡田教育委只長の挨拶、池回審査委只長の審査

結采の報告に続いて入選者に対し賞状、賞牌を

岡田委只長より、故優秀作品に対し関西建築家

慾談会ーの会的水代表よりそれぞれ授与した後、

茶話会を開催した 。 なお終了後大阪駅前吉本ダ

イヤピル新築工事の見学を行った 。

| 建 築 ク ラ ブ

朝 食 会

11 日 8 時半 - 9 時半

於大阪グランドホテル

出席者 73名

当日は京都大学名誉教授岡崎文的氏よりヨーロ

y パの巡回についてのお話を伺った 。

役 員 会

28 日 2 時 - 3 時半 於会館 3 階会談窓

出席者 海上委只長ほか 3 名

議 4'; (1); 忘年懇親会に関する件

(2)明年 1 月講師変更の件

| 建 築 業 務 基 準 委 員 会 |

25 日 2 11寺- 4 時 於日本建築学会

出席者 山根委只ほか

殺事 (1)建築業務基準委員会当面の問題点につ

いて

(2)そのほか

| 11 月 の 入 会 者

〔団体会只 l 社〕

南海住宅保式会社

〔例人会 fW 名〕

大 生 仁 雄 州 ) 図 利 正

問 問全 向 井 怖-

ｾｾ回聖 ｦ 盛政 備 本 俊 一

山 u .ll! 一 山 凹 t宣夫

(  i佳会只 1 名 ( 氏 名 省 略 ) )  

120 

( 敬林略 )

児 玉 清 光

氏問問 ［ ｾ

町 悶 益 朗

設計者と筋工者のための

「地下工法の考 え 方 」 講習 会 開 催

日本建築学会 j! i : 後支部主催、日本建築協会 ・大阪府建築士会協貨の本講習会は、近年の者11市機能の多

様化、建築物の応用化による地下工法の高度化のなか、建築施工者 ・設計者が地下工法について、今

一度学び巧ーえてみる機会が必嬰であるという、第一線で ｲ ｩＡｩｾＯｩＮしている建築家諸氏の主要望により企画さ

れたもので、現代参加者を捗 っている 。 なお、土木学会関西支部 ・土質工学会関西支部の協伎が予定

されている 。

・と き H併日 51年 2 月 3 日( 刈 13 :  00 - 17 :  00 2 月 4 日制 10 : 00- 17 : 00

・ と 二 ろ 大阪科学技術センター・大ホール( 大阪市西区靭 1 - 118 うつぼ公閣四ツ橋筋北詰)

・定 員 380名

・会 費 会只 10 ，000円( テキスト代含む ) 非会長 12，000円 ( テキスト代含む )

・申込締切 昭和51年 1 月29 日同( 但し先着順)

・申込方法 氏名、年令 、勤務先、連絡先、電話を記入した申込位、返信用封筒を同封し、現金住儲

にて会 ￯ｾ を添えてお申し込み下さい 。

- 申 込 先

大阪市西区切 1 丁目 118 大阪科学技術センター内

日本建築学会近畿支部 rJ也下工法講習会」係宛 屯話 06 ( 443 )  0538 

・テーマ ・講師

口 序 論 「地下工法の未来像を考える J / 京都大学工学部教授 横 尾 義 tr 氏

口 「地下工法の設計よりみた問題点 J / 福 井 大 学 工 学 部 教 授 鳥 海 勲 氏

構造物地下音11 も上音11情造と一緒に耐袋設計をしようというJ 1 i7J きが活発になり、いろいろの試みがなさ

れている 。 しかし、現段階では、上から下までの設計の一貫性を主体にしており、それが地盤との関

連において示す実際現象との対応は余り考 f昔、されていない 。 この辺の問題点を主体にして取り扱う 。

口 「地下工法の施工の現状 J / 大 林 組 工 務 部 長 僑 本 良 介 氏

地下工法の施工には、終験によるノー ハウの集械が必要で、それが設計にどのように関述するか巧える。

口 「市街地における山止め工J Ｏ 竹中工務 ｪ 苫工・ ｊ ｾ 音 ＱＱ 技術課長木村征夫 氏

近年市街地における山止め工は種々の条件により、絞雑化及び多様化されている 。

ここでは、笑縮工商から J十回段階及び箱工段階において考慮しておくべき諸問題をとりあげる 。

口 「地盤改良 J / 中 編 ソ イ ル コ ー ナ 一 代 表 中 据 和 英 氏

地盤改良の各種工法の概伝説明 。 それらを原理別に分類し、発生の経過を述べる 。特に重要な工法を

詳述し、そのときの実伊IJ ，土佐訴l1 t のポイントを示す。

巴 「 杭 J Ｏ 日，辿設 ｉ ｾＭ ｉ 寸伝造苦 ＱＱ 副部長福井 賞 氏

昭和 ＴＹ 年秋、建築基礎構造設計規 ｩｩｾ が改定され、新しい支持力公式の提案があり、杭の水平力・負の

摩擦力等の問題についてもふれられている 。 これらの諸問題について、失敗例も含めて笑務的に考察

する 。

- 日本建築協会の展示窓紹介111111111111111 "11111111111111" IIJ 11111111111111111111 "  111111111111111111111 

本会事業の一端として、 11tH日44年 11 月より、下記通路に j長示: 容を設け、 2 ヶ月を周期として主に公共

性のある新建築を紹介してきましたが、今回は第30回として昨年 4 月に竣功した「近後大学医学部11付

属病院」を採りあげることになりました 。

自然の風致に忠まれた阪南のI也、狭山に誕生したこの病院は、医療はもとより、教育 ・宕讃 研究な

どの各機能がゾーンごとに大別されており、可能な限り有機的に連繋された一大メデイカルセンター

とな っています。周聞の *，k樹に調和した赤褐色タイルの外観はこの病院のもつアカディミ y クな雰囲

気を表現するとともに、 11変色系色彩によって統ーされた内部には、. ¥1 ; ' ，者の気持を和らげるためのさま

ざまな配l意がなされています。

y ョーケースには、病院練外鋭、全j去の写真および手術室 ・特別病室の一例などを紹介展示していま

す。 ご通行のおりにはご覧下さい 。

砂展示期間I 12月中旬より 2 ヶ月間

惨展示場所 京 阪 屯 欽 地 下 通 路 ( 淀屋橋→北浜の中間南側のンョーケース )

111111111 1111111111111111 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



賀 正

1 9 7 6  

設 計 事 務 所 有 志

1 トリフオイル f ・l 一級建築士事務所 菅 家

アトリ工作8r Ol l 室内建築設計事務所 佐 々 木

子

子

克

恵

大 阪 市 北 区 岩 井 田 丁 1 丁 目 79 の 2 玉 置 ヒ J レ 4 階 〒 530 ( 06)  351- 8920 ・ 6307

個

一紐建築士事務所

株 式 会 社 A7.R:I 建 築 事 務 所

代表取締役
亀 井 晃 J台

事務所大阪市南区谷町7丁11 12番地の 1 新谷町第 3 ビル 2 F T E L  (061768- 1771 ( f U 

アトリエ 東大阪市 t 石切町 2 了日 14- 35 T  E  L  07437(3)6137 

分 本 大 阪 di i I! l [互新森 1 - 7  - 33- 910 T  E  L 大阪 (06)953- 1284

株式会社
赤 崎 建 築 事 務 所

代表取締役 赤 山奇 尚

大阪市西区立売堀北通り 1 - 90 第三富 士ビル T E L (06)541 - 7625代 表

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代表取締役 司、 松 イl多

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 枝 問 1 2  3  ( 瑞穂ビ/ レ) 屯 話 06 (364)  5  6  5  1  

東 京 ・ 償 浜 ・ 大 '/白; hl L ノ ;4(

株 式 会 社 束 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 東 秀 イ呆

大阪市北区天神情筋 3 - 67 マチスビル 屯話 06 ( 358)  5598 ・3497

1 2 1  
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石 川 建 築 事 務 所

石 川

石 川

寛

宏

〒543 大阪市天王寺区茶臼 山町 111 電 話 06 (779) 9491 (代)

干170 束 京 都 盟 品 区 駒 込 ]. - 11 - 9  電 話 03 (946) 5431 (代 )

株式会社泉沢建築設計事務所

代表取締役 泉 沢 哲 史

大 阪 di 北区立{ 沙U l T 4 8 - 1 オオンマビル 電 話 06(364)9071- 2  

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 竹 原 永一郎

干556 大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 - 6  ( 清光ビノレ ) 屯 話 (562 )4343 - 5  

株式会社伊藤建築設計事務所

取締役村: 長 伊 藤 鎖

本 社 名 古 屋 市 'i] 区錦 3丁目3-6( 日本経済新聞 ピ ル ) 屯 話<052>951- 1110問

点京 'F務 所 東京却下代 H3区神 田美土代町 7 ( 久保ビル) '，l!.，活<03> 294-6061附

阪出d長 所 芦 屋 市 山 手 町 6 9  ｾ ｬＡＮ ，ｦ， ｾ ＼ ＰＷＹＷ ＾ ＲＲ Ｍ Ｒ＠ 1  6  3  

$ 顎井上久雄建築設計事務所

代表取締役 井 上 久 雄

干550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1丁目 38 千 島 ビ ル 電話 大 阪 06 (443)  7386(ftl 

株式会社 井上達明建築事務所

代 表 取 締 役 井 上 透 明

干530 大 阪 市 北 区 鶴 野 町 5 1 番地 ( 安 田 ヒ ル ) 電 話 06 ( 372 )  2821  ( 代 )



指宿真智雄
大 阪 市 東 区 南 本 町 4 - 47  イトウピル

干 541 T E L  (06)  252- 1011 - 4  

I J ; 式会社
建築デザイン

l級住軍土事務所

* 京都 T代田区本田町 2- 14- 3  亦坂東急ピル

緑地デザイン

干 100 T E L  (03)  580- 1011 - 4  

株 式 会 社 性情1 : 1' 高 所

時三式会社 設備デザイン ＮＱ Ｑ 両土事 ｉｾ 所
京都市中京区御馬場iill 御池下る 京都朝i 日ビル

干 604 T  E  L  (0751221- 1101 - 4  

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

r- 'ー・

毛

ヨ五

日

束京都港区芝西久保桜川町 2 8  (第10森ヒ・ル ) 電話 03 ( 501)  0286聞

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3 電話 06 ( 201 )  5 3 0 5  

株式会社 浦 辺 建 築 事 務 所

代表取締役 浦 辺 鎮 太 郎

取 締 役 松 村 慶

大 阪 市 北 区 梅 田 8 帯 地 ・新 阪 急 ピ J レ 氾 話o 6  (341 )  1  6  8  0  

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 田T 2 - 7 - 1 広 崎 ピ J レ

1.'，';  [ff;J ' f，.務所 柄 | 河 市 中 央 区 大 名 1 - 9 ー 2 7  西 部 ビ J レ

@  株式会社栄和設計事務所

取締役十1: 民

主'/{t 取締役

ぃ
J

市

中

/

i

'

ネ

l

泉

止|

重

郎

韮

本 社 大 阪 市 福 島 区 福 島3丁目 l 番54号 T E L 大阪 ( 452) 1651- 4  

京都連絡所 京都市南区唐橋西寺町 4 0 番地 T E L 京都 (691 ) 4  9  4  6  

@  株式会社久米建築事務所

取 締 役 社 長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号 U 話03 Ｈ ＴＰＳ Ｉ ＰＲＵＱ 大代 ｪ｟ｾ

k 阪事務所大阪市北区: : . ' ¥: !:.'j '1' 1  T  FI ＲＳ 番地 ｾＺｊ［ ， ｬｪ 中町ビル屯話 ＰＶ (344)2096代 表

コータケ建築設計事務所

所 長 宣

問武 、王計

大阪市西区江戸抑 5 丁 11110番地の 2 末 弘 ビ ル T E  L  06( 448) 0178 ・2408
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株式会社篠田川口建築事務所

株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 富 士 塚 町 3 - 2  

T  E  L  962 ー 7 5  8  1  ( 千に)

T  E  L  971 ー 2 2  5  5  ( 協 同 )

@  株式会社 8B 手口

三子凡J

H又 5十

計 画 ・設 計 ・民J l l¥

代表取締役社長 岡 本 行

代表取締役専務 林 唯

苦E

Eコ

夫

本 社 事 務 所 大 阪 市 西 区 西 長 塚i北 通 1- 8 凹ツ杭ビル T E L 代 表 532 - 3421

神戸事務所 有11戸市芥イト区八 lj!ffl j W4丁i 12ifi: 17 サ久徳ビル T  E  L 0 7 8- 251 - 0651 

建 築土 木設 計 監 理 ・ 建 設 コ ンサ ル タ ン 卜 ( 建設省登録第 1253号 )

株式会社 神 京 設 計 事 務 所

Shi nkyo Associ at ed Archi t ect s &  Engi neers 

代表取締役 大川慶一 l 手1先取締役 越 智 隆晴

千650 神戸市生凹区: 干3山手.i l ! i 5 丁目 15ー 17浜地ビル 5 F 県庁正面向い T E  L ( 078) 371- 2929 (f¥:-J 

e

 

株 式 会 社 新 日 本 設 備 計 画

代 表取締役 長 谷 川 幸 雄

ＮＭＱｾ＠ fl 大 阪 市 北 区 令 屋 Hrf 2  - 31 (f l r . 川ビル ) 屯訴 353- 4061(1t)

}L州 事務所 悩岡市悼多区博多釈前 3 丁目 30- 1 ( 博多第 2 刊 Hビル ) 屯話 431一7823(1tl

図 株 式 会 社 倉 リ 美

圭. J u

昌又 言十

代 表 取 締 役 原 英 雄

大 阪 di北 Li 末広 IIIf 17 ， 1: : 1生不動j ) EJ'I ，j Ill J ピル 9階 T E L 大 阪 ( 06 ) 312- 3587代 表

株 式 会 社 大 建
=E又J ' L， 

取 締 役 会 民 西 !l 1，C.与 者E コ伝こ良IS

11託料' ; -{文 H 上正 τ ｉ ・ ｾＧ￮ 干『号 j妄 夫

耳見紛'i1文，'. HJ 十土L" 弓二 j京 大 五氏IS

言十

本 f l 大 l坂 di IJ! j 区 以 IUT 掬! 2 r n 7 5 1嘗 I也 大 l仮 (441) 9351( fO

大 阪 本 社 大 |坂 di iJ(j l豆 ボ 旧T ihl! 2 了 rl 7  5 酔 I也 大 阪 (441 )935 1  ( 代 )

*  ｪ ［ ｾ 本社 *，;( Im地 区 新 情 1 T II IO併 7 サ ( 大 和 銀 行 新 附 ピ ル ) 点 点 (572)4595( 代 )

:/" ， Ｇ ｩ ｊ［ｻＧ ｊ ｱｾｬｩｪｲ＠ :/" ，'，'!;{ dj' Ij' 区 栄4丁 l 凶 器 15
J

，j. :r.r1i 厄 u ｾ Ｎ ｴ 生命館ピル :/' .  ，' ， J;{ ( 261 )8531  (代 )

九 州 '， ';イ':i7 1i J i - 北九州 di 小 fi.l tJ互革It) ;{田f9砕I 1
土 明 治 生 命 小 介 ピ Jレ6 1祈 小 :('r ( 521  )4285(  f¥:) 

う 〉 斗 { k づ 〉 栴 1抽l

12 4  



i  
株式会社

田中

小西
建 築 事 務 所

取 締 役 社長 小 西 岬

支阪 4 務 誹 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051大代表

東 京 事 務 所 東京都千代田区神田鍛冶町3ノ3(大木ビル内 ) 電話 (256) 9301代 表

名古屋事務所 名古屋市中区丸の内 l の8番39号( 三信ビル内) 電話 (211 ) 4  0  3  5  

大 津 事 務 所 大津市梅林1丁目 4番15号( 滋t : l 県教育会館内) 電話 (22) 5373- 4 番

広島事務所広 ｉ［ ，ｾ "i li 大手町 2 丁目 7 番 1 号( 三業ビル) 電話 (46) 0  1  4  4  

株式会社地域計画・建築研究所

代 表 取 締 役 所 長

大 阪 事 務 所 長

京 都 事 務 所 長

東 京 事 務 所 長

司

喜

稔

祐

泰

貞

辿

輪

乗

田

野

ニ

糸

霜

河

今二十 L 'J>!j]，サト ，j( rili rlj I、 J，・ lメ: :J 叫 条 s凶 r(:j :(' r  λ; 干11 卦i f i J ; ( r. I) ピ ル 8 ，腎 T  E  L  ( 075) 221 5132(( 白

人ー阪 J' .fli 岬 大 阪 rli 淀 川 1'<: ，珂中山 3 了 日 201件J也9 り ' 1'1:.¥ピ ル 6 (:持 T  E  L  ( 06 )  302 -6 12 l(( ¥j 

ｾ Ａ＠ Ji( 'J吋E 所 以 J j ( 1m沿 v 之 内 久 保 明 J lJ. mr 1  4  I肝地問) . i : _ ピ 品 T E  L  ( 03 )  59 1-0682(( ¥j 

株式会社翼建築設計事務所

代 表 取 締 役
r'， 

'" 
Y' 繁

大| 仮 'J';務 所 次 長 川 阿 古J DI S  

京行 ＱＱ ・ ｊ ｾ 務所次長 山 田 ]: t  ?f i  

本社・大阪 'J'; 務所 大l以di I'G 1王制 1 - 1  3  0  (.(ji (1色 ビル ) T  E  L  06- 441- 2288Ut )  

Ｑ［ｾｭ ｬＧｊＧ［ 務 Ａ好点目 Ｑｉ di ，'， 1;¥1'( 1珂/1;¥ltiJ J;¥目T H引也( "， 'iI¥ビル ) T  E  L  075- 811- 4166(代)

句9 株式会社
東 海 設 計

代 表 取 締 役 小 坂 忠 勝

名古屋市中区栄3丁目 7番 1号 ( 伊勢町ビル) 〒460 T E L 052- 261 - 265 1( 代表)

東西建築サービス株式会社

取 締 役 社 長
布 袋 園 ま住

本 社 大 阪 市 京 区 横 幼l: 2  - 4  8  '，l!:話 202- 3626 

東 京 Ｇ ｊＧｾ 務所 東 京 都 11' 央 区 日 本 紙 馬 喰 町 2 - 1  - 1  '，l!:話 663 - 1765

( 住友銀行 浅 草 情 ビ ル6附)

株式会社 東 畑建 築事 務 所

代 表 取 締 役 社 長
東 畑 謙

支阪 3 同 法 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁 目 1 9  ＧｾｬＡＧＺ話大阪 Ｈ Ｐ 印 ＰＲ Ｍ 0391 

東 京 事 務 所 東京都千代目区永田町 2 ( 永田町ビル) 屯 話 東京 (03) 581- 1251

名 古 屋 事 務 所 名古屋市中村区姻内町2(掘内ビノレ) 屯話名古屋 (052) 571- 8471 

北九州支所北九州市小升北区魚、町 1 - 4  - 21 屯 話 小 介 (093)541- 6531

(北九州出羽 l ビル)
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株式会社内藤建築事務所

代 表 取 締 役 会 長 内 藤 資 忠

代 表 取 締 役 社 長 片 山 光 生

本 社 干 606京都 市左 京 区 中大 堰町 1 8 9 番 地 電 話 075 (781 )6195代

事務 所 ・出 張 所 青 森 ・東京 ・松 本 ・静岡 ・名古屋・ 京都 ・予奈良 ・大 阪

四 国 - 稲岡

中 根 庭 園 石汗 究 所

所 長 中 根 金 作

建設コンサルタン卜 ( 造園部門 ) (建設省認定 第445号)

京 都 市 左 京 区 下 鴨 森 本 町 15 電話 075 (781 )  1107 

自宅 京都市右京区谷口唐田の内町 1の 6 電話 075 (463)  5548 

公園一般・造園設計・施工・監理

株 式 会 社

日

取 締 役 社 長

建

三n

5 叉

塚 本 猛 次

言十

大 阪 市 東 区 横 坊i 2 丁 目 3 8 番 地 電話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表 )

株式会社 根 津 建 築 事 務 所

代 表取 締 役 根 津 耕 一 郎

本 社 大阪市北区仰ヶ校町81 ( 大|仮弁護士ビル) 屯話 ( 06)364- 8301 (代表 )

株式会社彦谷建築設計事務所

代 表 取 締 役 彦 谷 邦

大阪市東区横堀 1 - 23(寺中lli ビノレ) 屯話 231 - 2  8  1  0 ・ 7 6  3  4  

株式会社 福永建築設計事務所

代 表取 締 役

代 表 取 締 役

福 永 薫

福 永 健

大 阪 市 南 区 !l lt ! 陵 町 ; m 4 ノ 6 1  屯話 (06 ) 251 - 3102 ・5189



宮 後 建 築 事 務 所
株式会社

m 

健

屯話 772- 0  1  6  5  ( 代表)

大 阪 本 町

後呂

大阪市天王寺区上汐町 6 - 3 5

大 阪 株 寺 町

代 表 取 締 役

社

宅分

森建築事務所
マサ

J

田

主

↓

叶

J

V

木

l

有限会社

申

Il与、

屯 話 ( 624 ) 0  9  2  6 代表

屯 話 (253 ) 0  8  7  5 代 表

1正話 (669) 5  6  5  1  

オミこ

アド木

大 阪 市 阿 倍 針 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8  

研 究 室 大 阪 市 南 区 心 術 情 筋 1 - 4  3  

東京・J'; 務 所 束京高[1中央区日本僑茅場町 2 - 3  

藤野キナ

安井建築設計事務所
株式会社ｾ＠

正

屯話 06( 943) 1371( 大代 )

町r

大阪市東区島町 2 丁目 7 番地

大阪 ・東京 ・名古屋 ・神戸 ・九州|

佐
取締役社長

が 社

事務所

所務事築建洋

三

之

勝

Ａｾ＠
眠X

.w. 

楽

口

田

設

僑

太

株式会社

屯話 358 - 6  3  7  2  (代 )8  ( 大徳ピル )
大 阪 市 北 区 松 ヶ 伎 町 8

田 建 築 事 務 所

= と

口
株 式 会 社

武田
士

口

取締役i ' J U:

屯 話 ( 538 ) 2991 代 表
阪市西区北堀江上過 3 - 22 ( 久竹ビル )

所才気事

九一行a

」 ι ・..... 

:7fミ建辺渡

非軍

'，12，1，[; 06 (231 )  1  6  9  6  iff 間

道

干541 大阪 di 京区今紙 2 丁日 2 1  ifi:.l也( 勝決ビル )

〒102 点京都千代任| 区二 番目nト 10(麹 IIIT山王マ ンシ ョン)

辺渡

屯話 03( 264)  14441' 時間
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建 設 業 者 有 志

三. . .  

面x建

宏 悦

京

青 木

井

= 書言

F 司

取 締 役 社 長

専 務 取 締 役

大 阪 支 庖 長

株 式 会 社

ゐ

T  E  L 06( 458)5851 

T  E  L 03(407)8511 

T  E  L 06(458)5851 

戸

h

u

n

t

u

戸

、

d

回

目白

南 l の

17 

南 l の

町

2

町

笠

淀

谷

淀

渋

大

区

区

区

淀

谷

淀

阪 市 大

京 都 渋

阪 市 大

大

東

大

本 社

東京本社

大阪支防

、司"

3口

取 締 役 社 長 浅 沼 茂 夫

幸 信 大 阪 市 天 £ 寺 区 東 日 沖町 8 番 地の 1 'oII 話 代 表 ( 7 6 8 )

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・札帆・仙台・福岡・広) ，' }j

営 業 所 ・旭川 ・秋田 ・盛 岡 ・福 仏 ・水 戸 ・北| 拘束・千葉 ・立川 ・横 浜 ・新 潟

北 陸 ・ 浜 松 . ｉ ｾＮＡＧｦ Ｂ 岡 ・ 岐阜 ・ 長針 ・ 三 沢 ＮＦ￬ ｊＺＧｾ ・ 奈良・京都 ・ 大和郡山

和 歌 山 ・神 戸 ・l河山・ 鳥取 ・山口 ・日松・徳山・松山 ・熊 本 ・沖 縄

組浅

式

社

株

会

4示、

延ジ

5  2  2  2  

所務工
7 7 ラシ

新
式

社

株

会

CD 
BB 

' ，I ! : 話代表大阪 ( 313) 1331 番

沼 話 代 表 点京 ( 291 )3741 番

'，I ! : 話名古出 ( 262 ) 1725 番

新

本 応 ・大 阪 市 北 区 竹 似 山，:j 中 1 丁 目 43

支 出 ・東京都千代田区伎楽町T 2 丁目 1 番 1 4 号

営業所 ・名占屋市中区大須 4 丁目 1 番71号( 時計ピル)

取 締 役 社 長

屋
力、

りめあ株式会社CJQ 

良日太慶野円リ
取 締 役 社 長

fE話 代 表 ( 444) 1501番干 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7番地ネJ:本

安藤建設株式会社大阪支庖。診
野

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 屯 話 代 表 (453) 2  1  9  0  

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 州 4 丁目 7 番 地 屯 話 大 代 表 ( 272) 7  4  1  1  

支 府 ・1' ，古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州I ' 広 島 ・横 浜 ・札 幌

営業所 ・ 千葉 ・ 被浜 ・ 水戸 ・ 盛 ｉｾ ， ｪ ，新潟 ・神戸 ・京都 ・沼i ｉｴ Ｎ 札幌 ・ Ｂｦ・ｲＮ ＱＱＧＱｾ ・ 北 ｬ､Ｇｬ ‘ｼ ・ 熊本

育常 務 取 締 役 大 阪 支 J，i! J毛

1 2 8  



• 式

社

株

会 井 上 組

取締役社長
井 上 福 蔵

本 社 大阪市者[1 !ゐ 区 網 島 町 6 祷 2 5 号 大 阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出 張 所 神 戸市 生田区加納 町 3 丁目 2 番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

必室、

、家dグ

株

会

エ

社

t 、

7  西 来且

取締役社長
メ入

寸 西
Z

時
京佐

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 7 丁目 2 番地ノ 1 屯話06 (779) 3  3  6  1  

支 唐 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地 屯 話03(354 ) 0  5  8  1  

営 業 所 京 都 ・神 戸 ・奈 良 ・椅 玉

@  

株

会

式

社 大
L
瓜

r

i

f

 

組

取締役社以
大 林 芳

，
t

J

 

内

u

h

H

東京本社 ・東京都千代国区神田司町 2 丁目 3 番地 屯 話 大 代 表 (292) 1111番

本 府 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 屯 話 大 代 表 (943) 1131番

支 病 ・札 l悦 ・仙 台 ・横 浜 ・ 名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松 ・稲 岡

@  
株 式 会 社 奥 制

長 奥 村 俊 夫

組

本 社大阪市阿倍野区松崎町 1の 2 の 3 電話大阪 (06)621一1l 01(大代表)

東 京 本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 電話東京 (03)404- 8111(大代表)

支 l苫 札帆 ・仙台 ・東京 ・浦和 - 名占展 - 大阪 ・広島 - 高松・北九州 ・悩同

鹿 島 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長

取 締 役 大 阪 支 屈 長

渥 美 健

金 田 伝 一 郎

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7 屯昔前03 (404)3311 (大代 )

大 阪 支 肥 大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町 6 Ｇｾｉｩ話 ＰＶ (245)2311 (大代 )

@  株式舎社柄谷 エ 務 志

取締役社長
柄

ノi、

-C1 

士

口太 良日

本 社 尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 電 話 大 阪 06(411 ) 1 4 5 1 ( 代 )

営 業 所 大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田

129 



令シ
株

会

式

社
神 崎 組 大 阪 支 庖

取 締 役 支 府 長 江 藤
申

J じ，、

，でヨヒ.

ｾ Ｎ Ｍ

F ミL

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  ｾｬＡＺ話大阪 Ｈ ＳＴ Ｑ Ｉ 7371  (代 表 )

本 社 ・姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 屯 話 姫 路 (23) 2021( 代 表 )

① 
株式会社近畿建設

代 表 取 締役 J  11 崎 敬

本 社 大阪市西区江戸掘 5i 目118 和光ピル 屯 話 大 阪06 (448)5601代

滋 賀支 社 滋 口 県 菜 太 郡 栗 東 町 岡 1 9 3 の 1 U 話 07755 ( 2 )  1361- 2  

@  貧長 谷 組

社

苅

屈

に

民

本

刻

支

代 表 取 締 役 社 長 牧 田 甚

常 務 取 締 役 大 阪 支 出 長 星 野 晴 彦

東 京 都 新 宿 区 i ｉｾ 久戸町 Ｑ 7 番 1 号 屯 話 (260) 2111番 ( 大代表)

大 阪 市 都 品 区 片 町 2 丁 目 1 0 番 5号 屯 話 (352) 1151番 ( 大 代 表 )

札幌 ・仙台 ・北関東 ・東京土木 ・東京建築 ・横浜・名古屋 ・広島 ・四国 ・福岡 ・北陸 ・郡岩i

ゐ
甲南建 設 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 原 ヰ育

大 阪 市 淀 川 区 卜三 本 町 2 丁 目 4 替 2 8 号 電 話 ( 06) 302 - 1551代 表

点京都千代田区神田 ｾ ｊＧ ￯ IJJ I町 1- 18( 共同ビノレ) -;-.包括 ( 03 ) 253 - 4455代 表

尼 崎 市 南 武 ' ，11 l E 2 丁 目 7 番 2 3 号 位 話 ( 06 ) 427 - 9631代 表

神 戸市作令区八 ＧＱ 将Ｎ￬ｩｬｬ Ｔ 丁 Ｑ Ｍ Ｑ Ｒ 番 Ｘ ＮＮＮＱ，止Ｈ松 ｾ ｉ 二ビノレＩ ; ; 包括 ( 078)221- 6293代 表

堺 市 宿 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号 電 話( 0722) 29 - 0 0  8  8  

ｾＸ＠ 株 式 会 社 鴻
山

由組

取 締 役 社 L<": 池藤

本 j丙 大阪市東区北久宝寺 町4- 27 "ι 話 タ イ ヤ ル イ ン ( 244 )3500(受付合 )

支 !苫 東京 ・名古屋 ・広島 ・福岡 ・鹿児島 ' f0江 ・仙台 ・高松 ・償浜 ・札幌・神戸 ・京初 ・金沢

働
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 休 藤 ir大 治 ・常務取締役大阪刻1i 長 小 町 谷 武 司

本 社 ・東 京 都 中 央 区 日 本 柿 本 町 4 - 8  ｾ口市東京 Ｈ ＶＶＲ Ｉ 2331 ( 大 代 )

大 阪 支 何 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  屯 話 大 阪 (203) 7221(代 表)

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 - g 山 ・，j; L 帆 ・制 l司 ・仙 台 ・広 島 ・横 浜

13 0  



⑧ 
島藤建設工業雲を大阪支庖

ＧＺ ［ ｾ＠ 務

西 田 康

、_L..

取 締 役
{口

＿支 ［ ｾＭま ＧＰ 耳府又紛 Ｕ 長4支

亀 田 晃

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 5 番 34号 電 話 東 京 (403 ) 1  5  1  1  

支 脂 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1 番地 の 2 電 話 大 阪 (372 ) 6  0  0  1 代 表

⑧ 
清 水 建 設 株 式 会 社

社 長 野 地 市己

本 杜 東 京 都 中 央 区 宝 町 2 - 1  

支 庖 大 阪 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・ 仙 台 ・札 幌

+  俗文建設株式令私

常務取締役大| 坂支町長 山 武

大阪支庖 大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ビル 2号館)屯話 06(220) 8 7  1 2  

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 番 地 電 話 03(353)代表5111番

。
株

会

エ

社 銭
I=t 

1司 組

同 3

;j>: r，¥i 大阪r ! i IJI.j 1玄II"J i皮Hi 1..;必3 T I-l 2 帯地 IE話 人:1仮 (531) 6431祷( 大代表)

支 j市 中L 帆 ・ 仙 台 ・ - * 京 ・ .t' ， I片 足 . Jぶ jゐ ・ 福 l凋

営業所 青森 ・秋 111. ＧＱＮｬｬＺ ｉ［ｉ Ｎｪ Ｎ 福島 ・ ｬｊｲ ｩ ｾ Ｎ ｩ . 前僑 ・宇都山 ・水戸 ・浦和 ・千五E 多摩 ・

横 浜 ・rpJ 舟・M>I品.j .  i lt ・イi'i: iIe . 京都 ・事11戸 ・問t J l ・松江 ・tJ.I口 . ｾＧｾＮｪｻｾ＠ ，松山

北九州 ・大分 ・熊本 ・長崎 ・鹿児島 . i中縄

取 締 役 社 長 銭 非軍 之

@  大 幸 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長 大 沢 幸

本 社

本 社 分 室

東 京 支 l苫

名 古 屋 支 J苫

松 江 営 業 所

出 'lA B斤

阪 市 西 区 西 長 場 北 通一 丁 目 五 番 地 電 話 06(538)0881代

大 阪 市 東 区 今 愉 五 丁 目 二 番 地 電 話 06(203)0373代

東 京 都 渋 谷 区 渋 谷二 丁 目 十 番 七 号 電 話 03(407) 7426代

名 古 屋 市 中 村 区 若 狭 町 一 ノ 二 五 電 話052(581)7376代

松 江 市 和 多 見 町 一 七 五 氾 訴0852(21) 3747代

日山 ー 岐阜 ・ 滋 ｴｾ . 兵 J. ![ . 間山 ・広 l: _.' j ・変・ 'lJ1. ・1-.'，¥1判 ・11IR予問

。 大 末 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長
山 本 末 男

本 社 大 阪 市 南 区 大 手n 町 1 番 地 T E  L06(213)0555(大代表)

支 社 東 京 - 大 阪 ・ 九 州
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• 大 成 建 設 株 式 会 社

本 社

大阪支活

支 m

取 締 役

社 長

常 務 取 締 役

大 阪 支 1町長

東京都中央区銀座 2 丁目 5 番11号 T E L 東京 ( 567) 1511大代表

大 阪 市 米 区 本 町 4 丁目 2 7 番 地 T E L 大 阪 ( 262 ) 1131大代表

東 京 ・名 古 屋 ・術 j兵 . 'N，'; ItiD . 高 松 ・新 WJ . 仙 台 ・札 脱 ・ 広 j;b

県原、

津

田

英

⑧

 

大 日 本 土 木 盟 大 阪 支 応

取締役支 ｉ ， ｴ［ ｨ ｾ 倉 田 通

東 京 本 社

本 庖

文 庖

営 業 所

530 大 阪 di・ 北 区 立 }，"' j 北 町 9

162 束 京 高11#lr 行i 区，ti ヶ 谷 間 l町 2 T 阿35

500 岐 阜 市 六 条 1 4  8  3 岳 地 5

東 京 ・ Wi iJi'， fUI f ， 

神 戸 ・ 京ｦＮ ＱＱ ・ ｾ Ｇ守政 ・ 人・ ｩ ｬ ｴＮ 和歌山

"正，i吊06 ( 341) 代 A 5 9 3 1  

1ι ，iM 3( 268 )  5  5  1  1  

'，[!:， i，f; 0582 ( 72 )  3  1  4  1  

:}'， ，' ; ! ; {  ) L  i'J十|

|一六 ・〆.'j 松 ・|刈i J l ・jムー，1; ，lj

パ?、

てV

株 式

会 社
竹

z
や 工 務 庖

取締役社長 竹 中 錬

本 J; l{ 大 阪 市 公 ; 区 本 町 4 丁目 2 7  屯 話 大 阪 ( 252 ) 1201番( 大代表 )

£ 前 北 海 道 ・ 東 北 ・ 束J j l ，名1 ' 1i 屋 ・ 広 j斗 ・ 九州、|

常業所 下葉 . nVii 兵. ;'1'縦 ・11抑制 ・北|機 ・京 都 ・神 戸 ・岡 111 . 凹同 ・北九州

⑧ 
鉄建建設株式会社大阪支庖

l川 11 本 位 築 111. 三" ，

'，' ;'; Ｎｦｾ＠ lrll. 和官 H主

取 締 役 文 1，1{ 以

児

金

島

子 越 良日

大|仮J ! i 大淀区大和Ilf，siiij 六丁 I l / d存地( 天ノz、阪急ヒノレ ) '，!L，I，fj ( 358 )  0321 ( 代 表 )

本社 ・米京都千代 LB区三111制IJ 二丁 LI I  j，番三号 '1l!: li;fj 氷点 ( 262 ) 3411 ( 代 表 )

⑪ 
東 液 興 業 株 式 含 社 大 阪 支 J吉

喜揚為夏 小松英 V V E 田中巌夫

イド 社 東 京 都 千 代 田 区J しの内 3- 4- 2 日石ビル '(12話 米 ぷ ( 212) 3 2 6 1

大阪支! 育 大阪市北区盟山町3- 2 住 生 盟 崎 ビ ル 屯 話 大 阪 ( 373 ) 1  1  8  1  

支 1，1{ 東 京 ・:f' ，古 屋 ・1111 fi ・，J; L 帆 . f，¥';問

¥ノ

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長

常務取締役所長

杉

石

村

井

繁

ー++ー・

音1)

本 社 東 京 高11渋谷区 J.L; J己5 丁目 4- 12(大成鋼機ビル ) '，!L，ii 03 (444) 2141 

大阪常業所大阪市内区! f ; I UPhI¥ 1 丁 n 1  5  6  ( 中谷ビ l レ) '，!L，苅 06 (441 )6678 

1 3 2  



@

 

戸 田 建 設 さま 大 阪 支 底

出務取締役支底長 加 納 秀 雄

大阪市西区靭本町 2 丁目 117番地(新信濃橋ビノレ) 電話06- 531- 6561(大代表 )

社 東 京 都 中 央 区 京 僑 1 丁 目 3 番 地

支 府 東 京 ・関 東 ・横 浜 ・名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台 ・広 山 ・制 岡

I T、
てコ

飛島建設株式奮社大阪支J苫

取締役立防長 山 本 龍 男

大 阪 市 東 区 山 町 2 丁目 2 8 番 地 屯 話 大 阪 ( 942) 2 4 8  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 M千代田区九段南2丁目 3番28号 屯話 東 京 (263) 3151 (大代表 )

@  明日をささえる

西 松 建
z員r叉Lt 

大 阪 建 築 支 庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 丁 目 4 1 番 地

取締役支庖長
キ反 井 正 彦

社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1 3 番 地

輸
日 東 建 設 株 式 ｾ＠ 三 子士

取 締 役 会 長 長 ｾ 、 イ呆 イ変 夫

取 締 役 社 長 石 j畢

_ L ー

良r)
/ ' ¥ 

常務取締役 (大阪駐在 ) i!i 藤 義 主佐

取 締 役 支 府 長 本 j畢 平 ) ¥ 良r)

本社 102 東京町[1 千 代 凶 l王、ド川町 1 丁目 4 保I也9 " 正品点点 03  ( 265 )  Ｈ 大 ｦｾ ，}< )  4281  I枠

左前 530 大 阪 市 北 区 末 広 町 1 2 番 地( 新 末 広 ビ ル ) 屯 治 大 阪 06 ( 35 1)  代 0 6 2 3 得

③ 
日 本 建

主厄F又U  

株 式 ｾ三 - 社

f上 lと
生 田 重 政

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  (261) 7  5  9  1  - 8 〒541

支 庖東京 ・ 大阪 ・ 名古屋 ・ 稲岡 ・ 広島 ・ 仙台 ・ ｾｌ 帆 ・ 四国Ｎ i中止!日

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 以 岩 本 義 心

ノド 社 大 阪 市 東 区 ，'"，'， 隠 前 2 丁目 9 若干 J也 泣 話(202)代表: 4  7  9  1  

点京支府 東京都千代田区大千町 2丁目 1 番 1号 屯 話(241 )代表 4 1  7  1  
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応支阪大組
日

，

a'

i

 

H

E

・

株 式

会 社

@  
河ミ

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁 目 20 番 l 号 屯 話 (201) 2  7  5  1  ( 大代表 )

庖 ・東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁 目 5 番 8 号 ( 405)  1  1  1  1 番 ( 大 代 表 )

庖 ・東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・悩 岡 ・仙台 ・北 陸 ・札 帆 ・広 島 ・高 絞 ・海 外 工 事 局

之土

'8[イ窃取締 i支

大阪支! 市長

本

支

社

. ，d.  

: :D;  式株議E

E

・

E

・----

E

E

E

・

E

・

-

E

'

谷長

⑪ 

2  

為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 4 丁 目 1 3  0  

話 (77l ) ( 代表) 4  1  4  8 ・ 4 1 4 9 ・ 4 1 4 0  

阪 市 生 野 区 紫

話 ( 791) 2  7  4  4 番

グ〉3  
。

1  町

)  11 

条四

/一、、

' 口長取 締 役 社 長

大

電

大

電

ネ土

工 作 場

本

木 工 務

取 締 役 社 長 藤 木 鍛 三

ヱ阪本語 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 一 丁 目 卜 三 屯 話 06 ( 942)  1461(代 )

文 忠 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 ノ 四 屯 活 03 ( 357)  1611 (代 )

倉 敷 市 鶴 形 一 丁 目 十 ノ 三 ニ 屯 話 0864 (22)  3330 (代 )

高 松 市 丸 ノ 内 十 一 ノ 十 三 屯 話 0878 ( 51 )  7272 (代 )

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 十 三 電 話 075( 311 ) 4131(代 )

出 悩i升 ・名 古 屋 ・津 ・，'iJ. I湖 ・岡 山 ・$Ii' Ii.' ｩｊｾ ・ 徳山 Ｎ .N，¥岡 ・熊 本

庖藤

@  
株式会社

会 社株 式

告 A

a又建

-・・・園田

-・・・・圃・・

不
② 

ヨ王

';rr 話 大阪 541 - 5534代表 ・9301代表

近 話 東 京 377- 5  1  7  1代 表

屯話名占屋 321- 8  4  8  1代 表

ぬ ・憾 多 大 分

口

〒550

干160

干460

山 ・広

山

大 阪 市 西区 阿波 座 上.i!li 4 丁目 8

東京 "'1新宿 区西新宿 4 丁目 5 番2 号

名占屋市中区千代田 4 丁目11番17号

ftlJ fi ' 大 垣 京 都 ・姫 路 ・問

取 締 役 社 長

社本

支

W1U所

冨 士 玉 西 日 本 支 社

@  

株 式 会 社

男

大阪市北区兎我野町108(液楽ビル ) T E L  06- 313- 1081(的 干530

本 社 ・東 京 都 港 区 日 輪 2 一 2 1  - 4  6  T  E  L  03-449- 1111({t) 〒108

J.l .(JJ 本 支 社

支 出 ・.f L 帆 ・樹 浜 ・仙 台 ・1 ' ，古屋 ・full 湖

業 所 ・t'i t長・福島 ・千葉 ・浦和 ・宇都宮 ・多摩 田沼津 -松本 ・i並行・京fflHI' 戸・岡山 ・高松 ・熊本

手口村取 締 役 支 社 長

フジ少工業未来をひら

告齢

15  

広 向

ンノ f ウ ロ

134 

修

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 番 地 屯 話 (345) 代 表 7 6 7 1  

本 社 ・東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  

支 庖 ・東 京 ・ 札 脱 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋

九 州 ・ 仙 台 ・ リ マ ・ カ ラ カ

大 阪

サス

カ

貝

_，_ 

il こρ
取締役大阪支! 市長



子士会式株

三ｾ
闘え建動不④ 

勝

' i r i : 話大阪 ( 201) 1121 

屯 話 東 京 (831) 9111 

里子

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁 目 3 0 番 地

東 京 都 台 東 区 台 東 1 丁 目 2 番 1 号

庄
取締役社以

大阪本社

東京本社

前田建設工業滋式会社大阪支庖③ 

良1)

屯話 )(1仮 ( 353)7 8 9 1(代表)

屯話東京 ( 265) 5 5 5 1(代表)

四甚

大|仮r ! i .r，1¥ ，1:.¥区東野田町 2 丁日 4 番 2 0 号

東京n ! I 千代凶区富士見 2 丁目 10番地 の26号

料三
取お ｾ￭ 支支｝， Ｑ［ L毛

作

川支

u  本

真柄建設株式会社大阪支底+  
y台

大阪市西区京町場 3 丁目 12番 地 屯 話 大 阪 ( 06) 443- 0641(代表)

東京都千代田区麹町5丁目 1番 地 屯 話 東 京 (03) 263一1211(代表)

東京 ・ 名古屋 ・ 金沢 Ｍ ＷＳ 山 ・ 福井 ・ 京都 ・ 大津 ・ 神戸 ・ 新 ￬ｾ ，Ｉ . 広島 . t;，¥岡

孝木々佐
常務取締役立府民

大 阪 支 庖

東 京 本 社

支庖 ・営業所

組村松
株 式 会 社。

雄

社 ・大 阪 市 北 区 空 心 町 一 丁 目 七 O 番 地 屯 話 大 代 表 大 阪 ( 353) 1131 

庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・札 帆 ・仙 台 ・広 島 ・福

キす松
取締役社長

本

支
岡

額 大 阪 支J吉三 井 建 設⑥ 

06 - 443 - 1321  

03- 863 - 3111 

開

T E L  

T E L  

口

大阪市北区中之島 3 - 7  (三井ビル 2 号 館 )

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 一 10 - 1  

滝
取締役支居長

大阪支庖

本 庖

庄才気工上キナ
株式会社@  

T E L  ( 372) 2 9 2 4  

t三ヨ

フペユ

大阪市大淀区豊崎束通り 3 丁目 16番 地の 16

東 京 ・神 戸

村
取締役社長

本 社

営 業 所
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@  村 本 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 キす 本

丘包

.5z.. 
品司

本 庖 奈良県北ｾｾ城 ｩｮ￭ 広陵町安部 Ｕ 4  7  "正silt 大和尚凹 ( 55)  1151(代表 )

大阪本社 大阪市 天五寺区上本町 9 丁目 4 9 必 訴 大 阪 (779)1571 (代表 )

東京支底 屯 話 点 京 (265) 5851({t) 名古屋支庖 屯話 4竹内 lii. (241)  1511( ft) 

福岡支庖 電 話 悩 岡 (741)0119 三 重 支 庖 'Ili: J青 山 (26) 2949 

⑮ 
望 月 建 設 株 式

h. r  

社ｾ＠

取 締 役 社 長
望 月 太 良日

小; 社 大 阪 市北 区 堂 山 上 1 丁目 18 ' ; ] 1: 話大阪 ( 344) 8  6  5  1  (代 表 )

株式会社
P対F木罵Z 組

取 締 役 社 長 森 幸 治

。

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 1 4 番 地 屯 話 201 - 2761 ( 代 )

( 支 出 ) 東 京 ・r，古 屋 ・奈 良 ・九州I ( 営業所 ) 仙台 ・j品目 ・京都 ・神戸 ・広向

① 
株 式 会 社

I成l l L  工 務 唐

代 表 取 締 役 工日E記L  道 雄

本 社 大 阪 市 北 区 南 森 町 4 7  (成輿ビル) '，I.!:話 ( 364) 158l ( 代 表)

?Z- 業所 や1
1 戸

JJ ;  )11 P可 ト1

。

号

矢 島 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長 矢 島 浩 一

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 7 丁 円 11 - 3  Ｇ ｾｉｌ 話束京 Ｈ ＵＷＲ Ｉ f U d436 

大 阪 支 町 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 8 帯 地 屯 治 大 阪 ( 244) 大 代 1181

取 締 役 副 社 長 仁 平 信 也

取 締 役 支 府 長 越 川 太 郎

支応 ・営業所 仙 台 ・ 福 岡 ・ 五1 1 1 m ・ 和 歌 山

⑮ 
株式含社米国工務届

取 締 役 会 長 米 田 治 郎 兵 衛

米 国 良 男代 表 取 締 役

社 干 543 大 阪 市 天 上寺 区逸| 坂上 ノlUf 7  T  E  L 大 阪 ( 06) 771 -7771代 表
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カ ロ

F ミ 正

1 9 7 6  

建材・設備工事業者有志

。〉 アイエム換気工業株式会社

代表取締役 松 岡 晃 一 郎

本 社大阪市 ｪ 良 ｪ 速 区芦 原 ｾ ｉ ｦ 1  1  8  3  T  E  L  (06)  561- 390 1代

東京 :H1長所 点 京 都 盟 山 区 西 池 袋 5 - 13- 13 T E L (03)  982- 0 2 7 1  

点目11内助 '11 ピル 1411 ｾｽ＠

泉 北 lH')長 所 堺 市 泉 北 京 松 fi 1  - 1 一1310 号 T E  L  (0722)  92 - 3 3 2 1  

@  

主

回

一盛 建 材 株 式
ふ
一

A
社

取締役社長 青 盛 繁 男

広 lL 市 舟 入 幸 町 1 9 - 1  0  屯話 0822- 92- 3200

十日 岡 ・ 岡 山 ・ 松 江 ・ 下 山l

。
防 熱 並 に 防 水 工 事

株式会社 井
上 ;令 !九

代表取締役会長 井 上 浄 夫

本 自 大 阪 市 西 区 江 戸 幼'J: 1 - 1 0 1 屯話 (06)441- 8531間

支 !市 東京都中央区八丁堀4- 2- 2 共 同 ピ ル 八 階 屯 話 (03) 551 - 6756 

工 場 岡 山 市 中 原 3 7 5 屯話 (0862)52- 5371

e  

冬季
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許特対〈

11¥俣シャEγ ' 1- 工業椋式会社大阪支庖

社

A

会式株業エ岡片4 ミ>

女子

屯 話 ( 06 )643代表 3 5 6 7  

屯 話 (075 )672代表 3 1  0  6  

屯 話 河内枚岡 (0729 )84 - 5301

岡

大 l阪市浪速区東関谷町 2 丁目 12の l

京 都 市 南 区 吉 祥 院 石 町 西 町 l 番地

点 大 阪 市 普 桜 寺 町 4 丁目 12 の 24

片代 表 取 締f支社長

本 社

京 都 営 業 所

東大阪営業所

庖商
一
一
一

骨
里

ニコ

ロ
下オミ

株 式

会 社

ｾ＠
、ｾ

京佐光下木取 締 役 社 長

電話 06 (443)  0115  大 阪 市 西 区 江 戸 堀 5 丁目 5 番 地干 550

建設省認定の防火材料

セメン ト系吹付材 ソ リ ジ ッ トスタ イ ン 基材同等 o  0  0  3号

特殊リシン吹付材 エ パ ウ オ ー ル 基材同等 o0  0  3 号

アクリル系吹付材 エ パ ー サ ン ド 基材同等 o0  0  4 号

ヒ ル 石 吹 付 材 エ パ テ ッ ク ス 基材同等 o0  0  4 号

同 特 許 建 材 工 業 株 式

目品
h
s
当

v

a
m叩

E

W

会 社

男

屯話 (702) 代 7814- 7  

.f L 帆 011 (582)6976

福 岡 092(521)2731

代表取締役 山 下 密

大阪市東fi; 吉区駒川町 3 - 54 

東 京 03(990)3252

名古屋 052(503)4344  

L:::... 

E ヨ

本社営業所

事 業 所

工 事 並 に 材 料 販 売

ア ス フ ア ル ト 防 水

三 星 シ ン グ ル

ウ レ タ ン 防 水

カ ラ ー ベ ス ト

コ ー キ ン グ

イ左

営 業 品 目

J吉木

信 之

屯 話 06 (  392 )  7  8  7  1  (代 )

商々

代 表 取 締 役 佐 々 木

淀 川区東三国 6 丁目 2 5 番 2 号

株 式 会 社

〒532 大 阪

シェル石油大阪発売所

フリントコート部門

株 式 会 社

，圏、

Fl INTKOTE 

、...，。

大 阪 ( 343 ) 0441大 代 表

大 阪 ( 303 ) 7131  代 表

和

山

話

話

屯

屯

岡

栗 山

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2  5  

大阪市淀川区西中仏 2 丁目 11番 30号

東 京 ・名 古 屋 ・広 品 - 福

本部長

本 社

本 部

事 務 所
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層 別

室

須 賀 工 業 株 式
ふ
一

A
社

取締役社長 5頁
カ ロ

貝 孝

本 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 電話 (06) 441- 5 1 7 1  

支 府 東京 -大阪 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・福岡 ・札帆 ・千葉 ・償浜 ・静岡 ・広島 ・高松

命

⑨

精 研 冷 機 株 式 会 社

取締役社長
木 内 j青

専務取締役 和 田 正 八 郎

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋町3番丁68番地 ( オートセンタービル) 也話768-5031  ({¥:f 

東京営業所 東京都千代田区九段南 2 丁目 2 番 5 号 ( 九段ピル ) 五話262- 3241刊

成 幸 工 業 株 式
ｾ＠
Z 玄

社

代表取締役 園 藤 光 弘

本 社 大 阪 市 西 区 制 本 町 1 - 96 電話 06 - 531- 8801番

庖 東 京 都 千 代 田 区 麹 町 5 - 3 電話 03- 263 - 1691番

ザ
車 千 瀧 亀 締 結 式 会 結

取締役社長 岩 崎 久 雄

本 社 大 阪 市 都 島 区 中野町4丁目 8番10号 電 話 06( 358 ) 1171大代表

支 庖 福 岡市中 央区天神 1 丁目 10番24号 電 話092(712)0126代 表

営 業 所 東 京 ・ 神 戸 ・ 鹿 児 島

東西アスフアルト事業協 同組合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 口

株式会社タテバヤシ商底

代表取締役
舘 林 彦 四 郎

干601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 37 電 話 ( 075)  681  - 7  2  2  1  (代 )

凸 版 印 制 株 式
ふ

玄ネ土

専務取締役支社長 田 中 貞 司

関 西 支 社 大 阪 市 福 島 区 海 老 江 3 の 22 の 61 電話 06 (458)  2251 

本 社 東 京 都 台 東 区 台 東 1 の 5 の 1 電話 03 (833)  2111  

13 9  
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⑬ 

特許 ｾ｡￰Ｂｴ Q シ."，φ41給水

東西アスフアルト事業協同組合

田 島 ル ー フ イ ン グ 株 式 会 社

大 阪 : 大阪市西区京町J - ) ，'Il 1  - 7  4 屯話 (06 ) 443- 0431  

東 京 : 東 日 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - .11 - 13 電 話 (03 ) 862- 8531  

1， [Ii 崖 ・広 j誌 ・悩 |川

東邦パーライト 断熱軽量 コンクリート、東邦パーライト断熱軽量モルタル、建設省防火認定材料( ネオパールスキン )

東邦バーヲｾ，｟株玉主主主祖

取争<<i 1支社長 才市 泰
ム

円

本 社

ｲｾ ・ Ｑ 住所

大阪市東区森之氏西の町 5 9 4 屯話 (941 ) 9  2  4  3  - 7  (代)

東 京、 横 浜 、 広 品 、 福 附 、 日 松 、 松 山 、 令 沢

毎豆主主面
室 内 装 飾 施 工 全 般

東 洋 建 装 株 式 会 社

代表取締役 二 四 岡 久 男

大阪市城東区占 rl13 丁目 13番14号 T E L 大阪 (06) 932- 4321 代 表

⑨ a 田 互 業 様 式 舎 社

取締役社長 友 田 俊 夫

本 社 〒534 大阪市部品区都品中 iill 3丁目 3番6号 屯 話 大 阪06(921)0331 - 6  

奈良' 託業所 干630 奈 良 市 鳥 見 町 3 丁目 9 - 5  屯話 0742  (43)  5620 

東亜印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式 会 社

本 社 干581 大阪府八尾市南太子堂6丁 目4番27号 電 話0729- 23- 3921

営業所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

⑮ 

東 亜 ア ス 防 水 工 事 ビ ニ ボ ン デ ル 工 法

ム 繊 不 織 布 ・T N コ ー ト 使 用 の メ ン 了 プ レ ン 防 水

県iji 東Eアスフガレト防水事業協同組合

千581 大 阪 府 八 j邑市南太子主 6 丁 n4 番 2 7 号'，lL，i，fi 0729 - 23 - 3921  

1 40  



⑧ 
ｔｏｔｏｾＪｾ ｊｩＵ株式会社すごヲ

代表取締役 吉 田 広 助

営業所 大阪市生野区巽丙 2 丁目 7 番24号 屯 話 757- 110] 附)

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ヶ i上町 6 1  屯 話 77] - 9123附

お
株 式

会 社 西原衛生工業所大阪庖

取 締 役 社 長
半

十 良R

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 1 1 番 地 電 話 大 阪 ( 458) 代 3 5 3 1 番

<@t  

日 刊 佳 設 産 業 主')r lifl . 日 FIJ 挫 陀 述 報

株式 円 玉 叶 主 会 主J u : l L . . 竺長立江二戸司与，. L

会社 口 丁 リ 延 長 座 未 来 汗 l司 位

取 締 役 社 長 花 村 茂 彦 支援室経芝 山 漫 敏 郎

大阪支社 大阪市東区淡路町1丁目 14( 八千代ビル) 屯話06(231)8171(代 )

本 社 東 京 都 板 紙 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8 屯話03(961) 1691(代 )

神戸 支 局 神 戸 市 長 令 区 八 11格通 4 丁 11 2  - 25 屯話078(291)0541- 2

京都支局 ぶr.l 1di上京区河原田T) L太町T! . U人依屋町460 "ι 話075(211 ) 1 9  1  1  

孟豆

大 阪 で 唯 一 の

22 日 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役 会 民 中

代 表 取 締 役 中

山 監 雄

山 ｾｾ文

大阪本社 大阪市東区山 )1自信 1 丁目 3 ( 東洋ビ/ レ) 屯話 202- 6861( 代表 )

…@聞

マ ル エ ス 印 企 ル ー フ イ ン グ 企 シ ン グ ル 企 ビ ニ エ ス タ イ ル S P

日新工業株式会社大阪支庖

大|坂立:1，'; Lく 紫 1;: 旧 忠 h:fii

本 社 営 業 所 点 京 都 足 立 区 千 住 束 2
-

21 
-

28 f i 東京 (882) 2424(代 )

大 阪 支 庖 大阪市東淀川区瑞光. i J . Uり 4 - 30- 2  f i 大|仮( 329) 7737- 40 

出 張 所 名 古 屋 ・広14 ・悩岡 ・札 脱 ・山形・工場/ 東京 ・地 f . 山形

@  
日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4- 30 - 2 日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 内

屯話 ( 329) 7  7  3  7  - 4  0  

1 4 1  



9惨

株 式

会社 日刊建設通信新社関西支社

代表取締役会長 田 中

高蓄聖堂 芸 林 田 不

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 一144 エ ハ ラ ビ ル 電 話 (444) 4  4  5  1代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 情 2 - 1  1  - 4  Ｇｾ話 ＨＵＰＲ Ｉ 8  5  8  1代

。
日本アスフアルト年限保証防水( 日本アス協組合)

ニ ト ル ー フ シ ー ト 防 水 l

N  P シ ー ト 2 号 防 水 } 冷工法 N.  5 塗膜防水工法

卜ーヨーシート防水 . ウレタン) 旭ダウスタイロフオーム G K 防水

日 新 工 材 株 式 会 社

代表取締役 井 場 正 孝

⑥ 

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日本エレベータ工業 K. K.

代表取締役 長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 情 的'j 6 丁目 天 六 阪 急 ビ ル " 正式市 06 (351)  4927(!t) 

* 京営業所 東京都北区回端町T 3  1  1  東京建築興業ビ ル '屯話 03 (822)  0995(!tl 

工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 丁目 6 番 池 百 話 06 (328)  0363刊

ム

温水ボイラ製造・販売

十朱
ム
玉

、「

-vエ
社= 車 司 車 例r.:;

代 表 取 締 役 岡 本 了

本 社 大 阪 市 西 淀 川区佃 2 丁目 5 - 35 T  E  L  06 (474)  3441  (代 )

営業所 東 京 ・名 肯 屋 ・仙 台 - 福 岡 ・広 仏 ・松 山 ・新 潟

<J j t 原 因 今 商 事 株 式 会 社

アサノセメント

アサノコンクリート

日本YTONG

取締役社長 原 田 守 蔵

本 社 電話06- 541 - 7  4  5  5  ( 代)

水分 営 業 所 電 話06- 541 - 3  8  4  3  - 4  

@  
阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取 締 役社長 杉 村 正 良日

本 社 大阪市淀川区十 三本町 2丁目 13番15号 電 話 代 表 06 ( 302)  0231  

営 業 所 名 古 屋 市 南 区 観 音 町 6 - 7  電 話 代 表 052 (692) 1141  

1 4 2  



〈信越 化 学 グ ル ー プ〉

株式会社 パ ン デ ッ ク ス ・ ジ ャ パ ン

無機質浸透性塗布防水剤

ウレタン防水剤一一パンデコートカラーパンデコート

防塵用カラー床剤ーパンデコート F500

ウレタンシーラント- s・340

エポキシ防蝕剤一パンデコー トV-H

代 表 取 締 役 社 長 村 川 一 雄

| 矧丙営業所所長 南 津 甚 八

社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 2 - 2  7  - 1  0  03 - 552 - 6954 (代表)

|期間話 業 所 大阪市北区伊勢田T19- 2 同 情 ビ ル 北 2 号 館 06 - 312- 5  7  6  5  

<tP 
福 西 鋳 物 株 式 会 社

取締役社長 福 西 佐 嗣

= I' :L' : ' I"¥ " T ' 1: ' T  1¥1: '  1:: ."  38 0 6 ( 代 )本 社 大 阪 市 西 区 西 道 傾 線 通 6 の 8 =;=550 T E L  06 :  541 -
2924

( 代 )

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 上 野 1 丁目 17の 2 干 110 T E L  03:  831 - 2646(代 )

中 部 営 業 所 三 重 県 四 日 市 市 八 回 3丁目 5の 33 〒510 T E L  0593 良二2238

= ，.. " n  " T " T " T  n r- n. . . . .  64 - 2  6  3  1  工 場 三 重 県 四 日 市 市 八 回3丁目 5の 33 =;=510 T E L  0593 :  65 =  2  ;; 5  9  

富 士 造 園 土 木 株 式 会 社

代表取締役
金岡 秀 輔

宝 塚 市 山 本 東 2 丁目 6 番 17 号 電 話 ( 宝塚 ) 0797 - 88 - 0501- 5  

圃崎園

、p
宮

田士 電 業 株 式

取締役社長 田 中

A
2

実

社

社 大阪市西 区北堀江上通 1 丁目 6 5  電話 ( 538 ) 1  1  7  1 代 表

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

⑪ 

普通赤煉瓦、焼過煉瓦製造、販売、施工

ω日本工業規格表示許可工場

松本煉瓦株式会社大阪出張所

大阪出張所大阪市西区南安 ｾ ｦ ￬ 川通 Ｑ 丁目 ＲＸ 番地 T E L  06 - 582- 2 9 2 3  

本 社 工 場 広 島 県 竹 原 市 吉 名 町 5 1  7  T  E  L  08462- 8  - 0211 

ビ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

防 熱 工 事 設 計 施 工 一一一ー
プラスオール 1 _ _  

コ ー キ ン グ } 販 売 施 工 z・E

ピ サ ロ ン J W 

三 星 産 業 株 式 会 社

〒550 大 阪 市 西 区 江 戸 板 l ー 126(大栄ビル ) T el. <443>9721(代)

干101 東京都千代田区仲間小川町3-28(三東ビル ) Tel. <292>196l ( 代)

日付長所 札幌 <721>6031 ・6307 仙台 <21>5366(代)

t "l j尿<931>4574 ・3393 制問 <78>3361(代)

1 43  



凶

自主化成互葉線式含社代理庖

新日間和工業械式童話t 代 理 志

ι ' Y 三 産 業 様 式 fi fl

代 表 取 締 役 惇 馬 正 明

⑤ 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁 目 4 7 番 地 電 話 (06) 大 代 表 441- 0  3  7  8 番

広 島 出 張 所 ・広 島 県 竹 原 市 吉 名 町 5 2  5  4 番 地 工 場 ・大 津 工 場

③ 
室 谷 商 事 株 式

ｾ＠
Z 玄

社

取締役社長

，ー且ー・

二z: >;

二士二
谷 山 水

本 社 神戸市生田区北長狭通4丁目 1( 英和ビル ) 電話078 - 331 - 0  8  8  1  

支 居 大 阪 市 北 区 紺 笠 町 5 0  ( 堂ビノレ ) 電 話 06 - 364- 2  0  3  1  

<8> 

営業品目 建築金物、装飾金物 、其他諸金物別注設計製作

オリジナル金属製家具

株式会社山本金属製作所

〒542 ＭＱｾ社 ・ 本社工場大阪 ｲｬｊ 南区内 ｬ 坂町 Ｒ 5  T  E  L  (761 )  0  1  2  7 代

〒570 ':"J 二 11 工 場 1・ 口，n 浜 町 2 - 1  T  E  L  (993)  7  1  9  2  

』。毛:，.t

株 式

会記 tk 1 f . 建材託
文化.1l H . イI(，-"也村 }'， ｦｾｩ ，品

本 社 大 阪 市 西 区 Pl I ツ橋筋 ・問 ツ 惜 屯 話 541 - 1861 - 7

京 府 京 大 阪 市 金 物 HJT Ｓ 番 Ｑ 号 Ｇｾ ｴｌ 話 ＷＲＳ Ｍ ＲＲＷＷ Ｍ Ｘ

山佳ソピ ー ス 大 阪 市 西 区 立 花 通 2 ( 展 示 屋 倣 ) 屯 話 541 - 2152- 3

⑬ 
山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

取締役社長 山 本 泰 通

本 社 ・工 場 大 阪 府1! 日It市 東別 府 1- 3- 6 電 話 ( 06) 340 - 9  1  3  1  - 5  

常 業 所 東 京 ・1<' ， 肯 屋 ・大 阪 ・広 島 . 1' 11'; 岡 ・仙 台

ｾｉ�＠
銘 木 と

-t -e
・・・
・
‘

 

... ，

 
‘.
， 株 式 令 学

本 社 平11: 秋 山 rli 阿布経l I I f 1 の 1 電 話 0734( 23) 5  2 5  7(代 )

j 住 所 不11: 秋山りMf i]: 草 jtrl - jマ沈 11可下 2 2  2  '1l;L話 07349(2) 1  4 2  3(代)

常 業 所 IIJ 辺 rlJ 新 庄 町 4 9  1 電 話 0739( 22) 0259 ・6350

配 滋 セ ン タ - trl: 歌 山 rli' ド島字荒代新 III 618 - 3  電 話 0734( 25) 5  5  9  5  

144 



内 装 不 燃 材

官 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

f江 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50{ 堂ビル 5 階 502号室)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立合区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

雌恨| 坊がこは 奥 山 式 特許 絶縁 工 法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

前・官民一間ｾ帯

I.i-12 ) 事 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎紅

げ寺許 岩元式ベンチレータ; ; ; 1 1

電 動 式 並 固 定 型 各 種 -

岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ - A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 d長所

名古屋出張所

札 脱 出 必 所

岩元式連塔換気装置 ( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1
新 型 換 気 塔 S Fスーパー ＨｾｾｾＧＺＺＺＺＺ｟＠ Ｚｉ［Ｚ］ｾ Ｇ ｾ＠ 1  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) ス ーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャ ッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

東京都中央区銀座 8 - 4 ー 1 1  泣訴 03(571) 2703 - 4・2370. 4064 .0264

大阪市部品区部品中泊り 2 -3- 1 ｾｬＮｌ話 06(921)  2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 宗 主 主 町 3 3  屯話 052(811) 3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札 眺 市 中 央 区 北三 条来 l白丁目 1"lLn1i 011(231)  7  5  1  1  

( カタログ進呈 )

岩 元 工 業 株 式 会 社

阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 06 1  5- 06 1  8  

1 4 5  



空 調 ・ 衛 生 設 備の 頁

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

令 部 朝 日I 業 社

本 社 東京都港区芝松町 1 -25- 7  電話 ( 434) 6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島 1 -58-59  氾話 ( 302) 227 1( 代)

支 庖 北 海 道 ・ {¥[¥台 名 古 屋 ・ 広 仏 ・悩 間

営業所釧路 ・ 函館 ・ 政問 ・ 横浜 ・ ｉ ｾＮＡｦｴ 岡・京都 ・ 神戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 施 工

. 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 社 大阪市西区江戸期 1 - 60 '，(eぷ (441 )8231代表

支 庖 東 京 名 古 屋 ・大 阪 縞 問 仙 台 金 沢 11.: ，Ｑｾ， Ｇ ｪ＠

営難所 札 帆 新 潟 岡 山 高 松 。熊本

出張所 盛 岡 秋 田 償浜 ・2 山 ・盟国 ・福井 ー点目11 .

神戸 1箆児J::j ・}郎新

給 排 水 ・衛 生

圭凡計地工

ｉｾ＠ 冷 房 ・換 公

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 山 垣 町 - 'I {i ;ifi 大 阪 372局7151( 代 )

京都司i i U 山区大手[ 1 大路正面上ノレ屯話京都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 回 区 下 山 手 通 六 1 - ' ; I.L話相11戸34 1局 5 8  9  2  

空 気 調 和 設 備

各経送風機・風力輸送装置

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 設計製作

空調機器類・ 公害防止装置

各種プラント設備

⑪嗣盆社，，Ｚ，ｾシ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281 (大 代)

営 業 所 東 京 ・名古屋・京都 ・広島 ・福 岡 工 場 和泉・名古屋

テレ ッ クス . 本 社 No. 562ー7688 和泉工場 No. 538- 5898 

- 給 排 水衛 生 . 冷 暖 房

・ 空気 調和 設 備

. そのイ也管工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

( I ni ) 育雄久孝 'F務 所)

⑮ 斎 え 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 J主

1 4 6  

大阪支庖 大阪市北区常安町¥¥ 電 話 06- 443 - 504¥附

東京本社 東京都千代田区大手町2- 6- 2( 日本ビ J レデング)

電 話 0 3 - 2 7 0 - 7 4 1 1問

営 業 所 札 悦 ・ f¥[¥ 内 ・ 金 沢 ・ ，: 百松 ・ 岡 山

111 'Jl i  ji fr ii ，j  )! :  .  ff Ｑｽｾ ・ 広品 ー 背小牧

冷 暖 房

給 排 水 ・術 生 水 道

一 -'W:' ヌに

j厨 房 ム

環 境 衛 生 綿 貫 生

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 械 工 業 25 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支応長 藤 田 初 蔵

大 阪 市 京 区 北 浜 2 T 目 2 2 排 J也 包 括 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 庖 点京 ー日比谷 ー三位ピ J レ

支 I占 名 古 屋 、 福 岡 、 本L脱 、 広 品 、 仙 台 、 北 陸

出 1H 所 償浜、高松、静岡、ｧＡ，ｾ凹、岡山、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株ま奮社

大阪支底 大 阪 市 北 区 紅 侮 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東京都中央区日本橋蝋殻町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

。
東京本広

大阪本庖

支 庖

出 銭 fifr

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

-‘ 

-
-・h

発 空 調棒式会社

東京都新宿区西新宿新宿住友ピ ル 電話 03- 344- 1911

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話 06- 363- 1371

名 古 屋 市 中村 区下笹島町 11- 2  屯話052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号 泣 話0822- 47- 4535

福岡市 中 央区大名 Ｒ 丁目 Ｔ 番 ＲＲ 号ｾ話 ＰＹＲ ー ＷＶＱ Ｍ ＳＷＹＵ

横浜 ・福井 ・京都 ・神戸 松 江 沖 縄

一一 ;令 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工ーー

⑮ 
株会社式

ごJ三同主

水 工 業 所

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14岳地

干 5 3  1  '，l!: ｉ ［ ｉ ｾ 大阪 Ｈ ＳＷＲ Ｉ 2  8  5  1  (代表 )

東京支 J，¥f *京都中央区 八丁堀 4 丁目 11番 7 号

干 1 0  4  ( 神谷 ピJ レ)

'，lL ufi 東 京 (551) 8  0  4  1  (代表)

.'B ｉ［ｴ ｾ 所 む Ｑ ｛ ＺＱＮ ，1;下 馬 ー宇 都 宮 君 i !t

，('j fN .  n¥; 岡 ・松 山 高 松

. J ! I  

星亙Z 新日本空調株式会社

司. .  

大 阪 支 肥 大 阪 市 北 区 立 山 浜 i泊 1 - 2  5  ( 新大ビノレ )

屯話 (06 )  344 - 6  0  3  1  (代)

本社 ・点京支広 東京都中央区日本総本石町4- 2( 三井第二別館 )

'，[L話 (03 )  279 ー 5 6  7  1  (大代)

名 古 屋 ・九 州 広 l:.'j ・.f L 帆 ・東 海 村 ・北 陸 大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 | ー14  T  E  L  0 6- 4 4  1  - 5  I  71 

支 j苫 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ 信 研 ; 告 躍 繍 罫 書 在

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番丁68番地( オートセンタービル2階)

垂l I f 史番号542 電 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東京官業所 東京都千代田区九段南 2 丁目 2番 5 号( 九段ビル 8 階)

郵使番号 102 屯 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番



空 調 ・ 衛 生 設 備の 頁

Ｒ 舎町産肩書 ｉｾ<i "iO. 

- 空 気 欄 和設 備 ・給 排 水 衛 生設 備 ・ 塗 装 設備

・蒸 気噴 射 式冷 凍 機 ・ 公 害 防 止 関 連 機 器/ 殺害十 ・製 作 施

、F 茄土

ｾ＠

ヌ1大 ーーーーーーーーー・ Ｔ 司 ＺｾＺｾｕＺＮ

唱 F電'ー....
，. _ 、 東 洋 キ ャ リ ア 工 業 ( 株 ) デ ス ト ビ ュ ー タ 一 関 西 地 区

l∞自宅塗懇fE霊;懇23芦社

( 旧社名 建 材 社 )

本社 東京支杭= 車車部新宿区西新宿21i ( 新宿住友ピル-!2.13F) ③ (344)1851大代

大 阪 支 J;lf=大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 22 ⑧(203)3721 代

名 古 屋 支 16=名古屋市中区錦 2 - 2 ー13 ⑧ (211)1535 代

出 張 所 = 札 純 ・仙 台 ・l ' ! t 回金沢・神戸 ー高 松

広 Mi 絵 山 . t' ，; 問 ー沖 縄 ・パンコ γ ク

給 ・排水 ・衛 生 ・消火 ・暖冷房設備

お 25西原衛生工業所大阪庖

一 般 笠 鯛 設 備 ・ 十 亘 i S. t : 亘湿設備・冷凍冷蔵設 備

冷 却乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 記 に 附

，ー、ー 帯 す る 衛 生 、電 気 等 一 切 の 工 事 の E宣言十・施工

ｉｾ イタ写本 ｕ フヲシト繍王 ｴｧｮ
司玄符《 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大 阪 dj 大淀区中五位本泊 l T 自 2 併 I也 ホーコクピル

干 531 1 1 l : 潟大阪 ( 06) 372- 517l (代 表)

東 京 1m I ド央 区 日 本 締 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

干 103 m宮市 東京 ( 03 )242- 5521 ( 代表)

福 岡 名 古 屋 広 J斗ーキL 眺I t l !

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 - 天 理 ・ 福

1苫支

岡

台
営 蝶 所

平山互業株式会社@  

11>> ・J令)j} ・空 気 出 温 度 剰 摂 装 置

設 計 施

品主4

-← 

釜書1Ｖｾ＠高回
衛 生 ・空気調和 設備 ・設計 ・施

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

屯 話 大 阪 (372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

宙 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 庖

T E L ( 441 )的 1994・( 443)閃0331
大阪市西区江戸堀通 2 の 2

キ土本

i星・湿度調髪装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 沼 田 町 3 0  t包 括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新東京ピノレ)

1tl ｾ舌 Ｈ Ｒ ＱＱ Ｉ 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  (1¥: )  

仙 台 市 新 伝 馬 町T 6  0  

1包 括 ( 21) 4  4  9  1  

:t， 古 民 市 東 区 東 門 前 I町 3 - 6  

沼田; ( 971 )  3  6  2  1  

空気調和 ・恒温恒温 ・冷 凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

不ニ熱学工業締ま舎紅@  

f E話 261- 2436<<也

屯 話 773ー 123 1  (ft) 

神 戸 川| 刈

大阪市南区ｬｉＨｩ ｦｾ 町 Ｒ - 5 0  

東京都大田区西馬込 1 - 2  - 1  

銀 時 ー 浜 松 ・ i;¥ ｲＮｾ＠

本 底

東京支盾

営 換 所

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 I苫

空 気 調 和 設 備
吾凡計施工

換気・除塵設備面又

く m哩型匠コ 親 切 工 工 心 で 御 用 さ せ て 1頁 き ま す

大 砲 パ y ケージ、ヒータ一等々

( 市価の半他以下町出物も少量あります )

宮 地 空 調 専 門 I苫胃
東 洋 熊 工 着 信 機 式 会 極 大 阪 安 倍

代 表 御 用 役 宮 地 一 彦

阪 市 西 成 区 山 モ 3 - 16 - 7T E し( 433) 8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡
夜間 641-1242代表 649-0008

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 行

業 株 式 会 社

本 十1. k 阪市西区点町制 1 丁目 6 2  Ｇ ，ｾＢｉｩ＠ 06 (443)8161(よ代表)

れ占州立社 名古1 ; ' 市中区栄 2 丁 11 16 - 13  '，Ji，，!; 055 (202)  0077(代表}

，; ( j . j (ピル

:1¥ 恥，ｾ庁点京陥 ｩ 岳灰北 ｻｪＭ ｴｊ ｊ 3 丁日 6 - 1 8  

Jtl"l ビ ル デ ィ ノ グ .1."11 3 附可，，[ < 03 (409)  8  9  0  5  

神ド Ｂｪ￞ 主 ｉ 日ｲＺｺ ｾｴｬ＼ 侠ｪＨｦｩ Ｗ 了 ＱＱ Ｑ の Ｑ '，0:，，/; 078 (34 1) 1778 ' 4386 

1 4 7  

工田山

⑨日本管工業株式会社

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 格 地 内 1

包括 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満橋北詰 )

fll 話 (352) 3  5  0  1  - 3  

問 日 市 市 浜 田 西 末 広 田T 電 話 ⑬7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 ー 15 電 話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

j宮 市 栄 町 2 ー 1 1  1 屯 話 0592 ⑧ 3 6 1  0  

大 阪 支 庖

四 日 市 支 l苫

滋 賀 営 業 所

建 営 業 所



電 気 設 備 の 頁

⑤ 

178 iE幸吉;， . t:=- . J .且・ _ . h .  

陽 電 天 ' ¥ . 1 : 木氏

代災時制H支 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 品 3 - 3  ｾｶｊ 臼ビル

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 長 水 田f 3 - 3 4 - 6

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

川 町11 rl1 訂 以 区 同 J ; ( 駆 応 針 町 2 1  

T  E  L  't: r.J 1  075  ( 3 1 1 )  1 1 8 5  ( 1t )  

州 問 山 中 央 区 必 院 1 - 1 4 - 8

T E L 甘.H!'，j 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

社
ふ
一

A

設 計 施 工電 気 設 備

庇lL次薄暗土営難所

京 都営 難所

朝

本

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

原

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 Ol i : 阪急、ビル)

話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大 代 )

庖 - *京 名 古 屋 ・舞 鶴 ・大 阪 商 ・神 戸 ・広 仏 ・) L外|

社

A

Q

一
品式株業工栗6詮

大

，;[;;: 

指 岡 出 張 所

支

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

取 締 役 支 社 長 姉 川 正 男

大阪 I市有点刺l反主r口5閲f柿晶 lιl 丁 11 .八 f需存J地也 '，[1ιl!. .li 

本 +村l 点 j点i江( r.l S目i 下代f l I 日l 灰肉担桝神iド' 11川n 1 丁 円 4  苦需干 I地也 5 J，ぢJ  

支 ?村l 札 申帆見 目仰仙11 f，.  J九L ノ l内付 ず名" r1i k附，トk払ft'，';品，¥ 1附刈

営 7来拒社絞4下F所斤 l山lれ川1吋d依[，i¥所止 全同:主主喜致袈2E: 行相1':11山川1，川"市|打， 2初0ケ l'Jr

会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

掴i
，、、

代 表 取 締 役 林 敏 夫

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 立ピ J レ7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東京行11 "j.' 央 区 日 本 橋 給 崎 町 3 丁目 2 帯 地

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 - キ11 快 ! 京 堺 . Ii j¥ 山

ネ土一
一
一

株 式 会 社

キ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株

電 気 工 事

工

会

A

一
一
一

拍

式

i

一

株

札

一
一

機

嘉

晴

電

山

暖

{

玉

制

気電

ro 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪市岐点 ｬｾ Ｚ 野 ｴＺ ｬ ｾＡ之町 三 「口 Ｍ fL 

'il!. ｕｉｾ＠ 大 阪 (931) 代 長 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城 JI訂正rt il 'Ii 之町 3 r  11 11 .，{i"f; 大阪 (931)7004 

併良県御所，! i 御111泊 3 6  0  "正"l; 御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚 ) j rI ;111之 1.. 両国11 の 1 .，{i "f，! i ) j  (43)8659 .  (44)9232 

ふ
一

A
式電本中

本

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( : 立ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新統ピル7 I l 皆)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 器 地

屯 話 (991 ) 5  1  3  1  (代)

堺 ・千 災 ・ 卒 者11 宮

キ土

応

本

支

資 材 倉 庫

奈 良 営 業 所

枚 方 営 黛 所

応支

熊 本
神 戸営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

人 ・ | 桜 山 内 淀 川 l天 川 !H 町 1 T  n  1  1  0 岳 地

1は " 吊 人・ 阪 ( 472 ) 代 ぷ 1 1  0  1 ー 7

;1[ ，;， nJ lん"川氏 ，lI i 1.:1.又 111 6 寸 1125砕 11  ｊｾ［｟＠ (  ｾＧ， Ｇ､［ＮＧ￮ ピノレ Ｉ

'，[よ ..!，，"'i Jl( ，;， ( 49 1)  1746 ( 492) 0182 . 0350 

北 九 州 市 小 U l 孟鈷物r . r J j 町 2 3  1昏 I也

日正 ｉｕｾ 小介 ( 56 )  5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

T.  ｾ必 刺 激 山 . Ｚ� ， 山 ｉ［ｾ

干上

'. ':  

み;

立

社

6  { 存地

8  8 8  1  

電 気 工 事 ・ 雷 十 装 工 事 ・ 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 侮 ヶ 枝 問T 5  

7江 話 大 阪 大代表 ( 312)

東 京 - 名 古 屋 . IJq 日 市 ・ 神 戸

松 山

社オE

ＧＺＺｾ・ Ｓ 佐川

支 府

常3住所
1I 下ｈｾ＠ ';bd iJr  

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

Q

一

A
事 株 式エ藤工太 陽

中 実

阪市i ! [ j 区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

束 京 ・名 古 犀 ・広 fz -稲 岡

田取締役社民

相占本

自日

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L ( 06)  452- 1  1  5  l (代)

大 阪 市 此 花 区 恩 抗 南 之 町 7 3  

T E L ( 06 )  462- 1  3  0  l (代)

四林
取締 i支社長

社
本

7E力工事本部

常業所

A

Q

Z

 

商

電気工事 ・計装 工事・設計施工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電気設備設計施工

、品二

i 旦

大 阪 市 北 区 1
1可 制 川 町 1 5  1I干 J也

五，li 大| 坂 ( 364 ) 代 3 0  5  6  

*  !;i; .  I' jl 戸 ・広 Ｉｾ， ｉｪ＠

1， ，1，- Iせ ・|崎 山 ・水 J; ，j  

札帆 ー 滋 ｬｾ .  r: ・4 砂 松 LLI . 三 原 ・i'jJ filll 

氷本山取締役社長

H  

1お

rJr 

Nr  

ノド

Ji 

高 千 穂 亀 械 械 式 会 討

岩 崎

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 - 1  1  7  1 大 代 表

東 京 - 神 戸 ・ 九 州

雄久取 締 役 社 長

間

v
キ土本

業

川

川
営 業 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ーー 大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ー大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 策 変 美 術 タ イ ル ー 大 イ ム タ イ ル

新 発 売 。ー 古 代 土 器 調 高 温 〆 タイ I!- . . . . 大 仏 古 代 タ イ ル

@  

場

扇 木 漕 入 筆'1 落 閉 止

耐製品

コニ

ナニワ媛匂 12五

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

k

阪

市

温

速

区

花

町

一

丁

目

じ

間

二

世

間

制

ム

O

点

A

T E L  (345)  9055(  Ｑｾｊ 主 Ｉ

T E L  (252)  3  9  0  6  

T E L  (202)  5  2  6  0  

大 阪 市 北 区 立 品 北 11fT 1  6  

大 阪 市 京区本田T 4  - 27御 堂 ピ J レ

大 阪 市 点 区 十 世 ぬ ! 2  - 3  6  

本 - I J :

Ｑ 卸 ＧＺ Ｚ ｩＺＧＺ ［ ｾ Ｎ ｾｉ ｾ 斤

償 堀 'i ;;" :Z:; 所

ヤ

Board&Sl ate 

園 園 田

顎賢官

Standard 

奉 仕 感 謝 のl吉

タ イ ル 工 事 施 工

淀 川 淳 窯 蒙 商 庖

電 話 姫路 0792( 82) 0999 ⑮ 670 

⑪ 

需 * 反フ タ パ

姫 路 営 業 所

百貨広 明 下

、

借

り

手重

ガ ラ ス 製 品 卸 問 屋

セ 卜 モ ノ の デパ ー卜

各ポ
、ソ

百愛

陶器、

/ 而t建設省& g定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 ';r;:話 (06)702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン )

屋 根 折 版 ( ヨ ド ル ー フ ) 販 売 及 責任 施 工

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

大 阪 支J吉
サクラ建産株式会社

ペーふ

てきY

大阪市来区日間情 Ｒ 丁円 Ｙ 野村ビ Ｏ レ Ｕ ｐ 皆ｾｉｬ話大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＴＹＰＵ
大阪市都島区都品中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 ( 922) 代表4421 - 3  

建築物船舶等 造作工事、家具建具・室 内装備工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓娃トヲI}$(: 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T O R S ，L T D  F U T A B A Y A  

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06 ) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知' 1'; 建築業者許可(鍛 - 48)第 12064号

1 4 9  

図 飼



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー - リ ン グ グ リ ノ レ ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー -

40 ・ピ ー ア ッ フ ・ ⑮ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・壁 材 ・谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745) 5121 - 5  

年中見ていただける 皆様の見本室
|実|

150 

タイル

常設展示場

AM. I O. OO- P. M. 5 目 00

日曜 ・ネ兄日は休官官

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  (06 )364- 2059 

梅田新進 O  南 森 町

豊 か な 経 験

設 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 H則子町1- 12 日 生 ビ ル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・般 浜 .!Ir*- 岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・富 山 ・大 n土・京 都 ・堺 ・神 戸 ・ 広 砧 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

4  



曾進式 総合天井システムミ出主主主|

当社独特の照明燈ユニット及戸ルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井仕よ材と→本化

しだシステム天井で空調、照明、防災器機、スピーカー等の設備ゾーンとの組合せ、重に聞士切、

ブランドBOXなどの取出をも司能lこし疋多様機能を育するシステム天井です。CPAT .6件〉

奥村重兵衛株式会社 日

大 阪 市 北 区 伊 努 町 22 番 飽

都 中 央 区 銀 座 1 T目27番 9 号

福 岡 市1専 多 区 住 吉 2 TEl 16番 27号

名 百 屋 市 西 区 俵 町2 丁 目 守 番6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 番 13 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 1 8

屋

島

台

古名

広

仙

庖商衛兵重

4

叶

，

‘，
ー奥+

品
令

守会式

今

本名+
ム

‘
8

1

 

ロ
M

干 530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

〒104 電 話( 03) 5 6 3 - 3 3 51( 代〉

干812 電 話( 092) 291 - 0459 ( 代〉

〒 733 電 話( 052) 522 - 5436 ( 代〉

〒733 電 話( 0822) 91 - 1 5 3 3 ( 代〉

守も お 電 話( 0222) 52 - 2631  ( 代〉

、
豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ま す

I na 

伊 奈9 T J L . ・伊奈衛生閲冨・伊奈ポυパコ

I n a 伊 奈 製 岡 椋 試S 社

本 社 愛 知 県常 滑 市 大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 南 通1- 62 T E L  532- 6081附

ｾｮ ＧｴＺｬ ｑＢＧＧＧ＠
L E F  リミァトロードアードファン

S A F ストリームラインファン

H A F タ ー ボ 7 7 ン

P A F プ レ ー ト フ ァ ン

ｍａｆ 多ｾ 送風機

L A F リミットロードエヤーホイル77.ン C A F 直 流 式 静 晋 送 風 機

送 風 機
営 業 品 目

V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

T A F 軸 流 送 風 機

J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

庖 ピ 製 耐 駿 送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

本 社 ・ 工 場 干 536 大 阪 市 城 東 区 里 子 江 東 之 町 2 丁 目 l 番 地

電 範 大 阪 ( 06) 9  3  1  - 7  8  0  2  ( 代 )

東 京 出 張 所 干 11 3 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 話 東 京 ( 03 ) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代 )

九 州 出 張 所 干 812 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3 9 6 番

快適なオフィスの

環境づくりには

やっぱりすぐれた

製品が必要です;

回目
目 指H 一子τ ショヨF 肱式会事主

大 阪 営 輔 所 550 大 阪 市 西 区 本 国 二番 町 38 辰己ピル

T  E  L  ( 06)  5  8  I  - I  I  3  I  

綿 販 売 庖 三 井 物 産 剛 三 菱 商 事 附 住 友 商事 醐
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コニ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

施責 任由自

ξ ｾ ＯＮＮ＠

"f ' ; r  色尺 物長

種品

タ 然 え な い

オフ才L るご L 、

傍 ら な い
W ジ ャ ン ボ 波

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ポ y ク ス 波V i皮S 大 波S ノj 、t皮r皮キ反 先見中各

途用

Tt IJ I !J 9  ｊｬ 異ヲ ｊｾ 製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

政 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

話

謡

話

話

話

屯

電

電

電

定

兵 庫 県 尼崎 市 昭和 南 通 り3 - 26松 本 ビ ル

士奇 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋市 中 村 区 泥 江町 I の 24第 2 中 経 ビ J レ

本= キ土

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 1吉 及 工 場

名 古 屋 支 J吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ に 、 。
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( 旭 化 成ミューj レコー卜・セット品 )

rs，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・ ・洗出し仕上. .  

.. 

( 旭化成ミュ- ) レコート・セット品 )

- カタログお 送 りします

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 | 新 興 建 材 工 業

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問合 せ 下 さい

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 T  13 39番地 TE L大 阪 ( 538 ) 2951- 5・( 541 ) 5757- 9  

営業所東京 ・高槻 ・明石 ・姫路・ 四国 ・中国
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L  

福祉の固からやってきた。

長 尺 吸 音 床 材 砂 .-.:::J::IヨF: J 日F 9一勧トヨi L: J 日F

スウェーテーλ 社会保証カ f 高度にすすんでしる因。

病院、学校、老人ホーム、図書館、体育施設などの

あらゆる公共施設が、もっとも充笑している図。

この人 間 中 心の 土 壊 か ら 生 みTごされた 、画期 的な長尺床材、

こt に吸音性、断熱性にすぐ‘れたヒューマ ンな床材、

これがアコスチフロア、ターケァトジムフ ロアですL

アコスチフロア、ターケットジ‘ ムフロア1; 1 : . 、その機能面、施工面に

お け る 独 特のメリッ ト{ こより、

北 欧 は じ め 欧 米 各 国 の 著 名 な 設計者によって採 用 さ れ、

重要建築物に数多く使われていますL

そして L 、まや“ 世 界 の 床 材"“ 新 し い 時 代 の 床 材" として

高 い 評 価 を 受 け て L 、ますL

そのアコスチフロア、タ ーケットジムフ ロアが

日本にもやってきたのですL

- 規格・組成

品 名 規 格 車且 成

ア コスチ lf 幅 長 表 層 ・4量化ビニ ール樹脂80%

(一般用 ) 3  .  5nrn x  184cm x  25m 
可盟剤、顔料、安定

剤 20% 

ジ ム

発泡層 ・塩化ビニール樹脂
5.50聞 X 184cmx21m 

(体育館専用)
可鑓剤l

- 使用接着剤一一一標準工法一一一セメン卜 L

耐水工法一一一一セメ ント N E P

- 白地部介は合わせ七万円で施工、

特に耐水性を要求される箇所では目地溶接施工。

価格・......・ アコスチフロア - 4，800円/ 附( 材工共)

ターケットジムフロア - 9，200円/ 附( 材工共)

耐水工法は 200円1m' 高。溶接は 300円1m' 高。

(価格は いずれも 300m' 以上の場合)

色 数

7 色

1色

( グリーン)

Tarkett  

マ::;:;
:al l 鹿、岡

TA. J れパA OY O  K  A K O  C O.，じ下口
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六

百

円

スミフレームパックフ。レハブ建築システム

のご要望どおり。安く、

住友の設計・施工建 ステム

建 築 材 料 の 高 騰 、

様 々 な 問 題 を か か え る 建 築 界。

件 の 中 で 、 住 友 は こ れ ま で に 節 材 節 労 を お 約 束 す

る 構 造 部 材 ス ミ コ ラ ム ( 高層用 主 柱 ) 0 H形 鋼 ( 主

柱 ・梁 材 ) 。 リッ プ 付 軽 量 H 形 鋼 ( 中 低 層 用 主 柱 ) 。

軽 量 H 形 鋼 ( 梁 ・つ な ぎ 材 ) 等 を 遂 次 生 産 。 お 届

そ し て こ の た び 、 建 築 構 造

〈ス ミ フ レ ームノぐック〉

入 手 不 足 に よ る 工 期 の 遅 延 な ど

こ う し た 厳 し い 条

け し て ま い り ま し た 。

物 の パ ッ ケ ー ジ 販 売 と し て

な ど を 開 発 。 こ れ ら は 住 友 構 造 材 を た く み に 組 合

せ た プ レ ハ フ 建 築 シ ス テ ム で 、 現 場 環 境 、 作 業 条

ス

ミ

コ

ラ

ム

&

H

シ

ス

テ

ム

ビ

ル

建

築

の

新

工

法

(

表

紙

写

真

・

吉

井

孝

治

)

またイ主
件 を 最 大 限 に 生 か せ る 画 期 的 な も の で す 。

友 で は 工 法 の シ ス テ ム 化 の 面 か ら 高 層 ビ ル の 建 築

を 開 発 。

ス ミ コ ラ ム と H 形 鋼 を 使 用 、 設 計 カ 、 ら 施 工 ま で 一

貫 し て コ ン ビ ュ ー タ ー 管 理 の 下 で 進 め ら れ る 最 も

新 し い 工 法 シ ス テ ム で す 。

ニオ1. . (立
〈スミ コ ラ ム &H> 

設 計 シ ス テ ム

。 佳 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

東 京 鉄 構 課

大 阪鉄 構 課お問合せ先


